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はじめに

本書『Solaris 9インストールガイド』では、SPARC™ベースのネットワークに接続さ
れたシステムとネットワークに接続されていないシステムの両方に Solaris™ 9オペ
レーティング環境をインストールおよびアップグレードする方法を説明します。

このマニュアルには、システムハードウェアや周辺装置を設定する方法は記載されて
いません。

対象読者
このマニュアルは、Solarisオペレーティング環境のインストールを担当するシステム
管理者を対象としています。このマニュアルには、次の 2種類の情報が含まれていま
す。

� ネットワーク環境で複数の Solarisマシンを管理するエンタープライズシステム管
理者向けの上級 Solarisインストール情報

� Solarisのインストールやアップグレードをときどき行うシステム管理者向けの基
本 Solarisインストール情報

関連情報
表 P–1に、Solarisソフトウェアをインストールする際に参考となる関連情報の一覧を
示します。
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表 P–1関連情報

情報 説明

『Solarisのシステム管理 (基本編)』 システムファイルのバックアップ方法が解説されています。

『 Solaris 9ご使用にあたって (SPARC版)』 Solarisリリースに関する、バグ、既知の問題、サポートが中
止されたソフトウェア、パッチなどが解説されています。

『 Solaris 9 Sunハードウェアマニュアル』 サポート対象のハードウェアについて解説されています。

『Solaris 9パッケージリスト』 Solaris 9オペレーティング環境のパッケージの一覧と、その
解説です。

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することができ
ます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこと
もできます。URLは、http://docs.sun.comです。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–2表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。
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表 P–2表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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一般規則
� このマニュアルでは、英語環境での画面イメージを使っています。このため、実際
に日本語環境で表示される画面イメージとこのマニュアルで使っている画面イメー
ジが異なる場合があります。本文中で画面イメージを説明する場合には、日本語の
メニュー、ボタン名などの項目名と英語の項目名が、適宜併記されています。

� このマニュアルでは、「IA」という用語は、Intel 32ビットのプロセッサアーキテ
クチャを意味します。これには、Pentium、Pentium Pro、Pentium II、Pentium II
Xeon、Celeron、Pentium III、Pentium III Xeonの各プロセッサ、および
AMD、Cyrixが提供する互換マイクロプロセッサチップが含まれます。
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第 1章

Solarisのインストールおよびアップグ
レードの計画

以下の章では、Solarisオペレーティング環境のインストールやアップグレードの計画
について説明します。

第 2章 インストールやアップグレードを行う前に決定すべき項
目について説明します。

第 3章 Solarisをインストールするさまざまな方法について詳し
く説明します。インストール環境にとってどの方法が最
適であるかを判断する際の参考になります。
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第 2章

Solarisのインストールおよびアップグ
レードの計画の概要

この章では、Solarisオペレーティング環境のインストールやアップグレードを行う前
に決定すべき項目について説明します。この章の内容は次のとおりです。

� 21ページの「作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグ
レード」

� 23ページの「初期インストールかアップグレードか」
� 24ページの「システム要件」
� 25ページの「ネットワークからインストールするか DVDまたは CDを使ってイ
ンストールするか」

� 26ページの「DVDメディアの使用」

注 –このマニュアルでは「スライス」という用語を使用しますが、一部の Solarisの
マニュアルとプログラムでは、スライスのことを「パーティション」と呼んでいる場
合があります。

作業マップ: Solarisソフトウェアのイン
ストールまたはアップグレード
次の作業マップは、Solarisオペレーティング環境のインストールやアップグレードに
必要な作業の概要を示したものです。インストールしようとする環境にとってもっと
も効率的なインストールを行うためにどの項目を決定する必要があるかを、この作業
マップから判断してください。

21



表 2–1作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード

作業 説明 参照先

初期インストールかアッ
プグレードかを選択する

初期インストールまたはアップグレードのいずれかを
選択します。

23ページの「初期インストー
ルかアップグレードか」

システム要件を検討する インストールまたはアップグレードの最小要件をシス
テムが満たしているかどうかを判断します。

24ページの「システム要件」

インストール方法を選択
する

Solarisオペレーティング環境では、インストールや
アップグレードをいくつかの方法で行うことができま
す。インストール環境にもっとも適した方法を選択し
てください。

第 3章

ディスク容量の計画をた
てて割り当てる

インストールする Solarisオペレーティング環境のコ
ンポーネントに必要なディスク容量をシステムに割り
当てます。

第 5章

インストール媒体を選択
する

Solarisソフトウェアのインストールは、ローカル媒
体から行うこともネットワークから行うこともできま
す。インストール環境にもっとも適したインストール
媒体を選択してください。

25ページの「ネットワークか
らインストールするか DVD
または CDを使ってインス
トールするか」

システム情報を収集する チェックリストやワークシートを使って、インストー
ルやアップグレードに必要なすべての情報を収集しま
す。

第 6章

(省略可能)システム構成
情報を事前設定する

インストールやアップグレードの際に情報を入力する
手間を省くために、システム構成情報を事前に設定し
ておくことができます。

第 7章

(省略可能) Solarisソフト
ウェアをネットワークか
らインストールする準備
を行う

Solarisソフトウェアをネットワークからインストー
ルする場合は、インストールサーバーを作成し、必要
に応じてブートサーバーを作成し、ネットワークから
インストールできるようにシステムを設定します。

第 12章

(アップグレードのみ)
アップグレード前に必要
な作業を行う

システムのバックアップをとり、アップグレード時に
ディスク容量の再配置が行われるかどうかを判断
し、Solaris Updateリリースによって上書きされる可
能性があるパッチを検索します。

第 8章

インストールまたはアッ
プグレードを行う

選択した Solarisインストール方法を使って Solarisソ
フトウェアのインストールまたはアップグレードを行
います。

インストールの詳細な手順を
説明している章

22 Solaris 9インストールガイド • 2002年 5月



初期インストールかアップグレードか
まず、初期インストールを行うのかアップグレードを行うのかを選択する必要があり
ます。アップグレードを選択する場合は、Solarisオペレーティング環境がすでにシス
テム上で動作している必要があります。

初期インストール
初期インストールでは、システムのディスクが Solarisオペレーティング環境の新しい
バージョンで上書きされます。システム上で Solarisオペレーティング環境がまだ動作
していない場合は、初期インストールを行う必要があります。

システム上で Solarisオペレーティング環境がすでに動作している場合でも、初期イン
ストールを行うことができます。ローカルに行なった変更を維持したい場合は、イン
ストールを行う前にローカル変更のバックアップをとり、インストールが終わった後
でローカル変更を復元する必要があります。

初期インストールは、Solarisのどのインストール方法を使っても実行できま
す。Solarisのインストール方法については、第 3章を参照してください。

アップグレード
アップグレードでは、システムのディスクにある既存のファイルと Solarisオペレー
ティング環境の新しいバージョンがマージされます。アップグレードでは、既存の
Solarisオペレーティング環境に対して行なった変更はできるだけ保存されます。

アップグレードできるシステムは、Solaris 2.6、Solaris 7、または Solaris 8ソフトウェ
アが動作しているものです。システムで動作している Solarisのバージョンを確認する
には、次のコマンドを入力します。

$ uname -a

どのインストール方法を使用しても、Solarisオペレーティング環境はアップグレード
できます。Solaris Live Upgradeによるアップグレードの制限については、247ページ
の「Solaris Live Upgradeのシステム要件」を参照してください。

注 – ディスクレスクライアントをアップグレードする場合は、smosservice patch
コマンドを使用する必要があります。詳細な指示については、『Solarisのシステム管
理 (基本編)』または smosservice(1M)のマニュアルページを参照してください。
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システムのソフトウェアグループを、アップグレード時に別のソフトウェアグループ
に変更することはできません。たとえば、システムにエンドユーザーシステムサポー
トソフトウェアグループがインストールされている場合には、開発者システムサポー
トソフトウェアグループにアップグレードするオプションはありません。ただし、
アップグレード中に、インストール済みのソフトウェアグループに属していないソフ
トウェアをシステムに追加することはできます。

すでに Solaris 9オペレーティング環境を実行していて、システムに個別のパッチがイ
ンストールされている場合、Solaris 9 Updateリリースへのアップグレードを行う
と、パッチは次のようになります。

� Solaris 9 Updateリリースの一部として組み込まれているパッチは自動的に再適用
されます。これらのパッチをバックアウトすることはできません。

� システムにすでにインストールされているパッチのうち、Solaris 9 Updateリリー
スに組み込まれていないパッチは削除されます。

パッチアナライザを使用すれば、Solaris 9 Updateリリースにアップグレードしたと
きに、これらのパッチのうちどれが削除されるかを確認することができます。パッチ
アナライザの詳しい使い方については、369ページの「Solaris Updateリリースへの
アップグレード」を参照してください。

システム要件
Solarisオペレーティング環境のインストールやアップグレードに必要な要件をシステ
ムが満たしているかどうかを確認してください。

メモリー要件
Solarisオペレーティング環境をインストールまたはアップグレードするには、128M
バイト以上のメモリーを用意することをお勧めします (最小では 96Mバイト)。

注 –オプションのインストール機能の中には、メモリーが十分でないと有効にできな
いものもあります。たとえば、メモリーが 96Mバイトのシステムに DVDからインス
トールする場合、Solaris Web Startインストールプログラムのグラフィカルユーザー
インタフェースではなく、Solaris Web Startのコマンド行インタフェースを使用する
必要があります。
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Solaris 9 INSTALLATION CDを使用するための要
件
Solaris 9 INSTALLATION CDと Solaris Web Startプログラムを使ってアップグレー
ドを行うためには、ファイルが保存されていないスライスがディスク上になければな
りません。望ましいスライスは swapスライスですが、/etc/vfstabにリストされ
ているアップグレード対象のルートスライスのどれにも属していないスライスであれ
ば、どのスライスでもかまいません。このスライスのサイズは少なくとも 512Mバイ
ト必要です。

ネットワークからインストールするか
DVDまたは CDを使ってインストール
するか
DVD-ROMまたは CD-ROMドライブにアクセスできるシステムへのインストールま
たはアップグレードができるように、Solarisソフトウェアは DVDまたは CDメディ
アで配布されます。

システムにローカルの DVD-ROMドライブまたは CD-ROMドライブがない場合
や、Solarisソフトウェアを複数のシステムにインストールする際に、それぞれのシス
テムに対してローカルドライブにディスクを挿入したくない場合は、リモートの
DVDイメージまたは CDイメージからインストールするようにシステムを設定でき
ます。

ネットワークからインストールする場合は、どの Solarisインストール方法でも使用で
きます。ただし、フラッシュインストール機能やカスタム JumpStartインストールを
使ってネットワークからインストールを行うと、大規模の企業におけるインストール
プロセスの一元化と自動化が可能になります。各インストール方法の詳細は、第 3章
を参照してください。

ネットワークから Solarisソフトウェアをインストールする場合は、初期設定が必要で
す。ネットワークからインストールする場合の準備については、第 12章を参照して
ください。
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DVDメディアの使用
DVDメディアを使用している場合、okプロンプトでブートするかどうかをたずねら
れたときには、常に次のコマンドを入力してください。

ok boot cdrom
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第 3章

Solarisインストール方法の選択

この章では、Solarisをインストールする方法について説明します。Solarisオペレー
ティング環境では、インストールやアップグレードをいくつかの方法で行うことがで
きます。それぞれのインストール方法には、特定のインストール要件やインストール
環境を意図したさまざまな機能があります。したがって、インストール環境にもっと
も適した方法を選択してください。

� 27ページの「Solaris Web Start」
� 28ページの「Solaris suninstallプログラム」
� 28ページの「カスタム JumpStart」
� 29ページの「フラッシュインストール機能」
� 30ページの「Solaris Live Upgradeの方法」
� 30ページの「ファクトリ JumpStart」

Solaris Web Start
Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 INSTALLATION CDに含まれる Solaris Web Startイン
ストールプログラムは、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)でも、コマンド
行インタフェース (CLI)でも起動できます。Solaris Web Startでは、Solarisソフト
ウェアや追加ソフトウェアのインストールやアップグレードに必要な手順がステップ
ごとに示されます。システム管理者は、デフォルトオプションを使ってインストール
することも、カスタマイズオプションを使って必要なソフトウェアだけをインストー
ルすることもできます。

Solaris Web Startでは、Solarisオペレーティング環境や UNIXの初心者であっても、
インストールの際に先に進んだり前に戻って必要な変更を簡単に行うことができま
す。インストール作業は複数の画面に分かれており、各画面にはユーザーが選択でき
るようにデフォルトの値が表示されます。
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Solaris Web Startプログラムでは情報を入力する必要があるため、ユーザーはインス
トールプログラムと対話方式で処理を進める必要があります。したがって、システム
によってはインストールやアップグレードを行う際には、このインストール方法が最
適であるとは限りません。多数のシステムを対象としたバッチインストールには、カ
スタム JumpStartかフラッシュインストール機能を使用してください。

詳細は、第 14章を参照してください。

Solaris suninstallプログラム
Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDに含まれる Solaris suninstallプログラムは、コマ
ンド行インタフェース (CLI)で動作します。Solaris suninstallプログラムで
は、Solaris 9ソフトウェアのインストールやアップグレードに必要な手順がステップ
ごとに示されます。このインストール方法は、96Mバイト以上のメモリーがあり、国
際ロケールを使用している場合に便利です。

Solaris suninstallプログラムは、Solarisオペレーティング環境ソフトウェアをイ
ンストールするだけです。このプログラムは、サードパーティアップグレードやネッ
トワーク上でダウンロードできるソフトウェアなどを認識できません。したがっ
て、Solarisオペレーティング環境をインストールした後にサードパーティアプリケー
ションをインストールする必要があります。また、インストール時にはシステム構成
情報を入力するように求められます。このため、複数のシステムにインストールする
場合は、suninstallは最適とは言えません。サードパーティアプリケーションのイ
ンストールには Solaris Web Startプログラムを使用できます。多数のシステムを対象
としたバッチインストールには、カスタム JumpStartかフラッシュインストール機能
を使用してください。

詳細は、第 15章を参照してください。

カスタム JumpStart
カスタム JumpStartでは、あらかじめ作成したプロファイルを使って、複数のシステ
ムのインストールやアップグレードを自動的にかつ同時に行うことができます。プロ
ファイルには、どのようにソフトウェアをインストールするかを定義します。さら
に、インストール前とインストール後に実行する作業を、シェルスクリプトを使用し
て指定することができます。システムのインストールまたはアップグレードにどのプ
ロファイルとスクリプトを使用するかを選択できます。カスタム JumpStartは、指定
されたプロファイルとスクリプトに従ってシステムのインストールやアップグレード
を行います。
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Solarisオペレーティング環境とシェルに関する知識を持っていて、複数のシステムを
インストールする必要がある場合には、カスタム JumpStartが最適であるかもしれま
せん。

インストールするシステムが 2、3台だけの場合には、このインストール方法が最適
であるとは限りません。カスタム JumpStartインストールの準備に時間がかかるた
め、このインストール方法が時間の節約にならない可能性があるからです。

詳細は、第 23章を参照してください。

フラッシュインストール機能
フラッシュインストール機能では、マスターシステムにインストールする構成を使用
して、多数のシステムにインストールすることができます。それには、マスターシス
テムのインストールと構成を行なったあとに、マスターシステムからフラッシュアー
カイブを作成する必要があります。フラッシュアーカイブは、必要に応じていくつで
も作成できます。それぞれのシステムにインストールする際に、使用するフラッシュ
アーカイブを選択します。このインストール方法では、同じソフトウェアと構成を持
つ多数のシステムを効率的にインストールできます。

フラッシュアーカイブを使用しない Solarisインストール方法では、各 Solarisパッ
ケージが個別にインストールされます。パッケージベースのインストールではパッ
ケージごとにパッケージマップの更新が必要になるため、時間がかかります。フラッ
シュアーカイブによるインストールは、個々の Solarisパッケージをインストールする
場合よりもずっと早く終わります。

フラッシュアーカイブを使用するインストールは、どの Solarisインストール方法でも
指定できます。Solaris Web Startと Solaris suninstallプログラムでは、インス
トールするフラッシュアーカイブを選択するように指示されます。カスタム
JumpStartでは、インストールするフラッシュアーカイブをプロファイルに指定しま
す。Solaris Live Upgradeでは、非アクティブブート環境にインストールするフラッ
シュアーカイブを指定します。

複数のシステムに多くの異なる構成でインストールしたい場合には、システムごとに
フラッシュアーカイブが必要になります。フラッシュアーカイブはファイルサイズが
大きいため、大量のディスク容量が必要です。さらに、フラッシュアーカイブをいっ
たん作成したら、アーカイブを変更することはできません。多数の異なるインストー
ル構成が必要であったり、インストール構成を変更する柔軟性を残しておきたい場合
には、カスタム JumpStartインストールを使用することを検討してください。

詳細は、第 17章を参照してください。
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Solaris Live Upgradeの方法
Solaris Live Upgradeではアクティブブート環境が稼動している間に複製ブート環境
のアップグレードが行え、稼動中の環境のダウンタイムをなくすことができま
す。Solaris Live Upgradeは、GUIまたは CLIのどちらででも行えます。まず、複製
ブート環境を作成する必要があります。この作業が終わったところで、アクティブで
ないブート環境 (非アクティブブート環境)でのフラッシュアーカイブをアップグレー
ドするか、あるいは非アクティブブート環境にフラッシュアーカイブをインストール
できます。準備が整った時点で、この非アクティブブート環境をアクティブにしま
す。次回のリブート時には、この非アクティブブート環境がアクティブブート環境に
切り替わります。何か問題が発生する場合は、本来のブート環境をアクティブにして
リブートするだけで元どおりに復元できます。

詳しい説明と操作方法については、第 29章を参照してください。

ファクトリ JumpStart
ファクトリ JumpStartインストールでは、Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE
1 of 2 CDをドライブに挿入して、システムの電源を入れるだけで、新しい SPARCシ
ステムに Solarisソフトウェアを自動的にインストールできます。その際、システムの
機種とディスクサイズに基づいてデフォルトのプロファイルが選択されます。システ
ムにどのソフトウェアコンポーネントをインストールするかは、このプロファイルで
決まります。システム構成情報を入力するように求められることはなく、インストー
ルするソフトウェアを選択することはできません。

SPARCベースの新しいシステムには、このインストール方法を使用する場合に欠かせ
ない JumpStartブートイメージがあらかじめインストールされています。これより古
い SPARCベースシステムの場合は、re-preinstall(1M)コマンドを使用すれ
ば、JumpStartブートイメージをシステムにインストールできます。
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第 4章

Solarisのインストールおよびアップグ
レードの準備

以下の章では、Solarisオペレーティング環境のインストールおよびアップグレードを
行うための準備について説明します。

第 5章 Solarisオペレーティング環境のインストールやアップグ
レードの際に必要なディスク容量を計画するための指針
を示します。

第 6章 Solarisのインストールを始める前にどのようなシステム
情報を取得すべきかを説明します。

第 7章 Solarisのインストールに必要なシステム構成情報を
sysidcfgファイルを使って事前設定する方法を説明し
ます。

第 8章 Solarisオペレーティング環境をアップグレードする前に
必要な作業について説明します。
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第 5章

ディスク容量の割り当てに関する指針

この章では、Solarisオペレーティング環境のインストールやアップグレードに伴う
ディスク容量の計画に関して一般的な指針を説明します。この章の内容は次のとおり
です。

� 33ページの「ディスク容量に関する一般的な計画と推奨事項」
� 34ページの「ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量」

ディスク容量に関する一般的な計画と推
奨事項
Solaris 9ソフトウェアをインストールする前にディスク容量の計画をたてて、システ
ムに十分なディスク容量があるかどうかを判断することができます。必要なディスク
容量が事前にわかれば、Solaris 9ソフトウェアを実際にインストールする前にディス
クを増設しておくことができます。アップグレードを行う場合は、61ページの
「ディスク容量の再配置を使用するアップグレード」を参照してください。

ディスク容量の計画のたて方は、ユーザーによって異なります。ディスク容量の計画
にあたっては、次の一般的な事項を考慮に入れてください。

� 中国語、日本語、韓国語など、インストールする言語を追加するごとにディスク容
量を増やします。

� 印刷やメールをサポートする場合は、/varファイルシステムのディスク容量を増
やします。

� クラッシュダンプ機能 savecore(1M)を使用する場合は、/varファイルシステ
ムの容量を物理メモリー分倍増します。

� サーバーがほかのシステム上のユーザーに対してホームディレクトリファイルシス
テムを提供する場合は、サーバーのディスク容量を増やします。ホームディレクト
リは、通常デフォルトで /exportファイルシステムにあります。
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� スワップ領域に 512Mバイト以上を割り当てます。
� インストールする Solarisソフトウェアグループ用にディスク容量を割り当てま
す。ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量は表 5–1のとおりです。ディス
ク容量を計画する際には、選択したソフトウェアグループから個々のソフトウェア
パッケージを個別に追加したり削除したりできることを覚えておいてください。

� 作成するファイルシステムの数を最小限に抑えます。デフォルトでは、Solarisイ
ンストール方法によってルート(/)とスワップ領域 ( /swap)だけが作成されま
す。OSサービスのためにディスク容量が割り当てられたときは、/exportディレ
クトリも作成されます。ファイルシステムを割り当てる場合には、将来の Solaris
バージョンにアップグレードするときのために、現在必要な容量よりも 30%多く
割り当ててください。新しい Solarisリリースにアップグレードするたびに、直前
のリリースに比べておよそ 10%のディスク容量が追加で必要になります。ファイ
ルシステムごとに 30%のディスク容量を追加しておくことによって、システムの
スライスを切り直さなくても Solarisをアップグレードできます。

� 追加ソフトウェアやサードパーティソフトウェア用にディスク容量を増やします。

Solaris Live Upgradeを使用する場合は、248ページの「Solaris Live Upgradeのディ
スク容量の要件」を参照してください。

ソフトウェアグループごとの推奨ディス
ク容量
Solarisソフトウェアグループは Solarisパッケージの集まりです。それぞれのソフト
ウェアグループには、異なる機能やハードウェアドライバのサポートが含まれていま
す。したがって、システムでどの機能を実行するかを考慮して、インストールするソ
フトウェアグループを選択する必要があります。

� 「エンドユーザーシステムサポート」ソフトウェアグループ –ネットワークに接続
された Solarisシステムと共通デスクトップ環境 (CDE)の起動と実行に必要な最小
限のコードが含まれています。

� 「開発者システムサポート」ソフトウェアグループ –エンドユーザーシステムサ
ポートソフトウェアグループに、ソフトウェア開発のサポートが追加されたもので
す。ソフトウェア開発のサポートとして、ライブラリ、インクルードファイル、マ
ニュアルページ、プログラミングツールなどが追加されています。ただし、コンパ
イラは含まれていません。

� 「全体ディストリビューション」ソフトウェアグループ –開発者システムサポート
ソフトウェアグループに、サーバーに必要なソフトウェアが追加されたものです。

� 「全体ディストリビューションと OEMサポート」ソフトウェアグループ –全体
ディストリビューションソフトウェアグループに、ハードウェアドライバが追加さ
れたものです。これには、インストール時にシステムに存在していないハードウェ
アのドライバも含みます。
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Solarisソフトウェアのインストール時には、選択した Solarisソフトウェアグループ
に対してパッケージを追加したり、削除したりすることができます。追加や削除する
パッケージを選択する際には、ソフトウェアの依存関係や Solarisソフトウェアがどの
ようにパッケージ化されているかを知っている必要があります。

次の表に、各 Solarisソフトウェアグループごとに、推奨するディスク容量を示しま
す。

注 –スワップ領域は、推奨ディスク容量に含まれています。

表 5–1ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量

ソフトウェアグループ 推奨ディスク容量

全体ディストリビューションと OEMサポート 2.9Gバイト

全体ディストリビューション 2.7Gバイト

開発者システムサポート 2.4Gバイト

エンドユーザーシステムサポート 2.0Gバイト
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第 6章

インストールやアップグレードの前に
収集すべき情報

この章では、システムのインストールやアップグレードを行う前に収集すべきすべて
の情報が列挙されたチェックリストとワークシートについて説明します。

� 37ページの「インストール用のチェックリスト」
� 38ページの「インストール用のワークシート」
� 42ページの「アップグレード用のチェックリスト」
� 43ページの「アップグレード用のワークシート」

インストール用のチェックリスト
Solarisオペレーティング環境をインストールするための準備では、次のチェックリス
トを使用します。

� tip(1)接続を使用して Solarisソフトウェアをシステムにインストールする場合
は、ウィンドウ表示が少なくとも横 80桁、縦 24行あることを確認します。

tipウィンドウの現在の大きさを調べるには、sttyコマンドを使用します。詳細
は、stty(1)のマニュアルページを参照してください。

� システムがネットワークに接続されている場合は、Ethernetコネクタまたはそれに
類似したネットワークアダプタがシステムに装着されていることを確認します。

� Solaris 9 INSTALLATION CDに入っている Solaris Web Startプログラムを使用し
てインストールする場合は、25ページの「Solaris 9 INSTALLATION CDを使用す
るための要件」を参照してください。

� ディスク容量が十分あることを確認します。詳細は、第 5章を参照してください。
� DVDメディアを使用している場合、okプロンプトからのブートを求められたとき
には、常に次のコマンドを入力してください。boot cdrom

� 『Solaris 9ご使用にあたって (SPARC版)』やベンダーのリリースノートを参照し
て、使用するソフトウェアが新しい Solarisリリースでもサポートされていること
を確認します。
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� 『Solaris 9 Sunハードウェアマニュアル』を参照して、使用するハードウェアがサ
ポートされていることを確認します。

� システムに添付されている資料を参照して、使用するシステムやデバイスが
Solarisリリースでサポートされていることを確認します。

インストール用のワークシート
Solarisオペレーティング環境のインストールに必要な情報を収集する際に、次のワー
クシートを使用します。ただし、ワークシートに記載されているすべての情報を収集
する必要はありません。使用するシステムに関連する情報だけを収集してください。

注 –ネットワークに接続されないスタンドアロンシステムをインストールする場合
は、*の部分を無視してください。

表 6–1インストール用ワークシート

アップグレードに
必要な情報 説明/例 答を記入する

ネットワーク このシステムはネットワークに接続されていますか。 はい/いいえ

DHCP* このシステムでは、DHCP (Dynamic Host
Configuration Protocol)を使ってネットワークインタ
フェースを構成しますか。

はい/いいえ

ホスト名 選択したこのシステムのホスト名

IPアドレス* DHCPを使用しない場合は、このシステムの IPアド
レスを指定します。

例 : 129.200.9.1

サブネット* DHCPを使用しない場合、このシステムはサブネッ
トの一部ですか。

「はい」の場合は、サブネットのネットマスクを指定
します。

例 : 255.255.0.0

はい/いいえ

IPv6* このマシンで IPv6を使用可能にしますか。 はい/いいえ
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表 6–1インストール用ワークシート (続き)
アップグレードに
必要な情報 説明/例 答を記入する

Kerberos* このマシンに Kerberosセキュリティを構成します
か。

「はい」の場合は、次の情報を収集します。

はい/いいえ

デフォルトのレルム:

管理サーバー:

一次 KDC:

(省略可能)追加 KDC:

ネームサービス
*

このシステムではどのネームサービスを使用します
か。

NIS+/NIS/DNS/LDAP/使用しない

ドメイン名* このシステムでネームサービスを使用する場合は、シ
ステムが属するドメインの名前を指定します。

NIS+および
NIS*

ネームサーバーを指定しますか、それともインストー
ルプログラムにネームサーバーの検索を任せますか。

ネームサーバーを指定する場合は、次の情報を指定し
ます。

指定/検索:

サーバーのホスト名:

サーバーの IPアドレス:

DNS* DNSサーバーの IPアドレスを指定します。DNS
サーバーの IPアドレスを少なくとも 1つ、最大 3つ
まで指定します。

サーバーの IPアドレス:

DNS検索を行うときに検索するドメインのリストを
入力できます。

検索ドメイン:

検索ドメイン:

検索ドメイン:

LDAP* LDAPプロファイルに関する次の情報を指定します。

プロファイル名:

プロファイルサーバーのホスト名:

プロファイルサーバーの IPアドレス:
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表 6–1インストール用ワークシート (続き)
アップグレードに
必要な情報 説明/例 答を記入する

デフォルトルー
ト*

デフォルトルート (ゲートウェイ)を指定しますか、
それとも Solaris Web Startにデフォルトルートの検索
を任せますか。

デフォルトルートを指定する場合は、次の情報を指定
します。

指定/検索

ルーターの IPアドレス:

時間帯 デフォルトの時間帯をどのように指定しますか。 地域

GMTとの時間差

時間帯ファイル

ロケール どの地域のサポートロケールをインストールします
か。

電源管理システ
ム

電源管理システムを使用しますか。 はい/いいえ

プロキシサー
バーの構成*

(Solaris Web
Startの場合の
み)

インターネットに直接接続できますか、それともイン
ターネットへのアクセスにプロキシサーバーを経由す
る必要がありますか。

プロキシサーバーを使用する場合は、次の情報を指定
します。

直接接続/プロキシサーバー

ホスト:

ポート:

自動的なリブー
トまたは
CD/DVD取り
出し

ソフトウェアをインストールした後に自動的にリブー
トしますか。

ソフトウェアをインストールした後に CD/DVDを自
動的に取り出しますか。

はい/いいえ

はい/いいえ

ソフトウェアグ
ループ

どの Solarisソフトウェアグループをインストールし
ますか。

全体ディストリビューションと OEMサ
ポート

全体ディストリビューション

開発者システムサポート

エンドユーザーシステムサポート

コアシステムサポート
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表 6–1インストール用ワークシート (続き)
アップグレードに
必要な情報 説明/例 答を記入する

カスタムパッ
ケージ選択

インストールする Solarisソフトウェアグループに対
してソフトウェアパッケージの追加や削除を行います
か。

注 –パッケージの追加や削除を行う場合には、ソフト
ウェアの依存関係や Solarisソフトウェアがどのよう
にパッケージ化されているかを知っている必要があり
ます。

64ビット 64ビットアプリケーションのサポートをインストー
ルしますか。

はい/いいえ

ディスクの選択 Solarisソフトウェアをどのディスクにインストール
しますか。

例 : c0t0d0

データの保存 Solarisソフトウェアをインストールするために選択
したディスク上の既存のデータを保存しますか。

はい/いいえ

ファイルシステ
ムの自動配置

ディスク上にあるファイルシステムを自動的に配置す
るために自動配置を使用しますか。

「はい」の場合は、どのファイルシステムを自動的に
配置しますか。

例 : /, /opt, /var

「いいえ」の場合は、手作業でファイルシステムを配
置する必要があります。

はい/いいえ

リモートファイ
ルシステムのマ
ウント*

( Solaris
suninstall
プログラムの場
合のみ利用可
能)

このシステムからほかのファイルシステムにあるソフ
トウェアにアクセスする必要がありますか。

必要な場合、リモートファイルシステムに関する次の
情報を用意します。

はい/いいえ

サーバー:

プロファイルサーバーの IPアドレス:

リモートファイルシステム:

ローカルマウントポイント:
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アップグレード用のチェックリスト
Solarisオペレーティング環境をアップグレードするための準備では、次のチェックリ
ストを使用します。

� tip(1)接続を使用してシステムの Solarisソフトウェアをアップグレードする場
合は、ウィンドウ表示が少なくとも横 80桁、縦 24行あることを確認します。

tipウィンドウの現在の大きさを調べるには、sttyコマンドを使用します。詳細
については、stty(1)のマニュアルページを参照してください。

� システムがネットワークに接続されている場合は、Ethernetコネクタまたはそれに
類似したネットワークアダプタがシステムに装着されていることを確認します。

� Solaris 9 INSTALLATION CDに入っている Solaris Web Startプログラムを使用す
る場合は、ディスクに 512Mバイトのスライスが存在することを確認します。

� Solaris Live Upgradeを使用する場合は、新しいブート環境を作成してアップグ
レードするためのリソース要件を決定します。詳細は、第 31章を参照してくださ
い。

� Solaris Live Upgradeと Solarisボリュームマネージャを使用する場合は、ルート
のミラーリングをオフにします。詳細は、251ページの「ファイルシステムのスラ
イスを選択するための指針」を参照してください。

� ディスク容量が十分あることを確認します。詳細は、第 5章を参照してください。

� DVDメディアを使用している場合、okプロンプトからブートするように求められ
たときには、常に次のコマンドを入力してください。boot cdrom

� 『Solaris 9ご使用にあたって (SPARC版)』やベンダーのリリースノートを参照し
て、使用するソフトウェアが新しい Solarisリリースでもサポートされていること
を確認します。

� 『Solaris 9 Sunハードウェアマニュアル』を参照して、使用するハードウェアがサ
ポートされていることを確認します。

� システムに添付されている資料を参照して、使用するシステムやデバイスが
Solarisリリースでサポートされていることを確認します。

� ベンダーやサードパーティのソフトウェア資料を参照して、アップグレードに関す
るその他の情報を入手します。

� 使用可能なパッチで必要なパッチがあるかを確認します。最新のパッチリストは
http://sunsolve.sun.comから入手できます。

� Prestoserve ソフトウェアがシステムに存在するかを確認します。init 0 コマン
ドを使ってシステムをシャットダウンしてからアップグレードプロセスを開始する
と、データが失われる恐れがあります。シャットダウンについての説明
は、Prestoserveの資料を参照してください。
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アップグレード用のワークシート
Solarisオペレーティング環境のアップグレードに必要な情報を収集する際には、次の
ワークシートを使用します。ただし、ワークシートに記載されているすべての情報を
収集する必要はありません。使用するシステムに関連する情報だけを収集してくださ
い。アップグレードをネットワークを使用して行う場合は、インストールプログラム
が現在のシステム構成から情報を取得します。

ホスト名や IPアドレスのような、システムの基本的な識別情報は変更できません。イ
ンストールプログラムによってシステムの基本的な識別情報を入力するように求めら
れる場合がありますが、元の値を入力する必要があります。Solaris Web Startプログ
ラムを使用してアップグレードする場合は、そのような識別情報の値をどれか変更し
ようとするとアップグレードは失敗します。

注 –ネットワークに接続されないスタンドアロンシステムをインストールする場合
は、*の部分を無視してください。

表 6–2アップグレード用ワークシート

アップグレードに
必要な情報 説明/例 答を記入する

ネットワーク このシステムはネットワークに接続されていますか。 はい/いいえ

DHCP* このシステムでは、DHCP (Dynamic Host
Configuration Protocol)を使ってネットワークインタ
フェースを構成しますか。

はい/いいえ

ホスト名 選択したこのシステムのホスト名

IPアドレス* DHCPを使用しない場合は、このシステムの IPアド
レスを指定します。

例 : 129.200.9.1

サブネット* DHCPを使用しない場合、このシステムはサブネッ
トの一部ですか。

「はい」の場合は、サブネットのネットマスクを指定
します。

例 : 255.255.0.0

はい/いいえ

IPv6* このマシンで IPv6を使用可能にしますか。 はい/いいえ
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表 6–2アップグレード用ワークシート (続き)
アップグレードに
必要な情報 説明/例 答を記入する

Kerberos* このマシンに Kerberosセキュリティを構成します
か。

「はい」の場合は、次の情報を収集します。

はい/いいえ

デフォルトのレルム:

管理サーバー:

一次 KDC:

(省略可能)追加 KDC:

ネームサービス
*

このシステムではどのネームサービスを使用します
か。

NIS+/NIS/DNS/LDAP/使用しない

ドメイン名* このシステムでネームサービスを使用する場合は、シ
ステムが属するドメインの名前を指定します。

NIS+および
NIS*

ネームサーバーを指定しますか、それともインストー
ルプログラムにネームサーバーの検索を任せますか。

ネームサーバーを指定する場合は、次の情報を指定し
ます。

指定/検索

サーバーのホスト名:

サーバーの IPアドレス:

DNS* DNSサーバーの IPアドレスを指定します。DNS
サーバーの IPアドレスを少なくとも 1つ、最大 3つ
まで指定します。

サーバーの IPアドレス:

DNS検索を行うときに検索するドメインのリストを
入力できます。

検索ドメイン:

LDAP* LDAPプロファイルに関する次の情報を指定します。

プロファイル名:

プロファイルサーバーのホスト名:

プロファイルサーバーの IPアドレス:
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表 6–2アップグレード用ワークシート (続き)
アップグレードに
必要な情報 説明/例 答を記入する

デフォルトルー
ト*

デフォルトルート (ゲートウェイ)を指定しますか、
それとも Solaris Web Startにデフォルトルートの検索
を任せますか。

デフォルトルートを指定する場合は、次の情報を指定
します。

指定/検索:

ルーターの IPアドレス:

時間帯 デフォルトの時間帯をどのように指定しますか。 地域

GMTとの時間差

時間帯ファイル

ロケール どの地域のサポートをインストールしますか。

電源管理システ
ム

電源管理システムを使用しますか。 はい/いいえ

プロキシサー
バーの構成*

(Solaris Web
Startの場合の
み)

インターネットに直接接続できますか、それともイン
ターネットへのアクセスにプロキシサーバーを経由す
る必要がありますか。

プロキシサーバーを使用する場合は、次の情報を指定
します。

直接接続/プロキシサーバー

ホスト:

ポート:

自動的なリブー
トまたは
CD/DVD取り
出し

ソフトウェアをインストールした後に自動的にリブー
トしますか。

ソフトウェアをインストールした後に CD/DVDを自
動的に取り出しますか。

はい/いいえ

はい/いいえ

ディスク容量の
再割り当て

ディスク上にあるファイルシステムを自動的に再配置
するために自動配置を使用しますか。

「はい」の場合は、どのファイルシステムを自動配置
しますか。

例 : /, /opt, /var

「いいえ」の場合は、ファイルシステム構成用の情報
を指定する必要があります。

はい/いいえ

64ビット 64ビットアプリケーションのサポートをインストー
ルしますか。

はい/いいえ
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第 7章

システム構成情報の事前設定

この章では、システム構成情報の事前設定について説明します。事前に設定を行う
と、Solarisオペレーティング環境をインストールする際に、システム構成情報の入力
を求めるプロンプトが表示されません。この章では、さらに、電源管理システム情報
の事前設定についても説明します。この章の内容は次のとおりです。

� 47ページの「システム構成情報を事前設定することの利点」
� 48ページの「システム構成情報の事前設定方法」
� 49ページの「sysidcfgファイルによる事前設定」
� 54ページの「ネームサービスによる事前設定」
� 57ページの「電源管理情報の事前設定」

システム構成情報を事前設定することの
利点
どのインストール方法でも、周辺機器、ホスト名、IP (インターネットプロトコル)ア
ドレス、ネームサービスなどのシステム構成情報が必要です。インストールプログラ
ムは、構成情報の入力を求める前に、まず sysidcfgファイルの情報を調べ、次に
ネームサービスデータベースの情報を調べます。

Solaris Web Startプログラム、Solaris suninstallプログラム、およびカスタム
JumpStartインストールプログラムは、事前設定されたシステム構成情報を検出する
と、その情報の入力を求めることはありません。たとえば、複数のシステムに Solaris
9ソフトウェアをインストールする場合、時間帯を sysidcfgファイル中またはネー
ムサービスデータベース中に指定しておくと、Solaris 9ソフトウェアのインストール
時に時間帯を入力する手間が省けます。
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システム構成情報の事前設定方法
システム構成情報を事前設定するには、2つの方法があります。システム構成情報は
以下の場所に設定できます。

� sysidcfgファイル (リモートシステム上またはフロッピーディスク)
� 自分のサイトで使用しているネームサービスデータベース

表 7–1を使って、システム構成情報を事前設定するための方法を決定してください。

表 7–1システム構成情報を事前設定するための方法

事前設定できるシステム構成情報 sysidcfgファイルでの事前設定の
可否

ネームサービスでの事前設定の可否

ネームサービス 可能 可能

ドメイン名 可能 不可

ネームサーバー 可能 不可

ネットワークインタフェース 可能 不可

ホスト名 可能1 可能

IPアドレス 可能1 可能

ネットマスク 可能 不可

DHCP 可能 不可

IPv6 可能 不可

デフォルトのルーター 可能 不可

rootパスワード 可能 不可

セキュリティポリシー 可能 不可

インストールプログラムとデスクトップで表
示する言語 (ロケール)

可能 可能 (NISまたは NIS+の場合)

不可 (DNSまたは LDAPの場
合)

端末タイプ 可能 不可

時間帯 可能 可能

日付と時刻 可能 可能

電源管理システム (autoshutdown)2 不可 不可

1. この情報はシステムに固有なため、各システム用に異なる sysidcfgファイルを
作成するよりも、ネームサーバーを編集してください。
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2. このシステム構成情報は、sysidcfgファイルまたはネームサービスでは事前設
定できません。詳細は、57ページの「電源管理情報の事前設定」を参照してくだ
さい。

sysidcfgファイルによる事前設定
sysidcfgファイルに一連のキーワードを指定すると、システムを事前設定できま
す。表 7–2は、これらのキーワードを示しています。

異なる構成情報を必要とするシステムごとに、固有の sysidcfgファイルを作成する
必要があります。すべてのシステムに同じ時間帯を割り当てる場合は、同じ
sysidcfgファイルを使用して、一連のシステムに時間帯を事前設定することができ
ます。ただし、これらの各システムに異なる root (スーパーユーザー)パスワードを事
前設定する場合は、各システムに固有の sysidcfgファイルを作成する必要がありま
す。

sysidcfgファイルは、次のどちらかに置くことができます。

� NFSファイルシステム – sysidcfgファイルを共有 NFSファイルシステムに置く
場合は、ネットワークからインストールできるようにシステムを設定するとき
に、add_install_client(1M)コマンドの -pオプションを指定する必要があ
ります。Solaris 9ソフトウェアのインストール時に sysidcfgファイルが検索さ
れる場所を指定する必要があります。

� UFSフロッピーディスク – sysidcfgファイルをフロッピーディスクのルート
ディレクトリ (/)に置きます。

注 –カスタム JumpStartインストールを行なっていて、フロッピーディスク上の
sysidcfgファイルを使用したい場合は、プロファイルフロッピーディスク上に
sysidcfgファイルを置く必要があります。プロファイルフロッピーディスクを作成
するには、149ページの「スタンドアロンシステム用のプロファイルフロッピーディ
スクの作成」を参照してください。

1つのディレクトリまたはフロッピーディスクには、1つの sysidcfgファイルだけ
を入れることができます。複数の sysidcfgファイルを作成する場合は、各ファイル
を異なるディレクトリまたは異なるフロッピーディスクに置く必要があります。
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sysidcfgファイルの構文規則
sysidcfgファイルで使用するキーワードには、非依存型と依存型の 2種類がありま
す。依存型キーワードは、非依存型キーワード内でのみ固有であることが保証されて
います。依存型キーワードは、対応する非依存型キーワードによって識別される場合
にのみ存在します。

次の例では、name_serviceが非依存型キーワードであり、domain_nameと name
_serverが依存型キーワードです。

name_service=NIS {domain_name=marquee.central.sun.com

name_server=connor(129.152.112.3)}

構文規則 例

非依存型キーワードは任意の順序で指定可能
pointer=MS-S
display=ati {size=15-inch}

キーワードは大文字と小文字のどちらでもよい
TIMEZONE=US/Central

関連する非依存型キーワードを結合するには、すべての
依存型キーワードを中括弧 { }で囲む name_service=NIS

{domain_name=marquee.central.sun.com
name_server=connor(129.152.112.3)}

値は単一引用符 (’)または二重引用符 (“)で囲んで指定
可能

network_interface=’none’

キーワードは 1回だけ指定可能。キーワードを複数回指
定した場合は最初のキーワードだけが有効

network_interface=none
network_interface=le0

sysidcfgファイルキーワード
表 7–2に、sysidcfgファイルで使用できるキーワードを示します。

表 7–2 sysidcfgで使用できるキーワード

構成情報 キーワード 使用例または設定値

ネームサービス、
ドメイン名、ネー
ムサーバー

name_service=NIS, NIS+, DNS,
LDAP, NONE
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表 7–2 sysidcfgで使用できるキーワード (続き)
構成情報 キーワード 使用例または設定値

NISと NIS+用オプション:{domain
_name=domain_name name_server
=hostname( ip_address)}

name_service=NIS {domain_name
=west.arp.com name_server=timber
(129.221.2.1)}

name_service=NIS+ {domain_name
=west.arp.com. name_server=timber
(129.221.2.1)}

DNS用オプション: {domain_name
=domain_name name_server=ip_address
,ip_address, ip_address (最大 3個) search
=domain_name,
domain_name,domain_name,
domain_name,domain_name, domain_name (
最大 6個、合計の長さが 250文字以下)}

name_service=DNS {domain_name
=west.arp.com name_server=10.0.1.10
,10.0.1.20 search=arp.com
,east.arp.com}

注 – name_serviceは 1つの値だけを選択しま
す。必要に応じて、domain_nameと name
_server キーワードのどちらか一方または両方
を設定するか、あるいはどちらも含めません。ど
ちらのキーワードも使用しない場合、中括弧 { }
は省略します。

LDAP用オプション: {domain_name
=domain_name profile=profile_name
profile_server= ip_address}

name_service=LDAP {domain_name
=west.arp.com profile=default profile
_server=129.221.2.1}

ネットワークイン
タフェース、ホス
ト名、IPアドレ
ス、ネットマス
ク、DHCP、IPv6

network_interface=NONE, PRIMARY
, or value

値の説明:
� NONEは、ネットワーク接続をオフ
にします。

� PRIMARYは、システム上に存在する
インタフェースの中で最初に稼動する
非ループバックインタフェースです。
順序は “ifconfig”の場合と同様に、稼
動しているインタフェースが存在しな
い場合には、最初の非ループバックイ
ンタフェースが使用されることになり
ます。非ループバックインタフェース
が見つからない場合は、システムは
NON-NETWORKEDに設定されま
す。

� valueには、le0や hme0などのインタ
フェースを指定します。

DHCPを使用する場合、次のように指定
する。{dhcp protocol_ipv6= yes_or
_no}

network_interface=primary {dhcp
protocol_ipv6=yes}
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表 7–2 sysidcfgで使用できるキーワード (続き)
構成情報 キーワード 使用例または設定値

DHCPを使用しない場合、次のように指
定する。{hostname=host_name
default_route=ip_address ip
_address= ip_address netmask=netmask
protocol_ipv6= yes_or_no}

network_interface=le0 {hostname=feron
default_route=129.146.88.1 ip_address
=129.146.88.210 netmask=255.255.0.0
protocol_ipv6=no}

注 – network_interfaceは、1つの値だけを
選択します。必要に応じて、hostname、ip
_address、netmaskキーワードのどれかを組
み合わせて設定するか、あるいはどれも設定しま
せん。どのキーワードも使用しない場合、中括弧
{ }は省略します。

注 – DHCPを使用しない場合、protocol_ipv6
と default_routeは指定する必要がありませ
ん。ただし、JumpStartインストールの場合、こ
の時点で protocol_ipv6を指定する必要があ
ります。指定がないと、後で対話方式で入力を要
求されます。

rootパスワード root_password= root_password /etc/shadowにある暗号化された文字列

セキュリティポリ
シー

security_policy=kerberos, NONE

Kerberos用オプション:{default
_realm=FQDN admin_server=FQDN
kdc=FQDN1, FQDN2, FQDN3}

(FQDNは完全修飾ドメイン名です。)

security_policy=kerberos
{default_realm=Yoursite.COM
admin_server=krbadmin.Yoursite.COM
kdc=kdc1.Yoursite.COM,
kdc2.Yoursite.COM}

注 –最大 3つの鍵発行センター (KDC)をリスト
できます。少なくとも 1つは必須です。

インストールプロ
グラムとデスク
トップで表示する
言語

system_locale=locale 有効なロケール値が、/usr/lib/localeディ
レクトリまたは第 40章にあります。

端末タイプ terminal= terminal_type 有効な端末値が /usr/share/lib/terminfo
ディレクトリのサブディレクトリにあります。

時間帯 timezone= timezone 有効な時間帯値が /usr/share/lib/zoneinfo
ディレクトリのサブディレクトリとファイルにあ
ります。時間帯値は
/usr/share/lib/zoneinfoディレクトリから
の相対パス名です。たとえば、米国の山岳部標準
時の時間値は US/Mountainです。日本の時間帯
値は Japanです。また、有効な Olson時間帯も
指定できます。
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表 7–2 sysidcfgで使用できるキーワード (続き)
構成情報 キーワード 使用例または設定値

日付と時刻 timeserver=localhost, hostname,
ip_addr

localhostを指定した場合は、そのシステムの
時刻が正しいものと仮定し、時刻が設定されま
す。ネームサービスを実行していなくて、あるシ
ステムの hostnameまたは ip_addrを指定した場合
は、そのシステムの時刻を使って時刻が設定され
ます。

� sysidcfg構成ファイルを作成する方法
1. テキストエディタを使って sysidcfgという名前のファイルを作成します。

2. 必要な sysidcfgのキーワードを入力します。

3. sysidcfgファイルを保存します。

注 –複数の sysidcfgファイルを作成する場合は、それぞれのファイルを別々のディ
レクトリまたは別々のフロッピーディスクに保存する必要があります。

4. クライアントから次のファイルシステムまたはディレクトリを介して sysidcfgファ
イルにアクセスできるようにします。

� 共有 NFSファイルシステム。ネットワークからインストールできるようにシステ
ムを設定するには、add_install_client(1M)に -pオプションを指定しま
す。

� UFSフロッピーディスク上のルート (/)ディレクトリ。

sysidcfgファイルの例
次に、sysidcfgファイルの例を示します。これらのシステムのホスト名、IPアドレ
ス、およびネットマスクは、ネームサービスを編集することにより、すでに事前設定
されています。このファイルにはすべてのシステム構成情報が事前設定されているの
で、カスタム JumpStartプロファイルを使ってカスタム JumpStartインストールを実
行できます。

system_locale=en_US
timezone=US/Central
terminal=sun-cmd
timeserver=localhost
name_service=NIS {domain_name=marquee.central.sun.com

name_server=connor(129.152.112.3)}
root_password=m4QPOWNY
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ネームサービスによる事前設定
次の表は、システム構成情報を事前設定するために編集および入力を行う必要がある
ネームサービスデータベースの概要を示したものです。

事前設定するシステム情報 ネームサービスデータベース

ホスト名と IPアドレス hosts

日付と時刻 hosts。インストール対象のシステムに日付と時刻を提供
するシステムのホスト名で timehostというホストの別名
を持つマシンを使用する。

時間帯 timezone

ネットマスク netmasks

DNSや LDAPのネームサービスでは、システムのロケールを事前設定することはで
きません。NISや NIS+のネームサービスを使用する場合は、そのネームサービスの
手順に従ってシステムのロケールを事前設定してください。

� 54ページの「NISを使ってロケールを事前設定する方法」
� 56ページの「NIS+を使ってロケールを事前設定する方法」

� NISを使ってロケールを事前設定する方法
1. ネームサーバー上でスーパーユーザーになります。

2. /var/yp/Makefileファイルを編集して、ローカルマップを追加します。

a. エントリの後に、以下を追加します。

locale.time: $(DIR)/locale
-@if [ -f $(DIR)/locale ]; then \

sed -e "/^#/d" -e s/#.*$$// $(DIR)/locale \
| awk ’{for (i = 2; i<=NF; i++) print $$i, $$0}’ \
| $(MAKEDBM) - $(YPDBDIR)/$(DOM)/locale.byname; \
touch locale.time; \
echo "updated locale"; \
if [ ! $(NOPUSH) ]; then \

$(YPPUSH) locale.byname; \
echo "pushed locale"; \

else \
: ; \
fi \

else \
echo "couldn’t find $(DIR)/locale"; \
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fi

b. 文字列 all:を検索し、変数リストの最後に localeという語を挿入します。

all: passwd group hosts ethers networks rpc services protocols \
netgroup bootparams aliases publickey netid netmasks c2secure \

timezone auto.master auto.home locale

c. ファイルの後方にある同じようなエントリの後に、文字列 locale:
locale.timeを追加します。

passwd: passwd.time
group: group.time
hosts: hosts.time
ethers: ethers.time
networks: networks.time
rpc: rpc.time
services: services.time
protocols: protocols.time
netgroup: netgroup.time
bootparams: bootparams.time
aliases: aliases.time
publickey: publickey.time
netid: netid.time
passwd.adjunct: passwd.adjunct.time
group.adjunct: group.adjunct.time
netmasks: netmasks.time
timezone: timezone.time
auto.master: auto.master.time
auto.home: auto.home.time

locale: locale.time

d. ファイルを保存します。

3. /etc/localeというファイルを作成し、ドメインまたは特定のシステムに対して１
つのエントリを作成します。

locale domain_name

または

locale system_name

注 –使用できるロケール値のリストについては、第 40章を参照。

たとえば次の行は、worknet.comドメインに対してデフォルト言語として日本語を
指定しています。

ja worknet.com

たとえば次の行は、charlieというシステムに対してデフォルトロケールとして ja
_JP.UTF-8ロケールを指定しています。

ja_JP.UTF-8
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注 –ロケールは、Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDに入っていま
す。

4. マップを作成します。

# cd /var/yp; make

これでドメインまたは localeマップで個別に指定したシステムは、デフォルトのロ
ケールを使用するように設定されました。ここで指定したデフォルトのロケールは、
インストール時に使用されるとともに、システムのリブート後のデスクトップでも使
用されます。

� NIS+を使ってロケールを事前設定する方法
この手順は、NIS+ドメインが設定されていると仮定しています。NIS+ドメインの設
定については、『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス :
DNS、NIS、LDAP編)』を参照してください。

1. ネームサーバーに、スーパーユーザーまたは NIS+ adminグループのユーザーとして
ログインします。

2. localeテーブルを作成します。

# nistbladm -D access=og=rmcd,nw=r -c locale_tbl name=SI,nogw=

locale=,nogw= comment=,nogw= locale.org_dir.‘nisdefaults -d‘

3. localeに必要なエントリを追加します。

# nistbladm -a name=name locale=locale comment=comment
locale.org_dir.‘nisdefaults -d‘

name デフォルトのロケールを事前設定したいドメイン名または特定のシ
ステム名。

locale システムにインストールし、システムのリブート後にデスクトップ
上で使用するロケール。使用できるロケール値のリストについて
は、第 40章を参照。

comment コメントフィールド。複数の単語を使ったコメントは、前後を二重
引用符で囲むこと。

注 –ロケールは、Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDに入っていま
す。
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これでドメインまたは localeテーブルで個別に指定したシステムは、デフォルトロ
ケールを使用するように設定されました。ここで指定したデフォルトロケールは、イ
ンストール時に使用されるとともに、システムのリブート後のデスクトップでも使用
されます。

電源管理情報の事前設定
Solarisの電源管理ソフトウェアを使用すると、システムが 30分間アイドル状態にな
ると自動的にシステム状態を保存し電源を切ることができます。EPAの省電力
(Energy Star)ガイドラインのバージョン 2に準拠したシステム (sun4uシステムなど)
に Solaris 9ソフトウェアをインストールするときは、デフォルトで電源管理ソフト
ウェアもインストールされます。インストール後のリブート時に、この電源管理ソフ
トウェアを有効または無効にするかを尋ねられます。

対話式インストールを実行している場合は、電源管理情報を事前設定してプロンプト
を回避する方法はありません。カスタム JumpStartインストールでは、finishスクリ
プトを使ってシステムに /autoshutdownまたは /noautoshutdownファイルを作
成することで、電源管理情報を事前設定できます。システムのリブート時
に、/autoshutdownは電源管理ソフトウェアを有効にし、/noautoshutdownファ
イルは電源管理ソフトウェアを無効にします。

たとえば、finishスクリプトに次の行を入れておくと電源管理ソフトウェアが有効に
なり、システムリブート後にプロンプトが表示されないようにすることができます。

touch /a/autoshutdown

finishスクリプトの詳細は、167ページの「finishスクリプトの作成」を参照してくだ
さい。
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第 8章

Solarisオペレーティング環境のアップ
グレード

この章では、Solarisオペレーティング環境をアップグレードする前に行う必要がある
作業についての情報や手順を説明します。

� 59ページの「アップグレード」
� 60ページの「Solaris Live Upgradeの利用」
� 60ページの「カスタム JumpStartによるアップグレード」
� 61ページの「ディスク容量の再配置を使用するアップグレード」
� 62ページの「アップグレード前のシステムのバックアップ」

アップグレード
アップグレードでは、システムのディスクにある既存のファイルと Solarisオペレー
ティング環境の新しいバージョンがマージされます。アップグレードでは、既存の
Solarisオペレーティング環境に対して行なった変更はできるだけ保存されます。

アップグレードできるシステムは、Solaris 2.6、Solaris 7、または Solaris 8ソフトウェ
アが動作しているものです。システムで動作している Solarisのバージョンを確認する
には、次のコマンドを入力します。

$ uname -a

Solarisオペレーティング環境のアップグレードは、任意のインストール方法で行えま
す。Solaris Live Upgradeによるアップグレードの制限については、247ページの
「Solaris Live Upgradeのシステム要件」を参照してください。

注 – ディスクレスクライアントをアップグレードする場合は、smosservice patch
コマンドを使用する必要があります。詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』ま
たは smosservice(1M)のマニュアルページを参照してください。
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システムのソフトウェアグループを、アップグレード時に別のソフトウェアグループ
に変更することはできません。たとえば、システムにエンドユーザーシステムサポー
トソフトウェアグループがインストールされている場合には、開発者システムサポー
トソフトウェアグループにアップグレードするオプションはありません。ただし、
アップグレード中に、インストール済みのソフトウェアグループに属していないソフ
トウェアをシステムに追加することはできます。

すでに Solaris 9オペレーティング環境を実行していて、システムに個別のパッチがイ
ンストールされている場合、Solaris 9 Updateリリースへのアップグレードを行う
と、パッチは次のようになります。

� Solaris 9 Updateリリースの一部として組み込まれているパッチは自動的に再適用
されます。これらのパッチをバックアウトすることはできません。

� システムにすでにインストールされているパッチのうち、Solaris 9 Updateリリー
スに組み込まれていないパッチは削除されます。

パッチアナライザを使用すれば、Solaris 9 Updateリリースにアップグレードしたと
きに、これらのパッチのうちどれが削除されるかを確認することができます。パッチ
アナライザの詳しい使い方については、369ページの「Solaris Updateリリースへの
アップグレード」を参照してください。

Solaris Live Upgradeの利用
Solaris Live Upgradeを利用すると、複製された非アクティブオペレーティング環境
をアップグレードすることによりオペレーティングシステムのダウンタイムを減らす
ことができます。

Solaris Live Upgradeの計画と実施の方法については、第 29章を参照してください。

カスタム JumpStartによるアップグレー
ド
カスタム JumpStartインストールを使用してアップグレードを行う場合は、カスタム
JumpStart プロファイルに install_type upgrade を指定する必要があります。

さらに、実際にアップグレードを行う前に、システムの現在のディスク構成およびシ
ステムに現在インストールされているソフトウェアに対して、カスタム JumpStartプ
ロファイルが目的どおりのことを実行しようとしているかを確認する必要がありま
す。プロファイルをテストするには、アップグレードするシステムで pfinstall -D
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コマンドを使用します。ディスク構成ファイルを使用してアップグレード用プロファ
イルをテストすることはできません。アップグレード用プロファイルのテストについ
ての詳細は、159ページの「プロファイルのテスト」を参照してください。

ディスク容量の再配置を使用するアップ
グレード
Solaris Web Startのアップグレードオプション、Solaris suninstallプログラムおよ
びカスタム JumpStartプログラムにはディスクの容量を再配置する機能があります。
アップグレードするのに十分な容量が現在のファイルシステムにない場合、ディスク
容量を割り当て直すことができます。アップグレードに伴ってファイルシステムの容
量を増やす必要があるのは、次のような場合です。

� 新しいリリースで、システムに現在インストールされている Solarisソフトウェア
グループに新たにソフトウェアが追加されている。特定のソフトウェアグループに
含められる新しいソフトウェアは、インストールの対象となるようにアップグレー
ド時に自動的に選択される。

� 新しいリリースに、システム上の既存のソフトウェアよりもサイズが大きいソフト
ウェアが存在する。

自動再配置機能を使用すると、ファイルシステムに必要な容量を確保するようにディ
スク容量の再配置が行われます。自動再配置機能では、デフォルトの制約に基づいて
容量の再配置が試みられます。このため、この機能によって容量の再配置が行われな
い場合は、ファイルシステムの制約を変更する必要があります。

注 –自動再配置機能には、ファイルシステムの容量を増やす能力はありません。自動
再配置機能による容量の再配置では、変更の必要なファイルシステムのバックアッ
プ、ファイルシステムの変更に基づくディスクパーティションの再分割、およびファ
イルシステムの復元がアップグレードの前に行われます。

� Solaris Web Startの自動配置機能がディスク容量をどのように再配置するかを決定
できない場合は、Solaris suninstallプログラムまたはカスタム JumpStartプロ
グラムを使用してアップグレードを行う必要があります。

� Solaris 9 suninstallプログラムの自動配置機能が、ディスク容量をどのように
再配置するかを決定できない場合は、移動または変更してもよいファイルシステム
を指定してから再び自動配置機能を実行します。

� カスタム JumpStartによるアップグレードでアップグレード用プロファイルを作成
する際に、ディスク容量が問題になることがあります。現在のファイルシステムに
十分なディスク容量がない場合は、backup_mediaと layout_constraint
キーワードを使用してディスク容量を再配置することができます。backup
_mediaと layout_constraintキーワードの使用例については、例 23–4を参
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照してください。

アップグレード前のシステムのバック
アップ
Solarisオペレーティング環境のアップグレードを行う前に既存システムのバックアッ
プを行う必要があります。ファイルシステムをテープなどの取り外し可能媒体にコ
ピーすれば、データの損失や損傷、破壊などを防止できます。システムのバックアッ
プ手順についての詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してください。
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第 9章

ネットワークインストールの準備

以下の章では、DVDメディアや CDメディアを利用するのではなくネットワークを
使用して Solarisソフトウェアをインストールする場合のシステム設定の方法を説明し
ます。

第 10章 インストールサーバーから Solarisソフトウェアをインス
トールする方法の概要と計画について説明します。

第 11章 DVDメディアからインストールサーバーに Solarisソフ
トウェアをコピーする手順を説明します。

第 12章 CDメディアからインストールサーバーに Solarisソフト
ウェアをコピーする手順を説明します。

第 13章 ネットワークインストールを設定するコマンドについて
説明します。
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第 10章

ネットワークインストールの準備 (概
要)

この章では、DVDまたは CDメディアからではなくネットワークから Solarisソフト
ウェアをインストールする場合にネットワークとシステムをどのように設定する必要
があるかを説明します。

ネットワークインストールの計画
この節では、ネットワークからインストールを行う前に認識しておくべき事柄を説明
します。ネットワークインストールでは、Solaris 9ディスクイメージにアクセスでき
る「インストールサーバー」というシステムから Solarisソフトウェアをインストール
できます。その場合には、まず Solaris 9 DVDまたは CDメディアの内容をインス
トールサーバーのハードディスクにコピーする必要があります。これで、任意の
Solarisインストール方法を使用して Solarisソフトウェアをネットワーク上でインス
トールできます。

ネットワークインストールに必要なサーバー
ネットワーク上で Solarisオペレーティング環境をインストールするには、次のサー
バーがネットワーク上に存在する必要があります。

� インストールサーバー – Solaris 9ディスクイメージ (CDイメージまたは DVDイ
メージ)が格納された、ネットワークに接続されたシステム。このシステムから
ネットワーク上の別のシステムに Solaris 9をインストールできます。インストー
ルサーバーを作成するには、以下のメディアの 1つからイメージをコピーします。

� Solaris 9 DVD
� Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDおよび Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CD
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Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2と Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDからイメージを
コピーした後、インストール要件に応じて、Solaris 9 INSTALLATION CDと
Solaris 9 LANGUAGES CDのイメージもコピーできます。

イメージをインストールサーバーのハードディスクにコピーすると、単一のインス
トールサーバーから複数の Solarisリリースにディスクイメージをコピーすること
もできます。

インストールサーバーの作成についての詳細は、次に示す節のどれかを参照してく
ださい。

� 71ページの「DVDメディアを使用してインストールサーバーを作成する方
法」

� 81ページの「CDメディアを使用してインストールサーバーを作成する方法」

� ブートサーバー –オペレーティング環境をインストールするため、同一ネットワー
クサブネット上の複数のクライアントに対して、ブートに必要な情報を提供する
サーバーシステム。ブートサーバーとインストールサーバーは、通常は同じシス
テムです。ただし、インストールされる Solaris 9ソフトウェアのシステムがイン
ストールサーバーとは異なるサブネット上に存在する場合で、DHCPを使用して
いないときは、そのサブネットにブートサーバーが必要です。

注 – DHCPを使用する場合は、ブートサーバーを個別に作成する必要はありませ
ん。詳細は、67ページの「DHCPによるネットワークインストールパラメータの
指定」を参照してください。

ブートサーバーの作成についての詳細は、次に示す節のいずれかを参照してくださ
い。

� 74ページの「DVDイメージを用いたサブネット上でのブートサーバーの作
成」

� 86ページの「CDイメージによるサブネット上でのブートサーバーの作成」

� (省略可能)ネームサーバー –分散ネットワークデータベース (DNS、NIS、NIS+
、LDAPなど)を管理するシステム。これには、同じネットワーク上のユーザーや
ほかのシステムの情報が含まれています。

ネームサーバーの作成方法については、『Solarisのシステム管理 (ネーミングと
ディレクトリサービス : DNS、NIS、LDAP編)』を参照してください。

注 –インストールサーバーとネームサーバーは、同じシステムであっても別のシ
ステムであってもかまいません。

図 10–1は、ネットワークインストールに使用される一般的なサーバー構成を示した
ものです。
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図 10–1ネットワークインストールサーバー

DHCPによるネットワークインストールパラメー
タの指定
DHCPを使用する場合は、個別のブートサーバーを作成する必要はありません。イン
ストールサーバーの作成後、add_install_client -dコマンドを使用してネット
ワークにクライアントを追加します。 -dオプションを指定すると、DHCPを使用し
てネットワーク経由で Solarisインストールできるようにクライアントシステムを設定
できます。 DHCPは、インストールに必要なネットワークパラメータを提供します。
インストールパラメータ用の DHCPオプションについては、『Solarisのシステム管理
(IPサービス)』の「DHCPサービスを使用した Solarisネットワークインストールク
ライアントのサポート」を参照してください。
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第 11章

DVDメディアを使用してネットワー
クからインストールするための準備

この章では、Solarisソフトウェアをネットワークからインストールする準備として
DVDメディアを使用してネットワークとシステムを設定する方法を説明します。
ネットワークインストールを使用すると、Solaris 9ディスクイメージにアクセスでき
るシステム (インストールサーバーと呼ばれる)から、ネットワーク上のほかのシステ
ムに Solarisソフトウェアをインストールできます。その場合には、まず Solaris 9
DVDメディアの内容をインストールサーバーのハードディスクにコピーする必要が
あります。これで、任意の Solarisインストール方法を使用して Solarisソフトウェア
をネットワークからインストールできます。この章の内容は次のとおりです。

� 69ページの「作業マップ: DVDメディアを使用して Solarisソフトウェアをネッ
トワークからインストールする準備」

� 70ページの「DVDメディアを用いたインストールサーバーの作成」
� 74ページの「DVDイメージを用いたサブネット上でのブートサーバーの作成」
� 76ページの「ネットワークからインストールするシステムの追加」

作業マップ: DVDメディアを使用して
Solarisソフトウェアをネットワークから
インストールする準備
表 11–1作業マップ: DVDメディアを使用するインストールサーバーの設定

作業 説明 参照先

インストールサー
バーを作成する

setup_install_server(1M)コマンドを
使用して Solaris 9 DVDをインストールサー
バーのハードディスクにコピーします。

70ページの「DVDメ
ディアを用いたインス
トールサーバーの作成」
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表 11–1作業マップ: DVDメディアを使用するインストールサーバーの設定 (続き)
作業 説明 参照先

(省略可能)ブート
サーバーを作成する

インストールサーバーとは異なるサブネッ
ト上にあるシステムをネットワークからイ
ンストールする場合、システムをブートす
るためのブートサーバーをサブネット上に
作成する必要があります。ブートサーバー
を設定するには、setup_install
_serverコマンドを -bオプションを付け
て実行します。DHCP (Dynamic Host
Configuration Protocol)を使用している場
合、ブートサーバーは必要ありません。

74ページの「DVDイ
メージを用いたサブネッ
ト上でのブートサーバー
の作成」

ネットワークインス
トールするシステム
を追加する

add_install_clientコマンドを使用し
て、ネットワークからインストールする各
システムにを設定します。インストールす
る各システムには、ネットワーク上にある
インストールサーバー、ブートサーバー、
および構成情報を認識させる必要がありま
す。

76ページの「ネット
ワークからインストール
するシステムの追加」

DVDメディアを用いたインストール
サーバーの作成
インストールサーバーには、ネットワークからシステムをインストールするために必
要なインストールイメージがあります。Solarisソフトウェアをネットワークからイン
ストールするためには、インストールサーバーを作成する必要があります。ブート
サーバーは必ずしも設定する必要はありません。

� DHCPを使用してインストールパラメータを設定している場合、あるいは、イン
ストールサーバーとクライアントが同じサブネット上にある場合、ブートサーバー
は必要ありません。

� インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上にない場合、か
つ、DHCPを使用していない場合、サブネットごとに異なるブートサーバーを作
成する必要があります。インストールサーバーはサブネットごとに作成できます。
しかし、インストールサーバーはより多くのディスク容量を必要とします。
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� DVDメディアを使用してインストールサーバーを
作成する方法

注 – Solaris 2.3リリースより前にリリースされた SunOSバージョンを実行しているシ
ステムは使用できません。

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャを実行していると仮定していま
す。ボリュームマネージャを使用せずにメディアを管理する方法については、Solaris
9 System Administrator Collectionに含まれている『Solarisのシステム管理 (基本
編)』を参照してください。

1. インストールサーバーとして使用するシステム上でスーパーユーザーになります。

このシステムには DVD-ROMドライブが必要です。さらに、システムは、このサイ
トのネットワークに接続されネームサービスに登録されている必要があります。ネー
ムサービスを使用する場合、システムはすでに NIS、NIS+、DNS、または LDAPの
いずれかのサービスに登録されている必要があります。ネームサービスを使用しない
場合は、サイトのポリシーに従ってシステムの情報を供給する必要があります。

2. システムのドライブに Solaris 9 DVDを挿入します。

3. DVDイメージをコピーするディレクトリを作成します。

# mkdir -p install_dir_path

install_dir_path DVDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

4. マウントされたディスクの Toolsディレクトリに移動します。

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_9/Tools

5. ドライブ内の DVDイメージをインストールサーバーのハードディスクにコピーしま
す。

# ./setup_install_server install_dir_path

install_dir_path DVDイメージをコピーするディレクトリを指定します。
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注 – setup_install_serverコマンドは、Solaris 9 SOFTWAREディスクイメージ
をコピーする十分なディスク容量があるかどうかを調べます。利用できるディスク容
量を調べるには、df -kl コマンドを使用します。

6. 他のシステムがインストールサーバーをマウントできるように設定する必要があるか
どうかを判断します。

� インストールサーバーとクライアント (インストールしているシステム)が同じサ
ブネット上にある場合、あるいは、DHCPを使用している場合、ブートサーバー
を作成する必要はありません。手順 7に進みます。

� インストールサーバーとクライアント (インストールしているシステム)が同じサ
ブネット上にない場合、かつ、DHCPを使用していない場合、インストールイ
メージをブートサーバーと共有し、NFSデーモンを起動する必要があります。次
に進みます。

a. インストールサーバーのイメージへのパスが適切に共有されていることを確認しま
す。

# share | grep install_dir_path

install_dir_path DVDイメージがコピーされているインストールイメージへのパ
スを指定します。

� インストールサーバーのディレクトリへのパスが表示される場合、かつ、anon
=0がオプションに表示される場合、手順 7に進みます。

� インストールサーバーのディレクトリへのパスが表示されない場合、あるい
は、anon=0がオプションに表示されない場合、次に進みます。

b. インストールサーバーをブートサーバーに利用できるようにするために、このエン
トリを /etc/dfs/dfstabファイルに追加します。

share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" install_dir_path

c. インストールサーバーのディレクトリへのパスが正しく共有されていることを確認
します。

# ps ef | grep nfsd

d. nfsdデーモンを起動し、インストールサーバーを共有します。

� nfsdデーモンが動作していない場合、nfsdデーモンを起動します。

# /etc/init.d/nfs.server start

� nfsdデーモンが動作している場合、インストールサーバーを共有します。

# shareall

7. ルート (/)ディレクトリに移動します。
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# cd /

8. Solaris 9 DVDを取り出します。

9. setup_install_serverで作成したネットインストールイメージ上のミニルート
(/install_dir_path/Solaris_9/Tools/Boot ) にあるファイルにパッチを適用するか
どうかを決定します。ブートイメージに問題がある場合は、ファイルにパッチを適用
する必要があります。

� パッチを適用しない場合は、このまま継続します。

� 適用する場合は、patchadd -C コマンドを使用して、ミニルートにあるファイル
にパッチを適用します。

注意 – patchadd -C を使用する前には必ず、パッチの Readme を読むか、ご購入
先におたずねください。

10. ブートサーバーを作成する必要があるかどうかを判断します。

� DHCPを使用している場合、あるいは、インストールサーバーがクライアント (イ
ンストールしているシステム)と同じサブネット上にある場合、ブートサーバーを
作成する必要はありません。76ページの「ネットワークからインストールするシ
ステムの追加」に進みます。

� DHCPを使用していない場合、あるいは、インストールサーバーがクライアント (
インストールしているシステム)と同じサブネット上にない場合、ブートサーバー
を作成する必要があります。74ページの「DVDイメージを用いたサブネット上
でのブートサーバーの作成」に進みます。

例 11–1 DVDメディアを使用するインストールサーバーの作成

次に、Solaris 9 DVDをインストールサーバーの /export/home/s9dvdsparcディ
レクトリにコピーして、インストールサーバーを作成する方法を示します。

# mkdir -p /export/home/s9dvdsparc
# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_9/Tools
# ./setup_install_server /export/home/s9dvdsparc

If you need a separate boot server, add these steps:

Add the following path to the /etc/dfs/dfstab file and start NFS:
share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" /export/home/s9dvdsparc
# ps ef | grep nfsd

# /etc/init.d/nfs.server start# cd /

この例では、各コマンドを実行する前に、各 DVDがドライブに挿入され、自動的に
マウントされるものとします。各コマンドを実行した後、DVDは取り出されます。
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DVDイメージを用いたサブネット上で
のブートサーバーの作成
Solarisソフトウェアをネットワークからインストールするためには、インストール
サーバーを作成する必要があります。ブートサーバーは必ずしも設定する必要はあり
ません。ブートサーバーはシステムをネットワークからブートするために必要なブー
トソフトウェアを持っているので、インストールサーバーは Solarisソフトウェアをイ
ンストールできます。

� DHCPを使用してインストールパラメータを設定している場合、あるいは、イン
ストールサーバーとクライアントが同じサブネット上にある場合、ブートサーバー
は必要ありません。76ページの「ネットワークからインストールするシステムの
追加」に進みます。

� インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上にない場合、か
つ、DHCPを使用していない場合、サブネットごとに異なるブートサーバーを作
成する必要があります。インストールサーバーはサブネットごとに作成できます。
しかし、インストールサーバーはより多くのディスク容量を必要とします。

� DVDイメージを使用してサブネット上にブート
サーバーを作成する方法

1. サブネット内でブートサーバーとして使用するシステムにログインし、スーパーユー
ザーになります。

システムはリモートの Solaris 9ディスクイメージ (通常は、インストールサーバー)へ
のアクセス権を持っている必要があります。ネームサービスを使用する場合、システ
ムはすでにネームサービスに登録されている必要があります。ネームサービスを使用
しない場合は、サイトのポリシーに従ってシステムの情報を供給する必要がありま
す。

2. インストールサーバーから Solaris 9 DVDをマウントします。

# mount -F nfs -o ro server_name:path /mnt

server_name: path インストールサーバー名と、ディスクイメージへの絶対パスを指定
します。

3. ブートイメージ用のディレクトリを作成します。

# mkdir -p boot_dir_path
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boot_dir_path ブートソフトウェアをコピーするディレクトリを指定します。

4. Solaris 9 DVDイメージ上の Toolsディレクトリに移動します。

# cd /mnt/Solaris_9/Tools

5. ブートソフトウェアをブートサーバーにコピーします。

# ./setup_install_server -b boot_dir_path

-b システムをブートサーバーとして設定することを示します。

boot_dir_path ブートソフトウェアをコピーするディレクトリを指定します。

注 – setup_install_serverコマンドは、ディスクイメージをコピーする十分な
ディスク容量があるかどうかを示します。利用できるディスク容量を調べるには、df
-klコマンドを使用します。

6. ルートディレクトリ (/)に移動します。

# cd /

7. インストールイメージをマウント解除します。

# umount /mnt

以上の操作で、ネットワークからインストールするためにシステムを設定する用意が
整いました。76ページの「ネットワークからインストールするシステムの追加」を
参照してください。

例 11–2サブネット上にブートサーバーを作成する

次の例に、ブートサーバーをサブネット上に作成する方法を示します。これらのコマ
ンドを実行すると、ブートソフトウェアが Solaris 9 DVDイメージからシステムの
ローカルディスク上の /export/home/s9dvdsparcにコピーされます。

# mount -F nfs -o ro crystal:/export/home/s9dvdsparc /mnt
# mkdir -p /export/home/s9dvdsparc
# cd /mnt/Solaris_9/Tools
# ./setup_install_server -b /export/home/s9dvdsparc
# cd /

# umount /mnt

この例では、各コマンドを実行する前に、各 DVDがドライブに挿入され、自動的に
マウントされるものとします。各コマンドを実行すると、DVDは取り出されます。
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ネットワークからインストールするシス
テムの追加
インストールサーバーとブートサーバー (必要な場合)を作成した後、ネットワークか
らインストールする各システムを設定する必要があります。インストールする各シス
テムは、次の情報にアクセスできる必要があります。

� インストールサーバー

� ブートサーバー (必要な場合)
� sysidcfgファイル (sysidcfgファイルを使用してシステム構成情報を事前設定
する場合)

� ネームサーバー (ネームサービスを使用してシステム構成情報を事前設定する場合)
� プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリにあるプロファイル (カスタム

JumpStartインストールを使用する場合)

インストールサーバーとクライアントを設定するには、次の add_install_client
手順を使用します。また、次の手順の例も参照してください。

� DHCPを使用してインストールパラメータを設定している場合、例 11–3を参照し
てください。

� インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上にある場合、例 11–4を
参照してください。

� インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上にない場合、か
つ、DHCPを使用していない場合、例 11–5を参照してください。

このコマンドで使用できるオプションについての詳細は、add_install_client
(1M)のマニュアルページを参照してください。

� サーバーから add_install_clientを実行して
ネットワークからインストールするシステムを追
加する方法
ブートサーバーを持っている場合、インストールサーバーのインストールイメージを
共有しており、適切なデーモンを起動していることを確認します。手順 6を参照して
ください。

1. インストールサーバーまたはブートサーバー上でスーパーユーザーになります。

2. NIS、NIS+、DNS、または LDAPのネームサービスを使用する場合、インストール
するシステムについての次のような情報がネームサービスに追加されていることを確
認します。

76 Solaris 9インストールガイド • 2002年 5月



� ホスト名

� IPアドレス

� Ethernetアドレス

ネームサービスについての詳細は、『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレク
トリサービス : DNS、NIS、LDAP編)』を参照してください。

3. インストールサーバーの Solaris 9 DVDイメージ上の Toolsディレクトリに移動し
ます。

# cd /install_dir_path/Solaris_9/Tools

install_dir_path Toolsディレクトリへのパスを指定します。

4. ネットワークからインストールするシステムを設定します。システムはインストール
サーバーにもブートサーバーにもなります。

# ./add_install_client [-d] [-s install_server:install_dir_path] \
[-c jumpstart_server:jumpstart_dir_path] [-p sysid_server:path] \

[-t boot_image_path] client_name platform_group

-d クライアントが DHCPを使用してネットワークイン
ストールパラメータを取得することを指定します。

-s install_server:install_dir_path インストールサーバーの名前とパスを指定します。
� install_serverは、インストールサーバーのホスト
名です。

� install_dir_pathは、 Solaris 9 DVDイメージへの
絶対パスです。

-c jumpstart_server:jumpstart_dir_path カスタム JumpStartインストールの JumpStartディ
レクトリを指定します。jumpstart_server
は、JumpStartディレクトリがあるサーバーのホス
ト名です。jumpstart_dir_pathは、JumpStartディレ
クトリへの絶対パスです。

-p sysid_server:path システム情報を事前設定するための sysidcfgファ
イルへのパスを指定します。sysid_serverは、この
ファイルを持っているサーバーの有効なホスト名ま
たは IPアドレスです。pathは、sysidcfgファイ
ルが入っているディレクトリへの絶対パスです。

-t boot_image_path Solaris 9ネットインストールイメージ、CD、または
DVD上の Toolsディレクトリにあるブートイメー
ジ以外のブートイメージを使用したい場合、別の
ブートイメージへのパスを指定します。
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client_name ネットワークからインストールするシステムのホス
ト名を指定します。この名前はインストールサー
バーのホスト名ではありません。

platform_group インストールするシステムのプラットフォームグ
ループを指定します。詳細は、第 39章を参照してく
ださい。

例 11–3 DHCPを使用している場合のインストールクライアントの追加方法

次の例に、DHCPを使用してネットワーク上のインストールパラメータを設定してい
るときに、インストールクライアントを追加する方法を示します。インストールクラ
イアントは basilという名前の Ultra™ 5システムです。ファイルシステム
/export/home/s9dvdsparc/Solaris_9/Tools には add_install_client コ
マンドが入っています。

install_server# cd /export/home/s9dvdsparc/Solaris_9/Tools

install_server# ./add_install_client -d basil sun4u

例 11–4インストールサーバーと同じサブネット上にあるインストールクライアントの追加
方法

次の例に、インストールサーバーと同じサブネット上にあるインストールクライアン
トを追加する方法を示します。インストールサーバーは basilという名前の Ultra™
5システムです。ファイルシステム /export/home/s9dvdsparc/Solaris
_9/Tools には add_install_client コマンドが入っています。

install_server# cd /export/home/s9dvdsparc/Solaris_9/Tools

install_server# ./add_install_client basil sun4u

例 11–5ブートサーバーのみ存在するネットワーク上にあるインストールクライアントの追
加方法

次の例に、インストールサーバーと異なるサブネット上にあるインストールクライア
ントを追加する方法を示します。インストールクライアントは roseという名前の
Ultra™ 5システムです。次のコマンドはブートサーバー上で実行します。-sオプ
ションには、/export/home/s9dvdsparcに Solaris 9 DVDイメージを持っている
basilという名前のインストールサーバーを指定しています。

boot_server# cd /export/home/s9dvdsparc/Solaris_9/Tools

boot_server# ./add_install_client -s basil:/export/home/s9dvdsparc rose sun4u
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第 12章

CDメディアを使用してネットワーク
からインストールするための準備

この章では、ネットワーク上で Solarisソフトウェアをインストールする準備として
CDメディアを使用してネットワークとシステムを設定する方法を説明します。ネッ
トワークインストールを使用すると、Solaris 9 CDイメージまたは DVDイメージに
アクセスできるシステム (インストールサーバーと呼ばれる)から、ネットワーク上の
ほかのシステムに Solarisソフトウェアをインストールできます。ユーザーは、まず
CDメディアの内容をインストールサーバーのハードディスクにコピーする必要があ
ります。これで、任意の Solarisインストール方法を使用して Solarisソフトウェアを
ネットワーク上でインストールできます。この章の内容は次のとおりです。

� 80ページの「作業マップ: CDメディアを使用してネットワーク上でインストール
するための準備」

� 81ページの「CDメディアによるインストールサーバーの作成」
� 86ページの「CDイメージによるサブネット上でのブートサーバーの作成」
� 88ページの「ネットワークからインストールするシステムの追加」
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作業マップ: CDメディアを使用してネッ
トワーク上でインストールするための準
備
表 12–1作業マップ: CDメディアによるインストールサーバーの設定

作業 説明 参照先

インストールサー
バーを作成する

setup_install_server(1M)コマンドを
使用して Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDを
インストールサーバーのハードディスクに
コピーします。

次に、add_to_install_server(1M)コ
マンドを使用して Solaris 9 SOFTWARE 2 of
2 CDと Solaris 9 LANGUAGES CDをイン
ストールサーバーのハードディスクに追加
します。

さらに、modify_install_server(1M)
コマンドを使用してネットワークインス
トールイメージに Solaris Web Startユー
ザーインタフェースソフトウェアを追加し
ます。

81ページの「CDメディ
アによるインストール
サーバーの作成」

(省略可能)ブート
サーバーを作成する

インストールサーバーと異なるサブネット
上にあるシステムをネットワーク上でイン
ストールする場合は、システムをブートす
るためのブートサーバーをサブネット上に
作成する必要があります。DHCP (Dynamic
Host Configuration Protocol)を使用する場
合は、ブートサーバーは不要です。

86ページの「CDイメー
ジによるサブネット上で
のブートサーバーの作
成」

ネットワークインス
トールするシステム
を追加する

add_install_clientコマンドを使用し
て、ネットワーク上でインストールする各
システムを設定します。インストールする
各システムは、ネットワーク上でインス
トールサーバー、ブートサーバー、および
構成情報を認識する必要があります。

88ページの「ネット
ワークからインストール
するシステムの追加」
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CDメディアによるインストールサー
バーの作成
インストールサーバーには、ネットワーク上でシステムをインストールするために必
要なインストールイメージが含まれます。ネットワーク上で Solarisソフトウェアをイ
ンストールするためには、インストールサーバーを作成する必要があります。必ずし
も個別のブートサーバーを設定する必要はありません。

� DHCPを使用してインストールパラメータを設定する場合や、インストールサー
バーとクライアントが同じサブネット上に存在する場合は、個別のブートサーバー
は不要です。

� インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上に存在せず、DHCPを
使用していない場合は、サブネットごとに個別のブートサーバーを作成する必要が
あります。インストールサーバーはサブネットごとに作成できますが、インストー
ルサーバーにはより多くのディスク容量が必要です。

� CDメディアを使用してインストールサーバーを作
成する方法

注 – Solaris 2.3以前にリリースされた SunOSバージョンを使用するシステムは使用で
きません。

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャを実行していると仮定していま
す。ボリュームマネージャを使用せずにメディアを管理する方法については、Solaris
9 Beta System Administrator Collectionに含まれている『Solarisのシステム管理 (基本
編)』を参照してください。

1. インストールサーバーとして使用するシステムでスーパーユーザーになります。この
システムには CD-ROMドライブが必要です。

さらに、システムは、このサイトのネットワークに接続されネームサービスに登録さ
れている必要があります。ネームサービスを使用する場合は、システムがすでに
NIS、NIS+、DNS、LDAPのいずれかのネームサービスに登録されていなければなり
ません。ネームサービスを使用しない場合は、サイトのポリシーに従ってシステムの
情報を供給する必要があります。

2. Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDをシステムのドライブに挿入します。
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3. CDイメージ用のディレクトリを作成します。

# mkdir -p install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

4. マウントされたディスクの Toolsディレクトリに移動します。

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_9/Tools

5. ドライブ内のイメージをインストールサーバーのハードディスクにコピーします。

# ./setup_install_server install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

注 – setup_install_serverコマンドは、Solaris 9ソフトウェアディスクイメージ
をコピーする十分なディスク容量があるかどうかを示します。利用できるディスク容
量を調べるには、df -kl コマンドを使用します。

6. 他のシステムがインストールサーバーをマウントできるように設定する必要があるか
どうかを判断します。

� インストールサーバーがインストールするシステムと同じサブネット上にあるか、
あるいは DHCPを使用している場合は、ブートサーバーを作成する必要はありま
せん。手順 7へ進みます。

� インストール対象のシステムと同じサブネット上にインストールサーバーが存在せ
ず、DHCPを使用していないという場合は、ブートサーバーとインストールイ
メージを共有し、NFSデーモンを起動する必要があります。次の手順へ進みま
す。

a. インストールサーバーのインストールイメージのパスが適切に共有されているかを
確認します。

# share | grep install_dir_path

install_dir_path ブートサーバーのインストールイメージのパスを指定します。

� インストールサーバーのディレクトリのパスが表示されてオプションに anon
=0と示された場合は、手順 7へ進みます。

� インストールサーバーのディレクトリのパスが表示されないか、オプション内
に anon=0と示されない場合は、次の作業へ進みます。
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b. 次のエントリを /etc/dfs/dfstabファイルに追加し、ブートサーバーからイン
ストールサーバーが利用できるように設定します。

share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" install_dir_path

c. インストールサーバーのディレクトリパスが正しく共有されているか確認します。

# ps ef | grep nfsd

d. nfsdデーモンを起動し、インストールサーバーを共有します。

� nfsdデーモンが稼動していない場合は、このデーモンを起動してください。

# /etc/init.d/nfs.server start

� nfsdがすでに稼動している場合は、インストールサーバーを共有してくださ
い。

# shareall

7. root (/)ディレクトリへ移動します。

# cd /

8. Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDを取り出します。

9. Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDをシステムの CD-ROMドライブに挿入します。

10. マウントされた CDの Toolsディレクトリに移動します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_9/Tools

11. CD-ROMドライブ内の CDをインストールサーバーのハードディスクにコピーしま
す。

# ./add_to_install_server install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

12. root (/)ディレクトリへ移動します。

# cd /

13. Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDを取り出します。

14. Solaris 9 LANGUAGES CDをシステムの CD-ROMドライブに挿入します。

15. マウントされた CDの Toolsディレクトリに移動します。

# cd /cdrom/cdrom0/sol_9_lang_sparc/Tools

16. CD-ROMドライブ内の CDをインストールサーバーのハードディスクにコピーしま
す。
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# ./add_to_install_server install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

17. root (/)ディレクトリへ移動します。

# cd /

18. ユーザーが Solaris Web Startを使用してシステムをブートし、ネットワーク上で
Solaris 9ソフトウェアをインストールできるように

� しない場合は、Solaris 9 LANGUAGES CDを取り出して手順 22へ進みます。
� する場合は、Solaris 9 LANGUAGES CDを取り出して継続します。

19. Solaris 9 INSTALLATION CDをシステムの CD-ROMドライブに挿入します。

20. マウントされた CDの modify_install_serverを含むディレクトリに移動しま
す。

# cd /cdrom/cdrom0/s0

21. Solaris Web Startインタフェースソフトウェアをインストールサーバーにコピーしま
す。

# ./modify_install_server -p install_dir_path installer_miniroot_path

-p 既存イメージのミニルートを install_dir_path/Solaris
_9/Tools/Boot.origに保存します。

install_dir_path Solaris Web Startインストールをコピーするディレクトリを指定し
ます。

installer_miniroot_path Solaris Web Startインタフェースのコピー元となる CD上のディレ
クトリを指定します。

22. setup_install_serverによって作成されたネットインストールイメージ上のミニ
ルート (/install_dir_path/Solaris_9/Tools/Boot ) にあるファイルにパッチを適用
するか決定します。ブートイメージに何か問題がある場合は、ファイルへのパッチの
適用が欠かせない可能性があります。

� パッチを適用しない場合は、このまま継続します。

� 適用する場合は、patchadd -C コマンドを使用して、ミニルートにあるファイル
にパッチを適用します。

注意 – patchadd -C は、『パッチの Readme』の指示に目を通すか、あるいはご
購入先に連絡をとった上で使用してください。
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23. ブートサーバーを作成する必要があるかどうかを判断します。

� DHCPを使用しているか、あるいはインストール対象のシステムと同じサブネッ
ト上にインストールサーバーが存在する場合は、ブートサーバーを作成する必要は
ありません。76ページの「ネットワークからインストールするシステムの追加」
へ進みます。

� DHCPを使用しておらず、インストールサーバーとクライアントが別のサブネッ
トに存在する場合は、ブートサーバーを作成する必要があります。74ページの
「DVDイメージを用いたサブネット上でのブートサーバーの作成」へ進みます。

例 12–1 CDメディアによるインストールサーバーの作成

次の例は、インストールサーバーの /export/home/s9cdsparc ディレクトリに次
の CDをコピーしてインストールサーバーを作成する方法を示しています。

� Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD (SPARC)
� Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CD (SPARC)
� Solaris 9 LANGUAGES CD (SPARC)

# mkdir -p /export/home/s9cdsparc
# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_9/Tools
# ./setup_install_server /export/home/s9cdsparc

インストールサーバーが異なる場合、次の手順を追加。

次のパスを /etc/dfs/dfstab ファイルに追加。
share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" \
/export/home/s9cdsparc
# ps ef | grep nfsd
# /etc/init.d/nfs.server start
次の手順を行う。

ブートサーバーが必要な場合は、次の手順を行う。
# cd /
# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_9/Tools
# ./add_to_install_server /export/home/s9cdsparc
# cd /
# cd /cdrom/cdrom0/sol_9_lang_sparc/Tools
# ./add_to_install_server /export/home/s9cdsparc
# cd /
# cd /cdrom/cdrom0/s0

# ./modify_install_server -p /export/home/s9cdsparc /cdrom/cdrom0/s0

この例では、各コマンドを実行する前に各 CDがドライブに挿入され、自動的にマウ
ントされるものとします。各コマンドを実行すると、CDが取り出されます。

第 12章 • CDメディアを使用してネットワークからインストールするための準備 85



CDイメージによるサブネット上での
ブートサーバーの作成
ネットワーク上で Solarisソフトウェアをインストールするためには、インストール
サーバーを作成する必要があります。ブートサーバーは必ず設定する必要があるわけ
ではありません。ブートサーバーには、ネットワーク上でシステムをブートするため
に必要なブートソフトウェアが含まれています。一方、インストールサーバーは
Solarisソフトウェアのインストールを行います。

� DHCPを使用してインストールパラメータを設定しているか、あるいはインス
トールサーバーまたはクライアントがインストールサーバーと同じサブネット上に
存在する場合は、ブートサーバーは不要です。88ページの「ネットワークからイ
ンストールするシステムの追加」へ進みます。

� インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上に存在せず、DHCPを
使用していない場合は、サブネットごとに個別のブートサーバーを作成する必要が
あります。インストールサーバーはサブネットごとに作成できますが、インストー
ルサーバーにはより多くのディスク容量が必要です。

� CDイメージを使用してサブネット上にブートサー
バーを作成する方法

1. サブネット内でブートサーバーとして使用するシステムにログインし、スーパーユー
ザーになります。

システムに CD-ROMドライブが存在するか、あるいはリモートの Solaris 9イメージ
(通常、インストールサーバーに存在する)にアクセスできなければなりません。ネー
ムサービスを使用する場合は、システムがすでにそのネームサービスに登録されてい
なければなりません。ネームサービスを使用しない場合は、サイトのポリシーに従っ
てシステムの情報を供給する必要があります。

2. インストールサーバーから Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDイメージをマウントしま
す。

# mount -F nfs -o ro server_name:path /mnt

server_name: path インストールサーバー名とディスクイメージの絶対パスを指定しま
す。

3. ブートイメージ用のディレクトリを作成します。

# mkdir -p boot_dir_path
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boot_dir_path ブートソフトウェアをコピーするディレクトリを指定します。

4. Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDイメージの Toolsディレクトリへ移動します。

# cd /mnt/Solaris_9/Tools

5. ブートソフトウェアをブートサーバーにコピーします。

# ./setup_install_server -b boot_dir_path

-b システムをブートサーバーとして設定することを示します。

boot_dir_path ブートソフトウェアをコピーするディレクトリを指定します。

注 – setup_install_serverコマンドは、 Solaris 9ソフトウェアのディスクイ
メージをコピーする十分なディスク容量があるかどうかを調べます。利用できるディ
スク容量を調べるには、df -kl コマンドを使用します。

6. root (/)ディレクトリへ移動します。

# cd /

以上の操作で、ネットワーク上でインストールするためにシステムを設定する用意が
整います。88ページの「ネットワークからインストールするシステムの追加」を参
照してください。

例 12–2 CDメディアを使用してサブネット上にブートサーバーを作成する

次の例は、ブートサーバーをサブネット上に作成する方法を示したものです。次のコ
マンドを実行すると、ブートソフトウェアが Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDイメージ
からシステムのローカルディスク (/export/install/boot)にコピーされます。ま
た、インストールサーバーに Solaris Web Startインタフェースソフトウェアがコピー
されます。

# mount -F nfs -o ro crystal:/export/install/boot /mnt
# mkdir -p boot_dir_path
# cd /mnt/Solaris_9/Tools
# ./setup_install_server -b /export/install/boot

# cd /

この例では、コマンドを実行する前に各ディスクがドライブに挿入され、自動的にマ
ウントされるものとします。コマンドを実行すると、ディスクが取り出されます。

第 12章 • CDメディアを使用してネットワークからインストールするための準備 87



ネットワークからインストールするシス
テムの追加
インストールサーバーとブートサーバー (必要な場合)を作成したあと、ネットワーク
上でインストールする各システムを設定する必要があります。インストールする各シ
ステムは、次の情報にアクセスできる必要があります。

� インストールサーバー

� ブートサーバー (必要な場合)

� sysidcfgファイル (sysidcfgファイルを使用してシステム構成情報を事前設定
する場合)

� ネームサーバー (ネームサービスを使用してシステム構成情報を事前設定する場合)

� プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリにあるプロファイル (カスタム
JumpStartインストールを使用する場合)

インストールサーバーとクライアントの設定には、add_install_clientを使用し
て以下の作業を行なってください。作業例も併せて参照してください。

� DHCPを使用してインストールパラメータを設定する場合は、例 12–3を参照して
ください。

� インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上に存在する場合は、例
12–4を参照してください。

� インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上に存在せず、DHCPを
使用していない場合は、例 12–5を参照してください。

� サーバーから add_install_clientを実行して
ネットワークからインストールするシステムを追
加する方法
ブートサーバーが存在する場合は、インストールサーバーのインストールイメージを
共有しているか確認してください。手順 6を参照してください。

1. インストールサーバーまたはブートサーバー上でスーパーユーザーになります。

2. NIS、NIS+、DNS、または LDAPネームサービスを使用する場合は、インストール
対象のシステムに関する次の情報がネームサービスに追加されているか確認します。

� ホスト名

� IPアドレス

� Ethernetアドレス
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ネームサービスの詳細は、『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサー
ビス : DNS、NIS、LDAP編)』を参照してください。

3. インストールサーバー上の Solaris 9 CDイメージの Toolsディレクトリに移動しま
す。

# cd /install_dir_path/Solaris_9/Tools

install_dir_path Toolsディレクトリのパスを指定します。

4. ネットワークでインストールするためのシステムを設定します。このシステムは、イ
ンストールサーバーでもブートサーバーでもかまいません。

# ./add_install_client [-d] [-s install_server:install_dir_path] \
[-c jumpstart_server:jumpstart_dir_path] [-p server:path] \

[-t boot_image_path] client_name platform_group

-d クライアントが DHCPを使用してネットワークイン
ストールパラメータを取得することを指定します。

-s install_server:install_dir_path インストールサーバーの名前とパスを指定します。
� install_serverは、インストールサーバーのホスト
名です。

� install_dir_pathは、Solaris 9 CDイメージの絶対
パスです。

-c jumpstart_server:jumpstart_dir_path カスタム JumpStartインストールの JumpStartディ
レクトリを指定します。jumpstart_serverには
JumpStartディレクトリがあるサーバーのホスト名
を指定します。jumpstart_dir_pathには JumpStart
ディレクトリの絶対パスを指定します。

-p sysid_server:path システムの構成情報を事前設定するための
sysidcfgファイルのパスを指定します。sysid
_serverは、このファイルを含んでいるサーバーの有
効なホスト名または IPアドレスです。path
は、sysidcfgファイルを含んでいるディレクトリ
の絶対パスです。

-t boot_image_path Solaris 9ネットインストールイメージ、CD、または
DVD上の Toolsディレクトリ内のものとは別のブー
トイメージを使用したい場合は、代わりとなるブー
トイメージのパスを指定します。

client_name ネットワーク上でインストールされるシステムのホ
スト名 (インストールサーバーのホスト名ではな
い)。
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platform_group インストールするシステムのプラットフォームグ
ループ。プラットフォームグループの詳細は、第 39
章を参照してください。

例 12–3 DHCPを使用している場合のインストールサーバー上のインストールクライアント
の追加方法 (CD)

次の例に、DHCPを使用してネットワーク上でインストールパラメータを設定してい
るときに、インストールクライアントを追加する方法を示します。インストールクラ
イアントは、basilという名前の Ultra™ 5システムです。ファイルシステム
/export/home/s9cdsparc/Solaris_9/Toolsには、add_install_clientコ
マンドが入っています。

install_server# cd /export/home/s9cdsparc/Solaris_9/Tools

install_server# ./add_install_client -d basil sun4u

例 12–4サーバーと同じサブネット上にあるインストールクライアントの追加方法 (CD)

次の例に、インストールサーバーと同じサブネット上にあるインストールクライアン
トを追加する方法を示します。インストールサーバーは、basilという名前の Ultra
™ 5システムです。ファイルシステム /export/home/s9cdsparc/Solaris
_9/Toolsには、add_install_clientコマンドが入っています。

install_server# cd /export/home/s9cdsparc/Solaris_9/Tools

install_server# ./add_install_client basil sun4u

例 12–5ブートサーバーのみ存在するネットワーク上にあるインストールクライアントの追
加方法 (CD)

次の例に、インストールサーバーと異なるサブネット上にあるインストールクライア
ントを追加する方法を示します。インストールクライアントは、roseという名前の
Ultra™ 5システムです。次のコマンドはブートサーバー上で実行します。-sオプ
ションには、/export/home/s9cdsparcに Solaris 9 CDイメージを持っている
basilという名前のインストールサーバーを指定しています。

boot_server# cd /export/home/s9cdsparc/Solaris_9/Tools

boot_server# ./add_install_client -s basil:/export/home/s9cdsparc rose sun4u
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第 13章

ネットワークからインストールするた
めの準備 (コマンドリファレンス)

この章では、ネットワークインストールを設定するときに使用できるコマンドを示し
ます。

表 13–1ネットワークインストールコマンド

コマンド 説明

add_install_client システムがネットワークからインストールできるように、必要なネッ
トワークインストール情報をインストールサーバーまたはブートサー
バーに追加するコマンド。詳細は、add_install_client(1M)を
参照

setup_install_server Solaris 9 DVDまたは CDをインストールサーバーのローカルディス
クにコピーするか、ブートソフトウェアをブートサーバーにコピーす
るスクリプト。詳細は、setup_install_server(1M)のマニュア
ルページを参照

add_to_install_server

(CDメディアのみ)

CD上のプロダクトツリー内の追加パッケージを、既存のインストー
ルサーバー上のローカルディスクにコピーするスクリプト。詳細
は、add_to_install_server(1M)のマニュアルページを参照

modify_install_server

(CDメディアのみ)

Solaris Web Startユーザーインタフェースソフトウェアを、既存の
ブートサーバー上の Solaris 9 CDイメージに追加するスクリプト。
ユーザーが Solaris Web Startによってシステムをブートし、Solaris 9
ソフトウェアをネットワークからインストールできるようにする。詳
細は、modify_install_server(1M)のマニュアルページを参
照RAMが 64Mバイト以下のシステムは、Solaris Web Startを使用し
てマシンをインストールできません。

mount ファイルシステムをマウントできるようにし、マウントされたファイ
ルシステム (Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWAREと Solaris 9
LANGUAGES CD上のファイルシステムを含む)を表示するコマン
ド。詳細は、mount(1M)のマニュアルページを参照
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表 13–1ネットワークインストールコマンド (続き)
コマンド 説明

uname -i システムのプラットフォーム名 (SUNW、SPARCstation-5など)を調
べるコマンド。Solarisソフトウェアをインストールするには、システ
ムのプラットフォーム名が必要になることがあります。詳細
は、uname(1)のマニュアルページを参照

patchadd -C net_install_image setup_install_serverで作成した DVDまたは CDのネットイン
ストールイメージ上にあるミニルート (Solaris_9/Tools/Boot)に
あるファイルにパッチを追加するコマンド。これにより、Solarisイン
ストールコマンドとほかのミニルート固有のコマンドにパッチを適用
できる。net_install_imageはネットワークインストールイメー
ジの絶対パス名である。詳細は、patchadd(1M)のマニュアルペー
ジを参照

注意 – patchadd -C を使用する前には必ず、パッチの Readme を読
むか、ご購入先におたずねください。

reset システムをリセットし、マシンを再起動するための Open Boot prom
コマンド。ブート時に入出力割り込みに関するエラーメッセージが表
示された場合は、L1または STOPキーと Aキーを同時に押し、その
後 okまたは >PROMプロンプトで resetと入力する。

banner モデル名、Ethernetアドレス、インストールされているメモリーなど
のシステム情報を表示する Open Boot promコマンド。okまたは
PROMプロンプトでのみ使用可能。
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第 14章

Solaris Web Startの使用

この章では、Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 INSTALLATION CDに含まれている
Solaris Web Startを使用して、Solarisソフトウェアのインストールやアップグレード
を行う方法について説明します。

注 – Solarisオペレーティング環境をインストールするシステムまたはドメインに直接
接続された DVD-ROMドライブまたは CD-ROMドライブがない場合は、別のマシン
に接続された DVD-ROMドライブまたは CD-ROMドライブを使用できます。詳細
は、付録 B を参照してください。

この章の内容は、次のとおりです。

� 93ページの「Solaris Web Startの実行方法」
� 94ページの「Solaris Web Startによるインストールまたはアップグレード」
� 98ページの「Solaris Web Startによるインストールまたはアップグレード後に必
要な作業」

Solaris Web Startの実行方法
Solaris Web Startは、GUIまたは CLIを使って実行できます。

� GUI –ローカルまたはリモートの DVD-ROMドライブか CD-ROMドライブ、ま
たはネットワーク接続、およびビデオアダプタ、キーボード、モニター、十分なメ
モリーが必要です。

� CLI –ローカルまたはリモートの DVD-ROMドライブか CD-ROMドライブ、また
はネットワーク接続、およびキーボードとモニターが必要です。Solaris Web Start
インストール CLIは、tipコマンドを使って実行できます。詳細は、tip(1)の
マニュアルページを参照してください。
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Solaris Web Startは、システムにビデオアダプタがあることを検出すると自動的に
GUIを使用し、検出できないと CLIを使用します。操作手順や設定内容は、GUIも
CLIもほとんど同じです。

Solaris Web Startによるインストールま
たはアップグレード
Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 INSTALLATION CDに含まれている Solaris Web Start
プログラムを使用して、Solarisオペレーティング環境をインストールまたはアップグ
レードできます。

注 – Solaris 9 INSTALLATION CDからインストールする場合は、25ページの
「Solaris 9 INSTALLATION CDを使用するための要件」で特殊な要件を確認してく
ださい。

以下のものが揃っているか確認します。

� DVDからインストールする場合は、Solaris 9 DVDを使用してください。

� CDからインストールする場合は、以下の CDを使用してください。

� Solaris 9 INSTALLATION CD

� Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD

� Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CD –必要に応じて、インストールプログラムがこ
の CDを挿入するように要求します。

� Solaris 9 LANGUAGES CD –特定地域の言語をサポートするために必要な場
合、インストールプログラムがこの CDを挿入するように要求します。

作業マップ: Solaris Web Startインストールの実行
表 14–1作業マップ: Solaris Web Startインストールの実行

作業 説明 参照先

システム要件を確認する Solaris Web Startを使用してインストールまたはアッ
プグレードをするための要件をシステムが満たしてい
ることを確認します。

24ページの「システム要件」
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表 14–1作業マップ: Solaris Web Startインストールの実行 (続き)
作業 説明 参照先

必要な情報を収集する チェックリストに従ってワークシートに記入しなが
ら、Solarisソフトウェアのインストールに必要なす
べての情報を収集します。

第 6章

(省略可能)システム構成
情報を事前設定する

sysidcfgファイルやネームサービスを使って、シス
テムのインストール情報 (localeなど)を事前設定す
ることができます。これによって、インストール時に
この情報を入力しなくてすみます。

第 7章

(アップグレードのみ)シ
ステムをアップグレード
するための準備をする

システムのバックアップをとります。 『Solarisのシステム管理 (基
本編)』

(省略可能)ネットワーク
からインストールするた
めのシステムを設定する

リモートの DVDまたは CDネットインストールイ
メージをインストールする場合は、インストールサー
バーまたはブートサーバーからシステムをブートして
インストールするように、システムを設定する必要が
あります。

第 12章

インストールまたはアッ
プグレードを行う

システムをブートし、プロンプトに従って Solarisソ
フトウェアをインストールまたはアップグレードしま
す。

95ページの「Solaris Web
Startを使用してインストール
またはアップグレードする方
法」

(アップグレードのみ)
アップグレード後に必要
な作業を行う

アップグレードで失われたローカル変更がある場合
は、それを復元します。

98ページの「アップグレード
後にローカル変更を復元する
方法」

� Solaris Web Startを使用してインストールまたは
アップグレードする方法

1. DVD-ROMドライブ、CD-ROMドライブ、ネットイメージのどれを使用してソフト
ウェアをインストールするかを決定します。

� DVD-ROMドライブか CD-ROMドライブを使用する場合は、Solaris 9 DVDまた
は Solaris 9 INSTALLATION CDを挿入します。

� ネットインストールイメージを使用する場合は、インストールメディアが置かれて
いるディレクトリに移動します。必要に応じ、ネットワーク管理者に場所を尋ねて
ください。次にコマンド例を示します。

% cd /net/install-svr/export/s9/sparc

2. システムをブートします。

� 新しく購入したばかり (未使用)のシステムの場合は、システムの電源を入れま
す。

� 既存システムのインストールまたはアップグレードを行う場合は、システムを
シャットダウンします。
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� ローカル DVDまたはローカル CDからブートする場合は、次のように入力し
ます。

ok boot cdrom [- nowin]

� ネットワーク上のインストールサーバーからブートする場合は、次のように入
力します。

ok boot net [- nowin]

nowin Solaris Web Startを CLIモードで実行することを指定します。

Solaris Web Startインストールが始まります。

3. システム構成の質問に答えます。

� すべてのシステム構成情報が事前設定されている場合は、構成情報の入力は求めら
れません。手順 7へ進みます。

� システム構成情報の事前設定を行なっていない場合は、38ページの「インストー
ル用のワークシート」または 43ページの「アップグレード用のワークシート」を
参照して、システム構成の質問に答えます。

GUIを使用している場合は、システム構成情報の確認が終わると、Solaris Web Start
の Kioskが起動し、「ようこそ (Welcome)」画面が表示されます。システムのメモ
リーが十分でない場合は、Kioskは表示されません。
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図 14–1 Solaris Web Start Kioskメニュー

Kioskメニューのリンクは、どれでもクリックできます。

注 – Kioskによって画面が隠れてしまうことがあります。隠れている画面を表示する
には、Kioskメニューの「Kioskを奥へ (Send Kiosk to Background)」をクリックしま
す。

「インストーラ・オプション (Installer Questions)」画面が表示されます。

4. システムのリブートとディスクの取り出しを自動的に行うかどうかを決定します。
「次へ (NEXT)」をクリックします。

「媒体の指定 (Specify Media)」画面が表示されます。

5. どのメディア (CD、DVD、ネットワーク、HTTP、FTP、またはローカルテープ)を
インストールに使用するかを指定します。

6. 初期インストールまたはアップグレードのいずれかを選択します。
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システムがアップグレード可能かどうかが判定されます。このためには、Solarisルー
ト(/)ファイルシステムがすでに存在していなければなりません。Solaris 9
INSTALLATION CDを使用してアップグレードする場合は、512Mバイトのスライス
が必要です。アップグレードが可能であることが確認されると、システムのアップグ
レードが開始されます。

7. 画面に示される手順に従って、Solarisソフトウェアと追加ソフトウェア (必要な場合)
をシステムにインストールします。

Solarisソフトウェアのインストールが終了すると、システムのリブートを求める画面
が表示されます。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、次のディレクトリに作成されます。

� /var/sadm/system/logs
� /var/sadm/install/logs

8. アップグレードを行なった場合は、保存されなかったローカル変更があればそれを復
元します。詳細は、98ページの「アップグレード後にローカル変更を復元する方
法」を参照してください。

Solaris Web Startによるインストールま
たはアップグレード後に必要な作業
Solarisオペレーティング環境のインストールまたはアップグレードを終了した後、必
要に応じて次の作業を行う必要があります。

� アップグレード後にローカル変更を復元する方法
アップグレードを行うと、Solaris Web Startは既存システムに対して行なったローカ
ルなソフトウェア変更と新しい Solarisソフトウェアをマージします。ただし場合に
よっては、マージが行われないことがあります。したがって、システムのアップグ
レードが終了したら、保存されなかったローカル変更を復元しなければならない場合
があります。

注意 –保存されなかったローカル変更を復元しないと、システムがブートされないこ
とがあります。

1. 次のファイルの内容を確認して、Solaris Web Startによって保存されなかったローカ
ル変更を復元する必要があるかどうかを判断します。
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/a/var/sadm/system/data/upgrade_cleanup

2. 保存されなかったローカル変更があれば、復元します。

3. リブートします。

# reboot
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第 15章

Solaris suninstallプログラムの使
用

この章では、Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDに含まれている Solaris suninstallプ
ログラムを使用して Solarisソフトウェアをインストールまたはアップグレードする方
法について説明します。

� 101ページの「Solaris suninstallプログラム」
� 102ページの「Solaris suninstallプログラムによるインストールまたはアップ
グレード」

� 104ページの「Solaris suninstallプログラムによるアップグレード後に必要な
作業」

Solaris suninstallプログラム
Solaris suninstallプログラムは CLIで実行できます。Solaris suninstallプログ
ラムには、ローカルまたはリモートの CD-ROMドライブまたはネットワーク接続、
キーボード、およびモニターが必要です。Solaris suninstallプログラムは tipコ
マンドで実行できます。詳細は、tip(1)のマニュアルページを参照してください。

注 –テキストを操作するとき、Control-Uを使用するとページを上に移動
し、Control-Dを使用するとページを下に移動します。
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Solaris suninstallプログラムによる
インストールまたはアップグレード
Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDに含まれている Solaris suninstallプログラムを使
用すると、Solarisオペレーティング環境をシステムにインストールまたはアップグ
レードできます。Solaris suninstallプログラムでは、追加ソフトウェアをインス
トールできません。

次の CDを用意してください

� Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD

� Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CD –必要に応じて、インストールプログラムがこの
CDをドライブに挿入するように要求します。

� Solaris 9 LANGUAGES CD –特定地域の言語をサポートするために必要な場合、
インストールプログラムがこの CDをドライブに挿入するように要求します。

作業マップ: Solaris suninstallプログラムを実
行する

表 15–1作業マップ: Solaris suninstallプログラムを実行する

作業 説明 参照先

必要な情報を収集する チェックリストに従ってワークシートに記入しなが
ら、Solarisソフトウェアのインストールに必要なす
べての情報を収集します。

第 6章

(アップグレードのみ)シ
ステムをアップグレード
するための準備をする

システムのバックアップをとります。 『Solarisのシステム管理 (基
本編)』

(省略可能)システム構成
情報を事前設定する

sysidcfgファイルまたはネームサービスを使用し
て、システムのインストール情報 (localeなど)を事
前設定します。システム情報をあらかじめ設定する
と、インストール時に情報入力を求めるプロンプトは
表示されません。

第 7章

(省略可能)ネットワーク
からインストールするた
めのシステムを設定する

リモートの Solaris 9 SOFTWAREイメージからシステ
ムをインストールする場合、インストールサーバーま
たはブートサーバーからブートおよびインストールす
るようにシステムを設定する必要があります。

第 12章
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表 15–1作業マップ: Solaris suninstallプログラムを実行する (続き)
作業 説明 参照先

インストールまたはアッ
プグレードを行う

システムをブートし、プロンプトに従って Solarisソ
フトウェアをインストールまたはアップグレードしま
す。

103ページの「Solaris
suninstallプログラムを使
用してインストールまたは
アップグレードするには」

(アップグレードのみ)
アップグレード後に必要
な作業を行う

アップグレードで失われたローカル変更がある場合
は、それを復元します。

104ページの「Solaris
suninstallプログラムによ
るアップグレード後に必要な
作業」

� Solaris suninstallプログラムを使用してインス
トールまたはアップグレードするには

1. CD-ROMドライブとネットイメージのどちらを使用してソフトウェアをインストー
ルするかを決定します。

� CD-ROMドライブを使用する場合、Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDを挿入しま
す。

� ネットインストールイメージを使用する場合、次の例のように、インストールメ
ディアが入っているディレクトリに移動します。必要に応じて、ネットワーク管理
者に場所をたずねてください。次にコマンド例を示します。

% cd /net/install-svr/export/s9/sparc

2. システムをブートします。

� 新しく購入したばかり (未使用)のシステムの場合は、システムの電源を入れま
す。

� 既存システムのインストールまたはアップグレードを行う場合は、システムを
シャットダウンします。

� ローカル CDからブートする場合は、次のように入力します。

ok boot cdrom

� ネットワーク上のインストールサーバーからブートする場合は、次のように入
力します。

ok boot net

Solaris suninstallプログラムが始まります。

3. システム構成の質問に答えます。

すべてのシステム構成情報が事前設定されている場合は、構成情報の入力は求められ
ません。

システム構成情報の事前設定を行なっていない場合は、38ページの「インストール用
のワークシート」または 43ページの「アップグレード用のワークシート」を参照し
て、システム構成の質問に答えます。
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4. 画面に示される手順に従って、Solarisソフトウェアをシステムにインストールしま
す。

Solarisソフトウェアのインストールが終了すると、システムは自動的にリブートする
か、または手動でリブートするようにプロンプトが表示されます。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、次のディレクトリに作成されます。

� /var/sadm/system/logs
� /var/sadm/install/logs

5. アップグレードを行なった場合は、保存されなかったローカル変更があればそれを復
元します。詳細は、104ページの「Solaris suninstallプログラムによるアップグ
レード後に必要な作業」を参照してください。

6. (省略可能)追加のソフトウェアをインストールする方法は、『Solarisのシステム管理
(基本編)』を参照してください。

Solaris suninstallプログラムによる
アップグレード後に必要な作業
アップグレードを行うと、Solaris suninstallプログラムは、既存システムに対して
行なったローカルなソフトウェア変更と新しい Solarisソフトウェアをマージします。
ただし場合によっては、マージが行われないことがあります。したがって、システム
のアップグレードが終了したら、保存されなかったローカル変更を復元しなければな
らない場合があります。

注意 –保存されなかったローカル変更を復元しないと、システムがブートされないこ
とがあります。

� アップグレード後にローカル変更を復元する方法
1. 次のファイルの内容を確認して、Solaris suninstallプログラムによって保存され
なかったローカル変更を復元する必要があるかどうかを判断します。

/a/var/sadm/system/data/upgrade_cleanup

2. 保存されなかったローカル変更があれば、復元します。

3. リブートします。

# reboot
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第 16章

フラッシュインストール機能

ここでは、フラッシュアーカイブを作成する方法と、フラッシュアーカイブを使用し
て複数のシステムに Solarisオペレーティング環境をインストールする方法について説
明します。

第 17章 フラッシュ (Flash)アーカイブの作成とインストールの概
要と計画について説明します。

第 18章 フラッシュアーカイブの作成手順を説明します。

第 19章 フラッシュアーカイブを使用してシステムをインストー
ルする手順を説明します。

第 20章 flarcreateと flarコマンドの構文およびオプション
について説明します。また、フラッシュアーカイブ情報
のキーワードについても説明します。
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第 17章

フラッシュの概要と計画

この章では、フラッシュインストール機能の概要を述べるとともに、使用している環
境におけるフラッシュインストールの計画に必要な情報を記載します。

� 107ページの「フラッシュの概要」
� 108ページの「フラッシュインストールの計画」

フラッシュの概要
フラッシュインストール機能を使用すると、マスターシステムと呼ばれるシステム上
の Solarisオペレーティング環境のアーカイブを作成し、このアーカイブをクローンシ
ステムと呼ばれる多数のシステムに複製できます。フラッシュインストールによるク
ローンシステムへのインストールは、以下の 3つのプロセスで行います。

1. マスターシステムへのインストール -システムを 1台選択し、Solarisの任意のイ
ンストール方法で Solarisオペレーティング環境およびその他のソフトウェアをイ
ンストールします。

2. フラッシュアーカイブの作成 -フラッシュアーカイブには、マスターシステム上の
すべてのファイルのコピーが含まれます。

3. フラッシュアーカイブのクローンシステムへのインストール -システムにフラッ
シュアーカイブをインストールすると、アーカイブのすべてのファイルがそのシス
テムにインストールされます。新しくインストールされたシステムのインストール
構成は、オリジナルのマスターシステムと同じになります (このため、クローンシ
ステムと呼ばれます)。

注 –フラッシュインストール機能を使用して Solarisオペレーティング環境が稼働し
ているシステムをアップグレードすることはできません。行えるのは初期インストー
ルだけです。
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フラッシュインストールの計画
フラッシュアーカイブの作成とインストールを行う前に、システムに Solarisオペレー
ティング環境をどのようにインストールするかについていくつか決定しておくべきこ
とがあります。

マスターシステムへのインストールの設計
フラッシュインストールの最初の作業は、各クローンシステムで行いたい構成と同じ
構成でマスターシステムにインストールすることです。マスターシステムへの Solaris
オペレーティング環境のインストール (部分インストールまたは全インストール)
は、Solarisの任意のインストール方法で行うことができます。このインストールの完
了後、ソフトウェアの追加または削除、構成ファイルの変更を行います。

マスターシステムとクローンシステムとで、カーネルアーキテクチャを同じにする必
要があります。たとえば、アーキテクチャが sun4uであるクローンシステムへイン
ストールするには、同じ sun4uのアーキテクチャを持つマスターシステムから作成
されたフラッシュアーカイブしか使用できません。

各クローンシステムで行いたい特別な構成がある場合は、その構成をマスターシステ
ムにインストールする必要があります。マスターシステムへのインストールの設計
は、次の要素で決まります。

� クローンシステムにインストールしたいソフトウェア
� マスターシステムとクローンシステムに接続されている周辺装置
� マスターシステムとクローンシステムのアーキテクチャ

マスターシステムのカスタマイズ
Solarisの任意のインストール方法でマスターシステムに Solarisオペレーティング環
境をインストールした後、必要に応じてソフトウェアの追加や削除、およびシステム
構成情報の変更を行います。

� ソフトウェアの削除 -クローンシステムにインストールする必要がないソフトウェ
アを削除することができます。マスターシステムにインストールされているソフト
ウェアのリストを表示するには、Solaris Product Registryを使用します。手順の詳
細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してください。

� ソフトウェアの追加 - Solarisリリースに含まれているソフトウェア、および
Solarisオペレーティング環境の一部として提供されないソフトウェアをインス
トールできます。マスターシステムにインストールされたすべてのソフトウェアは
フラッシュアーカイブに含まれ、クローンシステムにインストールされます。

� 構成ファイルの変更 -マスターシステム上の構成ファイルを変更できます。たとえ
ば、/etc/inet/inetd.confファイルを変更することにより、システムが実行
するデーモンを制限できます。加えられた変更はすべてフラッシュアーカイブの一
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部として保存され、クローンシステムにインストールされます。

注 –クローンシステムにフラッシュアーカイブをインストールしたあと、ホスト固有
のファイルがいくつか削除され、クローンマシン用として作成し直されます。インス
トールプログラムは、sys-unconfig(1M)コマンドと sysidtool(1M)プログラム
を使用して、ホスト固有のネットワーク構成ファイルを削除して再作成します。再作
成されるファイル
は、/etc/hosts、/etc/defaultrouter、/etc/defaultdomainなどです。

マスターシステムに存在しない周辺装置のサポート
クローンシステムとは異なる周辺装置を持つマスターシステムにインストールする場
合があります。コアシステムサポート (Core)ソフトウェアグループ、エンドユーザー
システムサポート (End User)ソフトウェアグループ、開発者システムサポート
(Developer)ソフトウェアグループ、または全体ディストリビューション (Entire)ソフ
トウェアグループをマスターシステムにインストールした場合、マスターシステムが
サポートするのはインストール時にマスターシステムに接続されていた周辺装置だけ
です。

たとえば、cg6フレームバッファーを持つマスターシステムに全体ディストリビュー
ション (Entire)ソフトウェアグループをインストールした場合、このインストールで
は cg6フレームバッファーのサポートしか含まれていません。したがって、このシス
テムから作成したアーカイブは、cg6フレームバッファーを持つか、フレームバッ
ファーを持たないクローンシステムにしかインストールできません。このアーカイブ
を使用して Elite3Dフレームバッファーを持つクローンシステムにインストールして
も、Elite3Dは使用できません。これは、必要なドライバがインストールされないた
めです。

マスターシステムに存在しない周辺装置が、クローンシステムには存在するという場
合があります。マスターシステムにデバイスが存在しなくても、マスターシステムに
これらの周辺装置のサポートをインストールできます。このマスターシステムから作
成するフラッシュアーカイブには、クローンシステム上の周辺装置に対するサポート
が含まれます。

マスターシステムとは異なる周辺装置を持つクローンシステムにインストールする予
定がある場合には、以下の方法のどれかを使用してマスターシステムにこれらの周辺
装置のサポートをインストールすることができます。

� 全体ディストリビューションと OEMサポート (Entire plus OEM)ソフトウェアグ
ループをインストールする:全体ディストリビューションと OEMサポート (Entire
plus OEM)ソフトウェアグループは、利用できる最大のソフトウェアグループで
あり、Solarisオペレーティング環境のすべてのパッケージが含まれています。マ
スターシステムに全体ディストリビューションと OEMサポート (Entire plus
OEM)ソフトウェアグループをインストールすると、マスターシステムには
Solarisリリースに含まれるすべてのドライバが含まれることになります。全体
ディストリビューションと OEMサポート (Entire plus OEM)ソフトウェアグルー
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プをインストールしたマスターシステムから作成されるフラッシュアーカイブは、
インストールした Solarisオペレーティング環境のリリースがサポートする周辺装
置を持つクローンシステムで機能します。

全体ディストリビューションと OEMサポート (Entire plus OEM)ソフトウェアグ
ループをマスターシステムにインストールすると、ほかの周辺装置構成との互換性
を保つことができます。しかし、全体ディストリビューションと OEMサポート
(Entire plus OEM)ソフトウェアグループには、1Gバイトを超えるディスク容量が
必要です。クローンシステムの中には、全体ディストリビューションと OEMサ
ポート (Entire plus OEM)ソフトウェアグループのインストールに必要な容量を確
保できないものもあるでしょう。

� パッケージを選択してインストールする:マスターシステムにインストールする際
に、マスターシステムとクローンシステムに必要なパッケージを追加インストール
できます。特定のパッケージを選択することにより、マスターシステムまたはク
ローンシステムに存在することが明らかな周辺装置のサポートだけをインストール
することができます。

フラッシュアーカイブの作成の計画
マスターシステムへのインストールの完了後、フラッシュインストールの次の作業と
して、フラッシュアーカイブを作成します。マスターシステム上のすべてのファイル
は、さまざまな識別情報と共にフラッシュアーカイブにコピーされます。フラッシュ
アーカイブは、マルチユーザーモードまたはシングルユーザーモードでマスターシス
テムが稼働している間に作成できます。フラッシュアーカイブは、次のメディアのう
ちの 1つからブートした後でも作成できます。

� Solaris 9 DVD
� Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD
� Solaris 9 SOFTWARE CDと Solaris 9 LANGUAGES CDのイメージ

アーカイブは、システムができるだけ静的な状態である時に作成してください。

アーカイブ識別情報
フラッシュアーカイブには、クローンシステムにインストールされるマスターシステ
ムからの実際のファイルに加えて、アーカイブ識別情報が含まれます。フラッシュ
アーカイブの名前はユーザーが指定する必要があります。アーカイブについて指定で
きる情報には、次のものが含まれます。

� アーカイブの作者
� アーカイブの作成日
� アーカイブを作成したマスターシステムの名前

指定できるアーカイブ識別情報の完全なリストは、126ページの「identificationセク
ションのキーワード」を参照してください。
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アーカイブについての情報を検出するには、flarコマンドを使用してください。手
順の詳細は、126ページの「identificationセクションのキーワード」を参照してくだ
さい。

フラッシュアーカイブの保存先
フラッシュアーカイブを作成した後、そのアーカイブをマスターシステムのハード
ディスクまたはテープに保存できます。保存後は、任意のファイルシステムまたは媒
体へそのアーカイブをコピーできます。

� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
� HTTPサーバー
� FTPサーバー
� テープ
� CD、DVD
� フロッピーディスク
� インストールしたいクローンシステムのローカルドライブ

アーカイブの圧縮
フラッシュアーカイブを作成する際は、compress(1)ユーティリティを使用して、
そのアーカイブが圧縮ファイルとして保存されるように指定することができます。圧
縮されたアーカイブはディスク容量が少なくてすみ、ネットワークを介してアーカイ
ブをインストールする場合の負荷も減ります。

フラッシュアーカイブのインストールの計画
フラッシュインストールの最後の作業は、クローンシステムへのフラッシュアーカイ
ブのインストールです。

フラッシュアーカイブのインストール方法の決定
クローンシステムへのフラッシュアーカイブのインストールには、次のインストール
方法を使用できます。

Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 INSTALLATION CDに含まれている Solaris Web Start
では、以下の媒体に格納されているフラッシュアーカイブのインストールが可能で
す。

� ディスク (DVDまたは CD)
� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
� HTTPサーバー
� FTPサーバー
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� ローカルテープ

Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDに含まれている Solaris suninstallプログラムで
は、以下の媒体に格納されているフラッシュアーカイブのインストールが可能です。

� HTTPサーバー
� FTPサーバー
� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
� ローカルファイル
� ローカルテープ
� CDを含むローカルデバイス

カスタム JumpStartインストールプログラムでは、以下の媒体に格納されているフ
ラッシュアーカイブのインストールが可能です。

� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
� HTTPサーバー
� FTPサーバー
� ローカルテープ
� ローカルデバイス (DVDまたは CD)
� ローカルファイル

Solaris Live Upgradeを利用すると、次の場所に保存されているフラッシュアーカイ
ブをインストールできます。

� HTTPサーバー
� FTPサーバー
� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
� ローカルファイル
� ローカルテープ
� ローカルデバイス (DVDまたは CD)

階層化されたフラッシュアーカイブのインストール
フラッシュ (Flash)インストール機能では、フラッシュアーカイブを階層化する機能
を提供します。さまざまな方法でインストールするための、部分的なフラッシュアー
カイブを作成することができます。

たとえば、1つ目に Solarisオペレーティング環境が入ったアーカイブ、2つ目にWeb
サーバーの実行に必要なファイルが入ったアーカイブ、3つ目にネットワークファイ
ルシステム (NFS)サーバー用のファイルが入ったアーカイブを作成します。こうすれ
ば、1つ目と 2つ目のアーカイブをインストールしてWebサーバーのクローンシステ
ムを作成できます。1つ目と 3つ目のアーカイブをほかのシステムにインストールし
て、ネットワークファイルシステム (NFS)サーバーを作成することもできます。

階層化されたアーカイブを使用すれば、フラッシュインストールの柔軟性を高めなが
ら、フラッシュアーカイブの保存に必要なディスク容量を減らすことができます。階
層化されたアーカイブをクローンシステムにインストールする際は、それらのアーカ
イブの 1つに Solarisオペレーティング環境が含まれている必要があります。
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注 –階層化されたフラッシュアーカイブを使用してクローンシステムに Solarisオペ
レーティング環境と追加ソフトウェアを別々にインストールする場合、Solarisパッ
ケージのデータベースには追加ソフトウェアは登録されません。
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第 18章

フラッシュアーカイブの作成

この章では、フラッシュアーカイブを作成する手順を説明します。

� 115ページの「作業マップ :フラッシュアーカイブを作成する作業マップ」
� 115ページの「フラッシュアーカイブ作成のための作業」

作業マップ :フラッシュアーカイブを作
成する作業マップ

表 18–1作業マップ :フラッシュアーカイブを作成する作業マップ

作業 説明 参照先

マスターマシンへの、選択した構成
でのインストール

ニーズに合った構成を決定
し、Solarisの任意のインストール方
法を使用してマスターマシンにイン
ストールする。

第 2章

フラッシュアーカイブの作成 flarcreateコマンドを使用して
アーカイブを作成する。

116ページの「フラッシュアーカイ
ブを作成する方法」

フラッシュアーカイブ作成のための作業
この節では、マスターシステムに Solarisオペレーティング環境をインストールし、そ
の後そのマスターシステムからフラッシュアーカイブを作成する手順を説明します。
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� マスターシステムにインストールする方法
マスターシステムには、クローンシステムで行いたい構成と同じ構成でインストール
します。マスターシステムへの Solarisオペレーティング環境のインストールは、既存
の Solarisインストール方法のどの方法でも使用できます。

1. インストールしたいシステム構成を決定します。

2. いずれかの Solarisのインストール方法を使用して、マスターシステムに Solarisオペ
レーティング環境をインストールします。インストール方法の選択については、第 3
章を参照してください。

3. マスターシステムを次のいずれかの方法でカスタマイズします。

� ソフトウェアを削除する
� ソフトウェアを追加する
� 構成ファイルを変更する
� クローンシステム上にある周辺装置のためのサポートを追加する

� フラッシュアーカイブを作成する方法
マスターシステムにインストールした後で、クローンシステムへのインストールに使
用するフラッシュアーカイブを作成します。

1. マスターシステムをブートし、できるだけ静的な状態で稼働させます。

可能であれば、システムをシングルユーザーモードで実行してください。これが不可
能な場合、アーカイブしたいアプリケーションおよび大量のオペレーティングシステ
ムリソースを必要とするアプリケーションを停止します。

フラッシュアーカイブの作成は、マスターシステムがマルチユーザーモードまたはシ
ングルユーザーモードで稼動している間、あるいは次に示すメディアの 1つからブー
トする間に行うことができます。

� Solaris 9 DVD

� Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD

� Solaris 9 SOFTWAREのイメージ。CDメディアを使用している場合、イメージに
は必要に応じて Solaris 9 LANGUAGES CDが含まれます。

2. flarcreateコマンドを使用して、アーカイブを作成します。

# flarcreate -n name options path/filename

name アーカイブに指定する名前です。指定する nameは、content
_nameキーワードの値になります。
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path アーカイブファイルを保存するディレクトリへのパスです。このパ
スを指定しない場合、flarcreateはアーカイブファイルを現在の
ディレクトリに保存します。

filename アーカイブファイルの名前です。

コマンド行オプションのリストは、128ページの「flarcreate」を参照してくださ
い。

アーカイブの作成が正常に完了すると、flarcreateコマンドは終了コード 0を返し
ます。アーカイブの作成が失敗すると、flarcreateコマンドは 0以外の終了コード
を返します。
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第 19章

フラッシュアーカイブのインストール

この章では、フラッシュアーカイブをクローンシステムにインストールする手順を説
明します。フラッシュアーカイブは、任意の Solarisのインストール方法でインストー
ルできます。

� 119ページの「Solaris Live Upgradeによるフラッシュアーカイブのインストー
ル」

� 120ページの「Solaris Web Startによるフラッシュアーカイブのインストール」
� 121ページの「Solaris suninstallプログラムによるフラッシュアーカイブのイ
ンストール」

� 122ページの「カスタム JumpStartインストールによるフラッシュアーカイブのイ
ンストール」

Solaris Live Upgradeによるフラッシュ
アーカイブのインストール
Solaris Live Upgradeを使用してフラッシュアーカイブをインストールする方法につ
いては、286ページの「ブート環境へのフラッシュアーカイブのインストール」を参
照してください。
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Solaris Web Startによるフラッシュアー
カイブのインストール
この節では、Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 INSTALLATION CDに含まれている
Solaris Web Startを使用して、以下の媒体に格納されているフラッシュアーカイブを
インストールする手順を説明します。

� ディスク (DVDまたは CD)
� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
� HTTPサーバー
� FTPサーバー
� ローカルテープ

� Solaris Web Startを使用してフラッシュアーカイブ
をインストールする方法

1. 第 14章に記述されている手順に従って、Solaris Web Startインストールを開始しま
す。

2. 「媒体の指定 (Specify Media)」画面で、フラッシュアーカイブのロケーションを選
択します。

選択された媒体に応じて、Solaris Web Startが続行するためのプロンプトを表示しま
す。

3. プロンプトに従って次の情報を入力します。

選択された媒体 プロンプト

DVDまたは CD フラッシュアーカイブを含むディスクを挿入してください。

ネットワークファイルシステ
ム

フラッシュアーカイブを含むネットワークファイルシステムの
パスを指定してください。アーカイブのファイル名も指定でき
ます。

HTTP フラッシュアーカイブにアクセスするための URLとプロキシ
情報を指定してください。

FTP FTPサーバーと、フラッシュアーカイブのパスを指定しま
す。FTPサーバーへのアクセスに必要となるユーザーおよびパ
スワードの情報を指定します。FTPサーバーへのアクセスに必
要となるプロキシ情報を指定します。
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選択された媒体 プロンプト

ローカルテープ フラッシュアーカイブを含むローカルテープデバイスとテープ
上の位置を指定してください。

DVD、CD、または NFSサーバーに格納されたアーカイブのインストールを選択した
場合は、「フラッシュアーカイブの選択 (Select Flash Archives)」画面が表示されま
す。

4. ディスクまたは NFSサーバーに格納されたアーカイブについては、「フラッシュ
アーカイブの選択 (Select Flash Archives)」画面で、インストールするフラッシュ
アーカイブを選択します (1つでも複数でも可)。

5. 「フラッシュアーカイブの一覧 (Flash Archives Summary)」画面で選択されたアーカ
イブを確認し、「次へ (Next)」をクリックします。

6. 「追加するフラッシュアーカイブ (Additional Flash Archives)」画面で、別のアーカ
イブを含む媒体を指定して、階層化されたフラッシュアーカイブのインストールを選
択することができます。アーカイブをそれ以上インストールしない場合は、「なし -
アーカイブの選択が完了しました (None)」を選択し、「次へ (Next)」をクリックし
てインストールを継続します。

Solaris suninstallプログラムによる
フラッシュアーカイブのインストール
この節では、Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDに含まれる Solaris suninstallプログ
ラムを使用して、以下に格納されているフラッシュアーカイブをインストールする手
順を説明します。

� HTTPサーバー
� FTPサーバー
� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
� ローカルファイル
� ローカルテープ
� CDを含むローカルデバイス

� Solaris suninstallプログラムを使用してフラッ
シュアーカイブをインストールする方法

1. 第 15章の説明に従って、Solaris suninstallプログラムを起動します。
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2. 「フラッシュアーカイブの検索方法 (Flash Archive Retrieval Method)」画面で、フ
ラッシュアーカイブのロケーションを選択します。

選択された媒体に応じて、Solaris 9 Solaris Web Startインストールが続行するための
プロンプトが表示されます。

3. プロンプトに従って次の情報を入力します。

選択された媒体 プロンプト

HTTP フラッシュアーカイブへのアクセスに必要な URLとプロキシ
情報を指定してください。

FTP FTPサーバーと、フラッシュアーカイブのパスを指定しま
す。FTPサーバーへのアクセスに必要となるユーザーおよびパ
スワードの情報を指定します。FTPサーバーへのアクセスに必
要となるプロキシ情報を指定します。

ネットワークファイルシステ
ム

フラッシュアーカイブを含むネットワークファイルシステムの
パスを指定してください。アーカイブのファイル名も指定でき
ます。

ローカルファイル フラッシュアーカイブを含むローカルファイルシステムのパス
を指定してください。

ローカルテープ フラッシュアーカイブを含むローカルテープデバイスとテープ
上の位置を指定してください。

ローカルデバイス フラッシュアーカイブを含むローカルデバイスとパス、ファイ
ルシステムのタイプを指定してください。

4. 「フラッシュアーカイブの選択 (Flash Archive Selection)」画面で、「新規 (New)」
を選択すると、階層化されたフラッシュアーカイブのインストールを選択することが
できます。アーカイブをそれ以上インストールしない場合は、インストールを完了さ
せるために「継続 (Continue)」を選択します。

カスタム JumpStartインストールによる
フラッシュアーカイブのインストール
この節では、カスタム JumpStartインストールを使用して、フラッシュアーカイブを
インストールする手順を説明します。

� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
� HTTPサーバー
� FTPサーバー
� ローカルテープ
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� ローカルデバイス (DVDまたは CD)
� ローカルファイル

� カスタム JumpStartインストールを使用してフ
ラッシュアーカイブをインストールする方法

1. インストールサーバーで、カスタム JumpStartの rulesファイルを作成します。

カスタム JumpStartファイルの作成手順の詳細は、第 23章を参照してください。

2. インストールサーバーで、カスタム JumpStartのプロファイルを作成します。

a. install_typeプロファイルキーワードの値を、flash_installと設定しま
す。

b. 新しい archive_locationプロファイルキーワードを使用して、フラッシュ
アーカイブへのパスを追加します。

archive_locationプロファイルキーワードの詳細は、204ページの「archive
_locationプロファイルキーワード」を参照してください。

c. ファイルシステム構成を指定します。

フラッシュアーカイブの抽出プロセスでは、パーティションの自動配置はサポート
されません。

d. (省略可能)クローンシステムに階層化されたフラッシュアーカイブをインストール
したい場合は、インストールしたいアーカイブごとに archive_location行を
指定してください。

注 –第 23章に記載されているカスタム JumpStartのプロファイルキーワードのリス
トの中で、フラッシュアーカイブをインストールする時に有効なキーワードは、以下
のもののみです。

� filesys - filesysプロファイルキーワードに値 autoは設定できません。

� install_type (必須)

� partitioning - partitioningプロファイルキーワードに、値 explicitまた
は existingのみ設定できます。

3. インストールサーバーで、フラッシュアーカイブをインストールするクライアントを
追加します。

手順の詳細は88ページの「ネットワークからインストールするシステムの追加」を参
照してください。

4. クローンシステムへのカスタム JumpStartインストールを実行します。

手順の詳細は、第 26章を参照してください。
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フラッシュのカスタム JumpStartプログラムファ
イルの例
次に、カスタム JumpStartインストールを使用してフラッシュアーカイブをインス
トールするために利用できるプロファイル例を示します。

次のプロァイル例は、カスタム JumpStartプログラムが HTTPサーバーからフラッ
シュアーカイブを取り出すことを示しています。

例 19–1 HTTPサーバーからフラッシュアーカイブをインストールする

install_type flash_install
archive_location http installserver /flasharchive/solaris9archive
partitioning explicit
filesys c0t1d0s0 4000 /
filesys c0t1d0s1 512 swap

filesys c0t1d0s7 free /export/home

次のプロファイル例は、カスタム JumpStartプログラムが NFSサーバーからフラッ
シュアーカイブを取り出すことを示しています。

例 19–2 NFSサーバーからフラッシュアーカイブをインストールする

install_type flash_install
archive_location nfs installserver:/export/solaris/flasharchive/solaris9archive
partitioning explicit
filesys rootdisk.s0 6000 /
filesys rootdisk.s1 512 swap

filesys rootdisk.s7 free /export/home
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第 20章

フラッシュに関するリファレンス情報

フラッシュインストール機能では、フラッシュアーカイブの管理および制御のための
ツールを提供します。アーカイブを作成後、アーカイブ情報を抽出する、1つのアー
カイブを複数のセクションに分割する、複数のアーカイブセクションを結合するなど
の作業が行えます。

� 125ページの「フラッシュアーカイブのセクション」
� 126ページの「フラッシュのキーワード」
� 128ページの「フラッシュのコマンド」

フラッシュアーカイブのセクション
フラッシュアーカイブには、少なくとも 3つのセクションが含まれます。これらのセ
クションは、アーカイブ識別情報と、クローンシステムにインストールされるマス
ターシステムからコピーされた実際のファイルから構成されています。

1. cookieセクション -フラッシュアーカイブの先頭には、ファイルをフラッシュ
アーカイブとして識別する cookieが含まれます。アーカイブが有効であるため
には、この cookieが存在する必要があります。

2. identificationセクション - 2つ目のセクションには、アーカイブについての識別情
報を示す値が指定されたキーワードが含まれます。

3. ユーザー定義のセクション - identificationセクションの後には、ユーザーがセク
ションを定義して挿入できます。フラッシュアーカイブは、ユーザーが挿入したセ
クションは処理しません。ユーザー定義のセクションは、行単位で作成し、復帰改
行 (ASCII 0x0a)文字で終了させる必要があります。個々の行の長さに制限はあり
ません。ユーザー定義のセクションにバイナリデータを含める場合は、base64ま
たはそれに類似したアルゴリズムを使用してコード化する必要があります。

ユーザー定義のセクションの名前は「X」で始める必要がありますが、その後には
改行、等号、空文字、フォワードスラッシュ (/)以外の任意の文字を続けることが
できます。たとえば、「X-department」はユーザー定義のセクション名として有
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効です。

4. archiveセクション - archiveセクションには、マスターシステムから保存された
ファイルが含まれます。

フラッシュのキーワード
キーワードと値は 1つの等号で区切られ、1行に 1キーワードを指定します。個々の
行の長さに制限はありません。キーワードは、大文字と小文字を区別する必要があり
ます。

一般的なキーワード
フラッシュアーカイブの各セクションの初めと終わりは、section_beginと
section_endキーワードで定義されます。section_beginと section_endキー
ワードの値を以下の表に示します。

表 20–1 section_beginと section_endキーワードの値

アーカイブのセクション section_beginと section_endキーワードの値

cookieセクション cookie

identificationセクション identification

ユーザー定義のセクション section_name

archiveセクション archive

identificationセクションのキーワード
この節では、identificationセクションで使用されるキーワードと、これらに定義でき
る値について説明します。

次の表は、アーカイブについて記述するキーワードを説明しています。
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表 20–2 identificationセクションのキーワード

キーワード 値の定義

content_name (必須) フラッシュアーカイブの展開ユーティリティは、content_nameキーワード
の値を使用してアーカイブを識別します。この値は、256文字以内で指定する
必要があります。

content_nameキーワードの値は、アーカイブの選択と抽出プロセスの間
ユーザーに提示されることがあるため、この値にアーカイブの機能と目的を記
述すると便利です。

creation_date creation_dateキーワードの値は、アーカイブが作成された日時を示す、テ
キスト形式のタイムスタンプです。値は、YYYYMMDDhhmmss形式にしてく
ださい。たとえば、20000131221409は、2000年 1月 31日、22時 14分 09秒
を示します。作成日を指定しない場合、デフォルトの日付がグリニッジ標準時
(GMT)で設定されます。

creation_master creation_masterキーワードの値は、アーカイブの作成に使用したマスター
システムの名前です。creation_masterに値を指定しない場
合、flarcreateには uname -nが出力するシステム名が設定されます。

content_type content_typeキーワードの値は、アーカイブのカテゴリを指定するために
定義します。フラッシュアーカイブの展開ユーティリティは、展開中に
content_typeキーワードの値を表示します。

content_description content_descriptionキーワードの値は、アーカイブの内容を記述するた
めに定義します。このキーワードの値の長さに制限はありません。

content_author content_authorキーワードの値は、アーカイブの作成者を示すために定義
します。作成者のフルネームと電子メールアドレスを含めることをお勧めしま
す。

content_architectures content_architecturesキーワードの値は、アーカイブがサポートする
カーネルアーキテクチャをコンマで区切って指定したリストです。フラッシュ
アーカイブを作成すると、このアーカイブによって content
_architecturesキーワードの値が生成されます。

アーカイブにこのキーワードが含まれる場合、フラッシュアーカイブ展開ユー
ティリティは、アーカイブがサポートするアーキテクチャのリストに照らして
クローンシステムのカーネルアーキテクチャの検証を行います。アーカイブが
クローンシステムのカーネルアーキテクチャをサポートしていない場合、展開
は失敗します。このキーワードが存在しない場合、展開ユーティリティはク
ローンシステムのアーキテクチャの検証を行いません。

creation_node uname - n コマンドが返す値。作成されたフラッシュアーカイブのルートディ
レクトリが /でないと、 flarcreateは nodename(4)ファイルの内容を使
用します。

creation_hardware_class uname - m コマンドが返す値。作成されたフラッシュアーカイブのルートディ
レクトリが /でないと、 flarcreateは UNKNOWNという文字列を挿入しま
す。
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表 20–2 identificationセクションのキーワード (続き)
キーワード 値の定義

creation_platform uname - i コマンドが返す値。作成されたフラッシュアーカイブのルートディ
レクトリが /でないと、 flarcreateは UNKNOWNという文字列を挿入しま
す。

creation_processor uname - p コマンドが返す値。作成されたフラッシュアーカイブのルートディ
レクトリが /でないと、 flarcreateは UNKNOWNという文字列を挿入しま
す。

creation_release uname - r コマンドが返す値。作成されたフラッシュアーカイブのルートディ
レクトリが /でないと、 flarcreateは root
_directory/var/sadm/system/admin/INST_RELEASE の内容を使用しよう
とします。 flarcreateは、このファイルを読み取ることができない
と、UNKNOWNという文字列を挿入します。

creation_os_name uname - s コマンドが返す値。作成されたフラッシュアーカイブのルートディ
レクトリが /でないと、 flarcreateは root
_directory/var/sadm/system/admin/INST_RELEASE の内容を使用しよう
とします。 flarcreateは、このファイルを読み取ることができない
と、UNKNOWNという文字列を挿入します。

creation_os_version uname - v コマンドが返す値。作成されたフラッシュアーカイブのルートディ
レクトリが /でないと、 flarcreateは UNKNOWNという文字列を挿入しま
す。

フラッシュアーカイブで定義されるキーワードに加えて、ユーザー自身でもキーワー
ドを定義できます。フラッシュアーカイブはユーザー定義のキーワードを無視します
が、identificationセクションを処理しユーザー定義のキーワードを使用するスクリプ
トまたはプログラムを提供できます。ユーザー定義のキーワードの名前は「X」で始
まる必要がありますが、改行、等号、空文字以外の任意の文字を含むことができま
す。たとえば、X-departmentはユーザー定義のキーワードとして有効です。

フラッシュのコマンド
フラッシュのコマンドは、フラッシュアーカイブの作成と管理に使用します。

flarcreate
flarcreateコマンドは、マスターシステムからフラッシュアーカイブを作成するた
めに使用します。このコマンドは、マスターシステムがマルチユーザーモードまたは
シングルユーザーモードで稼働している時に使用できます。また、flarcreateは、
マスターシステムが Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDからブート
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している時、あるいは Solaris 9 SOFTWAREおよび Solaris 9 LANGUAGES CDの
ネットイメージからブートしている時にも使用できます。フラッシュアーカイブを作
成する時は、マスターシステムはできるだけ静的な状態にしておく必要があります。
このコマンドの構文は次のとおりです。

flarcreate -n name [-R root] [-S] [-H] [-c] [-x exclude] [-t [-p posn ]
[-b blocksize]] [-i date] [-m [- u section [-d dir]] [-f file_list] [-F] [-U
key=val] master] [-a author] [-e descr:-E descr_file] [-T type] path/filename

このコマンド行で、pathは、アーカイブファイルを保存するディレクトリで
す。filenameは、アーカイブファイルの名前です。パスを指定しない場
合、flarcreateはアーカイブファイルを現在のディレクトリに保存します。

表 20–3 flarcreateのコマンド行オプション

オプション 説明

必須オプション

-n name このオプションの値は、アーカイブの名前です。指定する name
は、content_nameキーワードの値になります。

圧縮用のオプション

-c compress(1)を使用してアーカイブを圧縮します。

ディレクトリとサイズを指定するオプション

- R root rootのファイルシステムツリーからアーカイブを作成します。この
オプションを指定しない場合、flarcreateは /ファイルシステム
からアーカイブを作成します。

-S アーカイブにサイズ情報を含めません。

-H ハッシュ識別子を生成しません。

ファイルやディレクトリを除外するオプション

-x exclude ファイルまたはディレクトリ excludeをアーカイブの対象外にしま
す。ファイルシステムに -R rootを指定すると、ディレクトリ
excludeへのパスは rootからの相対パスとみなされます。

ユーザー定義のセクションで使用されるオプション

-u section ユーザー定義のセクションを含めます。ユーザー定義のセクション
を複数含めるには、セクション名を空白で区切ったリストにしま
す。

-d dir dirから、-uで指定したセクションを取り出します。

テープアーカイブで使用されるオプション

-t テープデバイス上にアーカイブを作成します。filename引数は、テー
プデバイスの名前です。
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表 20–3 flarcreateのコマンド行オプション (続き)
オプション 説明

-p posn -tオプションとの併用でのみ使用できます。flarcreateがアー
カイブを格納するための、テープデバイス上の位置を指定します。
このオプションを指定しない場合、flarcreateはテープの現在の
位置にアーカイブを配置します。

-b blocksize flarcreateがアーカイブの作成時に使用するブロックサイズを指
定します。ブロックサイズを指定しない場合、flarcreateはデ
フォルトのブロックサイズ 64kを使用します。

ファイルを指定するためのオプション

-f file_list file_listに示されるファイルをアーカイブに追加します。

file_listファイルでは、1ファイルを 1行で表す必要があります。各
ファイルへのパスは、代替ルートディレクトリからの相対パスまた
は絶対パスです。

file_listの値として「-」を指定すると、ファイルのリストとして
stdinの出力が使用されます。「-」を指定すると、アーカイブのサ
イズは計算されません。

-F file_listに示されるファイルだけを使ってアーカイブを作成します。

アーカイブ識別のためのオプション

-U key=val identificationセクションに、ユーザー定義のキーワードと値を含め
ます。

-i date dateは、creation_dateキーワードの値として使用されます。date
を指定しない場合、flarcreateは現在のシステム日時を使用しま
す。

-m master masterは、creation_masterキーワードのアーカイブを作成した
マスターシステムの名前として使用されます。masterを指定しない
場合、flarcreate は uname -n が出力するシステム名を使用しま
す。

-e descr descrは、content_descriptionキーワードの値として使用され
ます。-Eオプションを使用する場合はこのオプションを使用できま
せん。

-E descr_file ファイル descr_fileから content_descriptionキーワードの値を
取得します。-eオプションを使用する場合はこのオプションを使用
できません。

-a author authorは、identificationセクション内の content_authorキー
ワードの値として使用されます。作成者を指定しない場
合、flarcreateは identificationセクションの content_author
キーワードを含めません。
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表 20–3 flarcreateのコマンド行オプション (続き)
オプション 説明

-T type typeは、content_typeキーワードの値として使用されます。タイ
プを指定しない場合、flarcreateは content_typeキーワード
を含めません。

flar
flarコマンドは、アーカイブの管理に使用します。このコマンドで行うことができ
る作業は以下のとおりです。

� 131ページの「アーカイブからの情報の抽出」
� 131ページの「アーカイブの分割」
� 132ページの「アーカイブの結合」

アーカイブからの情報の抽出
作成済みのアーカイブについての情報を取得するには、-iまたは infoオプションを
指定して flarコマンドを使用します。このコマンドの構文は次のとおりです。

flar -i:info [- l] [-k keyword] [- t [-p posn] [- b blocksize]] filename

表 20–4 flar -i (flar info)のコマンド行オプション

オプション 説明

-k keyword キーワード keywordの値のみを返します。

-l アーカイブセクション内のすべてのファイルをリスト表示します。

アーカイブの分割
フラッシュアーカイブを複数のセクションに分割するには、-sまたは splitオプ
ションを指定して flarコマンドを使用します。flarコマンドは、現在のディレク
トリまたは指定されたディレクトリ内に各セクションを個々のファイルに分けてコ
ピーします。ファイルには、セクション名からとった名前が付けられます。たとえ
ば、cookieセクションは、cookieと名付けられたファイルに保存されます。flar
コマンドでは、1つのセクションだけを保存するように指定できます。このコマンド
の構文は次のとおりです。

flar -s:split[- d dir] [-u section] [-f archive] [-S section] [-t [-p posn] [-b
blocksize]] filename
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表 20–5 flar -s (flar split)のコマンド行オプション

オプション 説明

-d dir コピーするセクションを、現在のディレクトリからではなく dirか
ら取得します。

-u section このオプションを使用しない場合、flarは現在のディレクトリ内の
すべてのセクションをコピーします。このオプションを使用した場
合、flarは cookieセクション、identificationセクショ
ン、archiveセクション、および sectionセクションをコピーしま
す。1つのセクション名を指定することも、あるいは空白で区切っ
て複数のセクション名を指定することも可能です。

-f archive アーカイブセクションを、archiveという名前のファイルに入れる
のではなく、archiveというディレクトリに抽出します。

-S section アーカイブから sectionと名付けられたセクションだけをコピーしま
す。

アーカイブの結合
個々のセクションからフラッシュアーカイブを作成するには、-cまたは combineオ
プションを指定して、flarコマンドを使用します。各セクションは、セクション名
を名前に持つ個々のファイル内にあると見なされます。少なくとも、cookie (cookie
セクション)、identification (identificationセクション)、および archive
(archiveセクション)の 3つのファイルが存在する必要があります。archiveがディ
レクトリである場合、flarコマンドは、結合されたアーカイブに含める前に、cpio
を使用してこれをアーカイブします。identificationセクションにアーカイブの圧縮が
指定されている場合、flarは新しく結合されたアーカイブのコンテンツを圧縮しま
す。

flar -c:combine [-d dir] [-u section] [-t [-p posn] [-b blocksize]] filename

注 –どのセクションについても検証は何も行われません。特に、identificationセク
ション内のどのフィールドについても、検証や更新は行われません。

表 20–6 flar -c (flar combine)のコマンド行オプション

オプション 説明

-d dir 結合するセクションを、現在のディレクトリからではなく dirから
取得します。
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表 20–6 flar -c (flar combine)のコマンド行オプション (続き)
オプション 説明

-u section このオプションを指定しない場合、flarは現在のディレクトリ内
のすべてのセクションを結合します。このオプションを使用した場
合、flarは cookieセクション、identificationセクショ
ン、archiveセクション、および sectionセクションのみを結合しま
す。1つのセクション名を指定することも、あるいは空白で区切っ
て複数のセクション名を指定することも可能です。
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第 21章

カスタム JumpStartインストール

以下の章では、カスタム JumpStartインストールのための準備や実行手順について説
明します。

第 22章 カスタム JumpStartインストールの紹介と概要を示しま
す。

第 23章 各サイトでカスタム JumpStartインストールを使用して
Solaris 9ソフトウェアをインストールするために必要な
準備の手順について説明します。

第 24章 カスタム JumpStartインストールツールで実行するスク
リプトを作成するときに使用できるオプション機能につ
いて説明します。

第 25章 独自のカスタムルールとカスタムプローブキーワードを
作成するための情報と手順を説明します。

第 26章 カスタム JumpStartインストールを実行する方法を説明
します。これらの手順は、Solaris 9ソフトウェアをイン
ストールしようとするシステム上で実行してください。

第 27章 カスタム JumpStartを使用して Solarisソフトウェアの設
定とインストールを行う例を示します。

第 28章 rulesファイル、プロファイル、beginスクリプト、お
よび finishスクリプトで使用できるキーワードと値を
示します。
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第 22章

カスタム JumpStartの概要

この章では、カスタム JumpStartのインストール処理について紹介し、全体の概要を
示します。

� 137ページの「カスタム JumpStartとは」
� 138ページの「JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアをインストールする方
法」

カスタム JumpStartとは
カスタム JumpStartは、あらかじめ作成されたプロファイルを使用して、自動的に複
数のシステムをインストールまたはアップグレードできるコマンド行インタフェース
です。プロファイルには、どのようにソフトウェアをインストールするかを定義しま
す。さらに、インストール前とインストール後に実行する作業を、シェルスクリプト
を使用して指定することができます。システムのインストールまたはアップグレード
にどのプロファイルとスクリプトを使用するかをユーザーが選択すると、それらの選
択に基づいて処理が行われます。また、sysidcfgファイルを使用して構成情報を指
定することにより、カスタム JumpStartインストールを完全に自動化することも可能
です。

以下に、1例を挙げてカスタム JumpStartの処理を説明します。この事例では、シス
テムは次のパラメータを指定して設定する必要があるとします。

� 100台の新しいシステムに Solarisをインストールする。

� 70台のシステムはエンジニアリンググループが所有し、各システムにはスタンド
アロンシステムとして「開発者システムサポート」ソフトウェアグループをインス
トールする必要がある。

� 残りの 30台のシステムはマーケティンググループが所有し、各システムにはスタ
ンドアロンシステムとして「エンドユーザーシステムサポート」ソフトウェアグ
ループをインストールする必要がある。
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まず、システム管理者はシステムグループごとに rulesファイルとプロファイルを
作成する必要があります。rulesファイルは、Solarisソフトウェアをインストールす
るシステムグループごと (または 1つのシステム)のルールが入ったテキストファイル
です。各ルールは 1つ以上のシステム属性に基づいてシステムグループを識別し、各
グループをプロファイルにリンクします。

プロファイルは、グループ内の各システムに Solarisソフトウェアがどのようにインス
トールされるかを定義するテキストファイルです。rulesファイルとプロファイル
は、JumpStartディレクトリに置かれている必要があります。

この例の場合、システム管理者は 2つの異なるルールで rulesファイルを作成しま
す。1つはエンジニアリンググループ用のルールで、もう 1つはマーケティンググ
ループ用のルールです。ルールごとに、エンジニアリンググループとマーケティング
グループを区別するために、システムのネットワーク番号が使用されます。

各ルールには、適切なプロファイルへのリンクも含まれています。たとえば、エンジ
ニアリンググループ用のルールでは、エンジニアリンググループ用に作成した eng
_profileというプロファイルへのリンクを追加します。マーケティンググループ用
のルールでは、マーケティンググループ用に作成した market_profile というプロ
ファイルへのリンクを追加します。

rulesファイルとプロファイルは、フロッピーディスクまたはサーバー上に保存でき
ます。

� プロファイルフロッピーディスクは、カスタム JumpStartインストールを、ネット
ワークに接続されていないスタンドアロンシステムで実行するときに必要です。

� プロファイルサーバーは、カスタム JumpStartインストールを、サーバーにアクセ
スできるネットワークに接続されたシステムで実行するときに使用します。

rulesファイルとプロファイルを作成した後、checkスクリプトを使用して、これ
らのファイルの妥当性を検査する必要があります。checkスクリプトが正常に動作す
る場合、rules.okファイルが作成されます。rules.okは rulesファイルの生成
バージョンであり、JumpStartプログラムによって Solarisソフトウェアのインストー
ルに使用されます。

JumpStartプログラムが Solarisソフト
ウェアをインストールする方法
rulesファイルとプロファイルの検証が終わると、カスタム JumpStartインストール
を開始できます。JumpStartプログラムは、rules.okファイルを読み取ります。続
いて、Solarisソフトウェアがインストールされるシステムに一致するシステム属性を
持つ最初のルールを検索します。一致するルールが見つかると、JumpStartプログラ
ムはそのルール内に指定されているプロファイルを使用してシステムに Solarisソフト
ウェアをインストールします。
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図 22–1は、ネットワークに接続されていないスタンドアロン型のシステムでカスタ
ム JumpStartインストールがどのように行われるかを示しています。この例では、シ
ステム管理者は Peteのシステムでカスタム JumpStartインストールを開始していま
す。JumpStartプログラムは、システムのフロッピーディスクドライブに挿入されて
いるフロッピーディスク上の rules ファイルにアクセスし、rule 2 をシステムに対応
付けます。rule 2 には、JumpStart プログラムが Pete のプロファイルを使用して
Solarisソフトウェアをインストールするように指定されています。JumpStartプログ
ラムは、Peteのプロファイルを読み取り、このプロファイル内に指定されている指
示に基づいて Solarisソフトウェアをインストールします。
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図 22–1カスタム JumpStartインストールの動作:ネットワークに接続されていないシステム
の例

図 22–2は、ネットワーク上の複数のシステムが存在する場合にカスタム JumpStart
インストールがどのように行われるかを示しています。すでに個別のプロファイルが
設定され、1台のサーバーにまとめて保存されています。システム管理者は、エンジ
ニアリング部のシステムの中の 1台でカスタム JumpStartインストールを開始しま
す。JumpStartプログラムは、サーバー上の JumpStart/ディレクトリに存在する
rulesファイルにアクセスします。JumpStartプログラムは、エンジニアリング部のシ
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ステムを rule 1 に対応付けます。rule 1 には、JumpStart プログラムが エンジニ
アリング部のプロファイルを使用してSolarisソフトウェアをインストールするように
指定されています。JumpStartはエンジニアリング部のプロファイルを読み取り、こ
のプロファイル内に指定されている指示に基づいて Solarisソフトウェアをインストー
ルします。

図 22–2カスタム JumpStartインストールの動作:ネットワークに接続されているシステムの例

図 22–3は、JumpStartプログラムがカスタム JumpStartファイルを検索する順番を示
しています。
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図 22–3カスタム JumpStartインストール実行時の流れ
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第 23章

カスタム JumpStartインストールの準
備

この章では、カスタム JumpStartインストールを使用して、各サイトのシステムに
Solaris 9ソフトウェアをインストールするために必要な準備の手順について説明しま
す。

� 144ページの「作業マップ:カスタム JumpStartインストールの準備」
� 145ページの「ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの作成」
� 149ページの「スタンドアロンシステム用のプロファイルフロッピーディスクの作
成」

� 152ページの「rulesファイルの作成」
� 155ページの「プロファイルの作成」
� 159ページの「プロファイルのテスト」
� 163ページの「rulesファイルの妥当性を検査する」
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作業マップ:カスタム JumpStartインス
トールの準備

表 23–1作業マップ:カスタム JumpStartインストールの準備

作業 説明 参照先

旧バージョンの Solarisソフトウェ
アがシステム上にインストールされ
ている場合は、システムをアップグ
レードする方法を決定する

システムに以前の Solarisリリース
がインストールされている場合は、
システムをどのようにアップグレー
ドするかを決める必要があります。
システムアップグレードの前と後に
実施すべき作業を明確にしておいて
ください。計画を立てることによっ
て、プロファイル、beginスクリプ
ト、finishスクリプトなどの作成が
容易になります。

第 8章

JumpStartディレクトリを作成する サーバーの場合

ネットワーク接続されたシステムに
対してカスタマイズ JumpStartイン
ストールを実行する場合は、プロ
ファイルサーバーを作成する必要が
あります。プロファイルサーバーに
は、カスタム JumpStartファイル用
の JumpStartディレクトリが入って
います。

145ページの「ネットワーク上のシ
ステム用のプロファイルサーバーの
作成」

フロッピーディスクの場合

ネットワークに接続されていないシ
ステムに対して JumpStartインス
トールを実行する場合は、プロファ
イルフロッピーディスクを作成する
必要があります。プロファイルフ
ロッピーディスクには、カスタム
JumpStartファイルが入っていま
す。

149ページの「スタンドアロンシス
テム用のプロファイルフロッピー
ディスクの作成」

ルールを rulesファイルに追加す
る

各システムグループまたは単一のシ
ステムをどのようにインストールす
るか決定した後で、インストールす
る各グループに対してルールを作成
します。各ルールは、1つ以上のシ
ステム属性に基づいてグループを識
別し、それぞれのグループを 1つの
プロファイルにリンクします。

152ページの「rulesファイルの作
成」
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表 23–1作業マップ:カスタム JumpStartインストールの準備 (続き)
作業 説明 参照先

ルールごとにプロファイルを作成す
る

プロファイルは、どのように Solaris
ソフトウェアをシステムにインス
トールするか (たとえば、どのソフ
トウェアグループをインストールす
るか)を定義するテキストファイル
です。すべてのルールはプロファイ
ルを指定して、ルールが一致したと
きにシステムがどのようにインス
トールされるかを定義します。通常
は、ルールごとに異なるプロファイ
ルを作成しますが、複数のルールで
同じプロファイルを使用することも
可能です。

155ページの「プロファイルの作
成」

(省略可能)プロファイルをテストす
る

プロファイルの作成後、pfinstall
(1M)コマンドを使用すれば、プロ
ファイルを使用してシステムをイン
ストールまたはアップグレードする
前に、プロファイルをテストできま
す。

159ページの「プロファイルのテス
ト」

rulesファイルの妥当性を検査する
rules.okファイルは、rulesファ
イルから生成されたファイル
で、JumpStartプログラムがプロ
ファイルを使用してインストールす
るシステムを一致させるために使用
されます。rulesファイルの妥当性
を検査するには、checkスクリプト
を使用する必要があります。

163ページの「rulesファイルの妥
当性を検査する」

ネットワーク上のシステム用のプロファ
イルサーバーの作成
ネットワーク上のシステム用にカスタム JumpStartインストールを設定する際には、
サーバー上に JumpStartディレクトリと呼ばれるディレクトリを作成する必要があり
ます。JumpStartディレクトリには、重要なカスタム JumpStartファイル (rules
ファイル、rules.okファイル、プロファイルなど)がすべて置かれます。JumpStart
ディレクトリは、プロファイルサーバーのルート (/)ディレクトリに作成する必要が
あります。

JumpStartディレクトリを持つサーバーは、「プロファイルサーバー」と呼びます。
プロファイルサーバーは、インストールサーバーまたはブートサーバーと同じにする
ことも、あるいは異なるサーバーとして独立させることもできます。
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注 –プロファイルサーバーの作成後、システムがそのサーバーにアクセスできるよう
に設定する必要があります。詳細は、147ページの「すべてのシステムがプロファイ
ルサーバーにアクセスできるようにする方法」を参照してください。

� JumpStartディレクトリをサーバー上に作成する方
法

注 –この手順では、システムがボリュームマネージャを実行していると仮定していま
す。ボリュームマネージャを使用せずにメディアを管理する方法については、Solaris
9 System Administrator Collectionに含まれている『Solarisのシステム管理 (基本編)
』を参照してください。

1. JumpStartディレクトリを作成するサーバーに、スーパーユーザーとしてログインし
ます。

2. サーバーに JumpStartディレクトリを作成します。

# mkdir -m 755 jumpstart_dir_path

jumpstart_dir_pathは、JumpStartディレクトリの絶対パスです。

たとえば、次のコマンドは、ルートファイルシステムに jumpstartというディレク
トリを作成し、アクセス権を 755に設定します。

# mkdir -m 755 /jumpstart

3. /etc/dfs/dfstabファイルを編集します。次のエントリを追加してください。

share -F nfs -o ro,anon=0 jumpstart_dir_path

たとえば、次のエントリは /jumpstartディレクトリを共有します。

share -F nfs -o ro,anon=0 /jumpstart

4. shareallと入力して Enterを押します。

5. サンプルのカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリにコピーするかど
うかを決定します。

� コピーしない場合は、手順 8へ進みます。
� コピーする場合は、次の表を利用して次に行う作業を決定します。
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例のコピー元 手順

プラットフォームに対応した
Solaris 9 DVDまたは Solaris 9
SOFTWARE 1 of 2 CD

サーバーの CD-ROMドライブに、Solaris 9 DVDまたは
Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDを挿入します。

ボリュームマネージャが自動的に CDをマウントします。

ローカルディスク上で使用さ
れているプラットフォーム用
の Solaris 9 DVDまたは
Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD

Solaris 9 DVDイメージまたは Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2イ
メージが配置されている場所にディレクトリを移動します。
コマンド例を示します。

cd /export/install

6. サンプルのカスタム JumpStartファイルを、プロファイルサーバーの JumpStartディ
レクトリにコピーします。

# cp -r media_path/Solaris_9/Misc/jumpstart_sample/* jumpstart_dir_path

media_path ディスク上の CD、DVD、またはイメージのパス。

jumpstart_dir_path カスタム JumpStartファイルの例を配置する、プロ
ファイルサーバー上のパス。

たとえば、次のコマンドは、jumpstart_sampleディレクトリをプロファイルサー
バー上の /jumpstartディレクトリにコピーします。

cp -r /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_9/Misc/jumpstart_sample/* /jumpstart

7. サンプル JumpStartファイルを更新し、それらのファイルがサイトの環境内で動作す
るようにします。

8. JumpStartディレクトリの所有者が rootで、そのアクセス権が 755に設定されてい
ることを確認します。

9. ネットワーク上のシステムがプロファイルサーバーにアクセスできるように設定しま
す。

詳細は、147ページの「すべてのシステムがプロファイルサーバーにアクセスできる
ようにする方法」を参照してください。

� すべてのシステムがプロファイルサーバーにアク
セスできるようにする方法
プロファイルサーバーを作成する際に、システムがカスタム JumpStartインストール
中にプロファイルサーバーにアクセスできるようにする必要があります。このために
は、次の方法があります。

第 23章 •カスタム JumpStartインストールの準備 147



� add_install_clientコマンド –ネットワークインストールでシステムを追加
するたびに、add_install_clientコマンドの -cオプションを使用します。手
順の詳細は 88ページの「ネットワークからインストールするシステムの追加」を
参照してください。

� bootコマンド –システムのブート時にプロファイルサーバー上の JumpStartディ
レクトリの場所を指定します。カスタム JumpStart構成ファイルは、圧縮して 1
つのファイルにする必要があります。続いて、NFSサーバー、HTTPサーバー、
またはシステムがローカルにアクセスできるメディアに圧縮されたその構成ファイ
ルを保存します。詳細は、172ページの「圧縮された構成ファイルの作成」を参照
してください。

システムをブートしてカスタム JumpStartインストールを開始する場合は、この圧
縮ファイルの場所を指定してください。手順の詳細は、184ページの「カスタム
JumpStartプログラムを使用してインストールまたはアップグレードする方法」の
手順 5を参照してください。

� /etc/bootparamsファイル – /etc/bootparamsファイルでワイルドカードを
使用します。etc/bootparamsファイルにワイルドカードを追加するには、以下
の手順に従ってください。

注 –以下の手順は、JumpStartディレクトリをフロッピーディスクに保存する場合
と、システムのブート時にプロファイルサーバーの場所を指定する場合は不要です。

この手順は、ネットワークインストール情報が /etc/bootparamsファイルに格納
されている場合だけ有効です。ネットワークインストール情報は、次の場所に格納す
ることもできます。

� ネームサービスデータベース –ネットワークインストール情報がネームサービスの
bootparamsデータベースに格納されている場合は、手順 3に示すエントリを
bootparamsデータベースに追加する必要があります。

� DHCPサーバー –ネットワークインストール情報が DHCPサーバーに格納されて
いる場合は、bootコマンドを使用してカスタム JumpStartが DHCPサーバーを
使用するように指定する必要があります。手順の詳細は、184ページの「カスタム
JumpStartプログラムを使用してインストールまたはアップグレードする方法」の
手順 5を参照してください。

1. インストールサーバーまたはブートサーバーにスーパーユーザーとしてログインしま
す。

2. テキストエディタを使用して /etc/bootparamsを開きます。

3. 次のエントリを追加します。

* install_config=server:jumpstart_dir_path

148 Solaris 9インストールガイド • 2002年 5月



* すべてのシステムにアクセスできるように指定するワイルドカード文
字

server JumpStartディレクトリがあるプロファイルサーバーのホスト名

jumpstart_dir_path JumpStartディレクトリの絶対パス

たとえば、次のエントリはすべてのシステムが、sherlockというサーバーにある
/jumpstartディレクトリにアクセスできるようにします。

* install_config=sherlock:/jumpstart

注意 –この手順を使用した場合、インストールクライアントを起動したときに次のエ
ラーメッセージが表示されることがあります。

WARNING: getfile: RPC failed: error 5: (RPC Timed out).

このエラーメッセージの詳細は、347ページの「ネットワークからのブート時のエ
ラーメッセージ」を参照してください。

これで、すべてのシステムはプロファイルサーバーにアクセスできるようになりまし
た。

スタンドアロンシステム用のプロファイ
ルフロッピーディスクの作成
JumpStartディレクトリを含むフロッピーディスクは、プロファイルフロッピーディ
スクと呼ばれます。ネットワークに接続されていないシステムには、プロファイル
サーバーへのアクセス権はありません。このため、システムがネットワークに接続さ
れていない場合はフロッピーディスク上に JumpStartディレクトリを作成する必要が
あります。プロファイルフロッピーディスクを作成するシステムには、フロッピー
ディスクドライブが必要です。

JumpStartディレクトリには、重要なカスタム JumpStartファイル (rulesファイ
ル、rules.okファイル、プロファイルなど)がすべて入っています。JumpStartディ
レクトリは、プロファイルフロッピーディスクのルート (/)ディレクトリに作成する
必要があります。
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� プロファイルフロッピーディスクを作成する方法

注 –この手順では、システムがボリュームマネージャを実行していると仮定していま
す。ボリュームマネージャを使用せずにフロッピーディスク、CD、および DVDを管
理する方法の詳細は、Solaris 9 System Administrator Collectionに含まれている
『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してください。

1. フロッピーディスクドライブを持つシステムにスーパーユーザーとしてログインしま
す。

2. 空のフロッピーディスクまたは上書き可能なディスクをフロッピーディスクドライブ
に挿入します。

3. フロッピーディスクをマウントします。

# volcheck

4. フロッピーディスクに UNIXファイルシステム (UFS)が含まれているかどうかを確認
します。

システム上のファイル /etc/mnttabの内容を調べ、次のようなエントリがないか確
認します。

/vol/dev/diskette0/scrap /floppy/scrap ufs suid,rw,largefiles,dev=1740008 927147040

� このようなエントリが存在する場合は、手順 7へ進みます。
� エントリが存在しない場合は、次の手順へ進みます。

5. フロッピーディスクをフォーマットします。

注意 –この手順によって、フロッピーディスク上のすべてのデータは上書きされま
す。

# fdformat -U

6. フロッピーディスクに UFSファイルシステムを作成します。

# newfs /vol/dev/aliases/floppy0

7. サンプルのカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリにコピーするかど
うかを決定します。

� コピーしない場合は、手順 10へ進みます。
� コピーする場合は、次の表を利用して次に行う作業を決定します。
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例のコピー元 手順

Solaris 9 DVDまたは Solaris 9
SOFTWARE 1 of 2 CD
(SPARC)

サーバーの CD-ROMドライブに Solaris 9 DVDまたは
Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDを挿入します。

ボリュームマネージャが自動的に CDをマウントします。

ローカルディスク上の Solaris
9 DVDまたは Solaris 9
SOFTWARE 1 of 2 CDのイ
メージ

Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDイメー
ジの場所にディレクトリを移動させます。コマンド例を示し
ます。

cd /export/install

8. サンプルのカスタム JumpStartファイルを、プロファイルフロッピーディスクのルー
トディレクトリ (JumpStartディレクトリ)にコピーします。

# cp -r media_path/Solaris_9/Misc/jumpstart_sample/* jumpstart_dir_path

media_path ディスク上の CD、DVD、またはイメージのパス。

jumpstart_dir_path カスタム JumpStartのサンプルファイルを置くプロ
ファイルフロッピーディスクのパス。

注 –すべてのカスタム JumpStartインストールファイルは、フロッピーディスクの
ルートディレクトリに置かれている必要があります。

たとえば、次のコマンドは、Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDの jumpstart_sample
の内容を、プロファイルフロッピーディスク scrapのルート (/)ディレクトリにコ
ピーします。

cp -r /cdrom/sol_9_sparc/s0/Solaris_9/Misc/jumpstart_sample/* /floppy/scrap

9. プロファイルフロッピーディスク上の JumpStartファイルの例を更新して、サイトの
環境内で動作するようにします。

10. JumpStartディレクトリの所有者が rootで、そのアクセス権が 755に設定されてい
ることを確認します。

11. フロッピーディスクを取り出します。

# eject floppy

これで、プロファイルフロッピーディスクの作成が完了しました。rulesファイルを
更新して、プロファイルフロッピーディスクにプロファイルを作成して、カスタム
JumpStartインストールを実行できます。処理を続けるには、152ページの「rules
ファイルの作成」へ進んでください。
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rulesファイルの作成
rulesファイルは、Solarisオペレーティング環境のインストール先となる各システム
グループのルールを含むテキストファイルです。各ルールは 1つ以上のシステム属性
に基づいてシステムグループを識別し、各グループをプロファイルにリンクします。
プロファイルは、グループ内の各システムに Solarisソフトウェアをどのようにインス
トールするかを示したテキストファイルです。たとえば、次のルールは JumpStartプ
ログラムが basic_profプロファイル内の情報を使用し、sun4uプラットフォーム
グループを持つすべてのシステムに対してインストールを実行することを示します。

karch sun4u - basic_prof -

rulesファイルを使用して、カスタム JumpStartインストールに必要な rules.ok
ファイルを作成します。

注 – 149ページの「スタンドアロンシステム用のプロファイルフロッピーディスクの
作成」または 145ページの「ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの
作成」の手順にしたがって JumpStartディレクトリを設定した場合は、JumpStart
ディレクトリに rulesファイルのサンプルがあります。rulesファイルのサンプル
には、説明といくつかのルール例があります。サンプルの rulesファイルを利用す
る場合は、使用しないルール例は必ずコメントにしておいてください。

rulesファイルの構文
rulesファイルは、次のように作成する必要があります。

� ファイルには rulesという名前を割り当てる。
� ファイルには 1つ以上のルールを含める。

rulesファイルには、次の要素を任意に含めることができます。

� コメント

行の #記号の後に含まれるテキストは、JumpStartではコメントとして扱われま
す。行が #記号で始まる場合は、行全体がコメントとして扱われます。

� 1行以上の空白行
� 1つまたは複数の複数行ルール

1つのルールを新しい行に続けるには、Returnキーを押す直前に、バックスラッ
シュ文字 (\)を含めます。
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� rulesファイルを作成する方法
1. テキストエディタを使用して rulesというテキストファイルを作成するか、あるい
は作成済みの JumpStartディレクトリからサンプル rulesファイルを開きます。

2. Solarisソフトウェアのインストール先となるシステムグループごとに 1つのルールを
rulesファイルに追加します。

rulesファイルのキーワードと値の一覧は、197ページの「ルールキーワードと値の
説明」を参照してください。

rulesファイル内のルールは、次の構文に従っている必要があります。

[!]rule_keyword rule_value [&& [!]rule_keyword rule_value] ... begin profile finish

表 23–2ルールの構文要素

要素 説明

! ルールキーワードの前で使用し、否定を示す記号

rule_keyword これは、ホスト名 (hostname)やメモリーサイズ (memsize)などの一
般的なシステム属性を記述する事前定義された字句単位または語。rule
_keywordは、同じ属性を持つシステムを 1つのプロファイルに対応させ
るためにルール値と共に使用される。ルールキーワードの一覧は、197
ページの「ルールキーワードと値の説明」を参照してください。

rule_value 対応するルールキーワードに特定のシステム属性を与える値。ルール値
の一覧は、197ページの「ルールキーワードと値の説明」を参照

&& ルールキーワードとルール値のペアを同じルールで結合する (論理積を
とる)ときに使用する記号。カスタム JumpStartインストール時に、シ
ステムがルール内のすべてのペアに一致しなければ、ルールの一致は成
立しない

begin インストール開始前に実行される Bourneシェルスクリプト名。begin
スクリプトがない場合、このフィールドにマイナス記号 (-)を指定する
必要がある。beginスクリプトはすべて、JumpStartディレクトリにな
ければならない。

beginスクリプトの作成方法の詳細は、165ページの「beginスクリプト
の作成」を参照

profile テキストファイル名。システムがルールに一致したとき Solarisソフト
ウェアがシステムにどのようにインストールされるかを定義している。
プロファイル内の情報は、プロファイルキーワードと、それらに対応す
るプロファイル値から構成される。すべてのプロファイルは JumpStart
ディレクトリになければならない。

注 –プロファイルフィールドについては、別の使用方法もあります。詳
細は、175ページの「サイト固有のインストールプログラムの使用」と
166ページの「beginスクリプトによる動的プロファイルの作成」を参
照してください。
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表 23–2ルールの構文要素 (続き)
要素 説明

finish インストール終了後に実行される Bourneシェルスクリプト名。finish
スクリプトがない場合、このフィールドにマイナス記号 (-)を指定する
必要がある。finishスクリプトはすべて、JumpStartディレクトリにな
ければならない。

finishスクリプトの作成方法の詳細は、167ページの「finishスクリプト
の作成」を参照

各ルールには、少なくとも次の要素を含める必要があります。

� キーワード、値、および対応するプロファイル

� beginおよび finishフィールド内のマイナス記号 (-) (beginおよび finishスクリプト
が指定されない場合)

3. rulesファイルを JumpStartディレクトリに保存します。

4. rootが rulesファイルを所有していて、そのアクセス権が 644に設定されているこ
とを確認します。

rulesファイルの例
次のサンプルファイルは、rulesファイル内のルールをいくつか示しています。各行
には、ルールキーワードとそのキーワードに有効な値があります。JumpStartプログ
ラムは、rulesファイルを上から下へ走査します。

ルールキーワードと値を既知のシステムに対応付けることができた場合、JumpStart
プログラムは profileフィールドに示されているプロファイルによって指定されている
Solarisソフトウェアをインストールします。

例 23–1 ruleファイル

# rule keywords and rule values begin script profile finish script
# ----------------------------- ------------ -------- -------------
hostname eng-11 - basic_prof -
network 192.43.34.0 && !model \
’SUNW,SPARCstation-20’2 - net_prof -
model SUNW,SPARCstation-LX3 - lx_prof complete
network 193.144.2.0 && karch sun4u setup4 4u_prof done
memsize 64-128 && arch sparc5 - prog_prof -

any6 - - generic_prof -

1. このルールは、システムのホスト名が eng-1の場合に一致します。basic_prof
プロファイルは、ルールに一致するシステムに Solarisソフトウェアをインストー
ルするために使用されます。

2. このルールは、システムがサブネット 192.43.34.0にあって、SPARCstation™ 20
(SUNW, SPARCstation-20) ではない場合に一致します。net_prof プロファイ
ルは、このルールに一致するシステムに Solarisソフトウェアをインストールする
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例 23–1 ruleファイル (続き)

ために使用されます。このルールは、152ページの「rulesファイルの構文」に説
明されているルールラップの例も示しています。

3. このルールは、システムが SPARCstation LXである場合に一致します。lx_prof
プロファイルと complete終了スクリプトは、このルールに一致するシステムに
Solarisソフトウェアをインストールするために使用されます。

4. このルールは、システムがサブネット 193.144.2.0にあって、sun4Uのシステムで
ある場合に一致します。setup 開始スクリプト、4u_prof プロファイル、および
done終了スクリプトは、このルールに一致するシステムに Solarisソフトウェア
をインストールするために使用されます。

5. このルールは、システムのメモリーが 64Mバイトから 128Mバイトのときに一致
します。 prog_profプロファイルは、このルールに一致するシステムに Solaris
ソフトウェアをインストールするために使用されます。

6. このルールは、上記のルールに一致しなかったすべてのシステムに一致しま
す。generic_profプロファイルは、このルールに一致するシステムに Solarisソ
フトウェアをインストールするために使用されます。anyを使用する場合は、こ
の値を常に rulesファイルの最後のファイルとして使用する必要があります。

プロファイルの作成
プロファイルは、システムに Solarisソフトウェアをインストールする方法を示したテ
キストファイルです。プロファイルには、インストール要素 (インストールするソフ
トウェアグループなど)を指定します。各ルールには、システムのインストール方法
を示すプロファイルを指定します。プロファイルは、ルールごとに異なるものを作成
しても、複数のルールに同じものを使用しても構いません。

プロファイルは、1つまたは複数のプロファイルキーワードとそれらの値から構成さ
れます。各プロファイルキーワードは、JumpStartプログラムがどのようにしてシス
テムに Solarisソフトウェアをインストールするかを制御するコマンドです。たとえ
ば、次のプロファイルキーワードと値は、JumpStartプログラムがシステムをサー
バーとしてインクルードすることを指定しています。

system_type server

注 – 145ページの「ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの作成」ま
たは 149ページの「スタンドアロンシステム用のプロファイルフロッピーディスクの
作成」の手順を使用して JumpStartディレクトリを作成した場合、プロファイルのサ
ンプルが JumpStartディレクトリにあります。
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プロファイルの構文
プロファイルには次の要素を含める必要があります。

� 最初のエントリが install_typeプロファイルキーワードであること

� キーワードは 1行に 1つだけであること

� アップグレードされるシステムが、アップグレードできるルートファイルシステム
を複数持っている場合は、root_deviceキーワード

プロファイルには以下の要素を含めることができます。

� コメント

行の #記号の後に含まれるテキストは、JumpStartではコメントとして扱われま
す。行が #記号で始まる場合は、行全体がコメントとして扱われます。

� 1行以上の空白行

� プロファイルを作成する方法
1. テキストエディタを使用してテキストファイルを作成し、わかりやすい名前を付けま
す。または、作成した JumpStartディレクトリ内のサンプルプロファイルを開きま
す。

注 –プロファイルの名前は、システムに Solarisソフトウェアをインストールするた
めにそのプロファイルをどのように使用するかを示すものにしてください (例: basic
_install、 eng_profile、user_profile)。

2. プロファイルにプロファイルキーワードと値を追加します。

プロファイルのキーワードと値の一覧は、202ページの「プロファイルキーワードと
値」を参照してください。

注 –プロファイルキーワードとプロファイル値には、大文字と小文字の区別がありま
す。

3. JumpStartディレクトリにプロファイルを保存します。

4. プロファイルの所有権が rootで、そのアクセス権が 644に設定されていることを確
認します。

5. (省略可能)プロファイルをテストします。

プロファイルのテストに関する情報については、159ページの「プロファイルのテス
ト」を参照してください。
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プロファイルの例
次のサンプルプロファイルは、さまざまなプロファイルキーワードとプロファイル値
を使用して、Solarisソフトウェアをシステムにどのようにインストールするかを指定
する方法を示しています。202ページの「プロファイルキーワードと値」には、プロ
ファイルキーワードと値の説明を示してあります。

例 23–2リモートファイルシステムのマウントとパッケージの追加および削除

# profile keywords profile values
# ----------------- -----------------
install_type initial_install1

system_type standalone2

partitioning default3

filesys any 512 swap # specify size of /swap
cluster SUNWCprog4

package SUNWman delete5

cluster SUNWCacc

1. install_typeキーワードは、すべてのプロファイルに必要です。

2. system_typeキーワードは、システムをスタンドアロンシステムとしてインス
トールするように定義します。

3. ファイルシステムスライスは、インストールするソフトウェアごとに default値
を使用して決定されます。swapは 512Mバイトに設定され、値 anyに基づいてす
べてのディスクにインストールされます。

4. 「開発者システムサポートソフトウェアグループ」(SUNWCprog)がシステムにイ
ンストールされます。

5. 標準のニュアルページはネットワークのファイルサーバー (s_ref)からマウント
されるため、マニュアルページパッケージはシステムにインストールされません。
ただし、System Accountingユーティリティが入ったパッケージはシステムにイン
ストールされます。

例 23–3ファイルシステムのインストール場所の指定

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type initial_install
system_type standalone
partitioning explicit1

filesys c0t0d0s0 auto /
filesys c0t3d0s1 auto swap
filesys any auto usr

cluster SUNWCall2

1. partitioningの値が explicitであるため、ファイルシステムスライス
は、filesysキーワードによって指定します。ルート (/)のサイズは、値 auto
により選択したソフトウェア (値 auto)に基づいて自動的に設定されて c0t0d0s0
にインストールされます。swapも同様に、必要なサイズに設定された上で
c0t3d0s1上にインストールされます。usrは、値 anyにより選択したソフト
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例 23–3ファイルシステムのインストール場所の指定 (続き)

ウェアに基づきインストールプログラムによってインストール先が決定されます。

2. Entire Solaris Software Group (SUNWCall)がシステムにインストールされます。

例 23–4アップグレード用ディスク容量の再配置

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type upgrade1

root_device c0t3d0s22

backup_media remote_filesystem timber:/export/scratch3

layout_constraint c0t3d0s2 changeable 1004

layout_constraint c0t3d0s4 changeable
layout_constraint c0t3d0s5 movable
package SUNWbcp delete5

package SUNWxwman add6

cluster SUNWCacc add

locale de7

1. このプロファイルは、ディスク容量を再配置することによってシステムをアップグ
レードします。この例では、システム上のファイルシステムのいくつかにアップグ
レード用の容量が十分にないため、ディスク容領域を再配置する必要があります。

2. c0t3d0s2のルートファイルシステムがアップグレードされます。

3. リモートシステム timberが、ディスク容量の再配置中のデータのバックアップに
使用されます。

4. layout_constraintキーワードは、アップグレードのためにディスク領域の再
配置を行う時に自動レイアウトが以下のことを実施できることを示します。

� スライス 2と 4を変更する。これらのスライスはほかの場所へ移動が可能であ
り、サイズも変更できます。

� スライス 5を移動する。スライスをほかの場所へ移動することはできますが、
そのサイズを変更することはできません。

5. バイナリ互換パッケージ (SUNWbcp)は、アップグレード後、システムにインス
トールされません。

6. このコードは、X Window Systemのマニュアルページと、System Accounting
ユーティリティがまだシステムにインストールされていない場合に、インストール
されるようにするものです。すでにシステム上にあるすべてのパッケージが自動的
にアップグレードされます。

7. ドイツ語ローカライズパッケージがシステムにインストールされます。
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プロファイルのテスト
プロファイルを作成した後で、pfinstall(1M)コマンドを使用してプロファイルを
テストします。プロファイルのテストは、実際にプロファイルを使用してシステムの
インストールまたはアップグレードを行う前に行なってください。

pfinstallが生成するインストール出力を調べることによって、意図するとおりに
プロファイルが動作するかを簡単に調べることができます。たとえば、実際にシステ
ムでアップグレードを行う前に、そのシステムが Solarisの新しいリリースにアップグ
レードするための十分なディスク容量を持っているかどうかをプロファイルで調べる
ことができます。

pfinstallを利用すると、以下の要素に対してプロファイルをテストできます。

� pfinstallを実行しているシステムのディスク構成

� その他のディスク構成。ディスクの構造 (ディスクのバイト/セクタ、フラグ、ス
ライスなど)を示すディスク構成ファイルを使用します。ディスク構成ファイルの
作成方法については、173ページの「ディスク構成ファイルの作成」を参照してく
ださい。

注 –ディスク構成ファイルを使用して、システムのアップグレードに使用するプ
ロファイルをテストすることはできません。代わりに、システムの実際のディスク
構成およびシステムに現在インストールされているソフトウェアに対して、プロ
ファイルをテストする必要があります。

� 一時的な Solaris 9環境を作成してプロファイルを
テストする方法
特定の Solarisリリースでプロファイルを正常かつ正確にテストするには、同じリリー
スの Solaris環境内にあるプロファイルをテストする必要があります。たとえ
ば、Solaris 9初期インストールプロファイルをテストする場合は、Solaris 9を実行し
ているシステムに対して pfinstallコマンドを実行する必要があります。

以下のどちらかの状況でプロファイルをテストする場合は、一時的なインストール環
境を作成する必要があります。

� 旧バージョンの Solarisソフトウェアを使用しているシステム上で Solaris 9のアッ
プグレードプロファイルをテストする場合。

� Solaris 9の初期インストールプロファイルをテストするための Solaris 9システム
をまだインストールしていない場合。

1. 次に示すメディアのいずれか 1つのイメージからシステムをブートします。

第 23章 •カスタム JumpStartインストールの準備 159



� Solaris 9 DVD
� Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD

注 –アップグレードプロファイルをテストしたい場合は、アップグレードするシステ
ムをブートしてください。

2. システムを識別するための質問に答えます。

3. インストールプログラムを終了します。

� Solaris 9 DVDを使用している場合は、次のプロンプトに対して !を入力します。

Solaris Web Start will assist you in installing software for Solaris.

<Press ENTER to continue> {"!" exits}

� Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDを使用している場合は、Solaris 9オペレーティン
グ環境をインストールするプログラムとして Solaris suninstallプログラムを選
択します。表示される最初の画面で「Exit」を選択します。

4. このシェルから pfinstallコマンドを実行します。pfinstallコマンドの使用方
法については、160ページの「プロファイルをテストする方法」の手順 7を参照して
ください。

� プロファイルをテストする方法
1. プロファイルをテストするためのシステムを決定します。

アップグレードプロファイルをテストする場合、アップグレードする実際のシステム
上のプロファイルをテストしてください。

2. 次の表に基づいて、次に行うことを決定します。

状態 手順

初期インストールプロファイルをテストする
(Solaris 9ソフトウェアが動作しているシステ
ムがある場合)

そのシステムでスーパーユーザーになり、手
順 5へ進みます。

アップグレードプロファイルをテストする (初
期インストールプロファイルをテストするた
めの Solaris 9が動作しているシステムがない
場合)

一時的な Solaris 9環境を作成し、プロファイ
ルをテストします。詳細は、159ページの「一
時的な Solaris 9環境を作成してプロファイル
をテストする方法」を参照してください。続
いて、手順 3へ進みます。

3. 一時的なマウントポイントを作成します。

# mkdir /tmp/mnt
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4. テストしたいプロファイル (1つ以上)が入ったディレクトリをマウントします。

マウントするメディア コマンド

リモート NFSファイルシステムをマウント
する (ネットワーク上のシステムの場合) mount -F nfs server_name:path /tmp/mnt

UFSフォーマットのフロッピーディスクを
マウントする mount -F ufs /dev/diskette /tmp/mnt

5. システムのメモリーサイズを指定してプロファイルをテストするには、SYS
_MEMSIZEに使用するメモリーサイズをMバイトで設定します。

# SYS_MEMSIZE=memory_size
# export SYS_MEMSIZE

6. 手順 4でディレクトリを

� マウントした場合は、/tmp/mntにディレクトリを変更します。

# cd /tmp/mnt

� マウントしなかった場合は、プロファイルのある場所にディレクトリを変更しま
す。通常は、JumpStartディレクトリです。

# cd jumpstart_dir_path

7. pfinstall(1M)コマンドによってプロファイルをテストします。

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -D:-d disk_config_file[-c path] profile

注意 – -dまたは -Dオプションを指定してください。いずれかを指定しないと
pfinstallは指定されたプロファイルを使用して Solaris 9ソフトウェアをインス
トールします。その結果、システム上のデータがすべて上書きされます。

-D pfinstallは、現在のシステムのディスク構成を使用してプ
ロファイルをテストします。アップグレードプロファイルを
テストする場合は、-Dオプションを使用する必要がありま
す。
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-d disk_config_file pfinstall は、ディスク構成ファイル disk_config_file を使用
してプロファイルをテストします。 pfinstallが動作して
いるディレクトリに disk_config_fileが置かれていない場合
は、パスを指定する必要があります。

ディスク構成ファイルの作成方法については、173ページの
「ディスク構成ファイルの作成」を参照してください。

注 –アップグレードプロファイル (install_type
upgrade)で -d disk_config_fileオプションを使用することは
できません。常に、システムのディスク構成に対してアップ
グレードプロファイルをテストする必要があります (つま
り、-Dオプションを使用する必要があります)。

-c path Solaris 9ソフトウェアイメージのパス。このオプションは、
たとえば、システムでボリュームマネージャを使用して
Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDを各自のプラットフォームに
マウントする場合に使用します。

注 –プラットフォーム対応の Solaris 9 DVDまたは Solaris 9
SOFTWARE 1 of 2 CDイメージからブートした場合は、-cオ
プションは不要です。DVDまたは CDイメージは、ブート処
理の一環として /cdrom上にマウントされます。

profile テストするプロファイル名。profileが pfinstallが実行され
ているディレクトリにない場合は、パスを指定する必要があ
ります。

プロファイルテストの例
次の例は、pfinstallを使用して basic_profというプロファイルをテストする方
法を示しています。このテストは、Solaris 9ソフトウェアがインストールされている
システム上のディスク構成に対して行われます。basic_profプロファイル
は、/jumpstartディレクトリにあります。ボリュームマネージャを使用しているの
で、 Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDイメージへのパスが指定されています。

例 23–5 Solaris 9システムによるプロファイルテスト

# cd /jumpstart

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -D -c /cdrom/pathname basic_prof

次の例は、pfinstallを使用して Solaris 9システム上の basic_profというプロ
ファイルをテストする方法を示しています。535_testディスク構成ファイルがテス
トされ、システムメモリーが 64Mバイトあるか確認されます。また、この例で
pfinstallは、/export/installディレクトリにある Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2
CDのイメージを使用します。

例 23–6ディスク構成ファイルによるプロファイルテスト

# SYS_MEMSIZE=64
# export SYS_MEMSIZE

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -d 535_test -c /export/install basic_prof
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rulesファイルの妥当性を検査する
rulesファイルとプロファイルは、checkスクリプトを実行して、これらのファイ
ルが正しく設定されていることを確認してからでないと使用できません。すべての
ルールとプロファイルが有効な場合は、rules.okファイルが作成されます。この
ファイルは、カスタム JumpStartインストールソフトウェアがシステムをプロファイ
ルと照合するために必要です。

表 23–3に checkスクリプトの動作を示します。

表 23–3 checkスクリプトを使用した場合の動作

手順 説明

1 rulesファイルの構文検査を行う。

checkは、ルールキーワードが正当かどうか、および各ルールに対して begin
フィールド、 classフィールド、および finishフィールドが指定されているかどう
かを確認する(beginおよび finishフィールドはファイル名でなくマイナス記号 (-)
であることもある)。

2 rulesファイルにエラーがなければ、ルールに指定された各プロファイルの構文
検査が行われる。

3 エラーがなければ、checkスクリプトは rulesファイルから rules.okファイル
を作成する。コメントと空白行をすべて削除し、すべてのルールを保持し、終わり
に次のコメント行を追加する。

# version=2 checksum=num

� rulesファイルの妥当性を検査する方法
1. checkスクリプトが JumpStartディレクトリにあることを確認します。ディスクの構
造 (たとえば、ディスクのバイトまたはセクター、フラグ、スライスなど)を表すディ
スク構成ファイルを使用して、他のディスク構成に対して。

注 – checkスクリプトは、Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDの
Solaris_9/Misc/jumpstart_sample ディレクトリにあります。

2. JumpStartディレクトリへ移動します。

3. checkスクリプトを実行して rulesファイルの妥当性を検査します。

$ ./check [-p path -r file_name]
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-p path 使用しているシステムの checkスクリプトではなく Solaris 9
ソフトウェアイメージの checkスクリプトを使用して
rulesを検証します。pathは、ローカルディスク、マウント
された Solaris 9 DVD、または Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD
上のイメージです。

システムが以前のバージョンの Solarisを実行している場合、
このオプションを使用して、最新バージョンの checkスクリ
プトを実行します。

-r file_name 名前が rules以外の rulesファイル名を指定します。この
オプションを使用すると、rulesファイルに組み込む前に
ルールの妥当性を検査できます。

checkスクリプトを実行すると、rulesファイルの有効性と各プロファイルの有効性
の検査結果が表示されます。エラーが検出されないと、 The custom JumpStart
configuration is ok と表示されます。

4. rootが rules.okファイルを所有していて、そのアクセス権が 644に設定されてい
ることを確認します。

rulesファイルの検証が終わると、第 24章でオプションのカスタム JumpStart機能
について参照してください。カスタム JumpStartインストールの実行については、
第 26章を参照してください。
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第 24章

カスタム JumpStartオプション機能の
使用

この章では、カスタム JumpStartインストールのオプション機能について説明しま
す。

� 165ページの「beginスクリプトの作成」
� 167ページの「finishスクリプトの作成」
� 172ページの「圧縮された構成ファイルの作成」
� 173ページの「ディスク構成ファイルの作成」
� 175ページの「サイト固有のインストールプログラムの使用」

beginスクリプトの作成
「beginスクリプト」とは、ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプトで、rules
ファイル内で指定し、Solarisソフトウェアがシステムにインストールされる前に作業
を実行します。beginスクリプトは、カスタム JumpStartインストールで Solarisをイ
ンストールするときのみ使用できます。

beginスクリプトは、次のような場合に使用してください。

� 動的プロファイルを作成する
� アップグレード前にファイルのバックアップをとる

beginスクリプトに関する注意事項
� スクリプト内には、初期インストールまたはアップグレードインストール時に /a
に対して行われるファイルシステムのマウントを妨げるような記述をしないでくだ
さい。JumpStartプロファイルが /aにファイルシステムをマウントできない場合
は、エラーが発生してインストールは失敗します。

� beginスクリプトの出力は、/var/sadm/begin.logに保存されます。
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� rootが beginスクリプトを所有していて、そのアクセス権が 644に設定されてい
ることを確認します。

� beginスクリプト内では、カスタム JumpStart環境変数を使用できます。環境変数
の一覧は、226ページの「カスタム JumpStartの環境変数」を参照してください。

� beginスクリプトは、JumpStartディレクトリに保存してください。

beginスクリプトによる動的プロファイルの作成
「動的プロファイル」とは、カスタム JumpStartインストール時に beginスクリプト
が動的に作成するプロファイルです。動的プロファイルは、特定のシステムを 1つの
プロファイルに対応させる rulesファイルを設定できない場合に必要となります。
たとえば、異なるハードウェア構成要素を持つ同一のシステムモジュール (異なるフ
レームバッファを持つシステムなど)には、動的プロファイルを使用する必要があり
ます。

動的プロファイルを使用するルールの設定手順は次のとおりです。

� プロファイルの代わりに、プロファイルフィールドに等号 (=)を指定します。

� インストール対象のシステムに依存する動的プロファイルを作成する beginスクリ
プトを beginフィールドに指定します。

システムが、プロファイルフィールドに等号 (=)があるルールと一致すると、beginス
クリプトは、システムに Solarisソフトウェアをインストールするのに使用する動的プ
ロファイルを作成します。

次に、毎回同じ動的プロファイルを作成する beginスクリプトの例を示します。もち
ろん、ルールの評価に応じて異なる動的プロファイルを生成する beginスクリプトも
作成できます。

例 24–1動的プロファイルを作成する beginスクリプト

#!/bin/sh
echo "install_type initial_install"> ${SI_PROFILE}
echo "system_type standalone">> ${SI_PROFILE}
echo "partitioning default">> ${SI_PROFILE}
echo "cluster SUNWCprog">> ${SI_PROFILE}
echo "package SUNWman delete">> ${SI_PROFILE}
echo "package SUNWolman delete">> ${SI_PROFILE}

echo "package SUNWxwman delete">> ${SI_PROFILE}

たとえば、beginスクリプトは、デフォルトで /tmp/install.inputに設定されて
いる動的プロファイル名に SI_PROFILE環境変数を使用する必要があります。
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注 – beginスクリプトを動的プロファイルの作成に使用する場合は、スクリプトにエ
ラーがないことを確認してください。動的プロファイルは、beginスクリプトが実行
されてから作成されます。このため、checkスクリプトで動的プロファイルの妥当性
は検査されません。

finishスクリプトの作成
「finishスクリプト」とは、ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプトで、rules
ファイル内で指定し、Solarisソフトウェアがシステムにインストールされた後、シス
テムがリブートする前に作業を実行します。finishスクリプトは、カスタム JumpStart
インストールで Solarisをインストールするときのみ使用できます。

finishスクリプトは、次のような作業に利用できます。

� ファイルの追加
� パッケージまたはパッチの追加
� ルート環境のカスタマイズ
� システムのルートパスワードの設定
� 追加ソフトウェアのインストール

finishスクリプトに関する注意事項
� Solaris suninstallプログラムは、システムのファイルシステムを /aにマウン
トします。ファイルシステムは、システムがリブートするまで /aにマウントされ
ています。したがって、/aにマウントされている新しくインストールされたファ
イルシステムの階層にファイルを追加、変更、または削除するように finishスクリ
プトを作成できます。

� finishスクリプトの出力は、/var/sadm/finish.logに保存されます。

� finishスクリプトの所有者は root、アクセス権は 644にしてください。
� finishスクリプト内では、カスタム JumpStart環境変数を使用できます。環境変数
の一覧は、226ページの「カスタム JumpStartの環境変数」を参照してください。

� finishスクリプトは、JumpStartディレクトリに保存してください。

� finishスクリプトでファイルを追加する方法
finishスクリプトにより、JumpStartディレクトリにあるファイルをインストールされ
たシステムへ追加できます。これは、SI_CONFIG_DIR変数で指定されるディレクト
リ (デフォルトは /tmp/install_config)に JumpStartディレクトリがマウントさ
れるためです。
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注 –インストールされたシステムにすでに存在するファイルに、JumpStartディレク
トリからファイルをコピーして、ファイルを置換することもできます。

1. インストールされたシステムに追加するすべてのファイルを JumpStartディレクトリ
にコピーします。

2. 新しくインストールされたファイルシステムの階層にコピーしたいファイルごとに、
次の行を finishスクリプトに挿入します。

cp ${SI_CONFIG_DIR}/file_name /a/path_name

たとえば、自分のサイトのすべてのユーザーを対象に開発された特別なアプリケー
ション site_progがあると仮定します。site_progのコピーを JumpStartディレ
クトリに置いた場合、finishスクリプト内の次の行は JumpStartディレクトリからシ
ステムの /usr/binディレクトリに site_progをコピーします。

cp ${SI_CONFIG_DIR}/site_prog /a/usr/bin

finishスクリプトによるパッケージとパッチの追加
finishスクリプトを作成すると、Solarisソフトウェアをシステムにインストールした
後に、パッケージやパッチを自動的に追加できます。finishスクリプトを使用して
パッケージを追加すると時間を節約できるだけでなく、サイトのさまざまなシステム
にパッケージおよびパッチをインストールする上での整合性を維持できます。

pkgadd(1M)コマンドや patchadd(1M)コマンドを finishスクリプトで使用すると
きは、-Rオプションを使用して、/aをルートパスとして指定する必要があります。

例 24–2はパッケージを追加する finishスクリプトの例を示します。

例 24–2 finishスクリプトでパッケージを追加する

#!/bin/sh

BASE=/a
MNT=/a/mnt
ADMIN_FILE=/a/tmp/admin

mkdir ${MNT}
mount -f nfs sherlock:/export/package ${MNT}1

cat>${ADMIN_FILE} <<DONT_ASK2

mail=root
instance=overwrite
partial=nocheck
runlevel=nocheck
idepend=nocheck
rdepend=nocheck
space=ask
setuid=nocheck
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例 24–2 finishスクリプトでパッケージを追加する (続き)

conflict=nocheck
action=nocheck
basedir=default
DONT_ASK

/usr/sbin/pkgadd -a ${ADMIN_FILE} -d ${MNT} -R ${BASE} SUNWxyz3

umount ${MNT}

rmdir ${MNT}

1. インストールするパッケージを含むサーバー上にディレクトリをマウントします。

2. 一時的なパッケージ管理ファイル adminを作成し、パッケージのインストール時
に pkgadd(1M)コマンドがチェックも質問の表示も行わないようにします。この
一時的なパッケージ管理ファイルは、パッケージの追加時に自動インストールを実
施するために使用してください。

3. -aオプション (パッケージ管理ファイルを指定)と -Rオプション (ルートパスを指
定)を使用してパッケージを追加します。

注 –以前は finishスクリプト環境では、pkgaddコマンドや patchaddコマンドとと
もに chroot(1M)コマンドが使用されていました。しかし、一部のパッケージや
パッチには -Rオプションが正しく動作しないものがあります。このような状況で
は、chroot コマンドを実行する前に /a ルートパスにダミーの /etc/mnttab ファ
イルを作成する必要があります。

/etc/mnttabダミーファイルを作成するには、次の行を finishスクリプトに追加し
ます。

cp /etc/mnttab /a/etc/mnttab

finishスクリプトによるルート環境のカスタマイズ
finishスクリプトを使って、システムにインストールされたファイルをカスタマイズ
できます。たとえば、例 24–3の finishスクリプトは、ルートディレクトリ内の
.cshrcファイルに情報を追加することによって、ルート環境をカスタマイズしま
す。

例 24–3 finishスクリプトによるルート環境のカスタマイズ

#!/bin/sh
#
# Customize root’s environment
#
echo "***adding customizations in /.cshrc"
test -f a/.cshrc || {
cat>> a/.cshrc <<EOF
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例 24–3 finishスクリプトによるルート環境のカスタマイズ (続き)

set history=100 savehist=200 filec ignoreeof prompt="\$user@‘uname -n‘> "
alias cp cp -i
alias mv mv -i
alias rm rm -i
alias ls ls -FC
alias h history
alias c clear
unset autologout
EOF

}

finishスクリプトによるシステムのルートパスワー
ドの設定
Solarisソフトウェアがシステムにインストールされると、そのシステムはリブートし
ます。ブートプロセス終了前に、システムはルートパスワードを入力するように求め
てきます。パスワードを入力するまで、システムはブート処理を終了できません。

set_root_pwという finishスクリプトは、auto_install_sampleディレクトリ
に保存されます。この finishスクリプトは、プロンプトを表示することなく rootパス
ワードを自動的に設定する方法を示します。例 24–4に set_root_pwを示します。

例 24–4 finishスクリプトによるシステムのルートパスワードの設定

#!/bin/sh
#
# @(#)set_root_pw 1.4 93/12/23 SMI
#
# This is an example Bourne shell script to be run after installation.
# It sets the system’s root password to the entry defined in PASSWD.
# The encrypted password is obtained from an existing root password entry
# in /etc/shadow from an installed machine.

echo "setting password for root"

# set the root password
PASSWD=dKO5IBkSF42lw

#create a temporary input file1

cp /a/etc/shadow /a/etc/shadow.orig2

mv /a/etc/shadow /a/etc/shadow.orig
nawk -F: ’{

if ( $1 == "root" )3

printf"%s:%s:%s:%s:%s:%s:%s:%s:%s\n",$1,passwd,$3,$4,$5,$6,$7,$8,$9
else

printf"%s:%s:%s:%s:%s:%s:%s:%s:%s\n",$1,$2,$3,$4,$5,$6,$7,$8,$9
}’ passwd="$PASSWD" /a/etc/shadow.orig> /a/etc/shadow

#remove the temporary file
rm -f /a/etc/shadow.orig4
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例 24–4 finishスクリプトによるシステムのルートパスワードの設定 (続き)

# set the flag so sysidroot won’t prompt for the root password
sed -e ’s/0 # root/1 # root/’ ${SI_SYS_STATE}> /tmp/state.$$5

mv /tmp/state.$$ ${SI_SYS_STATE}

1. PASSWD変数に、システムの /etc/shadowファイルの既存のエントリから取得し
た暗号化されたルートパスワードを設定します。

2. /a/etc/shadowの一時入力ファイルを作成します。

3. $PASSWDをパスワードフィールドとして使用して、新しくインストールしたシス
テム用の /etc/shadowファイルにあるルートエントリを変更します。

4. 一時的な /a/etc/shadowファイルを削除します。

5. 状態ファイルのエントリを 0から 1へ変更します。これによりユーザーはルート
パスワードの入力を求められません。この状態ファイルには、SI_SYS_STATE変
数 (現在の値は /a/etc/.sysIDtool.state)を使用してアクセスします。この
値の変更によってスクリプトで問題が発生することを防ぐには、必ず $SI_SYS
_STATEを使用してこのファイルを参照してください。ここに示されている sed
コマンドでは、0と 1の後にタブ文字が入っています。

注 – finishスクリプトを使用してシステムのルートパスワードを設定した場合
は、finishスクリプト内の暗号化されたパスワードからルートパスワードを解読され
ないように対策を講じてください。

finishスクリプトを使用してWeb Startインストー
ルプログラムでソフトウェアをインストールする
finishスクリプトを使用すると、Solarisオペレーティング環境のインストールに続い
てさらにソフトウェアをインストールできます。一部のソフトウェアプログラムは、
インストール時に情報入力を求めるプロンプトを表示する Solaris Web Startプログラ
ムでインストールできます。自動インストールを行うには、-nodisplayまたは
-noconsoleオプションを指定して Solaris Web Startプログラムを実行します。

表 24–1 Solaris Web Startオプション

オプション 説明

-nodisplay GUIを使用せずにインストーラを実行しま
す。-localesオプションによってインス
トールが変更された場合を除き、デフォルト
の製品インストールを使用してください。
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表 24–1 Solaris Web Startオプション (続き)
オプション 説明

-noconsole 対話形式のテキストコンソールデバイスを介
さずにインストールを実行します。UNIXス
クリプトで -nodisplayと共に使用すると便
利です。

詳細は、installer(1M)のマニュアルページを参照してください。

圧縮された構成ファイルの作成
add_install_clientコマンドを使用してカスタム JumpStart構成ファイルの場所
を指定する代わりに、システムのブート時に構成ファイルの場所を指定することがで
きます。ただし、bootコマンドに指定できるファイル名は 1つだけです。したがっ
て、すべてのカスタム JumpStart構成ファイルを 1つのファイルに圧縮する必要があ
ります。圧縮された構成ファイルの形式は、次のいずれかにしてください。

� tar
� compressで圧縮された tar
� zip
� bzipで圧縮された tar

� 圧縮された構成ファイルを作成する方法
1. プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリに移動します。

# cd jumpstart_dir_path

2. 圧縮ツールを使って、すべてのカスタム JumpStart構成ファイルを 1つのファイルに
圧縮します。

注 –圧縮構成ファイルに相対パスを含めないでください。カスタム JumpStart構成
ファイルは、圧縮されたファイルと同じディレクトリに置かれている必要がありま
す。

圧縮された構成ファイルには、次のファイルを含まれている必要があります。

� プロファイル
� rules
� rules.ok
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圧縮された構成ファイルに、さらに sysidcfgファイルを入れることもできます。

3. 圧縮された構成ファイルを NFSサーバー、HTTPサーバー、またはローカルハード
ディスク上に保存します。

圧縮された構成ファイルの例
次の例は、tarコマンドを使って、圧縮された構成ファイルを config.tarという
名前で作成します。カスタム JumpStart構成ファイルはすべて /jumpstartディレ
クトリにあります。

例 24–5圧縮された構成ファイルの作成

# cd /jumpstart
# tar -cvf config.tar *
a profile 1K
a rules 1K
a rules.ok 1K

a sysidcfg 1K

ディスク構成ファイルの作成
この節では、単一ディスク構成ファイルまたは複数ディスク構成ファイルを作成する
方法について説明します。ディスク構成ファイルを作成すると、単一のシステムから
pfinstall(1M)を使用して、異なるディスク構成に対してプロファイルをテストで
きます。

� ディスク構成ファイルを作成する方法
1. テストしたいディスクを持つシステムを決定します。

2. スーパーユーザーになります。

3. 単一ディスク構成ファイルを作成するには、prtvtoc(1M)コマンドの出力をファイ
ルに保存します。

# prtvtoc /dev/rdsk/device_name>disk_config_file

第 24章 •カスタム JumpStartオプション機能の使用 173



/dev/rdsk/device_name システムのディスクのデバイス名。device
_nameは、cwtxdys2または cxdys2の形式
にしてください。

disk_config_file ディスク構成ファイルの名前

4. 複数のディスクに Solarisソフトウェアをインストールするテストを

� 実行しない場合は、ここで作業は終了です。

� 実行する場合は、各ディスク構成ファイルを結合し、その出力を新しいファイルに
保存します。

# cat disk_file1 disk_file2>multi_disk_config

新しいファイルは、次に示すように複数ディスク構成ファイルになります。

# cat 104_disk2 104_disk3 104_disk5>multi_disk_test

5. 前の手順で作成した複数のディスク構成ファイルにおいて、ディスクデバイス名の
ターゲット番号がそれぞれ

� 固有である場合は、ここで作業は終了です。

� 固有でない場合は、テキストエディタでファイルを開き、ターゲット番号を固有の
ものにします。

たとえば、次に示すように、異なるディスクデバイス名について同じターゲット番
号 (t0)がファイルに含まれているとします。

* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map
...
* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map

この場合は次のように、2番目のターゲット番号を t2に設定します。

* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map
...
* /dev/rdsk/c0t2d0s2 partition map

ディスク構成ファイルの例
次の例では、104Mバイトのディスクを持つシステムで、単一ディスク構成ファイル
104_testを作成します。

例 24–6ディスク構成ファイルの作成

prtvtocコマンドの出力を 104_testという単一ディスク構成ファイルに保存しま
す。

# prtvtoc /dev/rdsk/c0t3d0s2>104_test

104_testファイルは、次のようになります。

* /dev/rdsk/c0t3d0s2 partition map
*
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例 24–6ディスク構成ファイルの作成 (続き)

* Dimensions:
* 512 bytes/sector
* 72 sectors/track
* 14 tracks/cylinder
* 1008 sectors/cylinder
* 2038 cylinders* 2036 accessible cylinders
* Flags:
* 1: unmountable
* 10: read-only
*
* First Sector Last
* Partition Tag Flags Sector Count Sector Mount Directory

1 2 00 0 164304 164303 /
2 5 00 0 2052288 2052287
3 0 00 164304 823536 987839 /disk2/b298
5 0 00 987840 614880 1602719 /install/298/sparc/work

7 0 00 1602720 449568 2052287 /space

これで、ディスク構成ファイルは作成されました。ディスク構成ファイルを使用した
プロファイルをテストする方法の詳細は、159ページの「プロファイルのテスト」を
参照してください。

サイト固有のインストールプログラムの
使用
beginスクリプトと finishスクリプトを使用すると、独自のインストールプログラム
により Solarisソフトウェアをインストールできます。

プロファイルフィールドにマイナス記号 (-)が指定されているときには、beginスクリ
プトと finishスクリプトが、プロファイルや Solaris suninstallプログラムの代わ
りに、システムのインストール方法を制御します。

たとえば次のルールに一致した場合は、beginスクリプト x_install.begと finish
スクリプト x_install.finが、cloverという名前のシステムに Solarisソフト
ウェアをインストールします。

hostname clover x_install.beg - x_install.fin
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第 25章

カスタムルールおよびプローブキー
ワードの作成

この章では、独自のカスタムルールとプローブキーワードを作成するための情報と手
順を示します。

� 177ページの「プローブキーワード」
� 178ページの「custom_probesファイルの作成」
� 181ページの「custom_probesファイルの妥当性検査」

プローブキーワード
プローブキーワードを理解するには、まずルールキーワードが何であるかを思い出し
てください。ルールキーワードは、ホスト名 (hostname)やメモリーサイズ
(memsize)などの一般的なシステム属性を記述する事前定義された字句単位または語
です。ルールキーワードとそれに関連する値を使用すると、同じ属性を持つシステム
をプロファイルに対応付けることができます。システム属性を対応させるこの方法で
は、グループ内の各システムに Solarisソフトウェアをどのようにインストールするか
が定義されます。

カスタム JumpStartの環境変数は、beginスクリプトおよび finishスクリプトで使用
しますが、必要に応じて設定します。たとえば、すでにシステムにインストールされ
ているオペレーティングシステムに関する情報を入手できるのは、installedルー
ルキーワードに続いて SI_INSTALLEDを使用する場合だけです。

場合によっては、システムの照合とプロファイルの実行以外の目的で、この同じ情報
を beginおよび finishスクリプトで抽出する必要があります。プローブキーワード
は、この解決方法となります。プローブキーワードは属性情報を抽出するので、照合
条件を設定してプロファイルを実行する必要がなくなります。

プローブキーワードと値の一覧は、228ページの「プローブキーワードと値」を参照
してください。
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custom_probesファイルの作成
197ページの「ルールキーワードと値の説明」と 228ページの「プローブキーワード
と値」で説明したルールおよびプローブキーワードでは不十分な場合は、custom
_probesファイルを作成して、独自のカスタムルールまたはプローブキーワードを定
義できます。

custom_probesファイルは、2種類のタイプの関数を含む Bourneシェルスクリプ
トです。custom_probesファイルは、rulesファイルを保存したのと同じ
JumpStartディレクトリに保存する必要があります。次に、custom_probesファイ
ルに定義できる 2種類の関数を示します。

� プローブ –必要な情報を収集するかあるいは実際の作業を実行し、定義された対応
する SI_環境変数を設定します。プローブ関数はプローブキーワードになりま
す。

� 比較 –対応するプローブ関数を呼び出してプローブ関数の出力を比較し、キーワー
ドが一致する場合は 0、キーワードが一致しない場合は 1を返します。比較関数
はルールキーワードになります。

custom_probesファイルの構文
custom_probesファイルには、任意の有効な Bourneシェルコマンド、変数、また
はアルゴリズムを含めることができます。

注 – custom_probesファイルで単一の引数を必要とするプローブおよび比較関数を
定義できます。rulesファイル内で対応するカスタムプローブキーワードを使用する
場合、このキーワードの後に続く引数が ($1として)解釈されます。

rulesファイル内で対応するカスタムルールキーワードを使用する場合、引数はこの
キーワードの後から解釈され、次の &&または beginスクリプトのどちらか最初にき
た方の前で解釈が終了します。

custom_probesファイルは、次の要件を満たす必要があります。

� custom_probesという名前を使用する
� 所有者が rootである
� 実行可能であり、アクセス権が 755に設定されている
� 少なくとも 1つのプローブ関数と対応する比較関数を含む

より明確で効果的な構成にするために、最初にすべてのプローブ関数をファイルの一
番上に定義してから、比較関数を続けて定義してください。
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custom_probesの関数名の構文
プローブ関数名は、probe_で始める必要があります。比較関数名は、cmp_で始め
る必要があります。

probe_で始まる関数は、新しいプローブキーワードを定義します。たとえば、関数
probe_tcxは、新しいプローブキーワード tcxを定義します。cmp_で始まる関数
は、新しいルールキーワードを定義します。たとえば、cmp_tcxは、新しいルール
キーワード tcxを定義します。

� custom_probesファイルを作成する方法
1. テキストエディタを使用して Bourneシェルスクリプトのテキストファイルを作成し
ます。このファイルに custom_probesという名前を付けます。

2. custom_probesテキストファイルで、プローブ関数と比較関数を定義します。

注 – custom_probesファイルには、引数を必要とするプローブおよび比較関数を定
義できます。rulesファイル内で対応するカスタムプローブキーワードを使用する場
合、このキーワードの後に続く引数は順番に ($1、$2などとして)解釈されます。

rulesファイル内で対応するカスタムルールキーワードを使用する場合、引数はこの
キーワードの後から解釈され、次の &&または beginスクリプトのどちらか最初にき
た方の前で解釈が終了します。

3. custom_probesファイルを JumpStartディレクトリに保存します (rulesファイル
と同じ)。

4. rootが rulesファイルを所有していて、そのアクセス権が 644に設定されているこ
とを確認します。

custom_probesファイルとキーワードの例
プローブ関数と比較関数の例は次のディレクトリにも入っています。

� Solarisソフトウェアがインストールされたシステムの
/usr/sbin/install.d/chkprobe

� Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD上の /Solaris
_9/Tools/Boot/usr/sbin/install.d/chkprobe

次の custom_probesファイルには、TCXグラフィックスカードがあるかどうかを
テストするプローブおよび比較関数が含まれます。
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例 25–1 custom_probesファイル

#!/bin/sh
#
# custom_probe script to test for the presence of a TCX graphics card.
#

#
# PROBE FUNCTIONS
#
probe_tcx() {
SI_TCX=‘modinfo | grep tcx | nawk ’{print $6}’‘
export SI_TCX

}

#
# COMPARISON FUNCTIONS
#
cmp_tcx() {
probe_tcx

if [ "X${SI_TCX}" = "X${1}" ]; then
return 0

else
return 1

fi

}

次のサンプル rulesファイルは、前の例で定義されているプローブキーワード (tcx)
の使用方法を示しています。TCXグラフィックスカードがシステムにインストールさ
れていて検出されると、profile_tcxが実行されます。そうでない場合
は、profileが実行されます。

注 –プローブキーワードは、rulesファイルの先頭または先頭近くに指定してくださ
い。これは、そのプローブキーワードに依存する可能性のあるほかのルールキーワー
ドよりも前に読み取られて実行されるようにするためです。

例 25–2 rulesファイルで使用されるカスタムプローブキーワード

probe tcx
tcx tcx - profile_tcx -

any any - profile -
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custom_probesファイルの妥当性検査
プロファイル、rules、および custom_probesファイルを使用するには、これらの
ファイルの設定が正しいかどうかを checkスクリプトを実行して検査する必要があ
ります。すべてのプロファイル、ルール、およびプローブ関数と比較関数が正しく設
定されている場合は、rules.okファイルと custom_probes.okファイルが作成さ
れます。表 25–1は、checkスクリプトの実行内容を説明しています。

表 25–1 checkスクリプトを使用した場合の動作

手順 説明

1 checkは、custom_probesファイルを検索します。

2 このファイルが存在する場合、checkは custom_probesファイルから custom
_probes.okファイルを作成し、すべてのコメントと空白行を削除し、すべての
Bourneシェルコマンド、変数、およびアルゴリズムを保存して、次に checkは
次のコメント行をファイルの最後に追加します。

# version=2 checksum=num

� custom_probesファイルを妥当性検査する方法
1. checkスクリプトが JumpStartディレクトリにあることを確認します。

注 – checkスクリプトは、Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDの
Solaris_9/Misc/jumpstart_sampleディレクトリにあります。

2. JumpStartディレクトリに移動します。

3. checkスクリプトを実行して、rulesファイルおよび custom_probesファイルの
妥当性を検査します。

$ ./check [-p path -r file_name]
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-p path 使用しているシステムの checkスクリプトではなく、プラット
フォームの Solaris 9ソフトウェアイメージの checkスクリプトを
使用して、custom_probesファイルを妥当性検査します。path
は、ローカルディスクか、あるいはマウントされた Solaris 9 DVD
または Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD上のイメージです。

システムが以前のバージョンの Solarisを実行している場合、この
オプションを使用して、一番新しい checkバージョンを実行しま
す。

-r file_name custom_probes以外のファイル名を指定します。-rオプション
を使用することで、一連の関数を custom_probesファイル内に
まとめる前にそれらの妥当性検査を実施できます。

checkスクリプトを実行すると、rulesファイルと custom_probesファイル、お
よび各プロファイルの妥当性が表示されます。エラーが検出されないと、“The
custom JumpStart configuration is ok”と表示され、JumpStartディレクトリ内に
rules.okファイルと custom_probes.okファイルが作成されます。

4. custom_probes.okファイルが

� 実行可能な場合は、手順 5へ進みます。

� 実行可能でない場合は、次のコマンドを入力します。

chmod +x custom_probes

5. rootが custom_probes.okファイルを所有し、そのアクセス権が 755に設定され
ていることを確認してください。
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第 26章

カスタム JumpStartインストールの実
行

この章では、カスタム JumpStartインストールの実行方法について説明します。これ
らの手順は、Solaris 9ソフトウェアをインストールしようとするシステム上で実行し
てください。

カスタム JumpStartインストールの実行

作業マップ:カスタム JumpStartインストールのた
めのシステムの設定
カスタム JumpStartインストールの際に、JumpStartプログラムはインストール対象
のシステムを rules.okファイル内のルールに対応付けます。この際、最初から順に
ルールが読み取られ、インストール中のシステムがルールに定義されたすべてのシス
テム属性に一致するかどうか検査されます。システムがルールと一致すると同時
に、JumpStartプログラムによる rules.okファイルの読み取りが停止して、一致し
たルールのプロファイルに基づいてシステムのインストールが開始されます。

表 26–1作業マップ:カスタム JumpStartインストールのためのシステムの設定

作業 説明 参照先

システムがサポートされてい
るかを確認する

ハードウェアのマニュアル
で、Solaris 9環境におけるシ
ステムサポートを確認しま
す。

『Solaris 9 Sunハードウェア
マニュアル』
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表 26–1作業マップ:カスタム JumpStartインストールのためのシステムの設定 (続き)
作業 説明 参照先

Solarisソフトウェアをインス
トールするための十分なディ
スク容量がシステムにあるか
を確認する

Solarisソフトウェアのインス
トールに求められる十分な容
量があるかを確認します。

第 5章

(省略可能)システム構成情報
を事前設定する

sysidcfgファイルまたは
ネームサービスを使用してシ
ステムのインストール情報を
あらかじめ設定できます。シ
ステム情報をあらかじめ設定
すると、インストール時に情
報入力を求めるプロンプトは
表示されません。

第 7章

カスタム JumpStartインス
トールするようにシステムを
準備する

rulesファイルとプロファイ
ルファイルを作成して検証し
ます。

第 23章

(省略可能)カスタム
JumpStartのオプション機能
を準備する

beginスクリプト、finishスク
リプトなどのオプション機能
を使用する場合は、それらの
スクリプトまたはファイルを
用意します。

第 24章と第 25章

(省略可能)ネットワーク上で
インストールするためのシス
テムを設定する

リモートの Solaris 9 DVDま
たは Solaris 9 SOFTWARE CD
イメージをインストールする
場合は、インストールサー
バーまたはブートサーバーか
らシステムをブートしてイン
ストールするように、システ
ムを設定する必要がありま
す。

第 12章

インストールまたはアップグ
レードを行う

システムをブートしてインス
トールまたはアップグレード
を開始します。

184ページの「カスタム
JumpStartプログラムを使用
してインストールまたはアッ
プグレードする方法」

� カスタム JumpStartプログラムを使用してインス
トールまたはアップグレードする方法

1. システムがネットワークに接続されている場合は、Ethernetコネクタまたはそれに類
似したネットワークアダプタがシステムに装着されていることを確認します。

2. tip(1)ラインで接続されているシステムをインストールする場合は、ウィンドウ表
示が横 80桁、縦 24行以上あることを確認します。
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stty(1)コマンドを使うと、tipウィンドウの現在のサイズを調べることができま
す。

3. システムの DVD-ROMまたは CD-ROMドライブを使用して Solaris 9ソフトウェア
をインストールする場合は、ドライブに Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE
1 of 2 CDを挿入します。

4. プロファイルフロッピーディスクを使用する場合は、システムのフロッピーディスク
ドライブにそのフロッピーディスクを挿入します。

5. システムをブートします。

� 新しく購入したばかり (未使用)のシステムの場合は、システムの電源を入れま
す。

� 既存システムのインストールまたはアップグレードを行う場合は、システムを
シャットダウンします。okプロンプトで次のコマンドを入力します。

ok boot cdrom:net - install [url:ask] [dhcp] [nowin]

cdrom CDまたは DVDからブートすることを指定します。

システムの EEPROMが旧式のものである場合は、cdromを sd(0,6
,2)に置き換えてシステムの CD-ROMまたは DVD-ROMドライブから
ブートしてください。

net ネットワーク上のインストールサーバーからブートすることを意味しま
す。
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url カスタム JumpStartファイルの場所を指定します。以下にあるファイル
を URLで指定できます。
� ローカルハードディスク

file://jumpstart_dir_path/compressed_config_file
� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー

nfs://server_name:IP_address/jumpstart_dir_path/compressed_config_file
� HTTPサーバー

http://server_name:IP_address/jumpstart_dir_path/
compressed_config_file&proxy_info

sysidcfgファイルを圧縮構成ファイルに含めた場合は、次の例に示
すようにそのファイルを含むサーバーの IPアドレスを指定する必要が
あります。

http://131.141.2.32/jumpstart/config.tar

圧縮構成ファイルをファイアウォールで防御された HTTPサー
バー上の圧縮構成ファイルに保存した場合は、ブート時に proxy
指示子を使用する必要があります (ファイルが配置されたサー
バーの IPアドレスを指定する必要はない)。プロキシサーバーの
IPアドレスは次のように指定します。

http://www.shadow.com/jumpstart/

config.tar&proxy=131.141.6.151

ask システムが起動し、ネットワークへの接続が完了すると、インストール
プログラムから圧縮構成ファイルの場所を入力するプロンプトが表示さ
れます。

Returnキーを押してこのプロンプトへの入力を行わないと、インストー
ルプログラムはネットワークパラメータを対話的に構成し、圧縮構成
ファイルの場所を尋ねるプロンプトを表示します。Returnキーを押して
このプロンプトへの入力を行わないと、Solaris suninstallプログラ
ムが開始されます。

dhcp DHCPサーバーからシステムのブートに必要なネットワークインストー
ル情報を取得します。

dhcpを指定しないと、/etc/bootparamsファイル、またはネーム
サービスの bootparamsデータベースが使用されます。

nowin X Windowを起動しません。カスタム JumpStartインストールの実行に
は、X Windowは必要ありません。このため、このオプションを指定す
ると、インストール時間を短縮できます。

注 –ハードウェアおよびシステムコンポーネントがシステムによって検査されて、シ
ステムがブートします。ブートには数分間かかります。
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6. sysidcfgでシステム情報の事前構成を行わなかった場合は、プロンプトが表示され
た時点でシステム構成についての質問に答えます。

7. 画面の指示に従って、ソフトウェアをインストールします。

JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアのインストールを終了すると、システム
が自動的にリブートします。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、次のディレクトリに作成されます。

� /var/sadm/system/logs
� /var/sadm/install/logs
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第 27章

カスタム JumpStartによるインストー
ル例

この章では、カスタム JumpStartインストールによる Solarisソフトウェアの設定お
よびインストール例を紹介します。

� 189ページの「サイトの設定例」
� 191ページの「インストールサーバーの作成」
� 192ページの「マーケティングシステム用のブートサーバーの作成」
� 192ページの「JumpStartディレクトリの作成」
� 193ページの「JumpStartディレクトリの共有」
� 193ページの「エンジニアリンググループのプロファイルの作成」
� 194ページの「マーケティンググループのプロファイルの作成」
� 194ページの「rulesファイルの更新」
� 195ページの「rulesファイルの妥当性を検査する」
� 195ページの「ネットワーク上でインストールするためのエンジニアリングシステ
ムの設定」

� 196ページの「ネットワーク上でインストールするためのマーケティングシステム
の設定」

� 196ページの「システムのブートと Solaris 9ソフトウェアのインストール」

サイトの設定例
この例で使用するサイトの設定を図 27–1に示します。
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図 27–1サイトの設定例

この例におけるサイトの状況は次のとおりです。

� エンジニアリンググループは、グループ固有のサブネット上にあります。このグ
ループでは、ソフトウェア開発を行うためにシステムを使用しています。

� マーケティンググループも、グループ固有のサブネット上にあります。このグルー
プでは、文書処理、表計算、およびその他のオフィスツールを実行するためにシ
ステムを使用しています。

� このサイトでは NISを使用しています。システムの Ethernetアドレス、IPアドレ
ス、およびホスト名は NISマップに事前設定されています。サイトのサブネット
マスク、日付と時刻、および地域の情報も NISマップに事前設定されています。

注 –マーケティングシステムの周辺装置は、sysidcfgファイルに事前設定されてい
ます。

� エンジニアリングシステムとマーケティングシステムの両方とも、Solaris 9ソフト
ウェアをネットワーク上でインストールします。
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インストールサーバーの作成
これらのグループは Solarisソフトウェアをネットワーク上でインストールする必要が
あるため、server-1を両方のグループのインストールサーバーにしま
す。server-1ローカルディスク (/export/installディレクトリ内)にイメージ
をコピーするには、setup_install_server(1M)コマンドを使用します。これら
のイメージは、Solaris 9 SOFTWARE CDと Solaris 9 LANGUAGES CD、または
Solaris 9 DVDからコピーしてください。

イメージは必ず空のディレクトリにコピーしてください。以下の例では、sparc_9
ディレクトリにコピーします。

例 27–1 Solaris 9 CDのコピー

server-1の CD-ROMドライブに Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDを挿入し、次のコ
マンドを入力します。

server-1# mkdir -p /export/install/sparc_9
server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_9/Tools
server-1# ./setup_install_server /export/install/sparc_9

server-1の CD-ROMドライブに Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDを挿入し、次のコ
マンドを入力します。

server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_9/Tools
server-1# ./add_to_install_server /export/install/sparc_9

server-1の CD-ROMドライブに Solaris 9 LANGUAGES CDを挿入し、次のコマ
ンドを入力します。

server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_9/Tools
server-1# ./add_to_install_server /export/install/sparc_9

例 27–2 Solaris 9 DVDのコピー

server-1の DVD-ROMドライブに Solaris 9 DVDを挿入し、次のコマンドを入力し
ます。

server-1# mkdir -p /export/install/sparc_9
server-1# cd /DVD_mount_point/Solaris_9/Tools
server-1# ./setup_install_server /export/install/sparc_9
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マーケティングシステム用のブートサー
バーの作成
システムは、異なるサブネット上のインストールサーバーからはブートできません。
したがって、server-2をマーケティンググループのサブネット上のブートサーバー
にします。setup_install_server(1M)コマンドを使用して Solaris 9 DVDまたは
Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDから server-2ローカルディスクの /export/boot
ディレクトリへブートソフトウェアをコピーします。

server-2の CD-ROMドライブに Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDを挿入する場合
は、次のコマンドを入力してください。

server-2# cd /CD_mount_point/Solaris_9/Tools
server-2# ./setup_install_server -b /export/boot

server-2の DVD-ROMドライブに Solaris 9 DVDを挿入する場合は、次のコマンド
を入力してください。

server-2# cd /DVD_mount_point/Solaris_9/Tools
server-2# ./setup_install_server -b /export/boot

setup_install_serverコマンドの -bは、setup_install_serverが
/export/bootというディレクトリにブート情報をコピーすることを指定します。

JumpStartディレクトリの作成
インストールサーバーとブートサーバーの設定が終了したところで、次は server-1
に JumpStartディレクトリを作成します (ネットワーク上の任意のシステムを利用で
きます)。このディレクトリには、Solarisソフトウェアのカスタム JumpStartインス
トールに必要なファイルが入っています。このディレクトリを設定するに
は、/export/installにコピーされている Solaris 9 DVDイメージまたは Solaris 9
SOFTWARE 1 of 2 CDイメージからサンプルディレクトリをコピーします。

server-1# mkdir /jumpstart

server-1# cp -r /export/install/sparc_9/Solaris_9/Misc/jumpstart_sample /jumpstart
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JumpStartディレクトリの共有
ネットワーク上のシステムが rulesファイルやプロファイルをアクセスできるよう
にするために、/jumpstartディレクトリを共有します。このために
は、/etc/dfs/dfstabファイルに次の行を追加します。

share -F nfs -o ro,anon=0 /jumpstart

次に、コマンド行で shareallコマンドを使用します。

server-1# shareall

エンジニアリンググループのプロファイ
ルの作成
エンジニアリングシステムの場合、eng_profファイルを /jumpstartディレクト
リに作成します。eng_profファイルのエントリは次のようになっていて、エンジニ
アリンググループのシステムにインストールされる Solaris 9ソフトウェアを定義して
います。

install_type initial_install1

system_type standalone2

partitioning default3

cluster SUNWCprog4

filesys any 512 swap5

1. アップグレードではなく、初期インストールによりインストールするよう指定しま
す。

2. エンジニアリングシステムが、スタンドアロンシステムであることを指定します。

3. JumpStartソフトウェアが、デフォルトのディスクパーティションを使用して、エ
ンジニアリングシステムに Solarisをインストールするよう指定します。

4. 開発者システムサポートソフトウェアグループをインストールするように指定しま
す。

5. エンジニアリンググループの各システムが、512Mバイトのスワップ領域を持つよ
う指定します。
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マーケティンググループのプロファイル
の作成
マーケティングシステムの場合、marketing_profファイルを /jumpstartディレ
クトリに作成します。marketing_profファイルのエントリは次のようになってい
て、マーケティンググループのシステムにインストールされる Solaris 9ソフトウェア
を定義しています。

install_type initial_install1

system_type standalone2

partitioning default3

cluster SUNWCuser4

package SUNWaudio5

1. アップグレードではなく、初期インストールによりインストールするよう指定しま
す。

2. マーケティングシステムが、スタンドアロンであることを指定します。

3. JumpStartソフトウェアが、デフォルトのディスクパーティションを使用して、
マーケティングシステムに Solarisをインストールするよう指定します。

4. エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループをインストールするように
指定します。

5. オーディオツールのデモソフトウェアパッケージを各システムに追加するよう指定
します。

rulesファイルの更新
次に、rulesファイルにルールを追加する必要があります。Solarisインストールプロ
グラムは、カスタム JumpStartインストール中、これらのルールを使用して、各シス
テムに正しいインストール (プロファイル)を選択します。

このサイトでは、各部署は独自のサブネットとネットワークアドレスを持っていま
す。エンジニアリング部はサブネット 255.222.43.0にあり、マーケティング部はサブ
ネット 255.222.44.0にあります。この情報を使用すれば、エンジニアリングシステム
とマーケティングシステムのインストール方法を制御できます。/jumpstartディレ
クトリ内の rulesファイルを編集して、サンプルのルールをすべて削除し、次の行
をファイルに追加します。

network 255.222.43.0 - eng_prof -

network 255.222.44.0 - marketing_prof -
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これらのルールは、基本的に、255.222.43.0ネットワーク上のシステムが eng_prof
プロファイルを使用してインストールされることと、255.222.44.0ネットワーク上のシ
ステムが marketing_prof プロファイルを使用してインストールされることを示し
ています。

注 –サンプルのルールでは、どのシステムが eng_profまたは marketing_profを
使用してインストールされるかをネットワークアドレスを使用して識別できます。こ
の他にも、ホスト名、メモリーサイズ、またはモデルタイプをルールのキーワードと
して使用できます。rulesファイルで使用できるキーワードのリストについては、表
28–1を参照してください。

rulesファイルの妥当性を検査する
rulesファイルとプロファイルを適切に設定した後は、checkスクリプトを実行し
て、これらのファイルを確認します。

server-1# cd /jumpstart

server-1# ./check

checkスクリプトによってエラーが検出されない場合は、rules.okファイルが作成
されます。

ネットワーク上でインストールするため
のエンジニアリングシステムの設定
/jumpstartディレクトリおよび必要なファイルを設定した後は、インストールサー
バー (server-1)で add_install_clientコマンドを使用して、インストールサー
バーから Solaris 9ソフトウェアをインストールできるようにエンジニアリングシステ
ムを設定します。server-1は、エンジニアリンググループのサブネットにとっては
ブートサーバーにも相当します。

server-1# cd /export/install/sparc_9/Solaris_9/Tools
server-1# ./add_install_client -c server-1:/jumpstart host-eng1 sun4u

server-1# ./add_install_client -c server-1:/jumpstart host-eng2 sun4u

add_install_clientコマンドで使用されるオプションの意味は次のとおりです。
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-c サーバー (server-1)と JumpStartディレクトリへのパス
(/jumpstart)を指定する

host-eng1 エンジニアリンググループのシステム名

host-eng2 エンジニアリンググループの別のシステム名

sun4u server-1をインストールサーバーとして使用するシステムのアーキテ
クチャを指定する Ultra 5システムのプラットフォームグループ

ネットワーク上でインストールするため
のマーケティングシステムの設定
次に、ブートサーバー (server-2)で add_install_clientコマンドを使用して、
ブートサーバーからブートして、インストールサーバー (server-1)から Solaris 9ソ
フトウェアをインストールするようにマーケティングシステムを設定します。

server-2# cd /marketing/boot-dir/Solaris_9/Tools
server-2# ./add_install_client -c server-1:/jumpstart host-mkt1 sun4u

server-2# ./add_install_client -c server-1:/jumpstart host-mkt2 sun4u

add_install_clientコマンドで使用されるオプションの意味は次のとおりです。

-c サーバー (server-1)と JumpStartディレクトリへのパス
(/jumpstart)を指定する

host-mkt1 マーケティンググループのシステム名

host-mkt2 マーケティンググループの別のシステム名

sun4u server-1をインストールサーバーとして使用するシステムのアーキテ
クチャを指定する Ultra 5システムのプラットフォームグループ

システムのブートと Solaris 9ソフトウェ
アのインストール
サーバーとファイルの設定が完了した後は、各システムの ok (PROM)プロンプトで
次の bootコマンドを使用して、システムをブートできます。

ok boot net - install

システムに Solarisオペレーティング環境が自動的にインストールされます。
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第 28章

カスタム JumpStartに関するリファレ
ンス情報

この章では、rulesファイル、プロファイル、および begin/finishスクリプトで使用
できるキーワードと値のリストを示します。

� 197ページの「ルールキーワードと値の説明」
� 202ページの「プロファイルキーワードと値」
� 226ページの「カスタム JumpStartの環境変数」
� 228ページの「プローブキーワードと値」

ルールキーワードと値の説明
表 28–1で、rulesファイルで使用できるルールキーワードとルール値について説明
します。rulesファイルの作成方法についての詳細は、152ページの「rulesファイ
ルの作成」を参照してください。

表 28–1ルールキーワードとルール値の説明

キーワード 値 説明

any マイナス記号 (-) あらゆるものに一致することを意味する。

arch processor_type

processor_typeに有効な値は sparc

システムのプロセッサタイプを照合する。

システムのプロセッサタイプは、uname
-pコマンドで調べることができる
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表 28–1ルールキーワードとルール値の説明 (続き)
キーワード 値 説明

disksize actual_disk_name size_range

actual_disk_name -– cxtydz (c0t3d0など)という
形式のディスク名、または特別なワード
「rootdisk」。rootdiskを使用する場合、照
合するディスクは次の順番で決定される。
� 事前にインストールされているブートイメージ

(つまり、ファクトリ JumpStartでインストー
ルされた新しいシステム)を持つディスク

� c0t3d0s0ディスク (存在する場合)
� 最初に利用可能なディスク (カーネルのプロー
ブ順で検索される)

size_range -ディスクのサイズ。Mバイト単位の範
囲 (x-x)で指定する必要がある

システムのディスクの名前とサイズを照合
する (Mバイト単位)。

例:

disksize c0t3d0 250-300

この例では、JumpStartプログラムは
c0t3d0というシステムディスクの照合
を試みる。このディスクは 250Mから
300Mバイトの情報を保持できる。

例:

disksize rootdisk 750-1000

この例では、JumpStartプログラムは
まず事前にインストールされたブート
イメージが入ったシステムディスクを
照合する。次に、c0t3d0s0ディスク
(存在する場合)を照合する。最後
に、750Mから 1Gバイトの情報を保持で
きるディスクの中で利用可能な最初のディ
スクを照合する。

注 – size_rangeを計算するときは、1Mバ
イトが 1,048,576バイトであることに注意
してください。「535Mバイト」ディスク
と明記されているディスクでも、ディスク
空間が 510Mバイトしかない場合がありま
す。535,000,000/1,048,576=510によ
り、JumpStartは「535Mバイト」ディス
クを実際には 510Mバイトのディスクと見
なします。したがって、この「535Mバイ
ト」ディスクは「530-550」の size_rangeに
は一致しません。

domainname actual_domain_name システムのドメイン名を照合する。ドメイ
ン名でネームサービスが情報を判別する方
法を制御する。

システムがインストール済みの場
合、domainnameコマンドによりシステ
ムのドメイン名を表示できる

hostaddress actual_IP_address システムの IPアドレスを照合する
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表 28–1ルールキーワードとルール値の説明 (続き)
キーワード 値 説明

hostname actual_host_name システムのホスト名を照合する。

システムがインストール済みの場
合、uname -n コマンドによりシステムの
ホスト名を表示できる

installed slice version

slice - cwtxdysz形式 (たとえば、c0t3d0s5)の
ディスクスライス名、または anyか
rootdisk。anyを使用すると、システムに接続
されたどのディスクも照合する (カーネルのプロー
ブ順)。rootdiskを使用する場合、照合するディ
スクは次の順番で決定される。
� 事前にインストールされているブートイメージ

JumpStartでインストールされた新しいシステ
ム)を持つディスク

� c0t3d0s0ディスク (存在する場合)
� 最初に利用可能なディスク (カーネルのプロー
ブ順で検索される)

version -バージョン名、あるいは anyまたは
upgrade。anyを使用すると、Solarisまたは
SunOSリリースのどれとでも照合する。upgrade
を使用すると、アップグレード可能な Solaris 2.1
以降の互換リリースのどれとでも照合する。

Solarisリリースは検出されたが、バージョンを判
断できないという場合は、返されるバージョンは
SystemVになる。

Solarisソフトウェアの特定バージョンに
対応するルートファイルシステムが存在す
るディスクを照合する。

例:

installed c0t3d0s1 Solaris_8

この例では、c0t3d0s1に Solaris 9の
ルートファイルシステムを持つシステムを
照合している

karch actual_platform_group

有効な値は、sun4m、 sun4u、 prep。システム
および対応するプラットフォームグループのリス
トは、『Solaris 9 Sunハードウェアマニュアル』
に記載されている。

システムのプラットフォームグループを照
合する。

システムがインストール済みの場合
は、arch -k コマンドまたは uname -m
コマンドにより、システムのプラット
フォームグループを表示できる
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表 28–1ルールキーワードとルール値の説明 (続き)
キーワード 値 説明

memsize physical_mem

値はMバイト単位の範囲 (x-x)または 1つのMバ
イト値で指定する

システムの物理メモリーサイズを照合する
(Mバイト単位)。

例:

memsize 64-128

この例では、64Mから 128Mバイト
の物理メモリーサイズを持つシステム
と照合している。

システムがインストール済みの場合
は、prtconfコマンド (2行目)により
システムの物理メモリーサイズを表示でき
る

model actual_platform_name システムのプラットフォーム名を照合す
る。有効なプラットフォーム名について
は、『Solaris 9 Sunハードウェアマニュア
ル』を参照してください。

インストール済みのシステムのプラット
フォーム名を見つけるには、uname -i コ
マンドか prtconfコマンド (5行目)の出
力を使用する。

注 – actual_platform_nameにスペースが含
まれている場合は、スペースを下線 (_)で
置き換える必要があります。

例:

SUNW,Sun_4_50

network network_num システムのネットワーク番号を照合する。
これは JumpStartプログラムが、システム
の IPアドレスとサブネットマスクの論理
積をとって判別する。

例:

network 193.144.2.8

この例では、IPアドレスが
193.144.2.8のシステムを照合する (サ
ブネットマスクが 255.255.255.0の場
合)
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表 28–1ルールキーワードとルール値の説明 (続き)
キーワード 値 説明

osname Solaris_x システムにすでにインストールされている
Solarisのバージョンを照合する。

例:

osname Solaris_9

この例では、JumpStartプログラムは
Solaris 9オペレーティング環境がすで
にインストールされているシステムを
照合する。

probe probe_keyword 有効なプローブキーワードまたは有効なカ
スタムプローブキーワード

例:

probe disks

この例は、システムのディスクのサイ
ズ (Mバイト)をカーネルプローブ順
に返します (c0t3d0s1、 c0t4d0s0

など)。JumpStartプログラムは環境変数
SI_DISKLIST、 SI_DISKSIZES、 SI

_NUMDISKS、および SI_TOTALDISKを設
定します。

注 – probeキーワードには、属性を照合
せず、プロファイルを実行しないという特
徴があります。このキーワードは、値を返
すだけです。したがって、probeルール
キーワードで、beginスクリプト、プロ
ファイル、および finishスクリプトは指定
できません。

プローブキーワードについては、第 25章
を参照してください。
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表 28–1ルールキーワードとルール値の説明 (続き)
キーワード 値 説明

totaldisk size_range

値はMバイト単位の範囲 (x-x)で指定する必要が
ある

システムのディスク空間の全体量 (Mバイ
ト単位)を照合する。ディスク空間の全体
量には、システムに接続されている使用可
能なディスクがすべて含まれる。

例:

totaldisk 300-500

この例では、全体として 300Mから
500Mバイトのディスク空間を持つシ
ステムと照合している。

注 – size_rangeを計算するときは、1Mバ
イトが 1,048,576バイトであることに注意
してください。「535Mバイト」ディスク
と明記されているディスクでも、ディスク
空間が 510Mバイトしかない場合がありま
す。535,000,000/1,048,576=510によ
り、JumpStartは「535Mバイト」ディス
クを実際には 510Mバイトのディスクと見
なします。したがって、この「535Mバイ
ト」ディスクは 530-550の size_rangeには
一致しません。

プロファイルキーワードと値
次の節では、プロファイルで使用できるプロファイルキーワードとプロファイル値を
説明します。プロファイル作成の詳細は、155ページの「プロファイルの作成」を参
照してください。

プロファイルキーワードのリスト
表 28–2を使用すれば、どのキーワードがユーザーのインストールに適しているかを
簡単に決定できます。プロファイルキーワードの説明で特に注記されていないかぎ
り、プロファイルキーワードは初期インストールオプションだけで使用できます。
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表 28–2プロファイルキーワード

インストール方法

プロファイルキーワード
スタンドアロンシス
テム (ネットワーク
に接続されていない)

スタンドアロンシ
ステム (ネット
ワークに接続され
ている)または
サーバー

OSサーバー アップグレード ディスク容量の再
配置を使用する
アップグレード

archive_location X X

backup_media X

boot_device X X X

client_arch X

client_root X

client_swap X

cluster (ソフトウェアグ
ループを追加する場合)

X X X

cluster (クラスタを追加ま
たは削除する場合)

X X X X X

dontuse X X X

filesys (リモートファイル
システムをマウントする場
合)

X X

filesys (ローカルファイル
システムを作成する場合)

X X X

geo X X X X X

install_type X X X X X

isa_bits X X X X X

layout_constraint X

locale X X X X X

num_clients X

package X X X X X

partitioning X X X

root_device X X X X X

system_type X X X

usedisk X X X
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プロファイルキーワードの説明と例

archive_locationプロファイルキーワード
archive_location retrieval_type location

retrieval_typeと locationの値は、フラッシュアーカイブの格納場所によって異なりま
す。retrieval_typeと locationに使用できる値や、archive_locationキーワードの使
用例については、次の各項を参照してください。

� 204ページの「ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー」
� 204ページの「HTTPサーバー」
� 206ページの「FTPサーバー」
� 207ページの「ローカルテープ」
� 207ページの「ローカルデバイス」
� 208ページの「ローカルファイル」

ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー

アーカイブがネットワークファイルシステム (NFS)サーバーに格納されている場合
は、archive_locationプロファイルキーワードに次の構文を使用します。

archive_location nfs server_name:/path/filename retry n

server_name アーカイブを格納するサーバーの名前です。

path 指定したサーバーから取得するアーカイブの場所です。このパスに
$HOSTを含めると、フラッシュインストールユーティリティは
$HOSTをインストール先のクローンシステムの名前に置き換えま
す。

filename フラッシュアーカイブファイルの名前です。

retry n 省略可能なキーワードです。nは、フラッシュユーティリティが
アーカイブのマウントを試みる最大回数です。

例:

archive_location nfs golden:/archives/usrarchive

archive_location nfs://golden/archives/usrarchive

HTTPサーバー

アーカイブが HTTPサーバーに格納されている場合は、archive_locationプロ
ファイルキーワードに次の構文を使用します。

archive_location http://server_name:port path/filename optional_keywords
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server_name アーカイブを格納するサーバーの名前です。server_nameは、ポー
ト番号でも、実行時に決定されるポート番号を持つ TCPサービス
の名前でもかまいません。

port オプションのポートです。ポートを指定しない場合、フラッシュイ
ンストールユーティリティはデフォルトの HTTPポート番号 80を
使用します。

path 指定したサーバーから取得するアーカイブの場所です。このパスに
$HOSTを含めると、フラッシュインストールユーティリティは
$HOSTをインストール先のクローンシステムの名前に置き換えま
す。

filename フラッシュアーカイブファイルの名前です。

optional_keywords フラッシュアーカイブを HTTPサーバーから取得するときに指定で
きるオプションのキーワードです。

表 28–3 optional_keywordsで使用可能なオプションのキーワード

キーワード 値の定義

auth basic user_name password アーカイブがパスワード保護された HTTPサーバーに格納されている場合は、
その HTTPサーバーへのアクセスに必要なユーザー名とパスワードをプロファ
イルに含める必要があります。

注 –カスタム JumpStartで使用しようとするプロファイルにおいてこの認証方
法を使用することは、リスクを伴います。これは、承認されていないユーザー
が、パスワードが入ったプロファイルにアクセスできる可能性があるためで
す。

timeout min timeoutキーワードには、HTTPサーバーからのデータ受信を待機する最長の
時間を分単位で指定できます。この時間に達すると、接続が切断されて、再接
続が行われ、タイムアウトが発生した地点から再開されます。timeout値と
して 0 (ゼロ)を指定すると、何も起きないため再接続されません。

タイムアウトによる再接続が発生すると、フラッシュインストールユーティリ
ティはアーカイブを取得した最後の位置からインストールの再開を試みます。
この位置でのインストールの再開が不可能な場合、アーカイブの初めから再度
データの取得が行われ、タイムアウト前に取得されたデータは破棄されます。

proxy host:port proxyキーワードを使用して、プロキシホストとプロキシポートを指定できま
す。プロキシホストを使用すると、ファイアウォール越しにフラッシュアーカ
イブを取得できます。proxyキーワードを指定する場合は、プロキシポートを
指定する必要があります。

例:

archive_location http://silver/archives/usrarchive.flar timeout 5

auth basic user_name password キーワードの例:

archive_location http://silver/archives/usrarchive.flar timeout 5 user1 secret
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FTPサーバー

アーカイブが FTPサーバーに格納されている場合は、archive_locationプロファ
イルキーワードに次の構文を使用します。

archive_location ftp://user_name:password@server_name:port path/filename optional_keywords

user_name:password プロファイルファイルにおいて、FTPサーバーにアクセスするため
に必要なユーザー名とパスワードです。

server_name アーカイブを格納するサーバーの名前です。server_nameは、ポー
ト番号でも、実行時に決定されるポート番号を持つ TCPサービス
の名前でもかまいません。

port オプションのポートです。ポートを指定しない場合、フラッシュイ
ンストールユーティリティはデフォルトの FTPポート番号 21を使
用します。

path 指定したサーバーから取得するアーカイブの場所です。このパスに
$HOSTを含めると、フラッシュインストールユーティリティは
$HOSTをインストール先のクローンシステムの名前に置き換えま
す。

filename フラッシュアーカイブファイルの名前です。

optional_keywords フラッシュアーカイブを FTPサーバーから取得するときに指定で
きるオプションのキーワードです。

表 28–4 archive_location ftpで使用可能なオプションのキーワード

キーワード 値の定義

timeout min timeoutキーワードには、FTPサーバーからのデータ受信を待機する最長の
時間を分単位で指定できます。この時間に達すると、接続が切断されて、再接
続が行われ、タイムアウトが発生した地点から再開されます。timeout値と
して 0 (ゼロ)を指定すると、何も起きないため再接続されません。

タイムアウトによる再接続が発生すると、フラッシュインストールユーティリ
ティはアーカイブを取得した最後の位置からインストールの再開を試みます。
この位置でのインストールの再開が不可能な場合、アーカイブの初めから再度
データの取得が行われ、タイムアウト前に取得されたデータは破棄されます。

proxy host:port proxyキーワードを使用して、プロキシホストとプロキシポートを指定できま
す。プロキシホストを使用すると、ファイアウォール越しにフラッシュアーカ
イブを取得できます。proxyキーワードを指定する場合は、プロキシポートを
指定する必要があります。

例:

archive_location ftp://user1:secret@silver/archives/usrarchive.flar timeout 5
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ローカルテープ

アーカイブがテープに格納されている場合は、archive_locationプロファイル
キーワードに次の構文を使用します。

archive_location local_tape device position

device フラッシュアーカイブを格納したテープドライブの名前です。デバ
イス名が正規のパスである場合は、フラッシュインストールユー
ティリティはデバイスノードへのパスからアーカイブを取得しま
す。正規のパスでないデバイス名を指定した場合は、フラッシュイ
ンストールユーティリティはパスに /dev/rmt/を加えます。

position アーカイブを保存したテープドライブ上の位置を示します。位置が
指定されないと、フラッシュインストールユーティリティはテープ
ドライブの現在の位置からアーカイブを取得します。positionを指
定することにより、テープドライブ上でアーカイブの前に開始スク
リプトまたは sysidcfgファイルを配置できます。

例:

archive_location local_tape /dev/rmt/0n 5

archive_location local_tape 0n 5

ローカルデバイス

ファイルシステム指向のランダムアクセスデバイス (フロッピーディスクや CD-ROM
など)にフラッシュアーカイブを格納した場合は、ローカルデバイスからフラッシュ
アーカイブを取得できます。archive_locationプロファイルキーワードには次の
構文を使用します。

注 –ローカルテープ用の構文を使用すると、ストリーム指向のデバイス (テープなど)
からアーカイブを取得できます。

archive_location local_device device path/filename file_system_type

device フラッシュアーカイブを格納したドライブの名前です。デバイス名
が正規のパスである場合は、デバイスは直接マウントされます。正
規のパスでないデバイス名を指定すると、フラッシュインストール
ユーティリティはパスに /dev/dsk/を加えます。

path フラッシュアーカイブへのパスです (指定したデバイス上のファイル
システムのルートからの相対的なパス)。このパスに $HOSTを含め
ると、フラッシュインストールユーティリティは $HOSTをインス
トール先のクローンシステムの名前に置き換えます。
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filename フラッシュアーカイブファイルの名前です。

file_system_type デバイス上のファイルシステムのタイプを指定します。ファイルシ
ステムのタイプを指定しない場合、フラッシュインストールユー
ティリティは、UFSファイルシステムのマウントを試みます。UFS
のマウントに失敗すると、フラッシュインストールユーティリティ
は HSFSファイルシステムのマウントを試みます。

例:

UFSファイルシステムとしてフォーマットされているローカルハードディスクから
アーカイブを取得するには、次のコマンドを使用します。

archive_location local_device c0t0d0s0 /archives/$HOST

HSFSファイルシステムを持つローカル CD-ROMからアーカイブを取得するには、次
のコマンドを使用します。

archive_location local_device c0t0d0s0 /archives/usrarchive

ローカルファイル

クローンシステムをブートしたミニルートに格納したローカルファイルのアーカイブ
を取得できます。カスタム JumpStartインストールを実施する時に、CD-ROMまたは
NFSベースのミニルートからシステムをブートします。このミニルートからインス
トールソフトウェアがロードされ、実行されます。したがって、CD-ROMまたは
NFSベースのミニルートに格納したフラッシュアーカイブは、ローカルファイルとし
てアクセスできます。archive_locationプロファイルキーワードには次の構文を
使用します。

archive_location local_file path/filename

path アーカイブの位置です。このパスは、システムを Solaris 9
INSTALLATION CDまたは Solaris 9 DVDからブートしている
間、システムにローカルファイルとしてアクセスできるものでなけ
ればなりません。Solaris 9 INSTALLATION CDまたは Solaris 9
DVDからブートしている間は、システムは /netにアクセスでき
ません。

filename フラッシュアーカイブファイルの名前です。

例:

archive_location local_file /archives/usrarchive

backup_mediaプロファイルキーワード
backup_media type path
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注 – backup_mediaは、ディスク容量の再配置が必要なアップグレードオプション
だけで使用できます。

backup_mediaは、ディスク容量不足のためにアップグレード中にディスク容量の再
配置が必要なファイルシステムのバックアップをとるために使用するメディアを定義
します。バックアップ用に複数のテープまたはフロッピーディスクが必要な場合は、
アップグレード中にテープまたはフロッピーディスクの挿入を求めるプロンプトが表
示されます。

有効な type値 有効な path値 仕様

local_tape /dev/rmt/ n アップグレードされるシステムのローカルテー
プドライブを指定する。pathは、テープドライ
ブのキャラクタ型 (raw)デバイスパスである必
要がある。nはテープドライブの番号

local_diskette /dev/rdisketten アップグレードされるシステムのローカルフ
ロッピーディスクドライブを指定する。path
は、フロッピーディスクドライブのキャラクタ
型 (raw)デバイスパスである必要がある。nは
フロッピーディスクドライブの番号

バックアップに使用するフロッピーディスクは
フォーマットされていなければならない

local_filesystem /dev/dsk/cwtxdysz

/file_system

アップグレードされるシステムのローカルファ
イルシステムを指定する。アップグレードで変
更されるローカルファイルシステムは指定でき
ない。pathは、ディスクスライスのブロックデ
バイスパスでもかまわない。たとえ
ば、/dev/dsk/c wtx dys z 内の t x は必須で
はない。あるいは、pathは /etc/vfstabファ
イルによってマウントされたファイルシステム
への絶対パスでもかまわない

remote_filesystem host:/file_system リモートシステムの NFSファイルシステムを指
定する。pathは、リモートシステム (host)の名
前または IPアドレスと、NFSファイルシステ
ム (file_system)への絶対パスを含まなければな
らない。NFSファイルシステムは、読み取り権
と書き込み権を持っている必要がある
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有効な type値 有効な path値 仕様

remote_system user@host:/directory リモートシェル (rsh)で到達できるリモートシ
ステム上のディレクトリを指定する。アップグ
レードされるシステムは、リモートシステムの
.rhostsファイル経由で、リモートシステム
にアクセスできなければならない。pathは、リ
モートシステム (host)の名前と、そのディレク
トリ (directory)への絶対パスを含まなければな
らない。ユーザーログイン (user)を指定しない
と、スーパーユーザーとしてログインされる

例:

backup_media local_tape /dev/rmt/0

backup_media local_diskette /dev/rdiskette1

backup_media local_filesystem /dev/dsk/c0t3d0s4

backup_media local_filesystem /export

backup_media remote_filesystem system1:/export/temp

backup_media remote_system user1@system1:/export/temp

boot_deviceプロファイルキーワード
boot_device device eeprom

boot_deviceには、JumpStartがルート (/)ファイルシステムをインストールするデ
バイスと、システムのブートデバイスを指定します。

boot_deviceキーワードをプロファイルに指定しない場合、インストール中にデ
フォルトで次の boot_device キーワードが指定されます。 boot_device any
update

device –以下の値のいずれかを使用して、ブートデバイスにするデバイスを指定しま
す。

� cwtxdyszまたは cxdysz - JumpStartプログラムがルート (/)ファイルシステムを
格納するディスクスライス。たとえば、c0t0d0s0。

� existing - JumpStartプログラムは、システムの既存のブートデバイスにルート
(/)ファイルシステムを格納します。

� any – JumpStartプログラムは、ルート (/)ファイルシステムを配置する場所を選
択します。システムの既存のブートデバイスを使用する場合もありますが、必要で
あれば異なるブートデバイスを選択します。

eeprom -システムの EEPROMを変更または保存する場合に選択します。
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システムの EEPROMを、指定したブートデバイスに変更または保存する場合に選択
します。

� update - JumpStartプログラムは、インストールされるシステムが自動的に指定
したブートデバイスからブートするように、システムの EEPROMをそのブートデ
バイスに変更します。

� preserve -システムの EEPROM中のブートデバイス値は変更されません。シス
テムの EEPROMを変更しないで新しいブートデバイスを指定した場合は、システ
ムが新しいブートデバイスから自動的にブートするように、システムの EEPROM
を手作業で変更する必要があります。

注 – eeprom値を使用すると、システムの現在のブートデバイスを変更した場合にシス
テムの EEPROMを更新できます。これにより、システムは新しいブートデバイスか
ら自動的にブートできます。

例:

boot_device c0t0d0s2 update

注 – boot_deviceは、ルートファイルシステムを指定する filesysキーワードと
root_deviceキーワード (指定した場合)に一致する必要があります。

client_archプロファイルキーワード
client_arch karch_value ...

client_archは、OSサーバーが、それ自体が使用するものとは異なるプラット
フォームグループをサポートすることを定義します。client_archを指定しない場
合、OSサーバーを使用するどのディスクレスクライアントも、サーバーと同じプ
ラットフォームグループでなくてはなりません。OSサーバーがサポートしてほしい
プラットフォームグループごとに指定する必要があります。

karch_valueの有効な値は、sun4mと sun4uです。プラットフォーム名と各種システ
ムについての詳細は、『Solaris 9 Sunハードウェアマニュアル』を参照してくださ
い。

注 – client_archは、system_typeに serverを指定したときだけ使用できま
す。

client_rootプロファイルキーワード
client_root root_size
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client_rootは、各クライアント用に割り当てるルート領域の大きさ (root_size、M
バイト単位)を定義します。サーバーのプロファイルに client_rootを指定しない
と、インストールソフトウェアは 1つのクライアント当たり 15Mバイトのルート領域
を割り当てます。このクライアント用のルート領域の大きさは、num_clientsキー
ワードを組み合わせて、/export/rootファイルシステム用に確保する領域の大きさ
を決定するときに使用されます。

注 – client_rootは、system_typeに serverを指定したときだけ使用できま
す。

client_swapプロファイルキーワード
client_swap swap_size

プロファイル内の client_swapは、各ディスクレスクライアントに割り当てるス
ワップ領域の大きさ (swap_size、Mバイト単位)を定義します。boot_deviceキー
ワードをプロファイルに指定しない場合、インストール中にデフォルトで次の boot
_deviceキーワードが指定されます。

例:

client_swap 64

この例は、各ディスクレスクライアントが 64Mバイトのスワップ領域を持つことを定
義します。

注 – client_swapは、system_typeに serverを指定したときだけ使用できま
す。

swapのサイズを決定する方法

プロファイルが swapのサイズを指定していない場合、JumpStartプログラムはシス
テムの物理メモリーに基づいてスワップ空間のサイズを決定します。表 28–5に、カ
スタム JumpStartインストール中に swapのサイズがどのように決定されるかを示し
ます。

表 28–5 swapのサイズの決定

物理メモリー (単位: Mバイト) スワップ領域 (単位: Mバイト)

16–64 32

64–128 64
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表 28–5 swapのサイズの決定 (続き)
物理メモリー (単位: Mバイト) スワップ領域 (単位: Mバイト)

128–512 128

512を超える場合 256

JumpStartプログラムは swapのサイズが swapが作成されるディスクの 20%を超え
ないようにします。ただし、他のファイルシステムを配置した後に空き領域が残って
いる場合を除きます。空き領域が残っている場合、JumpStartプログラムは空き領域
を swapに割り当てて、可能であれば、表 28–5に示す量を割り当てます。

注 –物理メモリーとスワップ領域の合計は、32Mバイト以上必要です。

clusterプロファイルキーワード (ソフトウェアグループ
の追加)
cluster group_name

clusterは、どのソフトウェアグループをシステムに追加するかを指定します。各ソ
フトウェアグループの group_name名は次のとおりです。

ソフトウェアグループ group_name

コアシステムサポート SUNWCreq

エンドユーザーシステムサポート SUNWCuser

開発者システムサポート SUNWCprog

全体ディストリビューション SUNWCall

全体ディストリビューションと OEM
サポート

SUNWCXall

1つのプロファイルに指定できるソフトウェアグループの数は 1つだけです。ソフト
ウェアグループは、ほかの clusterエントリおよび packageエントリよりも前に指
定する必要があります。プロファイル内の clusterでソフトウェアグループを指定
しない場合、デフォルトによりエンドユーザーシステムサポートソフトウェアグルー
プ (SUNWCuser)がシステムにインストールされます。

clusterプロファイルキーワード (クラスタの追加または
削除)
cluster cluster_name add_delete_switch

第 28章 •カスタム JumpStartに関するリファレンス情報 213



注 – cluster (クラスタの追加または削除)は、初期インストールオプションとアップ
グレードオプションの両方で使用できます。

clusterは、システムにインストールされるソフトウェアグループにクラスタを追加
または削除するかを指定します。

cluster_nameは SUNWCname形式で指定する必要があります。インストールが終了した
システムでAdmintoolを起動し、「ブラウズ」メニューから「ソフトウェア」を選択
すると、クラスタの詳細情報とクラスタ名を表示できます。

add_delete_switchは、オプション addまたは deleteを示します。このオプションを
使用すると、指定したクラスタを追加または削除できます。add_delete_switchを指定
しないと、デフォルトによって addが使用されます。

次に、アップグレード時に cluster (クラスタの追加または削除)を使用した場合の
動作を示します。

� すでにシステムにあるすべてのクラスタが自動的にアップグレードされます。

� cluster_name addを指定したが、cluster_nameがシステムにインストールされてい
なかった場合、そのクラスタがインストールされます。

� cluster_name deleteを指定したが、cluster_nameがシステムにインストールされ
ていた場合、アップグレードが開始される前にそのパッケージは削除されます。

dontuseプロファイルキーワード
dontuse disk_name ...

partitioning default が指定されると、デフォルトではシステム上のすべての使
用可能ディスクが使用されます。dontuseは、JumpStartプログラムに使用させない
ディスク (1つ以上)を指定するために使用します。disk_nameは cxt ydz形式 (たとえ
ば、c0t0d0)で指定する必要があります。

注 – 1つのプロファイルで、dontuseキーワードと usediskキーワードを同時に指
定することはできません。

filesysプロファイルキーワード (リモートファイルシス
テムのマウント)
filesys server:path server_address mount_pt_name [mount_options]

これらの値を指定して filesysを使用すると、JumpStartプログラムはインストール
されているシステムがそのブート時に自動的にリモートファイルシステムをマウント
するように設定します。filesysは 2回以上指定できます。
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例:

filesys sherlock:/export/home/user2 - /home

server:-リモートファイルシステムが存在するサーバー名 (後ろにコロンを付けます)

path –リモートファイルシステムのマウントポイント名 (例: /usr、/export/home
など)

server_address - server:pathで指定するサーバーの IPアドレス。ネットワーク上で実行
されているネームサービスがない場合、この値 server_addressを使用して、サーバーの
ホスト名とIPアドレスを登録している /etc/hostsファイルを生成できます。サー
バーの IPアドレスを指定しない場合は、マイナス記号 (-)を指定してください。たと
えば、ネットワーク上で実行中のネームサービスがある場合、サーバーの IPアドレス
を指定する必要がありません。

mount_pt_name -リモートファイルシステムをマウントするマウントポイント名

mount_options – 1つ以上のマウントオプション。これは、mount(1M)コマンドの -o
オプションと同じです。このマウントオプションは、指定された mount_pt_nameの
/etc/vfstabエントリに追加されます。

注 –複数のマウントオプションを指定する場合は、マウントオプションはスペースで
はなくコンマで区切ってください。例: ro,quota

filesysプロファイルキーワード (ローカルファイルシス
テムの作成)
filesys slice size [file_system optional_parameters]

これらの値を指定して filesysを使用すると、JumpStartプログラムによりインス
トール時にローカルファイルシステムが作成されます。filesysは 2回以上指定でき
ます。

slice –次の中から 1つを指定します。

� any – JumpStartプロファイルは、ファイルシステムを任意のディスクに配置しま
す。

注 – sizeが existing、all、free、start:size、または ignoreの場合は、any
は指定できません。

� cw txdy sz – JumpStart プログラムがファイルシステムを配置するディスクスラ
イス。たとえば、 c0t0d0s0 または c0d0s0。
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� rootdisk.sn -システムのルートディスク値が含まれる変数。224ページの「シ
ステムのルートディスクを決定する方法」に示されているように、この値は
JumpStartプログラムが決定します。拡張子 snは、ディスク上の特定のスライス
を示します。

size -次の中から 1つを使用します。

� num -ファイルシステムのサイズを num (Mバイト単位)で設定します。
� existing -既存のファイルシステムの現在のサイズを使用します。

注 – existingの値を使用すると、別の mount_pt_nameとして file_systemを指定
することによって、既存のスライス名を変更できます。

� auto –選択したソフトウェアに応じて、ファイルシステムのサイズを自動的に決
定します。

� all -指定した sliceは、そのファイルシステム用にディスク全体を使用します。こ
の値を指定すると、指定したディスク上にほかのファイルシステムは存在できませ
ん。

� free -ディスク上の残りの未使用領域をファイルシステム用に使用します。

注 – filesysの値として freeを使用する場合は、filesysはプロファイルの最
後のエントリにする必要があります。

� start:size -ファイルシステムを明示的にパーティションに分割します。startはスラ
イスが始まるシリンダであり、sizeはそのスライスのシリンダ数です。

file_system – sliceに anyまたは cwtxdyszを指定しているときに、このオプション値
を使用できます。この値を指定しないと unnamedがデフォルトで設定されますが、
この場合 optional_parameters値を指定できません。次のいずれか 1つを指定してくだ
さい。

� mount_pt_name -ファイルシステムのマウントポイント名 (例: /var)。
� swap -指定した sliceを swapとして使用します。

� overlap –指定した sliceをディスク領域 (VTOC値は V_BACKUP)を表すものと
して定義します。デフォルトでは、スライス 2はディスク全体を表すオーバーラッ
プスライスです。

注 – sizeに existing、all、または start:sizeを指定した場合だけ overlapを指
定できます。
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� unnamed -指定した sliceは rawスライスと定義されるので、sliceにはマウントポ
イント名がありません。file_systemを指定しないと、デフォルトで unnamedが設
定されます。

� ignore -指定した sliceを使用しないか、JumpStartプログラムで認識しません。
このオプションは、インストール時にディスク上の特定のファイルシステムを無視
させるために使用できます。JumpStartプログラムは、同じディスク上に同じ名前
で新しいファイルシステムを作成します。ignoreは、partitioning
existingを指定したときだけ使用できます。

optional_parameters -次のいずれか 1つを使用します。

� preserve -指定した slice上のファイルシステムを保存します。

注 – sizeに existing、sliceに cwtxdyszを指定した場合だけ preserveを指定
できます。

� mount_options - 1つ以上のマウントオプション ( mount(1M)コマンドの -oオプ
ションと同じ)。これらのマウントオプションは、指定された mount_pt_nameの
/etc/vfstabエントリに追加されます。

注 –複数のマウントオプションを指定する場合は、マウントオプションはスペー
スではなくコンマで区切ってください。例: ro,quota

geoプロファイルキーワード
geo locale

注 – geoは、初期インストールとアップグレードオプションの両方で使用できます。

geoは、システムにインストールする地域ロケールか、あるいはシステムのアップグ
レード時に追加する地域ロケールを指定します。localeに指定できる値は、次のとおり
です。

値 説明

N_Africa 北アフリカ。エジプトを含む

C_America 中央アメリカ。コスタリカ、エルサルバドル、グァテマラ、メキシ
コ、ニカラグア、パナマを含む
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値 説明

N_America 北アメリカ。カナダ、アメリカ合衆国を含む

S_America 南アメリカ。アルゼンチン、ボリビア、ブラジル、チリ、コロンビ
ア、エクアドル、パラグアイ、ペルー、ウルグアイ、ベネズエラを含
む

Asia アジア。日本、韓国、中華人民共和国、台湾、タイを含む

Ausi オーストラリア。オーストラリア、ニュージーランドを含む

C_Europe 中央ヨーロッパ。オーストリア、チェコ、ドイツ、ハンガリー、ポー
ランド、スロヴァキア、スイスを含む

E_Europe 東ヨーロッパ。アルバニア、ボスニア、ブルガリア、クロアチア、エ
ストニア、ラトビア、リトアニア、マケドニア、ルーマニア、ロシ
ア、セルビア、スロヴェニア、トルコを含む

N_Europe 北ヨーロッパ。デンマーク、フィンランド、アイスランド、ノル
ウェー、スウェーデンを含む

S_Europe 南ヨーロッパ。ギリシャ、イタリア、ポルトガル、スペインを含む

W_Europe 西ヨーロッパ。ベルギー、フランス、イギリス、アイルランド、オラ
ンダを含む

M_East 中近東。イスラエルを含む

上記の各地域ロケールを構成するコンポーネントロケール値の完全なリストは、
第 40章に記載されています。

注 –システムに追加する必要がある各ロケールごとに、geoキーワードを指定しま
す。

install_typeプロファイルキーワード
install_type initial_upgrade_flash_swith

install_typeは、システムにおいて、(既存の Solarisオペレーティング環境を)消
去して、新しい Solarisオペレーティング環境をインストールするか、既存の Solaris
オペレーティング環境をアップグレードするか、あるいは、フラッシュアーカイブを
インストールするかを定義します。

注 – install_typeは必須であり、各プロファイル内で最初のプロファイルキー
ワードとして指定する必要があります。
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initial_upgrade_flash_switchには、次のオプションのうちの 1つを使用する必要があり
ます。

� initial_install – Solarisオペレーティング環境を初期インストールすること
を指定します。

� upgrade – Solarisオペレーティング環境をアップグレードすることを指定しま
す。

� flash_install –フラッシュアーカイブをインストールすることを指定します。

注 –プロファイルキーワードの中には、initial_installオプションでしか使用で
きないものがあります。upgradeオプションでしか使用できないものもあります。ま
た、flash_installオプションでしか使用できないものがあります。

isa_bitsプロファイルキーワード
isa_bits bit_switch

isa_bitsは、64ビットまたは 32ビットの Solaris 9パッケージをインストールする
かどうかを指定します。

bit_switchは、オプション 64または 32を表します。これは、64ビットまたは 32ビッ
トのどちらの Solaris 9パッケージをインストールするかを指定するために使用しま
す。このキーワードをプロファイルに設定しないと、JumpStartプログラムによっ
て、次のものがインストールされます。

� UltraSPARC™システムの場合は 64ビットパッケージ
� それ以外のシステムの場合は 32ビットパッケージ

注 – isa_bitsキーワードを使用する場合は、Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDまたは
Solaris 9 DVD上の solaris_9/Misc/jumpstart_sampleディレクトリの最新の
checkスクリプトを使用する必要があります。

layout_constraintプロファイルキーワード
layout_constraint slice constraint [minimum_size]

注 – layout_constraintは、ディスク容量の再配置が必要なアップグレードオプ
ションだけで使用できます。

layout_constraintは、ファイルシステムがディスク容量不足のためにアップグ
レード中にディスク容量を再配置する必要がある場合に、制約付き自動配置がファイ
ルシステムで行われることを示します。
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layout_constraintキーワードを指定しないと、次のように配置されます。

� アップグレード用により多くの容量を必要とするファイルシステムは、changeable
とマークされます。

� より多くの容量を必要とするファイルシステムと同じディスク上にあるファイルシ
ステム (/etc/vfstab ファイルでマウントされる) も changeable とマークされま
す。

� 残りのファイルシステムは fixedとマークされます。これは、自動配置がこれらの
ファイルシステムを変更できないためです。

1つ以上の layout_constraintキーワードを指定すると、次のように配置されま
す。

� アップグレード用により多くの容量を必要とするファイルシステムは、changeable
とマークされます。

� layout_constraintキーワードを指定したファイルシステムは、指定した制約
がマークされます。

� 残りのファイルシステムは、fixedとマークされます。

アップグレードにより多くの容量を必要とするファイルシステムの制約は変更できま
せんが (changeableとマークされなければならない)、このようなファイルシステムに
layout_constraintキーワードを使用すれば、その minimum_size値を変更できま
す。

注 –自動配置がディスク容量の再配置を行う際には、より多くのファイルシステム、
特にアップグレード用により多くの容量を必要とするファイルシステムと同じディス
ク上にあるファイルシステムを、changeableまたは movableであると選択します。

slice –これは、制約を指定するファイルシステムのディスクスライスです。システム
のディスクスライスは cwtxdysz形式で指定する必要があります。

constraint -指定したファイルシステムに対して、次のいずれか 1つの制約を選択しま
す。

� changeable -自動配置はファイルシステムをほかの場所に移動して、そのサイズ
を変更できます。この制約は、/etc/vfstabファイルによってマウントされた
ファイルシステムにしか指定できません。minimum_size値を指定すれば、ファイ
ルシステムのサイズを変更できます。

ファイルシステムを changeableとマークして、minimum_size値を指定しない
と、そのファイルシステムの最小サイズは、必要な最小サイズより 10%大きな値
に設定されます。たとえば、ファイルシステムの最小サイズが 100Mバイトの場
合、変更されるサイズは 110Mバイトになります。minimum_sizeを指定した場
合、残りの空き領域 (元のサイズから最小サイズを引いたもの)はほかのファイル
システム用に使用されます。

� movable –自動配置はファイルシステムを (同じディスクまたは異なるディスク上
の)ほかのスライスに移動できますが、サイズは変更しません。
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� available -自動配置は、ファイルシステムのすべての領域を使用して領域を割
り当て直します。ファイルシステムのすべてのデータは失われます。この制約
は、/etc/vfstabファイルでマウントされないファイルシステムだけに指定でき
ます。

� collapse -自動配置は、指定したファイルシステムをその親ファイルシステムに
移動して閉じこめます。このオプションは、アップグレードの一部としてシステム
上のファイルシステム数を減らすために使用できます。たとえば、システムにファ
イルシステム /usrと /usr/shareが存在する場合、/usr/shareファイルシス
テムを閉じ込めると、このファイルシステムは /usr (その親)に移動します。この
制約は、/etc/vfstabファイルでマウントされるファイルシステムにしか指定で
きません。

minimum_size -この値は、自動配置がディスク容量を再配置するときに、ファイルシ
ステムに割り当てる最小サイズを指定します (基本的にファイルシステムのサイズを
変更する)。まだ割り当てられていない領域が追加される場合、ファイルシステムのサ
イズは最終的にこの指定した値より大きくなる可能性があります。しかし、指定され
る値よりサイズが小さくなることはありません。minimum_size値は省略可能です。こ
のオプション値を使用できるのは、ファイルシステムを changeableとマークした場合
だけです。最小サイズは、ファイルシステムの既存の内容に必要なサイズより小さい
値には設定できません。

例:

layout_constraint c0t3d0s1 changeable 200

layout_constraint c0t3d0s4 movable

layout_constraint c0t3d1s3 available

layout_constraint c0t2d0s1 collapse

localeプロファイルキーワード
locale locale_name

注 – localeは、初期インストールとアップグレードオプションの両方で使用できま
す。

localeは、指定した locale_nameに対して、どのロケールパッケージをインストール
(アップグレードの場合は追加)するかを指定します。locale_name値は、$LANG環境変
数で使用されるのと同じです。有効なロケールの値については、第 40章を参照して
ください。

localキーワードを使用する場合は、次の点を考慮してください。

� デフォルトロケールを事前設定している場合は、そのロケールは自動的にインス
トールされます。English言語パッケージはデフォルトでインストールされます。
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� localeキーワードは、システムに追加するロケールごとに指定できます。

num_clientsプロファイルキーワード
num_clients client_num

サーバーがインストールされているときには、各ディスクレスクライアントのルート
(/)と swapファイルシステムにディスク空間が割り当てられます。num_clients
は、サーバーがサポートするディスクレスクライアント数 (client_num)を定義しま
す。num_clientsを指定しないと、デフォルトで 5つのディスクレスクライアント
が割り当てられます。

注 – num_clientsは、system_typeが serverとして指定されているときだけ使
用できます。

packageプロファイルキーワード
package package_name [add_delete_switch]

注 – packageは、初期インストールとアップグレードオプションの両方で使用でき
ます。

packageは、システムにインストールするソフトウェアグループにパッケージを追加
または削除するかを指定します。

package_nameは、SUNWname形式で指定する必要があります。パッケージとその名前
の詳細を表示するには、インストール済みシステムで pkginfo -l コマンドを使用し
ます。

add_delete_switchは、addまたは deleteオプションを表します。このオプション
は、指定のパッケージを追加または削除するかを指定します。add_delete_switchを指
定しないと、デフォルトによって addが使用されます。

注 –いくつかのパッケージは必須であり、削除できないものもあります。各国語対応
パッケージを個々に追加または削除するとき、packageプロファイルキーワードは使
用できません。各国語対応パッケージを追加するには、localeプロファイルキー
ワードを使用します。

アップグレードに packageを使用すると、次の処理が行われます。

� すでにシステム上にあるすべてのパッケージが自動的にアップグレードされます。
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� package_name addを指定したが、package_nameがシステムにインストールされて
いなかった場合は、そのパッケージがインストールされます。

� package_name deleteを指定したが、package_nameがシステムにインストールされ
ていた場合、アップグレードが開始される前にそのパッケージは削除されます。

� package_name deleteを指定したが、package_nameがシステムにインストールされ
ていない場合、インストールするように指定したクラスタの一部にそのパッケージ
が含まれていると、パッケージはインストールされません。

partitioningプロファイルキーワード
partitioning type

partitioningは、インストール時にファイルシステム用にディスクをスライスに分
割する方法を定義します。

type –次の中から 1つを指定します。

� default – JumpStartプログラムはディスクを選択して、指定したソフトウェアを
インストールするファイルシステムを作成します。ただし、filesysキーワード
で指定したファイルシステムを除きます。rootdiskが最初に選択され、指定し
たソフトウェアが rootdiskに収まらない場合は、さらに別のディスクが使用さ
れます。

� existing – JumpStartプログラムは、システムのディスク上にある既存のファイ
ルシステムを使用します。/、/usr、/usr/openwin、/opt、/varを除く、す
べてのファイルシステムが保存されます。JumpStartプログラムは、ファイルシス
テムのスーパーブロックにある最後のマウントポイントフィールドを使用して、ス
ライスがどのファイルシステムのマウントポイントを表しているかを判断します。

注 – filesys プロファイルキーワードと partitioning existing を組み合わ
せる場合、sizeは existingである必要があります。

� explicit – JumpStartプログラムは、ディスクを使用し、filesysキーワード
で指定されるファイルシステムを作成します。filesysキーワードでルート (/)
ファイルシステムだけを指定した場合、すべての Solarisソフトウェアがルート
ファイルシステムにインストールされます。

注 – explicitプロファイル値を使用するときには、filesysプロファイルキー
ワードを使用して、使用するディスクと作成するファイルシステムを指定してくだ
さい。

プロファイルで partitioningを指定しないと、デフォルトで defaultタイプの
パーティションが使用されます。
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root_deviceプロファイルキーワード
root_device slice

注 – root_deviceは、初期インストールとアップグレードオプションの両方で使用
できます。

root_deviceは、システムのルートディスクを指定します。詳細は、224ページの
「システムのルートディスクを決定する方法」を参照してください。

システムをアップグレードする場合、root_deviceは指定されるルート (/)ファイ
ルシステムおよびその /etc/vfstabファイルでマウントされるファイルシステムが
アップグレードされることを示します。システム上で複数のルートファイルシステム
がアップグレードできる場合は、root_deviceを指定する必要があります。sliceは
cwtxdysz形式で指定する必要があります。

例:

root_device c0t0d0s2

root_deviceキーワードを使用する場合は、次の点を考慮してください。

� 1つだけのディスクを持つシステムで root_deviceを指定する場合、root
_deviceとディスクが一致する必要があります。また、ルートファイルシステム
を指定する任意の filesysキーワードは、root_deviceと一致する必要があり
ます。

� ミラーをアップグレードする場合、root_deviceに指定する値はミラーの一方で
ある必要があります。他方のミラーは自動的にアップグレードされます。

システムのルートディスクを決定する方法

システムのルートディスクは、ルート (/)ファイルシステムを含むシステム上のディ
スクです。プロファイル内では、JumpStartプログラムがシステムのルートディスク
を設定するディスク名の代わりに、この rootdisk変数を使用できます。表 28–6
に、JumpStartプログラムがインストール用にシステムのルートディスクを決定する
方法を説明しています。

注 –システムのルートディスクサイズが確認されるのは、初期インストール時だけで
す。アップグレードの場合、システムのルートディスクは変更できません。
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表 28–6 JumpStartがシステムのルートディスクを決定する方法 (初期インストールのみ)

手順 動作

1 プロファイル内で root_deviceキーワードが指定されている場合、JumpStartプ
ログラムは rootdiskをルートデバイスに設定します。

2 プロファイル内で、rootdiskが設定されていなくて、boot_deviceキーワード
が指定されている場合、JumpStartプログラムは rootdiskをブートデバイスに設
定します。

3 プロファイル内で rootdisk が設定されていなくて、filesys cwtxdysz size /
エントリが指定されている場合、JumpStartプログラムは rootdiskをエントリで
指定されたディスクに設定します。

4 プロファイル内で、rootdiskが設定されていなくて、rootdisk.snエントリが
指定されている場合、JumpStartプログラムはシステムのディスクで、(カーネルの
プローブ順で)指定したスライス上の既存のルートファイルシステムを検索します。
ディスクが見つかった場合、JumpStartプログラムは見つかったディスクに
rootdiskを設定します。

5 プロファイル内で、rootdisk が設定されていなくて、partitioning existing
が指定されている場合、JumpStartプログラムはシステムのディスクで、(カーネル
のプローブ順で)既存のルートファイルシステムを検索します。ルートファイルシス
テムが見つからなかった場合、あるいは複数のルートファイルシステムが見つかっ
た場合は、エラーが発生します。ルートファイルシステムが見つかった場
合、JumpStartプログラムは見つかったディスクに rootdiskを設定します。

6 プロファイル内で rootdiskが設定されていない場合、JumpStartプログラムは、
ルートファイルシステムがインストールされるディスクに rootdiskを設定しま
す。

system_typeプロファイルキーワード
system_type type_switch

system_typeは、インストールするシステムのタイプを定義します。

type_switchは、オプション standaloneまたは serverを表します。このオプショ
ンは、Solarisソフトウェアをインストールするシステムのタイプを指定するために使
用します。system_typeをプロファイルに指定しないと、デフォルトによって
standaloneが使用されます。

usediskプロファイルキーワード
usedisk disk_name ...

partitioning default を指定すると、デフォルトではシステム上のすべての使用
可能ディスクが使用されます。usediskプロファイルキーワードには、JumpStartプ
ログラムに使用させる 1つ以上のディスクを指定します。disk_nameは、cxtydzまた
は cydz形式 (たとえば c0t0d0または c0d0s0)で指定する必要があります。
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プロファイルで usediskを指定すると、JumpStartプログラムは usediskキーワー
ドで指定したディスクだけを使用します。

注 –同じプロファイルに usediskキーワードと dontuseキーワードを同時に指定
することはできません。

カスタム JumpStartの環境変数
beginおよび finishスクリプトには、環境変数を使用できます。たとえば、beginスク
リプトは、ディスクサイズ (SI_DISKSIZES)を抽出し、実際のディスクサイズに基づ
いてシステムに特定のパッケージをインストールするかどうかを決定できます。

システムについて収集された情報は、これらの環境変数に格納されます。これらの変
数は、通常、rulesファイルに使用するルールキーワードと値によって設定するかど
うかが決まります。

たとえば、システムにすでにインストールされているオペレーティングシステムにつ
いての情報は、installedキーワードの使用後 SI_INSTALLEDによってしか入手で
きません

表 28–7は、これらの変数とその値を説明しています。

表 28–7インストール環境変数

環境変数 値

CHECK_INPUT JumpStartディレクトリ内の rulesファイルへのパス。ファイルは
/tmp/install_config/rulesにマウントされます。

HOME インストール時のスーパーユーザーのホームディレクトリ (/tmp/root)

PATH インストール時のシェル検索パス (/sbin:/usr/sbin/install.d:/usr
:/usr/sbin:/usr/bin )

SI_ARCH インストールクライアントのハードウェアアーキテクチャー。この変数
は、rulesファイルで archキーワードを使用する場合に設定します。

SI_BEGIN beginスクリプトを使用している場合は、その名前

SI_CLASS インストールクライアントをインストールするために使用されるプロファイル
の名前

SI_CONFIG_DIR JumpStartディレクトリへのパス。ディレクトリは /tmp/instal_configに
マウントされます。
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表 28–7インストール環境変数 (続き)
環境変数 値

SI_CONFIG_FILE JumpStartディレクトリ内の rulesファイルへのパス。ファイルは
/tmp/install_config/rulesにマウントされます。

SI_CONFIG_PROG rulesファイル

SI_CUSTOM_PROBES_FILE custom_probes.okファイル。ここには、独自のルールキーワードやプロー
ブキーワードを定義できます。custom_probes.okファイルを作成して使用
すると、デフォルトのルールキーワードのリストを拡張できます (197ページの
「ルールキーワードと値の説明」を参照)。また、このファイルを使用すると、
デフォルトのプローブキーワードのリストも拡張できます (228ページの「プ
ローブキーワードと値」を参照)。

SI_DISKLIST コンマで区切られた、インストールクライアント上のディスク名のリスト。こ
の変数は、rulesファイルで disksizeキーワードを使用して照合する場合
に設定します。SI_DISKLIST および SI_NUMDISKS 変数は、 rootdisk
(224ページの「システムのルートディスクを決定する方法」を参照)に使用す
る物理ディスクを判断するために使用します。

SI_DISKSIZES コンマで区切られた、インストールクライアント上のディスクサイズのリス
ト。この変数は、rulesファイルで disksizeキーワードを使用して照合す
る場合に設定します。

SI_DOMAINNAME ドメイン名。この変数は、rulesファイルで dommainnameキーワードを使用
して照合する場合に設定します。

SI_FINISH finishスクリプトを使用する場合はその名前

SI_HOSTADDRESS インストールクライアントの IPアドレス

SI_HOSTID インストールクライアントの Ethernetアドレス

SI_HOSTNAME インストールクライアントのホスト名。この変数は、rulesファイルで
hostnameキーワードを使用して照合する場合に設定します。

SI_INSTALLED 特定のオペレーティングシステムが入っているディスクのデバイス名 (Solaris
、SunOS、System Vなど)。この変数は、rulesファイルで installedキー
ワードを使用して照合する場合に設定します。SI_INST_OSと SI_INST_VER
は、SI_INSTALLEDの値を決定するために使用します。

SI_INST_OS オペレーティングシステムの名前。SI_INST_OSと SI_INST_VERは、SI
_INSTALLEDの値を決定するために使用します。

SI_INST_VER オペレーティングシステムのバージョン。SI_INST_OSと SI_INST_VER
は、SI_INSTALLEDの値を決定するために使用します。

SI_KARCH インストールクライアントのカーネルアーキテクチャー。この変数は、rules
ファイルで karchキーワードを使用して照合する場合に設定します。

SI_MEMSIZE インストールクライアントの物理メモリーの量。この変数は、rulesファイル
で memsizeキーワードを使用して照合する場合に設定します。
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表 28–7インストール環境変数 (続き)
環境変数 値

SI_MODEL インストールクライアントのモデル名。この変数は、rulesファイルで SI
_MODELキーワードを使用して照合する場合に設定します。

SI_NETWORK インストールクライアントのネットワーク番号。この変数は、rulesファイル
で networkキーワードを使用して照合する場合に設定します。

SI_NUMDISKS インストールクライアントのディスク数。この変数は、rulesファイルで
disksizeキーワードを使用して照合する場合に設定します。SI_NUMDISKS
および SI_DISKLIST変数は、rootdiskに使用する物理ディスクを決定する
ために使用します (rootdiskについては 224ページの「システムのルート
ディスクを決定する方法」を参照)。

SI_OSNAME Solaris 9ソフトウェアイメージのオペレーティングシステムリリース。この変
数は、たとえば、Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDイメー
ジ上のオペレーティングシステムのバージョンに基づいてシステムに Solaris
ソフトウェアをインストールする場合にスクリプト内に指定できます。

SI_PROFILE マウントされた JumpStartディレクトリ内のプロファイルへのパス。このパス
は /tmp/install_config/profile_nameです。派生プロファイルを作成する
場合は、SI_PROFILEに /tmp/install.inputファイルが設定されます。

SI_ROOTDISK 論理名 rootdiskによって表されるディスクのデバイス名。この変数
は、rulesファイルで disksizeまたは installedキーワードを
rootdiskに設定した場合に設定します。

SI_ROOTDISKSIZE 論理名 rootdiskによって表されるディスクのサイズ。この変数は、rules
ファイルで disksizeまたは installedキーワードを rootdiskに設定し
た場合に設定します。

SI_SYS_STATE /a/etc/.sysIDtool.stateファイル。finishスクリプトにこのファイルを
指定すれば、システムのリブート時に sysidrootプログラムからスーパー
ユーザーのパスワードを入力するように求めるプロンプトを表示しないように
することができます。

SI_TOTALDISK インストールクライアント上のディスク容量の合計。この変数は、rulesファ
イルで totaldiskキーワードを使用して照合する場合に設定します。

SHELL インストール時のデフォルトシェル (/sbin/sh)

TERM インストールクライアントの端末タイプ

TZ NISまたは NIS+ネームサービスに指定されているデフォルトの時間帯

プローブキーワードと値
表 28–8は、各ルールキーワードと対応するプローブキーワードを説明しています。
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注 –プローブキーワードは、rulesファイルの最初、またはその近くに指定してくだ
さい。

表 28–8プローブキーワードの説明

ルールキーワード 対応するプローブ
キーワード

プローブキーワードの説明

any なし

arch arch カーネルアーキテクチャー (SPARC)を判断して SI_ARCHを設定します。

disksize disks システムのディスクサイズ (Mバイト)をカーネルプローブ順
(c0t3d0s0、c0t3d0s1、c0t4d0s0)で返します。disksizeは、SI
_DISKLIST、SI_DISKSIZES、SI_NUMDISKS、および SI_TOTALDISK を
設定します。

domainname domainname システムの NISまたは NIS+ドメイン名、あるいは空白を返して、SI
_DOMAINNAME を設定しますdomainname キーワードは domainname
(1M)の出力を返します。

hostaddress hostaddress システムの IPアドレス (lo0ではない ifconfig(1M) -aの出力にリストさ
れた最初のアドレス)を返して、SI_HOSTADDRESSを設定します。

hostname hostname システムのホスト名 (uname(1) -nからの出力)を返して、SI_HOSTNAME
を設定します。

installed installed システムにインストールされた Solarisオペレーティング環境のバージョン
名を返して、SI_ROOTDISKと SI_INSTALLEDを設定します。

Solarisリリースは検出されたが、バージョンを判断できないという場合は、
返されるバージョンは SystemVになります。

karch karch システムのプラットフォームグループ (sun4m、および sun4など)を返
し、SI_KARCHを設定します。プラットフォーム一覧については、『Solaris
9 Sunハードウェアマニュアル』を参照してください。

memsize memsize システム上の物理メモリーのサイズ (Mバイト)を返して、SI_MEMSIZEを
設定します。

model model システムのプラットフォーム名を返して、SI_MODELを設定します。プラッ
トフォーム名のリストについては、『 Solaris 9 Sunハードウェアマニュア
ル』を参照してください。

network network システムのネットワーク番号を返します。これは JumpStartプログラムがシ
ステムの IPアドレスとサブネットマスクの論理和をとって判断します。シ
ステムの IPアドレスとサブネットマスクは、lo0ではない ifconfig(1M)
-a出力にリストされた最初のアドレスから抽出されます。networkキー
ワードは SI_NETWORKも設定します。
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表 28–8プローブキーワードの説明 (続き)
ルールキーワード 対応するプローブ

キーワード
プローブキーワードの説明

osname osname CDで検出された Solarisオペレーティング環境のバージョンおよびオペレー
ティングシステム名を返して、SI_OSNAMEを設定します。

Solarisリリースは検出されたが、バージョンを判断できないという場合は、
返されるバージョンは SystemVになります。

rootdisk システムのルートディスクの名前とサイズ (Mバイト)を返して、SI
_ROOTDISKを設定します。

totaldisk totaldisk システム上のディスク領域の合計 (Mバイト)を返して、SI_TOTALDISKを
返します。ディスク容量の合計には、システムに接続された操作可能なディ
スクすべてが含まれます。
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第 29章

Solaris Live Upgrade (トピック)

この章では、Solaris Live Upgradeを使って非アクティブブート環境を作成し、これ
をアップグレードしてアクティブブート環境に切り替える方法について説明します。

第 30章 Solaris Live Upgradeの概要情報を提供します。

第 31章 ブート環境の作成に必要な情報を提供します。

第 32章 Solaris Live Upgradeのインストール方法、メニューの
使用方法、ブート環境の作成方法について説明します。

第 33章 オペレーティングシステムのアップグレード方法、ブー
ト環境にフラッシュアーカイブをインストールする方
法、ブート環境をアクティブにする方法、アップグレー
ド時に障害が発生した場合のスムーズな修復方法につい
て説明します。

第 34章 ブート環境の管理と状態使用の表示方法について説明し
ます。

第 35章 Solaris Live Upgradeの実例を提示します。

第 36章 Solaris Live Upgradeコマンドの一覧を提示します。
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第 30章

Solaris Live Upgradeの概要

この章では、Solaris Live Upgradeの実行手順について説明します。

注 –このマニュアルでは「スライス」という用語を使用しますが、一部の Solarisの
マニュアルとプログラムでは、スライスのことを「パーティション」と呼んでいる場
合があります。

Solaris Live Upgradeの紹介
Solaris Live Upgradeを利用してオペレーティングシステムをアップグレードする
と、従来アップグレードのために費やしていたサービス停止時間を大幅に短縮できま
す。このソフトウェアでは、現在動作しているブート環境を複製し、その複製元の
ブート環境を動作させたまま複製された環境をアップグレードできます。アップグ
レードする代わりに、フラッシュアーカイブをブート環境にインストールすることも
可能です。環境をアップグレードしても、フラッシュアーカイブをインストールして
も、元のシステム構成は影響を受けずに支障なく機能します。これらの処理の後、シ
ステムをリブートすると、複製のブート環境がアクティブ化されて、アクティブな
ブート環境になります。何か問題が発生しても、対応できるようになっています。リ
ブートするだけで元のブート環境に戻すことができるので、テストや評価処理のため
のサービス停止時間を削減することができます。

Solaris Live Upgradeを使用すると、現在動作しているシステムに影響を与えずに、
ブート環境のコピーを作成して、次のような作業を行うことができます。

� システムのアップグレード

� 新しいブート環境のディスク構成（ファイルシステムのタイプ、サイズ、および配
置）の変更

233



� 異なるイメージを持つ複数のブート環境の保守。たとえば、現在のパッチを持つ
ブート環境を作成して、同時に、Updateリリースを持つブート環境を作成できま
す。

Solaris Live Upgradeを使用するには、システム管理についての基礎的な事柄を理解
しておく必要があります。ファイルシステムの管理、マウント、ブート、スワップの
管理など、システム管理作業に関する基本的な情報については、『Solarisのシステム
管理 (基本編)』を参照してください。

Solaris Live Upgradeの実行手順
次に、非アクティブなブート環境を作成して、この環境をアップグレードし、アク
ティブなブート環境になるように切り替えるために必要な作業の概要を示します。

ブート環境の作成 (概要)
ブート環境を作成すると、クリティカルなファイルシステムをアクティブなブート環
境から新しいブート環境にコピーできます。必要であれば、ディスクを編成し直し
て、ファイルシステムをカスタマイズし、クリティカルなファイルシステムを新しい
ブート環境にコピーします。

ファイルシステムの概要

Solaris Live Upgradeはファイルシステムをクリティカルなファイルシステムと共有
可能なファイルシステムの 2種類に区別します。クリティカルなファイルシステムと
は、Solarisオペレーティング環境に必須であり、アクティブなブート環境と非アク
ティブなブート環境の vfstabにおいて別々のマウントポイントを持つファイルシス
テムのことです。たとえば、ルート (/)、/usr、 /var、または /opt がクリティカ
ルなファイルシステムの例です。これらのファイルシステムは常に、ソースブート環
境から非アクティブなブート環境にコピーされます。クリティカルなファイルシステ
ムのことを「共有不可能」と呼ぶこともあります。共有可能なファイルシステムと
は、/exportのように、アクティブなブート環境と非アクティブなブート環境の両方
の vfstabにおいて同じマウントポイントを持つユーザー定義ファイルのことです。
したがって、アクティブなブート環境内の共有ファイルを更新すると、非アクティブ
なブート環境のデータも更新されます。新しいブート環境を作成するとき、共有可能
なファイルシステムはデフォルトで共有されます。しかし、コピー先のスライスを指
定した場合、そのファイルシステムは (共有されずに)コピーされます。共有可能な
ファイルシステムについての詳細は、253ページの「共有可能なファイルシステムの
スライスを選択するための指針」を参照してください。

スワップは、共有可能なファイルシステムの中でも特別なものです。他の共有可能な
ファイルシステムと同様に、すべてのスワップスライスはデフォルトで共有されま
す。しかし、スワップ用のディレクトリを指定した場合、スワップスライスは (共有
されずに)コピーされます。このためには、キャラクタ型ユーザーインタフェースま
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たはコマンド行を使用して、lucreate(1M)に -mオプションを指定して実行しま
す。スワップスライスを分割したりマージしたりするには、現在のブート環境 (-sオ
プションを使用した場合はソースブート環境)以外のブート環境では、スワップスラ
イスが使用中であってはならないという制限があります。スワップスライスが他の
ブート環境によって使用されている場合、スワップスライスのファイルシステムの種
類 (swap、ufsなど)にかかわらず、ブート環境の作成は失敗します。スワップスラ
イスは必須ではありません。スワップを構成し直す手順については、「ブート環境を
作成する (キャラクタインタフェース)」の手順 9、または271ページの「ブート環境
を作成しスワップを再構成する (コマンド行インタフェース)」を参照してください。

注 –ブート環境のファイルシステムを作成する場合のルールは、Solarisオペレーティ
ング環境のファイルシステムを作成する場合と同じです。Solaris Live Upgradeで
は、クリティカルなファイルシステムに無効な構成を作成してしまうことを回避でき
ません。たとえば、lucreateコマンドを用いて、ルート (/)と /kernelを別々の
ファイルシステムに作成することができますが、このようにルート (/)を分割するの
は誤りです。

ファイルシステムのコピー

新しいブート環境を作成するには、クリティカルなファイルシステムを他のスライス
にコピーする必要があります。新しいブート環境を作成する前には、ディスクを準備
する必要がある場合もあります。ディスクをチェックして、適切にフォーマットされ
ていることを確認します。

� スライスがファイルシステムをコピーできるだけの十分な大きさであることを確認
します。

� ブート環境間でコピーするのではなく、共有したいディレクトリが入っているファ
イルシステムを確認します。ディレクトリを共有したい場合、新しいブート環境を
作成して、ディレクトリを固有のスライスに配置する必要があります。この時点
で、この新しいスライスは将来のブート環境と共有できます。異なるファイルシス
テムを作成して共有する方法についての詳細は、253ページの「共有可能なファイ
ルシステムのスライスを選択するための指針」を参照してください。

新しいブート環境を作成するには、まず、クリティカルなファイルシステムをコピー
できる未使用のスライスが存在することを確認します。スライスが使用できないかあ
るいは最小限の要件を満たしていない場合は、新しいスライスをフォーマットする必
要があります。メニューからスライスをフォーマットする手順については、「ブート
環境を作成する (キャラクタインタフェース)」の手順 6を参照してください。

スライスを定義した後、ファイルシステムをディレクトリにコピーする前に、新しい
ブート環境上のファイルシステムを再構成できます。ファイルシステムを分割および
マージすることによってvfstabを簡単に編集でき、ファイルシステムを再構成する
ことができます。ファイルシステムは、同じマウントポイントを指定して親ディレク
トリにマージすることも、異なるマウントポイントを指定して親ディレクトリから分
割することも可能です。
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ファイルシステムを分割およびマージする手順については、次の節を参照してくださ
い。

� 「ブート環境を作成する (キャラクタインタフェース)」の手順 8または手順 7
� 269ページの「ブート環境を作成しファイルシステムを分割する (コマンド行イン
タフェース)」

� 267ページの「ブート環境を作成しファイルシステムをマージする (コマンド行イ
ンタフェース)」

非アクティブなブート環境でファイルシステムを構成した後は、自動コピーを開始し
ます。クリティカルなファイルシステムは、指定された宛先ディレクトリにコピーさ
れます。共有可能なファイルシステムは (それらの一部をコピーするように指定しな
い限り)コピーされずに共有されます。ファイルシステムをアーカイブから非アク
ティブなブート環境にコピーするとき、ファイルは新たに定義されたディレクトリに
コピーされるので、アクティブなブート環境は変更されません。新しいブート環境の
作成手順については、259ページの「新しいブート環境の作成」を参照してくださ
い。

次の図に、さまざまな方法で新しいブート環境を作成する例を示します。

� 図 30–1に、クリティカルなファイルシステムのルート (/)を同じまたは別のディ
スク上のスライスにコピーして、新しいブート環境を作成する方法を示します。ア
クティブなブート環境は、既存のスライス上にルート (/)を持っています。新しい
ブート環境は、新しいスライス上にルート (/)の複製を持っています。ファイルシ
ステム /swapおよび /export/homeはアクティブなブート環境と非アクティブ
なブート環境で共有されます。
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図 30–1非アクティブなブート環境の作成—ルート (/)からルート (/)へのコピー

� 図 30–2に、クリティカルなファイルシステムを同じまたは別のディスク上の複数
のスライスに分割およびコピーして、新しいブート環境を作成する方法を示しま
す。アクティブなブート環境は、既存のスライス上にルート (/)を持っています。
このスライスでは、ルート (/)内に、/usr、/var、および /optディレクトリが
あります。新しいブート環境では、ルート (/)は分割され、/usrと /optは別の
スライスに配置されています。ファイルシステム /swapと /export/homeは両
方のブート環境で共有されます。
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図 30–2非アクティブなブート環境の作成—ファイルシステムの分割

� 図 30–3に、クリティカルなファイルシステムをマージし、同じまたは別のディス
ク上のスライスにコピーして、新しいブート環境を作成する方法を示します。アク
ティブなブート環境では、ルート (/)、 /usr、/var、および /opt がそれぞれ別
のスライス上にあります。新しいブート環境では、/usrと /optはルート (/)と
同一のスライス上にマージされます。ファイルシステム /swapと /export/home
は両方のブート環境で共有されます。
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図 30–3非アクティブなブート環境の作成—ファイルシステムのマージ

ブート環境のアップグレード (概要)
ブート環境を作成した後、アップグレードを行うまでそのブート環境は変更されませ
ん。ブート環境のアップグレードはいつでも実行できます。アップグレードを行なっ
ても、アクティブなブート環境内のファイルには影響ありません。準備が整った時点
で、新しいリリースをアクティブにします。図 30–4に、非アクティブなブート環境
のアップグレードの例を示します。ブート環境のアップグレード手順については、
第 33章を参照してください。
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図 30–4非アクティブなブート環境のアップグレード

アップグレードのかわりにフラッシュアーカイブを用いてブート環境にインストール
することもできます。フラッシュインストール機能を利用すると、マスターシステム
と呼ばれるシステム上に Solarisオペレーティング環境のリファレンスインストールを
1つ作成できます。続いて、クローンシステムと呼ばれる多数のシステム上にこのイ
ンストールを複製できます。この場合、非アクティブなブート環境はクローンシステ
ムです。フラッシュインストール機能についての詳細は、第 16章を参照してくださ
い。
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フラッシュアーカイブをシステムにインストールするとき、初期インストールの場合
と同じように、アーカイブは既存のブート環境にあるすべてのファイルを置き換えま
す。図 30–5に、非アクティブなブート環境におけるフラッシュアーカイブのインス
トールを示します。フラッシュアーカイブのインストール手順については、286ペー
ジの「ブート環境へのフラッシュアーカイブのインストール」を参照してください。

図 30–5フラッシュアーカイブのインストール

ブート環境のアクティブ化 (概要)
新しいブート環境に切り換えてアクティブにする準備ができたら、新しいブート環境
をアクティブにしてリブートするだけです。新しいブート環境をアクティブにする
と、そのブート環境はブート可能になります。新たに作成したブート環境を初めて起
動するとき、ブート環境間でファイルの同期がとられます。ここで「同期」とは、最
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後にアクティブであったブート環境からこれからブートするブート環境に、システム
ファイルとシステムディレクトリをコピーすることです。システムをリブートする
と、非アクティブなブート環境にインストールした構成がアクティブになります。こ
の時点で、元のブート環境は非アクティブなブート環境となります。図 30–6に、リ
ブート後に非アクティブなブート環境からアクティブなブート環境に切り替わる様子
を示します。ブート環境をアクティブにする手順については、291ページの「ブート
環境のアクティブ化」を参照してください。

242 Solaris 9インストールガイド • 2002年 5月



図 30–6非アクティブなブート環境のアクティブ化

元のブート環境へのフォールバック (概要)
問題が発生する場合は、アクティブ化とリブートを行なって元のブート環境にすぐに
フォールバックできます。フォールバックを実行する必要があるのは、新しいブート
環境がブートできない場合、ブートできるが正常に稼動しない場合、あるいは、ブー
ト結果に満足できない場合です。

元のブート環境をバックアップして復元するよりも、フォールバックの方がはるかに
時間がかかりません。ブートに失敗した新しいブート環境は保存されるので、障害を
解析できます。フォールバックを実行できるのは、luactivate を使用して新しい
ブート環境をアクティブにしたブート環境だけです。
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以前のブート環境にフォールバックするには、次の手順に従います。

� 新しいブート環境は正常にブートしたが、結果に満足できない場合、luactivate
コマンドに以前のブート環境の名前を指定して実行し、リブートします。

� 新しいブート環境がブートしない場合、フォールバックしたいブート環境をシング
ルユーザーモードでブートし、luactivateコマンドを実行し、リブートしま
す。

� シングルユーザーモードでブートできない場合、メディアまたはネットインストー
ルイメージからブートして、フォールバックしたいブート環境上のルート (/)ファ
イルシステムをマウントし、luactivateコマンドを実行して、リブートしま
す。

フォールバックの手順については、294ページの「問題の解決:元のブート環境への
フォールバック (コマンド行インタフェース)」を参照してください。

図 30–7に、リブートしてフォールバックしたときにブート環境が切り替わる様子を
示します。
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図 30–7元のブート環境へのフォールバック

ブート環境の保守 (概要)
ブート環境の名前変更や削除など、さまざまな保守作業も行うことができます。保守
作業の手順については、第 34章を参照してください。
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第 31章

Solaris Live Upgradeの計画

この章では、Solaris Live Upgradeのインストールと使用を開始する前に考慮すべき
ガイドラインと要件を説明します。42ページの「アップグレード用のチェックリス
ト」でアップグレード全般に関する情報も確認してください。この章の内容は次の
とおりです。

� 247ページの「Solaris Live Upgradeのシステム要件」
� 248ページの「Solaris Live Upgradeのディスク容量の要件」
� 248ページの「Solaris Live Upgradeによるパッケージおよびパッチの管理」
� 251ページの「ファイルシステムのスライスを選択するための指針」
� 254ページの「リモートシステムからの Solaris Live Upgradeの使用」

Solaris Live Upgradeのシステム要件
� Solaris 2.6、Solaris 7、または Solaris 8オペレーティング環境から Solaris 8または

Solaris 9オペレーティング環境へアップグレードできます。
� Solaris 7オペレーティング環境にはアップグレードできません。
� 現在実行中のシステムにインストールした Solaris Live Upgradeが収められている
リリースにアップグレードできます。たとえば、現在のオペレーティング環境の
みに Solaris 9リリースの Solaris Live Upgradeをインストールした場合、Solaris 9
リリースにのみアップグレード可能です。

Solaris Live Upgradeは Solaris 9ソフトウェアに含まれていますが、Solaris 9以前の
リリースからアップグレードしたい場合は、現在のオペレーティング環境に Solaris
Live Upgradeのパッケージをインストールする必要があります。Solaris Live
Upgradeパッケージのインストールには、次のものを使用します。

� Solaris 9 DVD、Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CD、またはネットインストールイ
メージ上にあるインストーラ。
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� pkgadd コマンド。 pkgadd コマンドを使用する場合、パッケージは SUNWlur、
SUNWluuの順番でインストールしてください。

Solaris Live Upgradeソフトウェアのインストール方法については、257ページの
「Solaris Live Upgradeをインストールする方法」を参照してください。

Solaris Live Upgradeのディスク容量の
要件
アップグレードの一般的なディスク容量の要件に従います。第 5章を参照してくださ
い。

ブート環境の作成に必要なファイルシステムのサイズを見積もるには、新しいブート
環境の作成を開始してください。サイズが計算されたところで、処理を中断できま
す。

新しいブート環境上のディスクをブートデバイスとして使用する必要があります。シ
ステムの中には、ブートデバイスとして機能するディスクを限定するものがありま
す。ブート制限が適用されるかどうかを確認するには、各システムのマニュアルを参
照してください。

Solaris Live Upgradeによるパッケージ
およびパッチの管理
以下の各節では、Solaris Live Upgradeに必要なパッケージを示し、推奨パッチ情報
を提供します。 Solaris Live Upgradeを使ってパッケージおよびパッチを追加する方
法については、282ページの「Solaris Live Upgradeによるパッケージやパッチの管
理」を参照してください。

248 Solaris 9インストールガイド • 2002年 5月



注意 –パッケージやパッチのアップグレード、追加、削除を行うためには、そのパッ
ケージまたはパッチが SVR4 Advanced Packaging Guidelineに準拠していなければな
りません。サンのパッケージはこのガイドラインに準拠していますが、サン以外のベ
ンダーのパッケージについては保証していません。非準拠のパッケージを追加しよう
とすると、パッケージ追加ソフトウェアの障害が発生するか、アクティブブート環境
が改変されてしまう可能性があります。

Solaris Live Upgradeによるパッケージの追加と削除の詳細については、luupgrade
(1M)のマニュアルページを参照してください。パッケージの要件の詳細について
は、付録 Cを参照してください。

必要なパッケージ
次の表は、Solaris Live Upgradeを使用する上で必要なパッケージを示しています。
この表で、現在のオペレーティング環境に必要なパッケージを確認してください。使
用しているリリースに必要なパッケージがインストールされていない場合
は、pkgaddコマンドを使用してそれらを追加してください。

表 31–1 Solaris Live Upgradeに必要なパッケージ

Solaris 2.6リリース Solaris 7リリース Solaris 8リリース

SUNWadmap SUNWadmap SUNWadmap

SUNWadmfw SUNWadmc SUNWadmc

SUNWadmc SUNWlibC SUNWlibC

SUNWmfrun SUNWbzip

SUNWloc

SUNWlibC

� システム上のパッケージを確認するには
� システム上に存在するパッケージを表示するには、次のように入力します。

% pkginfo [package_name]

package_name 確認したいパッケージ名
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システムパッチレベルのチェック
Solaris Live Upgradeソフトウェアは、複数の Solarisオペレーティング環境バージョ
ンでインストールと実行ができるように設計されています。Solaris Live Upgradeの
処理が正しく行われるようにするためには、各 OSバージョン用に提供されている最
新の推奨パッチとセキュリティパッチを適用する必要があります。実行中の Solarisの
リリースに適したパッチクラスタのリビジョンについては、 http://sunsolve.sun.com
を参照してください。

lucreateコマンドを用いたファイルシ
ステムの作成のための指針
lucreateコマンドに -mオプションを指定することにより、新しいブート環境に作
成するファイルシステムとその数を指定できます。作成するファイルシステムの数だ
けこのオプションを繰り返し指定する必要があります。たとえば、-mオプションを 1
回だけ使用した場合、すべてのファイルシステムが指定の場所に格納されます。元の
ブート環境のすべてのファイルシステムが、-mで指定されたファイルシステムにマー
ジされます。 -mオプションを 2回使用すると、ファイルシステムが 2つ作成されま
す。 -mオプションを使ってファイルシステムを作成する場合、次の項目に留意して
ください。

� -mオプションを 1個指定して、新しいブート環境のルート (/)ファイルシステム
を作成する必要があります。 -mオプションを指定しないで lucreateを実行す
ると、「Configuration」メニューが表示されます。「Configuration」メニューで
は、新しいマウントポイントにファイルを変更して新しいブート環境をカスタマイ
ズできます。

� 現在のブート環境にクリティカルファイルシステムがある場合、このファイルシス
テムは、-mオプションで指定しなくても新しく作成されたファイルシステムの上
位 2番目のファイルシステムにマージされます。

� 新しいブート環境には、-m オプションで指定されたファイルシステムだけが作成
されます。現在のブート環境に複数のファイルシステムがあり、新しいブート環
境にも同じ数のファイルシステムを作成したい場合は、ファイルシステムごとに 1
個ずつ -mオプションを指定します。たとえば、ルート (/)ファイルシステム、
/optファイルシステム、/varファイルシステムがある場合、これらを新しい
ブート環境に作成するには、それぞれに - m オプションを 1 個ずつ指定します。

� マウントポイントが重複しないようにしてください。たとえば、ルート (/)ファ
イルシステムを 2つ作成することはできません。
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ファイルシステムのスライスを選択する
ための指針
ブート環境のファイルシステムを作成する場合の規則は、Solarisオペレーティング環
境のファイルシステムを作成する場合と同じです。Solaris Live Upgradeでは、クリ
ティカルファイルシステムに無効な構成を作成できてしまいます。たとえ
ば、lucreateコマンドを用いて、ルート (/)と /kernelを別々のファイルシステ
ムに作成することも可能です。しかし、これは、無効な分割方式です。

ディスクスライスを作成するときは、スライスがオーバーラップしないように注意し
てください。スライスのオーバーラップがあると、新しいブート環境を作成したつも
りでも、アクティブにした後ブートすることができません。こうしたオーバーラップ
は、ファイルシステムの破損の原因となります。

Solaris Live Upgradeを正しく機能させるには、アクティブブート環境の vfstab
ファイルの内容が有効で、少なくともルート (/)のエントリが含まれている必要があ
ります。

ルート (/)ファイルシステムのスライスを選択する
ための指針
非アクティブブート環境を作成する場合は、ルート (/)ファイルシステムがコピーさ
れるスライスを確認する必要があります。ルート (/)ファイルシステムのスライスを
選択する場合は、次の項目に留意してください。スライスは、次の条件を満たしてい
なければなりません。

� システムをブートできるスライスである

� 推奨されている最小サイズ以上である

� Veritas VxVMボリュームではない
� アクティブなルート (/)ファイルシステムとは異なる物理ディスクでも同じディス
クでもかまわない

� sun4mシステムの場合、ルート (/)ファイルシステムは最大 2Gバイトまである。

「Choices」メニューには、非アクティブブート環境の作成に使用できる空きスライス
が表示されます。しかし、スライスの中には、Veritas VxVMボリュームや Solarisボ
リュームマネージャメタデバイスのように、未使用であるが「Choices」メニューに表
示されないものがあります。
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ルート (/)のミラーとメタデバイスを選択するため
の指針
Solaris Live Upgradeは、Solarisボリュームマネージャメタデバイスまたは Veritasボ
リュームマネージャVxVMボリュームを使用しているシステム上で使用できます。
ソースブート環境に含まれる物理ディスクスライス、Solarisボリュームマネージャメ
タデバイス、Veritasボリュームマネージャボリュームは自由に組み合わせることがで
きます。新しいブート環境を作成する際は、物理ディスクスライスまたは Solarisボ
リュームマネージャメタデバイスのどちらかをこの環境のルート (/)ファイルシステ
ムとして選択できます。 Solarisボリュームマネージャメタデバイスを選択した場合
は、単一のディスクまたは単一のディスクストライプ上のミラーを使って、このメタ
デバイスをストライプ化する必要があります。詳細については、metaroot(1M)の
マニュアルページを参照してください。

Veritas VxFSボリュームは、新しいブート環境のルート (/)ファイルシステムとして
選択できません。ルート (/)ファイルシステム以外のファイルシステムとしてであれ
ば、物理ディスクスライス、Solarisボリュームマネージャメタデバイス、Veritas
VXFSボリュームのいずれかを使用できます。

表 31–2は、ブート環境を作成するための有効なディスク構成について説明していま
す。メタデバイスを使用する場合とボリュームを使用する場合とでは、有効なディス
ク構成が異なります。

表 31–2メタデバイスまたはボリュームの有効なスライス

製品 ソーススライス

ターゲットがルート (/)ファイ
ルシステムのメタデバイスであ
る場合

ターゲットがルート (/)ファイ
ルシステムではなく、
/usr、/var、 /optのいずれか
である場合

Solarisボリュームマネー
ジャ

ルート (/)ファイルシステ
ムの場合、ソースはメタデ
バイスか物理スライス

ルート (/)ファイルシステ
ムは単一ディスクまたは単
一ディスクストライプ上の
ミラーを持つストライプで
なければならない

その他のファイルシステム
は物理スライスでもメタデ
バイスでもよい

Veritas VxVMボリューム
マネージャ

ルート (/)ファイルシステ
ムの場合、ソースはボ
リュームか物理スライス

ルート (/)ファイルシステ
ムは VsVMボリュームに
はできない。ルート (/)は
必ず物理スライス

その他のファイルシステム
は物理スライスでもボ
リュームでもよい

新しいブート環境を作成する際、lucreate - m コマンドは、次の 3 種類のデバイス
だけを認識します。

� 物理スライス (/dev/dsk/cnum tnumdnums num)
� Solarisボリュームマネージャメタデバイス (/dev/md/dsk/d num)
� Veritas VxFSボリューム (/dev/vx/dsk/ volume_name)
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ブート環境でメタデバイスまたはボリュームを使用する場合、フラッシュアーカイブ
のアップグレードまたはインストール時に特別に注意すべき項目があります。詳細に
ついては、281ページの「メタデバイスやボリュームのアップグレード」を参照して
ください。

注 – Veritas VxVMのアップグレードで問題が生じる場合は、353ページの「Veritas
VxVmの実行中に Solaris Live Upgradeを使用してアップグレードするとシステムパ
ニックが発生する」を参照してください。

swapファイルシステムのスライスを選択するため
の指針
スワップスライスは、現在のブート環境 (-sオプションを使用する場合はソースブー
ト環境)以外のブート環境で使用することはできません。スワップスライスのファイ
ルシステムの種類 (swap, ufsなど)にかかわらず、スワップスライスがほかのブート
環境で使用されている場合、ブート環境の作成は失敗します。

共有可能なファイルシステムのスライスを選択す
るための指針
Solaris Live Upgradeは、スライスの内容を指定の新しいブート環境のスライスにコ
ピーします。容量とコピーにかかる時間を節約したい場合は、そのスライス上に複数
のブート環境で共有できるだけの大きなファイルシステムを用意することもできま
す。ルート(/)、/varのようなオペレーティング環境に欠かせないクリティカルファ
イルシステムは必ずコピーしてください。 /homeなどの非クリティカルファイルシ
ステムは、複数のブート環境で共有できます。共有可能なファイルシステムは、ユー
ザーによって定義され、アクティブブート環境と新しいブート環境の両方の個々のス
ワップスライス上に存在していなければなりません。必要に応じて、複数の方法で
ディスクを再構成できます。

� 新しいブート環境を作成する前にディスクスライスを作成し直し、そのスライス上
に共有可能なファイルシステムを配置することができます。たとえば、ルート (
/)、/var、/homeがすべて同じスライス上にある場合、ディスクを再構成して
/homeを固有のスライスに配置できます。デフォルトの設定では、新しいブート
環境を作成すると、 /home はアクティブブート環境と新しいブート環境で共有さ
れます。

� ディレクトリを共有したい場合、そのディレクトリを固有のスライスに配置する必
要があります。こうすることにより、ディレクトリは、そのほかのブート環境と
共有可能なファイルシステムになります。 lucreate -mコマンドを実行すると、
新しいブート環境が作成され、ディレクトリを固有のスライスに配置することがで
きます。しかし、この新しいファイルシステムはまだもとのブート環境と共有で
きません。 再度 lucreate -m コマンドを実行して、もう 1 つ別のブート環境を
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作成する必要があります。この 2つの新しいブート環境では、ディレクトリを共
有できます。

たとえば、Solaris 8から Solaris 9にアップグレードし、両方のオペレーティング
環境で /homeを共有したい場合は、lucreate -mコマンドを実行して、/home
固有のスライス上に独立したファイルシステムとして配置し、Solaris 8リリースを
作成します。 次に、再度 lucreate - m コマンドを実行し、そのブート環境を複
製します。さらに、この複製ブート環境を Solaris 9リリースへアップグレードし
ます。 /homeは Solaris 8リリースと Solaris 9リリース間で共有されます。

共有可能なファイルシステムおよびクリティカルファイルシステムの概要について
は、234ページの「ブート環境の作成 (概要)」を参照してください。

リモートシステムからの Solaris Live
Upgradeの使用
キャラクタインタフェースを tip回線などを介してリモートで表示する場合は、必要
に応じて TERM環境変数を VT220に設定してください。また、共通デスクトップ環境
(CDE)を使用する場合は、 TERM変数の値を xtermではなく dttermに設定してく
ださい。
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第 32章

Solaris Live Upgradeによるブート環
境の作成

この章では、Solaris Live Upgradeのインストール、メニューの使用、およびブート
環境の作成について説明します。この章の内容は次のとおりです。

� 255ページの「Solaris Live Upgradeインタフェースの概要」
� 256ページの「Solaris Live Upgradeメニューの使用」
� 257ページの「作業マップ: Solaris Live Upgradeのインストールとブート環境の作
成」

� 257ページの「Solaris Live Upgradeのインストール」
� 258ページの「Solaris Live Upgradeの起動と停止 (キャラクタインタフェース)」
� 259ページの「新しいブート環境の作成」

Solaris Live Upgradeインタフェースの
概要
Solaris Live Upgradeは、キャラクタユーザーインタフェース (CUI)を介して使用す
ることもコマンド行インタフェース (CLI)で使用することも可能です。操作内容と手
順は、CUIの場合と CLIの場合とでほぼ同じです。以下の説明では、CUIと CLIの
両方の場合について手順を示してあります。CUIでは、Solaris Live Upgradeの一部
の機能にアクセスできません。コマンド一覧については第 36章を参照してくださ
い。また、コマンドの詳しい説明については各マニュアルページを参照してくださ
い。

日本語環境では CUIおよび CLIのメッセージは、翻訳されていません。
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Solaris Live Upgradeメニューの使用

図 32–1 Solaris Live Upgradeのメインメニュー

Solaris Live Upgradeキャラクタユーザーインタフェースのメニュー間の移動には、
矢印キーとファンクションキーを使用します。上下に移動する場合やフィールド内に
カーソルを置く場合は、矢印キーを使用してください。処理を実行する場合は、ファ
ンクションキーを使用してください。メニューの最下部には、キーボード上のファン
クションキーを示す黒い矩形が表示されます。これらは、最初の矩形が F1、2番目の
矩形が F2という順序で並んでいます。有効な矩形には、「Save」などの処理を示す
語句が表示されています。「Configuration」メニューでは、矩形ではなくファンク
ションキーの番号と対応する動作が表示されます。

� F3を使用すると、どのメニューの場合も作業の保存 (SAVE)が行われてそのメ
ニューが終了します。

� F6を使用すると、どのメニューにおいても作業が取り消され (CANCEL)、変更の
保存が行われないままメニューが終了します。

� ほかのファンクションキーの動作は、メニューによって異なります。

キーボード上のファンクションキーが Solaris Live Upgradeメニュー上のファンク
ションキーと適切に対応していない場合は、以下に説明する作業においてファンク
ションキーを押すように指示されている箇所で、Control-Fキーおよび該当する番号
を使用してください。
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作業マップ: Solaris Live Upgradeのイン
ストールとブート環境の作成
表 32–1作業マップ: Solaris Live Upgradeの使用

作業 説明 参照先

Solaris Live Upgradeパッ
ケージのインストール

Solaris 2.6、Solaris 7、または
Solaris 8オペレーティング環
境にパッケージをインストー
ルします。

257ページの「Solaris Live
Upgradeのインストール」

Solaris Live Upgradeの起動 Solaris Live Upgradeのメイ
ンメニューを起動します。

258ページの「Solaris Live
Upgradeの起動と停止 (キャ
ラクタインタフェース)」

ブート環境の作成 非アクティブブート環境に
ファイルシステムをコピーし
て再構成します。

259ページの「新しいブート
環境の作成」

Solaris Live Upgradeのインストール
Solaris 2.6、Solaris 7、または Solaris 8オペレーティング環境からアップグレードする
場合は、現在のオペレーティング環境に Solaris Live Upgradeパッケージをインス
トールする必要があります。

� Solaris Live Upgradeをインストールする方法
1. Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDを挿入します。

2. インストーラを実行します。

� Solaris 9 DVDを使用する場合は、インストーラのあるディレクトリに移動してか
らインストーラを実行します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_9/Tool/Installers

# ./liveupgrade20

Solaris Web Startインストーラが表示されます。
� Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDを使用する場合は、インストーラを実行します。

% ./installer
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Solaris Web Startインストーラが表示されます。

3. 「インストール形式の選択 (Select Type of Install)」パネルで「カスタム (Custom)」
をクリックします。

4. 「ロケールの選択 (Locale Selection)」パネルで、インストールする言語をクリックし
ます。

5. インストールするソフトウェアを選択します。

� DVDの場合、「コンポーネントの選択 (Component Selection)」パネルの「次へ
(Next)」をクリックしてパッケージをインストールします。

� CDの場合、「製品の選択 (Product Selection)」パネルの Solaris Live Upgradeの
項目で「デフォルトインストール (Default Install)」をクリックします。

6. Solaris Web Startの指示に従って、ソフトウェアをインストールします。

Solaris Live Upgradeの起動と停止 (キャ
ラクタインタフェース)
Solaris Live Upgradeのメニュープログラムの起動と停止方法について説明します。

� Solaris Live Upgradeメニューを起動する

注 –キャラクタインタフェースを tip回線などを介してリモートで表示する場合は、
必要に応じて TERM環境変数を VT220に設定してください。また、共通デスクトップ
環境 (CDE)を使用する場合は、TERM変数の値を xtermではなく dttermに設定し
てください。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/lu

Solaris Live Upgradeのメインメニューが表示されます。
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図 32–2 Solaris Live Upgradeのメインメニュー

� Solaris Live Upgradeのメニューを終了するには
� メインメニューの「Exit」を選択します。

新しいブート環境の作成
Solaris Live Upgradeは、メニューを介して使用することもコマンド行インタフェー
ス (CLI)で使用することもできます。以下の説明では、両方のインタフェースについ
て手順を説明しています。これらの手順では、Solaris Live Upgradeの使用に関する
詳しい説明は省略しています。コマンドの詳細については、第 36章を参照してくだ
さい。また、コマンド行インタフェースの詳細については、各マニュアルページを参
照してください。

ブート環境を作成すると、アクティブブート環境から新しいブート環境にクリティカ
ルファイルシステムをコピーできます。必要に応じてディスクを再編成し、ファイル
システムをカスタマイズして、クリティカルファイルシステムを新しいブート環境に
コピーするには、「Create」メニュー、「Configuration」サブメニュー、 lucreate
コマンドを使用します。
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ファイルシステムは、新しいブート環境にコピーする前にカスタマイズできます。こ
のため、クリティカルファイルシステムディレクトリを親のディレクトリにマージす
ることも、親ディレクトリから分離することも可能になります。ユーザー定義の (共
有可能)ファイルシステムは、デフォルトで複数のブート環境で共有されます。ただ
し、必要に応じて共有可能なファイルシステムをコピーすることもできます。スワッ
プ (共有可能なファイルシステム)の分割やマージも可能です。クリティカルファイル
システムと共有可能ファイルシステムの概要については、234ページの「ブート環境
の作成 (概要)」を参照してください。

この節では次の手順を説明します。

� 260ページの「ブート環境を作成する (キャラクタインタフェース)」
� 265ページの「ブート環境を初めて作成する (コマンド行インタフェース)」
� 267ページの「ブート環境を作成しファイルシステムをマージする (コマンド行イ
ンタフェース)」

� 269ページの「ブート環境を作成しファイルシステムを分割する (コマンド行イン
タフェース)」

� 271ページの「ブート環境を作成しスワップを再構成する (コマンド行インタ
フェース)」

� 273ページの「リストを使用してブート環境を作成しスワップを再構成する (コマ
ンド行インタフェース)」

� 275ページの「ブート環境を作成し共有可能ファイルシステムをコピーする (コマ
ンド行インタフェース)」

� 276ページの「別々のソースから単一のブート環境を作成 (コマンド行インタ
フェース)」

� 277ページの「フラッシュアーカイブ用ブート環境の作成 (コマンド行インタ
フェース)」

� ブート環境を作成する (キャラクタインタフェー
ス)

1. メインメニューから「Create」を選択します。

「Create a Boot Environment」サブメニューが表示されます。

2. アクティブブート環境 (必要に応じて)と新しいブート環境の名前を入力し、確定しま
す。アクティブブート環境の名前の入力が必要なのは、最初にブート環境を作成する
ときだけです。

ブート環境名は英数字で 30文字以内とします。使用できるのは英数文字だけで、マ
ルチバイト文字を使用することはできません。

Name of Current Boot Environment: solaris8

Name of New Boot Environment: solaris9

3. F3を押して変更を保存します。

「Configuration」メニューが表示されます。
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図 32–3 Solaris Live Upgradeの「Configuration」メニュー

「Configuration」メニューには次の項目があります。

� 元のブート環境は、画面の上部に表示されます。画面の下部には作成されたブート
環境が表示されます。

� 「Device」フィールドには次の情報が含まれています。

� ディスクデバイス名。/dev/dsk/c numdnumtnums numの形式で表示されま
す。

� Solarisボリュームマネージャのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形式
で表示されます。

� Veritasボリュームマネージャのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの
形式で表示されます。

� クリティカルファイルシステムの選択領域は、クリティカルファイルシステム
を選択するまで空白のままです。 /usr、/var、/optなどのクリティカル
ファイルシステムは、分割可能です。ルート (/)ファイルシステムとマージす
ることもできます。

� /exportなどの共有可能なファイルシステム (スワップ)は「Device」フィー
ルドに表示されます。これらのファイルシステムは、ソースブート環境とター
ゲットブート環境の両方に同じマウントポイントを持っています。スワップは
デフォルトで共有されますが、スワップスライスの分割とマージ (追加と削除)
も行うことができます。

クリティカルファイルシステムと共有可能ファイルシステムの概要は、234
ページの「ブート環境の作成 (概要)」を参照してください。

� 「FS_Type」フィールドでは、ファイルシステムの種類を変更できます。ファイル
システムの種類は、次のいずれかになります。
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� vxfs - Veritasファイルシステムを示す
� swap -スワップファイルシステムを示す
� ufs - UFSファイルシステムを示す

4. (省略可能)以下の作業は、必要に応じて行うことができます。

� 出力画面情報をASCIIファイルに出力するには F5を押します。
� ファイルシステムのリストをスクロールするには、Control-Xを押します。

この操作で、アクティブブート環境のファイルシステムと新しいブート環境のファ
イルシステムを切り替えてスクロールできるようになります。

� 「Configuration」メニューを閉じるには、F6を押します。

� 「Configuration」メニューが表示されている場合は、変更が保存されず、ファ
イルシステムは修正されません。

� 「Configuration」サブメニューが表示されている場合は、「Configuration」メ
ニューに戻ります。

5. F2を押して、利用できるスライスを選択します。

「Choices」メニューでは、カーソルが置かれているフィールドに、そのシステム上で
利用できるスライスが表示されます。表示されるのは「Slice」フィールドと「file
system FS _Type」フィールドです。

a. 矢印キーを使用してフィールド内にカーソルを置き、スライスまたはファイルシス
テムの種類を選択します。

� 「Slice」フィールドにカーソルを置くと、すべての空きスライスが表示されま
す。ルート (/)の場合、「Choices」に表示されるのはルート (/)ファイルシス
テムの制限事項を満たす空きスライスだけです。251ページの「ルート (/)ファ
イルシステムのスライスを選択するための指針」を参照してください。

� 「FS_Type」フィールドにカーソルを置くと、利用できるすべてのファイルシ
ステムタイプが表示されます。

� 現在のファイルシステムには、ボールド書体のスライスを選択できます。スラ
イスのサイズは、ファイルシステムのサイズにアップグレード用に 30%を加え
ることによって概算できます。

� ボールド書体ではないスライスは、そのファイルシステムをサポートするには
サイズが小さすぎることを意味します。ディスクスライスを作成し直す方法に
ついては、手順 6を参照してください。

b. Returnキーを押してスライスを選択します。

選択したスライスが「Slice」フィールドに表示されるか、あるいは「FS_Type」
フィールド内でファイルシステムの種類が変化します。

6. (省略可能)空きスライスが最小要件を満たしていない場合は、F4を押して任意の空き
スライスを分割し直してください。

「Solaris Live Upgrade Slice Configuration」メニューが表示されます。
新しいスライスを作成できるように、formatコマンドが実行されます。画面の指示
に従って新しいスライスを作成してください。formatコマンドについての詳細
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は、formatのマニュアルページを参照してください。

矢印キーを使って、「Device」フィールドと「FS_Type」フィールド間を移動できま
す。デバイスを選択すると、「Size (Mbytes)」フィールドに値が自動的に表示されま
す。

a. デバイスを解放するには、Control-Dを押します。

以上の操作でスライスが利用できるようになり、「Choices」メニューに表示され
ます。

b. F3を押して「Configuration」メニューに戻ります。

7. (省略可能)クリティカルファイルシステムを分割すると、そのファイルシステムは
別々のマウントポイントに配置されます。ファイルシステムを分割するには、次の手
順に従ってください。

(ファイルシステムのマージについては、手順 8を参照してください。)

a. 分割するファイルシステムを選択します。

/usr、/var、/optなどのファイルシステムは、それらの親ディレクトリから分
割できます。

注 –ブート環境のファイルシステムを作成する場合のルールは、Solarisオペレー
ティング環境のファイルシステムを作成する場合と同じです。Solaris Live
Upgradeでは、クリティカルなファイルシステムに無効な構成を作成してしまう
ことを回避できません。たとえば、lucreate コマンドを用いて、ルート (/) と
/kernelを別々のファイルシステムに作成することができますが、このように
ルート (/)を分割するのは誤りです。

b. F8を押します。

c. 新しいブート環境のファイルシステム名を入力します。

例:

Enter the directory that will be a separate file system on the new boot environment: /opt

新しいファイルシステムが検証されると、画面に新しい行が追加されます。

d. F3を押して「Configuration」メニューに戻ります。

「Configuration」メニューが表示されます。

8. (省略可能)マージを行うと、ファイルシステムは同じマウントポイントに配置されま
す。ファイルシステムをその親ディレクトリにマージするには、次の操作を行いま
す。

(ファイルシステムの分割については、手順 7を参照してください。)

a. マージするファイルシステムを選択します。
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/usr、/var、/optなどのファイルシステムをそれらの親ディレクトリにマージ
できます。

b. F9を押します。

次の例のように、結合されるファイルシステムが表示されます。

/opt will be merged into /.

c. Returnキーを押します。

d. F3を押して「Configuration」メニューに戻ります。

「Configuration」メニューが表示されます。

9. (省略可能)スワップスライスを追加するか削除するかを決定します。

� スワップスライスを分割して新しいスライスに配置したい場合は、手順 10に進み
ます。

� スワップスライスを削除したい場合は、手順 11に進みます。

10. (省略可能)スワップスライスを分割するには、次の手順に従います。

a. 「Device」フィールドで、分割したいスワップスライスを選択します。

b. F8を押します。

c. プロンプトに対して、次のコマンドを入力します。

Enter the directory that will be a separate filesystem on the new BE: swap

d. F2 (Choice)を押します。

「Choice」メニューに、スワップに利用できるスライスが表示されます。

e. スワップを配置するスライスを選択します。

そのスライスが「Device」フィールドに表示され、スワップの新しいスライスとな
ります。

11. (省略可能)スワップスライスを削除するには、次の手順に従います。

a. 「Device」フィールドで、削除するスワップスライスを選択します。

b. F9を押します。

c. プロンプトが表示されたら「y」と入力します。

Slice /dev/dsk/c0t4d0s0 will not be swap partition.

Please confirm? [y, n]: y

このスワップスライスが削除されました。

12. 今すぐにブート環境を作成するか、後で作成するようにスケジュールするかを決定し
ます。

� すぐに新しいブート環境を作成する場合は、F3を押します。
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構成が保存され、構成画面が閉じます。このファイルシステムがコピーされ、ブー
ト環境がブート可能になり、非アクティブブート環境が作成されます。

ブート環境の作成には、システム構成に応じて、1時間以上かかる場合がありま
す。続いて、Solaris Live Upgradeメインメニューが表示されます。

� 後で作成されるようにスケジュールする場合は、次の例に示すように「y」と入力
し、続いて開始時刻と電子メールアドレスを入力します。

Do you want to schedule the copy? y
Enter the time in ’at’ format to schedule create: 8:15 PM

Enter the address to which the copy log should be mailed: someone@anywhere.com

処理の完了は、電子メールで通知されます。

時間の書式については、at(1)のマニュアルページを参照してください。

スケジュールできるのは一度に 1つのジョブだけです。
作成が完了すると、非アクティブブート環境をアップグレードできるようになりま
す。第 33章を参照してください。

� ブート環境を初めて作成する (コマンド行インタ
フェース)
lucreateコマンドに -mオプションを指定することにより、新しいブート環境に作
成するファイルシステムとその数を指定できます。作成するファイルシステムの数だ
け、このオプションを繰り返し指定する必要があります。たとえば、-mオプションを
1回だけ使用した場合、すべてのファイルシステムが指定の場所に格納されます。元
のブート環境のすべてのファイルシステムが、- m で指定されたファイルシステムに
マージされます。 -mオプションを 2回使用すると、ファイルシステムが 2つ作成さ
れます。 -mオプションを使ってファイルシステムを作成する場合、次の項目に留意
してください。

� -mオプションを 1個指定して、新しいブート環境のルート (/)ファイルシステム
を作成する必要があります。 -mオプションを指定しないで lucreateを実行す
ると、「Configuration」メニューが表示されます。「Configuration」メニューで
は、新しいマウントポイントにファイルを変更して新しいブート環境をカスタマイ
ズできます。

� 現在のブート環境にクリティカルファイルシステムがある場合、このファイルシス
テムは、-mオプションで指定しなくても新しく作成されたファイルシステムの上
位 2番目のファイルシステムにマージされます。

� 新しいブート環境には、-m オプションで指定されたファイルシステムだけが作成
されます。現在のブート環境に複数のファイルシステムがあり、新しいブート環
境にも同じ数のファイルシステムを作成したい場合は、ファイルシステムごとに 1
個ずつ -mオプションを指定します。たとえば、ルート (/)ファイルシステム、
/optファイルシステム、/varファイルシステムがある場合、これらを新しい
ブート環境に作成するには、それぞれに - m オプションを 1 個ずつ指定します。
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� マウントポイントが重複しないようにしてください。たとえば、ルート (/)ファ
イルシステムを 2つ作成することはできません。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のように入力して新しいブート環境を作成します。

# lucreate [-A ’BE_description’] -c BE_name \

-m mountpoint:device:fs_type [-m mountpoint:device:fs_type] -n BE_name

-A ’BE_description’ (省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の
長さ、使用できる文字に制限はありません。

-c BE_name アクティブブート環境に名前 BE_nameを割り当てます。このオプ
ションが必要なのは、最初のブート環境を作成する場合だけで
す。lucreateを初めて実行する場合に -cを省略すると、アク
ティブブート環境の名前を入力するように求められます。最初の
ブート環境の作成後に -cオプションを使用すると、エラーメッ
セージが表示されます。

-m mountpoint:device:fs
_type [-m...]

新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。 -mに引
数として指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイ
ルシステムでも、複数のディスク上のファイルシステムでも構いま
せん。このオプションは、作成したいファイルシステムの数だけ使
用します。
� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワッ
プパーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のどちらかを指定できます。
� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/c numdnumtnums

numの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャのメタデバイス
名。/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。

� Veritasボリュームマネージャのボリューム
名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイ
ルシステムがその親とマージされることを示します。

� fs_typeフィールドには、次のいずれかを指定できます。
� ufs - UFSファイルシステムを示します。
� vxfs - Veritasファイルシステムを示します。
� swap -スワップファイルシステムを示します。スワップマウ
ントポイントはハイフン (–)で表されます。

-n BE_name 作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となる
ように指定する必要があります。
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例 32–1ブート環境を作成する (コマンド行)

この例では、アクティブブート環境の名前は first_diskです。-mオプションはファイ
ルシステムのマウントポイントを表します。ルート (/)ファイルシステムと /usr
ファイルシステムが作成されます。新しいブート環境の名前は second_diskです。
「Solaris 9 test Jan. 2001」という記述は、second_diskに対応しています。新しい
ブート環境 second_diskのスワップは、自動的にソースである first_diskから共有さ
れます。

# lucreate -A ’Solaris 9 test Jan 2001’ -c first_disk
-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s3:ufs \

-n second_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブにす
る (ブート可能な状態にする)ことができます。第 33章を参照してください。

� ブート環境を作成しファイルシステムをマージす
る (コマンド行インタフェース)

注 – lucreateコマンドに -mオプションを指定することにより、新しいブート環境
に作成するファイルシステムとその数を指定できます。作成するファイルシステムの
数だけ、このオプションを繰り返し指定する必要があります。たとえば、-mオプショ
ンを 1回だけ使用した場合、すべてのファイルシステムが指定の場所に格納されま
す。元のブート環境のファイルシステムがすべて 1つのファイルシステムにマージさ
れます。 -mオプションを 2回使用すると、ファイルシステムが 2つ作成されます。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# lucreate [-A ’BE_description’] -m mountpoint:device:fs_type \

[-m mountpoint:device:fs_type] -m mountpoint:merged:fs_type -n BE_name

-A BE_description (省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述
の長さ、使用できる文字に制限はありません。
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-m mountpoint:device:fs
_type [-m...]

新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。 -mに引
数として指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイ
ルシステムでも、複数のディスク上のファイルシステムでも構いま
せん。このオプションは、作成したいファイルシステムの数だけ使
用します。
� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはス
ワップパーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のどちらかを指定できます。
� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/c numdnumtnums

numの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャのメタデバイス
名。/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。

� Veritasボリュームマネージャのボリューム
名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイ
ルシステムがその親とマージされることを示します。

� fs_typeフィールドには、次のいずれかを指定できます。
� ufs - UFSファイルシステムを示します。
� vxfs - Veritasファイルシステムを示します。
� swap -スワップファイルシステムを示します。スワップマ
ウントポイントはハイフン (–)で表されます。

-n BE_name 作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となる
ように指定する必要があります。

例 32–2ブート環境を作成しファイルシステムをマージする (コマンド行インタフェース)

この例の場合、現在のブート環境には、ルート (/)ファイルシステム、/usrファイル
システム、/opt ファイルシステムがあります。 /opt ファイルシステムは、親ファ
イルシステム /usrにマージされます。新しいブート環境の名前は second_diskで
す。「Solaris 9 test Jan. 2001」という記述は、second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’Solaris 9 test Jan 2001’ -c first_disk \
-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s1:ufs \

-m /usr/opt:merged:ufs -n second_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブにす
る (ブート可能な状態にする)ことができます。第 33章を参照してください。
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� ブート環境を作成しファイルシステムを分割する (
コマンド行インタフェース)

注 –ブート環境のファイルシステムを作成する場合のルールは、Solarisオペレーティ
ング環境のファイルシステムを作成する場合と同じです。Solaris Live Upgradeで
は、クリティカルなファイルシステムに無効な構成を作成してしまうことを回避でき
ません。たとえば、lucreate コマンドを用いて、ルート (/) と /kernel を別々の
ファイルシステムに作成することができますが、このようにルート (/)を分割するの
は誤りです。

1つのディレクトリを複数のマウントポイントに分割すると、ファイルシステム間で
ハードリンクが維持されなくなります。たとえば、/usr/stuff1/fileが
/usr/stuff2/fileにハードリンクされている場合に /usr/stuff1と
/usr/stuff2を別々のファイルシステムに分割すると、ファイル間のリンクは解除
されます。lucreateから警告メッセージが表示され、解除されたハードリンクの代
わりとなるシンボリックリンクが作成されます。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# lucreate [-A ’BE_description’] -m mountpoint:device:fs_type \

[-m mountpoint:device:fs_type] -n new_BE

-A ’BE_description’ (省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述
の長さ、使用できる文字に制限はありません。
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-m mountpoint:device:fs
_type [-m...]

新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。 -mに引
数として指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイ
ルシステムでも、複数のディスク上のファイルシステムでも構いま
せん。このオプションは、作成したいファイルシステムの数だけ使
用します。
� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはス
ワップパーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のどちらかを指定できます。
� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/c numdnumtnums

numの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャのメタデバイス
名。/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。

� Veritasボリュームマネージャのボリューム
名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイ
ルシステムがその親とマージされることを示します。

� fs_typeフィールドには、次のいずれかを指定できます。
� ufs - UFSファイルシステムを示します。
� vxfs - Veritasファイルシステムを示します。
� swap -スワップファイルシステムを示します。スワップマ
ウントポイントはハイフン (–)で表されます。

-n BE_name 作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となる
ように指定する必要があります。

例 32–3ブート環境を作成しファイルシステムを分割する (コマンド行インタフェース)

この例では、前述のコマンドによってルート (/)ファイルシステムを新しいブート環
境内の複数のディスクスライスに分割しています。ここでは、/usr、/var、および
/optがすべてルート (/)にあるソースブート環境を想定してください
(/dev/dsk/c0t0d0s0 /)。

新しいブート環境で、次に示すように別々のスライスにマウントすることによって、
ファイルシステム /usr、/var、/optを分割します。

/dev/dsk/c0t1d0s0 /

/dev/dsk/c0t1d0s1 /var

/dev/dsk/c0t1d0s7 /usr

/dev/dsk/c0t1d0s5 /opt

「Solaris 9 test Jan. 2001」という記述は、ブート環境名 second_diskに対応していま
す。

# lucreate -A ’Solaris 9 test Jan 2001’ -c first_disk \
-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c0t1d0s7:ufs \
-m /var:/dev/dsk/c0t1d0s1:ufs -m /opt:/dev/dsk/c0t1d0s5:ufs \

-n second_disk
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例 32–3ブート環境を作成しファイルシステムを分割する (コマンド行インタフェース) (
続き)

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブにす
る (ブート可能な状態にする)ことができます。第 33章を参照してください。

� ブート環境を作成しスワップを再構成する (コマン
ド行インタフェース)
スワップスライスは、デフォルトでは複数のブート環境で共有されます。-mオプショ
ンでスワップを指定しない場合、現在のブート環境と新しいブート環境が同じスワッ
プスライスを共有します。新しいブート環境のスワップを構成し直したい場合は、
-mオプションを使用してそのブート環境に対してスワップスライスの追加または削除
を行なってください。

注 –スワップスライスを分割したりマージしたりするには、現在のブート環境 (-sオ
プションを使用した場合はソースブート環境)以外のブート環境では、スワップスラ
イスが使用中であってはならないという制限があります。スワップスライスのファイ
ルシステムの種類 (swap、ufsなど)にかかわらず、スワップスライスがほかのブー
ト環境によって使用されている場合、ブート環境の作成は失敗します。

既存のスワップスライスを使用してブート環境を作成した後、vfstabファイルを編
集することができます。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# lucreate [-A ’BE_description’] -m mountpoint:device:fs_type \

-m -:device:swap -n BE_name

-A ’BE_description’ (省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述
の長さ、使用できる文字に制限はありません。

第 32章 • Solaris Live Upgradeによるブート環境の作成 271



-m mountpoint:device:fs
_type [-m...]

新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。 -mに引
数として指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイ
ルシステムでも、複数のディスク上のファイルシステムでも構いま
せん。このオプションは、作成したいファイルシステムの数だけ使
用します。
� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはス
ワップパーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のどちらかを指定できます。
� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/c numdnumtnums

numの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャのメタデバイス
名。/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。

� Veritasボリュームマネージャのボリューム
名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイ
ルシステムがその親とマージされることを示します。

� fs_typeフィールドには、次のいずれかを指定できます。
� ufs - UFSファイルシステムを示します。
� vxfs - Veritasファイルシステムを示します。
� swap -スワップファイルシステムを示します。スワップマ
ウントポイントはハイフン (–)で表されます。

-n BE_name 作成するブート環境の名前。BE_nameは、一意となるように指定す
る必要があります。

スワップが別のスライスまたはデバイスに移動し、新しいブート環境が作成されま
す。

例 32–4ブート環境を作成しスワップを再構成する (コマンド行インタフェース)

この例の場合、現在のブート環境には、/dev/dsk/c0t0d0s0 にルート ( /)、
/dev/dsk/c0t0d0s1 にスワップがあります。 新しいブート環境はルート ( /) を
/dev/dsk/c0t4d0s0 にコピーし、 /dev/dsk/c0t0d0s1 と
/dev/dsk/c0t4d0s1の両方をスワップスライスとして使用します。「Solaris 9 test
Jan. 2001」という記述は、ブート環境名 second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’Solaris 9 test Jan 2001’ -c first_disk \
-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -m -:/dev/dsk/c0t0d0s1:swap \

-m -:/dev/dsk/c0t4d0s1:swap -n second_disk

これらのスワップ割り当ては、second_diskからブートが行われて初めて有効にな
ります。スワップスライスのリストが長い場合は、-Mオプションを使用すると便利
です。 273ページの「リストを使用してブート環境を作成しスワップを再構成する (コ
マンド行インタフェース)」を参照してください。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブにす
る (ブート可能な状態にする)ことができます。第 33章を参照してください。
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� リストを使用してブート環境を作成しスワップを
再構成する (コマンド行インタフェース)
スワップスライスが多数存在する場合は、スワップリストを作成してくださ
い。lucreateは、新しいブート環境のスワップスライスにこのリストを使用しま
す。

注 –スワップスライスを分割したりマージしたりするには、現在のブート環境 (-sオ
プションを使用した場合はソースブート環境)以外のブート環境では、スワップスラ
イスが使用中であってはならないという制限があります。スワップスライスのファイ
ルシステムの種類 (swap、ufs)などにかかわらず、スワップスライスが他のブート環
境によって使用されている場合、ブート環境の作成は失敗します。

1. 新しいブート環境で使用されるスワップスライスのリストを作成します。このファイ
ルの場所と名前はユーザーが決定できます。この例では、/etc/lu/swapslices
ファイルにはデバイスとスライスが挙げられています。

-:/dev/dsk/c0t3d0s2:swap
-:/dev/dsk/c0t3d0s2:swap
-:/dev/dsk/c0t4d0s2:swap
-:/dev/dsk/c0t5d0s2:swap
-:/dev/dsk/c1t3d0s2:swap
-:/dev/dsk/c1t4d0s2:swap

-:/dev/dsk/c1t5d0s2:swap

2. 次のコマンドを入力します。

# lucreate [-A ’BE_description’] -m mountpoint:device:fs_type \

-M slice_list -n BE_name

-A ’BE_description’ (省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述します。記述の
長さ、使用できる文字に制限はありません。
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-m mountpoint:device:fs
_type [-m...]

新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。 -mに引
数として指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイ
ルシステムでも、複数のディスク上のファイルシステムでも構いま
せん。このオプションは、作成したいファイルシステムの数だけ使
用します。
� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはス
ワップパーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のどちらかを指定できます。
� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/c numdnumtnums

numの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャのメタデバイス
名。/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。

� Veritasボリュームマネージャのボリューム
名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイ
ルシステムがその親とマージされることを示します。

� fs_typeフィールドには、次のいずれかを指定できます。
� ufs - UFSファイルシステムを示します。
� vxfs - Veritasファイルシステムを示します。
� swap -スワップファイルシステムを示します。スワップマ
ウントポイントはハイフン (–)で表されます。

-M slice_list ファイル slice_list中には、-mオプションのリストが記述されてい
ます。これらの引数は、-mに指定されている書式で指定してくだ
さい。ハッシュ記号 (#)で始まるコメント行は無視されます。-Mオ
プションは、ブート環境用のファイルシステムが多数存在する場合
に便利です。-mオプションと -Mオプションは結合できます。たと
えば、slice_listにスワップスライスを記録しておき、-mを使用し
て、ルート (/)スライスと /usrスライスを指定できます。

-mオプションと -Mオプションでは、特定のマウントポイントにつ
いて複数のスライスを指定できます。これらのスライスを処理する
場合、lucreateは利用不可能なスライスをスキップして利用でき
る最初のスライスを選択します。

-n BE_name 作成するブート環境の名前。BE_nameは、一意となるように指定す
る必要があります。

例 32–5リストを使用してブート環境を作成しスワップを再構成する (コマンド行インタ
フェース)

この例では、新しいブート環境のスワップは、/etc/lu/swapslicesファイルに挙
げられている一連のスライスです。「Solaris 9 test Jan. 2001」という記述は、second
_diskに対応しています。

# lucreate -A ’Solaris 9 test Jan 2001’ -c first_disk \
-m /:/dev/dsk/c02t4d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c02t4d0s1:ufs \

-M /etc/lu/swapslices -n second_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブにす
る (ブート可能な状態にする)ことができます。第 33章を参照してください。
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� ブート環境を作成し共有可能ファイルシステムを
コピーする (コマンド行インタフェース)
新しいブート環境に共有可能ファイルシステムをコピーしたい場合は、-mオプション
を使用してマウントポイントがコピーされるように指定してください。それ以外の場
合、共有可能なファイルシステムはデフォルトで共有され、vfstabファイルに指定
された同じマウントポイントを使用します。共有可能ファイルシステムに対する更新
は、両方の環境に適用されます。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. ブート環境を作成します。

# lucreate [-A ’BE_description’] -m mountpoint:device:fs_type \

[-m ]mountpoint:device:fs_type -n BE_name

-A ’BE_description’ (省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述します。記述の
長さ、使用できる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device:fs
_type [-m...]

新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。 -mに引
数として指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイ
ルシステムでも、複数のディスク上のファイルシステムでも構いま
せん。このオプションは、作成したいファイルシステムの数だけ使
用します。
� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはス
ワップパーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のどちらかを指定できます。
� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/c numdnumtnums

numの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャのメタデバイス
名。/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。

� Veritasボリュームマネージャのボリューム
名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイ
ルシステムがその親とマージされることを示します。

� fs_typeフィールドには、次のいずれかを指定できます。
� ufs - UFSファイルシステムを示します。
� vxfs - Veritasファイルシステムを示します。
� swap -スワップファイルシステムを示します。スワップマ
ウントポイントはハイフン (–)で表されます。

-n BE_name 作成するブート環境の名前。BE_nameは、一意となるように指定す
る必要があります。
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例 32–6ブート環境を作成し共有可能ファイルシステムをコピーする (コマンド行インタ
フェース)

この例の場合、現在のブート環境には、ルート (/)ファイルシステムと/homeファイ
ルシステムがあります。新しいブート環境では、ルート (/)ファイルシステムがルー
ト (/)と /usrの 2つのファイルシステムに分割されます。 /homeファイルシステム
は新しいブート環境にコピーされます。「Solaris 9 test Jan. 2001」という記述は、
ブート環境名 second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’Solaris 9 test Jan 2001’ -c first_disk \
-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s3:ufs \

-m /home:/dev/dsk/c0t4d0s4:ufs -n second_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブにす
る (ブート可能な状態にする)ことができます。第 33章を参照してください。

� 別々のソースから単一のブート環境を作成 (コマン
ド行インタフェース)
lucreateコマンドは、アクティブブート環境内のファイルシステムに基づいてブー
ト環境を作成します。アクティブブート環境以外のブート環境に基づいてブート環境
を作成する場合は、-sオプションを指定して lucreateを実行します。

注 –新しいブート環境をアクティブにした後、フォールバックを行う必要がある場合
は、ソースブート環境ではなく最後にアクティブだったブート環境に戻ります。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. ブート環境を作成します。

# lucreate [-A ’BE_description’] -s source_BE_name
-m mountpoint:device:fs_type -n BE_name

-A ’BE_description’ (省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の
長さ、使用できる文字に制限はありません。

-s source_BE_name 新しいブート環境に対するソースブート環境を指定します。この
ソースはアクティブブート環境ではありません。
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-m mountpoint:device:fs
_type [-m...]

新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。 -mに引
数として指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイ
ルシステムでも、複数のディスク上のファイルシステムでも構いま
せん。このオプションは、作成したいファイルシステムの数だけ使
用します。
� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワッ
プパーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のどちらかを指定できます。
� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/c numdnumtnums

numの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャのメタデバイス
名。/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。

� Veritasボリュームマネージャのボリューム
名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイ
ルシステムがその親とマージされることを示します。

� fs_typeフィールドには、次のいずれかを指定できます。
� ufs - UFSファイルシステムを示します。
� vxfs - Veritasファイルシステムを示します。
� swap -スワップファイルシステムを示します。スワップマウ
ントポイントはハイフン (–)で表されます。

-n BE_name 作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となる
ように指定する必要があります。

例 32–7別々のソースから単一のブート環境を作成 (Command-Line Interface)

この例では、ソースブート環境 third_disk内のルートファイルシステム (/)に基づい
てブート環境を作成します。 Third_diskはアクティブブート環境ではありません。
「Solaris 9 test Jan. 2001」という記述は、ブート環境名 second_diskに対応していま
す。

# lucreate -A ’Solaris 9 test Jan 2001’ -s third_disk \

-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -n second_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブにす
る (ブート可能な状態にする)ことができます。第 33章を参照してください。

� フラッシュアーカイブ用ブート環境の作成 (コマン
ド行インタフェース)
lucreateコマンドは、アクティブブート環境内のファイルシステムに基づいてブー
ト環境を作成します。 lucreate コマンドに -s オプションを指定して実行すると、
フラッシュアーカイブのインストールに利用できる空のブート環境を非常に短時間で
作成できます。

1. スーパーユーザーとしてログインします。
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2. 空のブート環境を作成します。

# lucreate -A ’BE_name’ -s - \

-m mountpoint:device:fs_type -n BE_name

-A ’BE_description’ (省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の
長さ、使用できる文字に制限はありません。

-s - 空のブート環境を作成します。

-m mountpoint:device:fs
_type [-m...]

新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。 -mに引
数として指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイ
ルシステムでも、複数のディスク上のファイルシステムでも構いま
せん。このオプションは、作成したいファイルシステムの数だけ使
用します。
� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワッ
プパーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceフィールドには、次のどちらかを指定できます。
� ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/c numdnumtnums

numの形式で表されます。
� Solarisボリュームマネージャのメタデバイス
名。/dev/md/dsk/dnumの形式で表されます。

� Veritasボリュームマネージャのボリューム
名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で表されます。

� キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイ
ルシステムがその親とマージされることを示します。

� fs_typeフィールドには、次のいずれかを指定できます。
� ufs - UFSファイルシステムを示します。
� vxfs - Veritasファイルシステムを示します。
� swap -スワップファイルシステムを示します。スワップマウ
ントポイントはハイフン (–)で表されます。

-n BE_name 作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となる
ように指定する必要があります。

例 32–8フラッシュアーカイブ用ブート環境の作成 (コマンド行インタフェース)

この例では、ファイルシステムを一切含まないブート環境を作成します。「Solaris 9
test Jan. 2001」という記述は、ブート環境名 second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’Solaris 9 test Jan 2001’ -s - \

-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -n second_disk

空のブート環境の作成が完了したら、フラッシュアーカイブをインストールし、アク
ティブ (ブート可能な状態)にすることができます。第 33章を参照してください。
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第 33章

Solaris Live Upgradeを用いたアップ
グレード

この章では、Solaris Live Upgradeを使用して非アクティブブート環境のアップグ
レードとアクティブ化を行う方法について説明します。また、アクティブ化によって
発生した問題を解決する方法についても説明します。この章の内容は次のとおりで
す。

� 280ページの「作業マップ:ブート環境のアップグレード」
� 280ページの「ブート環境のアップグレード」
� 286ページの「ブート環境へのフラッシュアーカイブのインストール」
� 291ページの「ブート環境のアクティブ化」
� 294ページの「問題の解決:元のブート環境へのフォールバック (コマンド行インタ
フェース)」

Solaris Live Upgradeは、メニューを介して使用することもコマンド行インタフェー
スで使用することもできます。以下の説明では、両方のインタフェースについて手順
を説明しています。これらの手順では、Solaris Live Upgradeの使用に関する詳しい
説明は省略しています。コマンドについての詳細は第 36章を、コマンド行インタ
フェースについての詳細は各マニュアルページを参照してください。
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作業マップ:ブート環境のアップグレー
ド
表 33–1作業マップ: Solaris Live Upgradeによるアップグレード

作業 説明 参照先

ブート環境のアップグレード
またはフラッシュアーカイブ
のインストール

� オペレーティング環境イ
メージを使用して非アク
ティブブート環境をアッ
プグレードします。

� 非アクティブブート環境
へフラッシュアーカイブ
をインストールします。

� 280ページの「ブート環境
のアップグレード」

� 286ページの「ブート環境
へのフラッシュアーカイ
ブのインストール」

非アクティブブート環境のア
クティブ化

変更を有効にし、非アクティ
ブブート環境をアクティブに
切り替えます。

291ページの「ブート環境の
アクティブ化」

(任意)アクティブ化で問題が
発生した場合のフォールバッ
ク

問題が発生する場合は元の
ブート環境をアクティブに戻
します。

294ページの「問題の解決:元
のブート環境へのフォール
バック (コマンド行インタ
フェース)」

ブート環境のアップグレード
「Upgrade」メニューまたは luupgradeコマンドを使用してブート環境をアップグ
レードします。この節では、以下の場所に置かれているファイルを使用して非アク
ティブブート環境をアップグレードする手順について説明します。

� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー

� ローカルファイル

� ローカルテープ

� ローカルデバイス (DVDまたは CD)

注 –インストールに複数の CDが必要な場合は、コマンド行インタフェースを使
用してアップグレードする必要があります。284ページの「複数の CDを使用して
オペレーティングシステムイメージをアップグレードする (コマンド行インタ
フェース)」を参照してください。
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最新のオペレーティング環境へアップグレードする間、アクティブブート環境への影
響はありません。新しいファイルは非アクティブブート環境のクリティカルファイル
システムとマージされますが、共有可能ファイルシステムは変更されません。

アップグレードを行う代わりに、フラッシュアーカイブを作成して、非アクティブ
ブート環境にアーカイブをインストールできます。それらの新しいファイルは非アク
ティブブート環境のクリティカルファイルシステムを上書きしますが、共有可能ファ
イルシステムは変更されません。286ページの「ブート環境へのフラッシュアーカイ
ブのインストール」を参照してください。

メタデバイスやボリュームのアップグレード
新しいブート環境にアップグレードを行なったり、フラッシュアーカイブを使ってイ
ンストールを行う場合、そのデバイスは物理スライスでなければなりません。Solaris
ボリュームマネージャメタデバイスか Veritasファイルシステム (VxFS)ボリュームに
マウントされているファイルシステムがそのブート環境にあると、アップグレードま
たはフラッシュアーカイブのインストールは失敗します。そのようなブート環境で
アップグレードやフラッシュアーカイブのインストールを行う場合は、すべてのスラ
イスが物理ディスクスライスになるようにブート環境を手動で変更する必要がありま
す。lucreateコマンドを使って別のブート環境を作成することも、メタデバイスや
ボリュームを削除することもできます。

lucreateコマンドを使って別のブート環境を作成する場合は、ブート環境のコピー
を物理ディスクスライスに格納します。たとえば、現在のブート環境のディスク構成
が次のようになっているとします。

/ /dev/md/dsk/d10にマウントされている

/usr /dev/md/dsk/d20にマウントされている

/var /dev/dsk/c0t3d0s0にマウントされている

空きスライス c0t4d0s0

空きスライス c0t4d0s3

空きスライス c0t4d0s4

この場合、次の lucreateコマンドを使ってブート環境を物理ディスクスライスにコ
ピーします。これで、ブート環境は、アップグレードやフラッシュアーカイブを用い
たインストールを行える状態になります。この例では、現在のブート環境の名前が
currentBE、新しいブート環境の名前が nextBEであるとします。

# lucreate -s currentBE -n nextBE -m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs \

-m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s3:ufs -m /var:/dev/dsk/c0t4d0s4:ufs

これで、新しいブート環境に対してアップグレードやフラッシュアーカイブを用いた
インストールを行い、それをアクティブ化し、さらに手動で再ミラー化またはカプセ
ル化することができます。
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メタデバイスやボリュームを手動で削除する場合は、次のようにします。

� ブート環境を手動でマウントします。

� /etc/vfstabファイルを編集して、すべてのメタデバイスやボリュームを物理
ディスクスライスイに変更します。

� Solarisボリュームマネージャまたは Veritasソフトウェアを使ってメタデバイスま
たはボリュームを削除します。

� ブート環境をマウント解除します。

これで、ブート環境は、アップグレードやフラッシュアーカイブを用いたインストー
ルを行える状態になります。

Solaris Live Upgradeによるパッケージやパッチの
管理
Solaris Live Upgradeを使ってパッチやパッケージをシステムに追加することができ
ます。マシンアップグレードの場合と同じように、Live Upgradeを使ってパッチをマ
シンに追加すると、システムのダウンタイムはリブートの時間だけですみま
す。luupgradeコマンドを使えば、パッチやパッケージをブート環境に直接追加で
きます。あるいは、パッチやパッケージをマスターシステムに適用し、そのシステム
のフラッシュアーカイブを Live Upgradeでブート環境に適用することもできます。

パッチをブート環境に直接追加する場合は、新しいブート環境を作成してから、-tオ
プションを指定して luupgradeコマンドを実行します。パッケージをブート環境に
追加する場合は、 luupgrade コマンドに -p オプションを指定します。詳細
は、luupgrade(1M)のマニュアルページを参照してください。

あるいは、新しいパッケージやパッチがすでに追加されているブート環境の完全なコ
ピーを含むフラッシュアーカイブを Solaris Live Upgradeを使用してインストールす
ることもできます。この完全なブート環境または単一のリファレンスシステムをマス
ターシステムと呼びます。フラッシュアーカイブを作成するプロセスは、マスターシ
ステムの作成から始まります。マスターシステムを作成したら、インストールしたい
パッチやパッケージを追加します。そして、マスターシステムのフラッシュアーカイ
ブを作成します。次に Solaris Live Upgradeを使ってこのアーカイブを新しいブート
環境にインストールします。ブート環境は、必要に応じて何回でもコピーしたり、変
更したり、配布したりすることができます。フラッシュアーカイブの作成方法につい
ては、第 18章を参照してください。Solaris Live Upgradeを使ってフラッシュアーカ
イブをインストールする方法については、286ページの「ブート環境へのフラッシュ
アーカイブのインストール」を参照してください。
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注意 – Solaris Live Upgradeでパッケージやパッチのアップグレードや追加、削除を
行うためには、パッケージやパッチが SVR4パッケージ化ガイドラインに準拠してい
なければなりません。サンのパッケージはこのガイドラインに準拠していますが、
サードパーティベンダーのパッケージがこれに準拠しているとは限りません。パッ
ケージがガイドラインに準拠していないと、アップグレード時にパッケージ追加ソフ
トウェアに問題が発生したり、場合によっては、アクティブなブート環境が変更され
たりすることがあります。

Solaris Live Upgradeによるパッケージの追加や削除については、luupgrade(1M)
のマニュアルページを参照してください。パッケージ化の要件については、付録 Cを
参照してください。

� ブート環境のオペレーティングシステムイメージ
をアップグレードする (キャラクタインタフェー
ス)
この手順でアップグレードを行う場合は、1つの CD、DVD、または結合されたイン
ストールイメージを使用する必要があります。複数の CDが必要なインストールでは
284ページの「複数の CDを使用してオペレーティングシステムイメージをアップグ
レードする (コマンド行インタフェース)」の手順を使用してください。

1. Solaris Live Upgradeのメインメニューから「Upgrade」を選択します。

「Upgrade」メニューが表示されます。

2. 新しいブート環境の名前を入力します。

3. Solarisインストールイメージが置かれている場所のパスを入力します。

インストールメディアの種類 説明

ネットワークファイルシステ
ム

インストールイメージが置かれているネットワークファイルシ
ステムのパスを指定します。

ローカルファイル インストールイメージが置かれているローカルファイルシステ
ムのパスを指定します。

ローカルテープ インストールイメージが置かれているローカルテープデバイス
とテープ上の位置を指定します。

ローカルデバイス、DVD、ま
たは CD

ローカルデバイスと、インストールイメージのパスを指定しま
す。

� DVDまたは 1つの CDを使用する場合は、次の例のように、そのディスクへのパ
スを入力します。

Package Media: /cdrom/solaris9/s0
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� 1つに結合されたイメージがネットワーク上に存在する場合は、次の例のようにそ
のネットワークファイルシステムのパスを入力します。

Package Media: /net/installmachine/export/solaris9/os_image

4. F3を押してアップグレードします。

5. アップグレードが完了すると、メインメニューが表示されます。

� ブート環境のオペレーティングシステムイメージ
をアップグレードする (コマンド行インタフェー
ス)
この手順でアップグレードを行う場合は、1つの CD、DVD、または結合されたイン
ストールイメージを使用する必要があります。複数の CDが必要なインストールで
は、284ページの「複数の CDを使用してオペレーティングシステムイメージをアッ
プグレードする (コマンド行インタフェース)」を参照してください。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のように入力して、アップグレードするブート環境とインストールソフトウェアの
パスを指定します。

# luupgrade -u -n BE_name -s os_image_path

-u ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグレード
します。

-n BE_name アップグレードするブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレクトリの
パス名を指定します。

例 33–1ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグレードする (コマンド行
インタフェース)

この例では、second_diskブート環境をアップグレードします。

# luupgrade -u -n second_disk \

-s /net/installmachine/export/solaris9/OS_image

� 複数の CDを使用してオペレーティングシステム
イメージをアップグレードする (コマンド行インタ
フェース)
オペレーティングシステムイメージが複数の CDに入っている場合は、このアップグ
レード方法を使用してください。
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1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のように入力して、アップグレードするブート環境とインストールソフトウェアの
パスを指定します。

# luupgrade -u -n BE_name -s os_image_path

-u ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグレード
します。

-n BE_name アップグレードするブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレクトリの
パス名を指定します。

3. 1枚目の CDのインストーラ処理が完了したら、2枚目の CDを挿入します。

4. この手順は前述のものと同じですが、-uオプションではなく -iオプションを使用し
ます。メニューまたはテキストモードで、2枚目の CD上のインストーラを実行する
ように選択してください。

� 次のコマンドは、メニューを使用して 2枚目の CD上のインストーラを実行しま
す。

# luupgrade -i -n BE_name -s os_image_path

� 次のコマンドは、テキストモードで 2枚目の CD上のインストーラを実行します。
ユーザーに入力を求めるプロンプトは表示されません。

# luupgrade -i -n BE_name -s os_image_path -O ’-nodisplay -noconsole’

-i 指定されたメディア上のインストールプログラムを探し、そのプロ
グラムを実行します。インストーラプログラムは、-sで指定しま
す。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージを含むディレクトリのパス名を
指定します。

-O ’-nodisplay
-noconsole’

(任意)テキストモードで 2枚目の CD上のインストーラを実行しま
す。ユーザーに入力を求めるプロンプトは表示されません。

以上の手順で、ブート環境をアクティブにする準備が整います。291ページの「ブー
ト環境のアクティブ化」を参照してください。

例 33–2複数の CDによりオペレーティングシステムイメージをアップグレードする (コマン
ド行インタフェース)

この例では、second_diskブート環境をアップグレードします。インストールイメー
ジはSolaris 9 SOFTWARE 1 of 2と Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDに入っていま
す。-uオプションでは、CDセットのすべてのパッケージを格納するだけの領域があ
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例 33–2複数の CDによりオペレーティングシステムイメージをアップグレードする (コマン
ド行インタフェース) (続き)

るかどうかを判定します。-O オプションと - nodisplay および -noconsole オプ
ションを指定すると、2枚目の CDの読み取りの後にキャラクタユーザーインタ
フェースは表示されません。したがって、入力情報のプロンプトは表示されません。
このインタフェースを表示する場合は、これらのオプションを省略します。

Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDを挿入し、次のように入力します。

# luupgrade -u -n second_disk -s /dev/cdrom/cdrom0/s0

Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDを挿入し、次のように入力します。

# luupgrade -i -n second_disk -s /dev/cdrom/cdrom0 -O ’-nodisplay \

-noconsole’

注 –ほかの CDがある場合は、luupgradeコマンドに - iオプションを指定してそ
れらの CDをインストールします。

ブート環境へのフラッシュアーカイブの
インストール
この節では、以下の場所に格納されているフラッシュアーカイブを、Solaris Live
Upgradeを使用してインストールする手順を説明します。

� HTTPサーバー
� FTPサーバー -このパスは、コマンド行だけから使用します。
� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
� ローカルファイル
� ローカルテープ
� ローカルデバイス (DVDまたは CD)

注 –アーカイブ記憶域に関連するパスの構文例については、204ページの「archive
_locationプロファイルキーワード」を参照してください。

フラッシュアーカイブをインストールすると、新しいブート環境上に存在する共有
ファイル以外のすべてのファイルが上書きされます。
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フラッシュインストール機能を使用するには、マスターシステムをインストールし、
フラッシュアーカイブを作成しておく必要があります。フラッシュの詳細は、第 16
章を参照してください。

メタデバイスとボリュームのアップグレード
新しいブート環境にアップグレードを行なったりフラッシュアーカイブを使ってイン
ストールを行う場合、そのデバイスは物理スライスでなければなりません。Solarisボ
リュームマネージャメタデバイスか Veritasファイルシステム (VxFS)ボリュームにマ
ウントされているファイルシステムがそのブート環境にあると、アップグレードまた
はフラッシュアーカイブのインストールは失敗します。そのようなブート環境でアッ
プグレードやフラッシュアーカイブのインストールを行う場合は、すべてのスライス
が物理ディスクスライスになるようにブート環境を手動で変更する必要がありま
す。lucreateコマンドを使って別のブート環境を作成することも、メタデバイスや
ボリュームを削除することもできます。

lucreateコマンドを使って別のブート環境を作成する場合は、ブート環境のコピー
を物理ディスクスライスに格納します。たとえば、現在のブート環境のディスク構成
が次のようになっているとします。

/ /dev/md/dsk/d10にマウントされている

/usr /dev/md/dsk/d20にマウントされている

/var /dev/dsk/c0t3d0s0にマウントされている

空きスライス c0t4d0s0

空きスライス c0t4d0s3

空きスライス c0t4d0s4

この場合、次の lucreateコマンドを使ってブート環境を物理ディスクスライスにコ
ピーします。これで、ブート環境は、アップグレードやフラッシュアーカイブを用い
たインストールを行える状態になります。この例では、現在のブート環境の名前が
currentBE、新しいブート環境の名前が nextBEであるとします。

# lucreate -s currentBE -n nextBE -m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs \

-m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s3:ufs -m /var:/dev/dsk/c0t4d0s4:ufs

これで、新しいブート環境に対してアップグレードやフラッシュアーカイブを用いた
インストールを行い、それをアクティブ化し、さらに手動で再ミラー化またはカプセ
ル化することができます。

メタデバイスやボリュームを手動で削除する場合は、次のようにします。

� ブート環境を手動でマウントします。

� /etc/vfstabファイルを編集して、すべてのメタデバイスやボリュームを物理
ディスクスライスイに変更します。
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� Solarisボリュームマネージャまたは Veritasソフトウェアを使ってメタデバイスま
たはボリュームを削除します。

� ブート環境をマウント解除します。

これで、ブート環境は、アップグレードやフラッシュアーカイブを用いたインストー
ルを行える状態になります。

� ブート環境へのフラッシュアーカイブのインス
トール (キャラクタインタフェース)

1. Solaris Live Upgradeのメインメニューから「Flash」を選択します。

「Flash an Inactive Boot Environment」メニューが表示されます。

2. フラッシュアーカイブをインストールするブート環境の名前と、インストールメディ
アの場所を入力します。

Name of Boot Environment: solaris_9

Package media: /net/install-svr/export/s9/latest

3. アーカイブを追加するために F1を押します。

「Archive Selection」サブメニューに、空のリスト、単一のアーカイブの名前、また
は複数のアーカイブの一覧が表示されます。複数のアーカイブが表示される場合は、
アーカイブが階層化されています。階層化されたアーカイブの説明については、112
ページの「階層化されたフラッシュアーカイブのインストール」を参照してくださ
い。

リストにアーカイブを追加することも、リストからアーカイブを削除することもでき
ます。次に、空のリストの例を示します。

Location - Retrieval Method

<No Archives added> - Select ADD to add archives

� 変更を加えずにリストをインストールする場合は、手順 4へ進みます。
� フラッシュアーカイブのリストが空であるか、あるいはインストールしたくない
アーカイブが含まれている場合は、手順 aへ進みます。

a. アーカイブを追加または削除することができます。

� リストにアーカイブを追加する場合は F1を押します。手順 bへ進みます。

注 –複数のアーカイブが表示される場合は、アーカイブが階層化されていま
す。詳細は、112ページの「階層化されたフラッシュアーカイブのインストー
ル」を参照してください。

「Select Retrieval Method」サブメニューが表示されます。
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HTTP
NFS
Local File
Local Tape

Local Device

� リストからアーカイブを削除する場合は F2を押します。手順 eへ進みます。

b. 「Select Retrieval Method」メニューで、フラッシュアーカイブの場所を選択しま
す。

選択された媒体 プロンプト

HTTP フラッシュアーカイブへのアクセスに必要な URLとプロキ
シ情報を指定してください。

NFS フラッシュアーカイブを含むネットワークファイルシステム
のパスを指定してください。アーカイブのファイル名も指定
できます。

ローカルファイル フラッシュアーカイブを含むローカルファイルシステムのパ
スを指定してください。

ローカルテープ フラッシュアーカイブを含むローカルテープデバイスとテー
プ上の位置を指定してください。

ローカルデバイス フラッシュアーカイブを含むローカルデバイスとパス、ファ
イルシステムのタイプを指定してください。

次のような「Retrieval」サブメニューが表示されます。表示は選択されたメディア
によって異なります。

NFS Location:

c. 次の例のように、アーカイブのパスを入力します。

NFS Location: host:/path/to archive.flar

d. F3を押してリストにアーカイブを追加します。

e. インストールしたいアーカイブがリストに含まれた時点で F6を押して終了しま
す。

4. F3を押してアーカイブ (単一のアーカイブまたは階層化された複数のアーカイブ)をイ
ンストールします。

フラッシュアーカイブがブート環境にインストールされます。ブート環境上のファイ
ルは、共有可能ファイルを除きすべて上書きされます。

以上の手順で、ブート環境をアクティブにする準備が整います。詳細は、291ページ
の「ブート環境のアクティブ化 (キャラクタインタフェース)」を参照してください。
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� ブート環境へのフラッシュアーカイブのインス
トール (コマンド行インタフェース)

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# luupgrade -f -n BE_name -s os_image_path -J ’profile’

オプションとして、-a、- j、または -J のいずれかを指定する必要があります。

-f オペレーティングシステムをフラッシュアーカイブからアップグ
レードすることを示します。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージを含むディレクトリのパス名を
指定します。このディレクトリはインストールメディア
(DVD-ROMや CD-ROMなど)上でも NFSまたは UFSディレクト
リであってもかまいません。

-J ’profile’ フラッシュインストール用に構成された JumpStartプロファイル内
のエントリです。JumpStartソフトウェアの詳細は、pfinstall
(1M)のマニュアルページと第 21章を参照してくださ
い。-a、-j、または - J のいずれかを指定する必要があります。

-j profile_path フラッシュインストール用に構成された JumpStartプロファイルの
パスです。JumpStartソフトウェアの詳細は、pfinstall(1M)の
マニュアルページと第 21章を参照してください。-a、-j、または
- J のいずれかを指定する必要があります。

-a archive フラッシュアーカイブのパス (ローカルファイルシステムでその
アーカイブが利用できる場合)。-a、-j、または - J のいずれかを
指定する必要があります。

例 33–3ブート環境へフラッシュアーカイブをインストールする (コマンド行インタフェー
ス)

この例では、second_diskブート環境にフラッシュアーカイブをインストールしてい
ます。-Jオプションは、アーカイブを取り出すために使用されています。second
_disk上のファイルは、共有可能ファイルを除いてすべて上書きされます。

# luupgrade -f -n second_disk \
-s /net/installmachine/export/solarisX/OS_image \

-J ’archive_location http://example.com/myflash.flar’
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ブート環境のアクティブ化
ブート環境をアクティブにすると、次のシステムリブートでブート可能になります。
新しいアクティブブート環境で何か問題が発生する場合は、元のブート環境にすぐに
戻すことができます。詳細は、294ページの「問題の解決:元のブート環境へのフォー
ルバック (コマンド行インタフェース)」を参照してください。

ブート環境を正常にアクティブにするためには、そのブート環境が以下の条件を満た
している必要があります。

� ブート環境のステータスは「complete」でなければなりません。ステータスを確認
するには、300ページの「すべてのブート環境のステータスの表示」を参照してく
ださい。

� 現在のブート環境とは別のブート環境をアクティブにする場合は、lumount(1M)
または mount(1M)を使用してそのブート環境のパーティションをマウントするこ
とはできません。

� 比較処理で使用中のブート環境はアクティブにできません。304ページの「ブート
環境の比較」を参照してください。

注 –スワップを再構成したい場合は、非アクティブブート環境をブートする前に行
なってください。デフォルトでは、すべてのブート環境が同じスワップデバイスを共
有します。スワップを再構成する場合は、「新しいブート環境を作成する」、手
順 9、または271ページの「ブート環境を作成しスワップを再構成する (コマンド行イ
ンタフェース)」を参照してください。

� ブート環境のアクティブ化 (キャラクタインタ
フェース)
新しく作成したブート環境で初めてブートする時に、Solaris Live Upgradeは新しい
ブート環境と以前のアクティブブート環境の同期をとります。アクティブなブート環
境が、新しく作成したブート環境の元になったブート環境であるとは限りません。こ
こでいう「同期」は、前にアクティブであったブート環境のあるシステムファイルや
ディレクトリを、ブートされているブート環境にコピーすることを意味します。ただ
し、「Do you want to force a Live Upgrade sync operations」という質問に対し yes
を入力しない限り、この最初のブート時に同期化は行われません。

同期化を実行すると、Solaris Live Upgradeは、同期をとるファイルの間に矛盾がな
いかチェックします。新しいブート環境がブートされ、矛盾が検出されると、警告が
出されます。この場合、ファイルの同期化は行われません。このような場合でも、ア
クティブ化は正常に終了することがあります。このような矛盾は、次の場合に発生す
ることがあります。
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� 現在のブート環境を新しいオペレーティングシステムにアップグレードする

� 非アクティブなブート環境を新しいオペレーティングシステムにアップグレード
し、元のブート環境にあるファイルを変更する

� 両方のブート環境のシステムファイル (/etc/passwdなど)を変更する

以前のアクティブブート環境で発生した変更にユーザーが気付いていない場合や、そ
れらの変更を制御できない場合もあるため、このオプションを使用する際には十分注
意してください。たとえば、現在のブート環境で Solaris 9ソフトウェアを実行してい
るとします。この場合、Solaris 2.6リリースをブートし、同期化を実行すると、2.6リ
リースのファイルは変更されることがあります。ファイルはオペレーティング環境の
リリースに依存しているため、Solaris 2.6リリースのブートは失敗することがありま
す。Solaris 9のファイルと Solaris 2.6のファイルは互換性があるとは限らないからで
す。

1. Solaris Live Upgradeのメインメニューで「Activate」を選択します。

2. アクティブにするブート環境の名前を入力します。

Name of Boot Environment: solaris_9

Do you want to force a Live Upgrade sync operations: no

3. ファイルの同期化を実行することも、実行せずに処理を続けることもできます。

� Returnキーを押して継続します。

ブート環境の最初のブートでは、ファイルの同期化が自動的に行われます。

� ファイルの同期化を実行できますが、この機能は慎重に使用してください。同期化
するファイルに、それぞれのブート環境のオペレーティングシステムが対応してい
なければなりません。ファイルの同期化を実行する場合は、次のように入力しま
す。

Do you want to force a Live Upgrade sync operations: yes

4. F3を押して、アクティブ化の処理を開始します。

5. Returnキーを押して継続します。

新しいブート環境は、次のリブート時にアクティブになります。

6. 非アクティブブート環境をリブートしてアクティブにします。

# init 6

� ブート環境をアクティブにする (コマンド行インタ
フェース)

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のように入力して、ブート環境をアクティブにします。

# /usr/sbin/luactivate BE_name
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BE_name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

3. リブートします。

# init 6

注意 –リブートには initか shutdownコマンドを使用してください。rebootや
halt、uadminコマンドを使用すると、ブート環境の切り替えは行われません。最後
にアクティブであったブート環境が再びブートされます。

例 33–4ブート環境をアクティブにする (コマンド行インタフェース)

この例では、次のリブート時に second_diskブート環境がアクティブになります。

# /usr/sbin/luactivate second_disk

# init 6

� ブート環境をアクティブにしてファイルを同期さ
せる (コマンド行インタフェース)
新しく作成したブート環境で初めてブートする時に、Solaris Live Upgradeは新しい
ブート環境と以前のアクティブブート環境の同期をとります。アクティブなブート環
境が、新しく作成したブート環境の元になったブート環境であるとは限りません。こ
こでいう「同期」は、前にアクティブであったブート環境のあるシステムファイルや
ディレクトリを、ブートされているブート環境にコピーすることを意味します。この
最初のブートの後で Solaris Live Upgradeがこの同期化を行うために
は、luactivate に -s オプションを指定する必要があります。

-sオプションで同期化を実行すると、luactivateは、同期化に関連するファイル
の間に矛盾がないかチェックします。新しいブート環境がブートされ、矛盾が検出さ
れると、警告が出されます。この場合、ファイルの同期化は行われません。このよう
な場合でも、アクティブ化は正常に終了することがあります。このような矛盾は、次
の場合に発生することがあります。

� 現在のブート環境を新しいオペレーティングシステムにアップグレードする

� 非アクティブなブート環境を新しいオペレーティングシステムにアップグレード
し、元のブート環境にあるファイルを変更する

� 両方のブート環境のシステムファイル (/etc/passwdなど)を変更する

以前のアクティブブート環境で発生した変更にユーザーが気付いていない場合や、そ
れらの変更を制御できない場合もあるため、このオプションを使用する際には十分注
意してください。たとえば、現在のブート環境で Solaris 9ソフトウェアを実行してい
るとします。この場合、Solaris 2.6リリースをブートし、同期化を実行すると、2.6リ
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リースのファイルは変更されることがあります。ファイルはオペレーティング環境の
リリースに依存しているため、Solaris 2.6リリースのブートは失敗することがありま
す。Solaris 9のファイルと Solaris 2.6のファイルは互換性があるとは限らないからで
す。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のように入力して、ブート環境をアクティブにします。

# /usr/sbin/luactivate -s BE_name

BE_name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

-s 最後にアクティブであったブート環境と新しいブート環境のファイ
ルを同期化します。

-s オプションは、ブート環境の最初のアクティブ化の後でファイ
ルを同期化するときに使用します。ブート環境の最初のアクティブ
化ではファイル間の同期化が行われますが、それ以降のアクティブ
化ではファイルの同期化は行われません。以前のアクティブブート
環境で発生した変更にユーザーが気付いていない場合や、それらの
変更を制御できない場合もあるため、このオプションを使用する際
には十分注意してください。

3. リブートします。

# init 6

例 33–5ブート環境をアクティブにする (コマンド行インタフェース)

この例では、次のリブート時に second_diskブート環境がアクティブになり、ファイ
ルの同期がとられます。

# /usr/sbin/luactivate -s second_disk

# init 6

問題の解決:元のブート環境へのフォー
ルバック (コマンド行インタフェース)
アップグレードの後に障害が検出されたり、アップグレードされたコンポーネントに
アプリケーションが対応できない場合は、次の手順のどれか (プラットフォームに
よって異なる)を使って元のブート環境にフォールバックアップする必要がありま
す。最初の手順では、luactivateを実行して元のブート環境に戻ります。この処理
が失敗した場合は、2つ目の手順によって DVD-ROM、CD-ROM、またはネットイ
メージからブートしてください。
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� 新しいブート環境の作成に成功した場合のフォー
ルバック
新しいブート環境のアクティブ化に成功したが、その結果に満足できない場合は、こ
の手順を使用します。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/luactivate BE_name

BE_name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

3. リブートします。

# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

� ブート環境のアクティブ化に失敗した場合の
フォールバック
� 新しいブート環境のブートに失敗したため、元のブート環境をシングルユーザー
モードでブートする場合は、この手順を使って元のブート環境にフォールバックし
ます。

� メディアやネットインストールイメージからブートする場合は、296ページの
「DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを使って元のブート環境
にフォールバックする」を参照してください。

1. OKプロンプトで、Solaris 9 DVD、Solaris 9 INSTALLATION CD、ネットワーク、
またはローカルディスクからマシンをシングルユーザーモードで起動します。

OK boot cdrom -s

または

OK boot net -s

または

OK boot device_name -s

device_name システムをブートするデバイスの名前を指定します (たとえば、
/dev/dsk/c0t0d0s0)。

2. 次のコマンドを入力します。
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# /sbin/luactivate BE_name

BE_name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

� このコマンドを実行した結果プロンプトが表示されない場合は、296ページの
「DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを使って元のブート環境
にフォールバックする」へ進みます。

� プロンプトが表示される場合は、次の手順に進みます。

3. プロンプトに対して、次のコマンドを入力します。

Do you want to fallback to activate boot environment <disk name>

(yes or no)? yes

フォールバックによるアクティブ化が正常に行われたことを示すメッセージが表示さ
れます。

4. リブートします。

# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

� DVD、CD、またはネットワークインストールイ
メージを使って元のブート環境にフォールバック
する
DVD、CD、またはネットワークインストールイメージからブートする場合は、この
手順を使用します。この場合、以前のアクティブブート環境からルート (/)スライス
をマウントする必要があります。その後で、ブート環境の切り替えを行う
luactivateコマンドを実行してください。リブートすると、以前のアクティブブー
ト環境が再び起動されます。

1. OKプロンプトで、Solaris 9 DVD、Solaris 9 INSTALLATION CD、ネットワーク、
またはローカルディスクからマシンをシングルユーザーモードで起動します。

OK boot cdrom -s

または

OK boot net -s

または

OK boot device_name -s

device_name オペレーティングシステムのコピーが格納されているディスクおよびスライ
スの名前を指定します (たとえば、 /dev/dsk/c0t0d0s0)。

296 Solaris 9インストールガイド • 2002年 5月



2. 必要に応じて、フォールバックブート環境のルート (/)が置かれているファイルシス
テムの完全性を確認します。

# fsck device_name

device_name フォールバックしたいブート環境のディスクデバイスにあ
るルート (/)ファイルシステムの名前を指定します。デバイ
ス名の形式は、/dev/dsk/c numtnum dnums num です。

3. アクティブブート環境のルート (/)スライスをディレクトリ (/mntなど)にマウント
します。

# mount device_name /mnt

device_name フォールバックしたいブート環境のディスクデバイスにあ
るルート (/)ファイルシステムの名前を指定します。デバイ
ス名の形式は、/dev/dsk/c numtnum dnums num です。

4. アクティブブート環境のルート (/)スライスから、次のように入力します。

# /mnt/sbin/luactivate

前の稼働ブート環境がアクティブになり、結果が示されます。

5. /mntをマウント解除します。

# umount /mnt

6. リブートします。

# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。
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第 34章

Solaris Live Upgradeブート環境の管
理

この章では、ブート環境のファイルシステムを最新の状態に維持したり、ブート環境
を削除するなど、さまざまな管理作業について説明します。この章の内容は次のとお
りです。

� 299ページの「Solaris Live Upgrade管理作業の概要」
� 300ページの「すべてのブート環境のステータスの表示」
� 302ページの「以前に構成されたブート環境の更新」
� 304ページの「スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り消
し」

� 304ページの「ブート環境の比較」
� 306ページの「非アクティブブート環境の削除」
� 307ページの「アクティブブート環境の名前の表示」
� 308ページの「ブート環境の名前の変更」
� 309ページの「ブート環境名に関連付ける説明の作成または変更」
� 312ページの「ブート環境の構成の表示」

Solaris Live Upgrade管理作業の概要
表 34–1 Solaris Live Upgrade管理作業の概要

作業 説明 参照先

(省略可能)ステータスの表示 � ブート環境の状態 (アクティブ、
アクティブ化の処理中、アク
ティブになるようにスケジュー
ルされている、比較処理中)を表
示します。

� 300ページの「すべてのブート環
境のステータスの表示」
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表 34–1 Solaris Live Upgrade管理作業の概要 (続き)
作業 説明 参照先

� アクティブブート環境と非アク
ティブブート環境を比較しま
す。

� 304ページの「ブート環境の比
較」

� アクティブブート環境の名前を
表示します。

� 307ページの「アクティブブート
環境の名前の表示」

� ブート環境の構成を表示しま
す。

� 312ページの「ブート環境の構成
の表示」

(省略可能)非ブアクティブート環境
の更新

ファイルシステムの構成を変更する
ことなく、アクティブブート環境か
らファイルシステムを再度コピーし
ます。

302ページの「以前に構成された
ブート環境の更新」

(省略可能)その他の作業 � ブート環境を削除します。 � 306ページの「非アクティブブー
ト環境の削除」

� ブート環境の名前を変更しま
す。

� 308ページの「ブート環境の名前
の変更」

� ブート環境の名前に関連付ける
説明を作成または変更します。

� 309ページの「ブート環境名に関
連付ける説明の作成または変
更」

� スケジュールされているジョブ
を取り消します。

� 304ページの「スケジュールされ
た処理 (作成/アップグレード/
コピー)の取り消し」

すべてのブート環境のステータスの表示
ブート環境についての情報を表示するには、「Status」メニューまたは lustatusコ
マンドを使用してください。ブート環境を指定しない場合は、システム上のすべての
ブート環境のステータス情報が表示されます。

各ブート環境について、次の詳細情報が表示されます。

� Name –各ブート環境の名前
� Complete –コピー処理、作成処理とも進行中ではなく、ブート環境をブートでき
る状態であることを示します。作成処理またはアップグレード処理が進行中であっ
たり失敗した場合などは、ステータスは未完了として示されます。たとえば、あ
るブート環境のコピー処理が進行中であるか、コピー処理がスケジュールされてい
る場合は、そのブート環境は未完了とみなされます。

� Active –アクティブブート環境であるかどうかを示します。
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� ActiveOnReboot –システムの次のリブート時にそのブート環境がアクティブにな
るかどうかを示します。

� CopyStatus –ブート環境の作成またはコピーの状態 (作成またはコピーがスケ
ジュールされている、アクティブ、またはアップグレード中)を示します。ステー
タスが SCHEDULEDの場合、Solaris Live Upgradeのコピー、名前変更、アップグ
レードの各処理を行うことはできません。

� すべてのブート環境のステータスを表示する (キャ
ラクタインタフェース)

� メインメニューから「Status」を選択します。

次のような表が表示されます。

BE_name Complete Active ActiveOnReboot CopyStatus
------------------------------------------------------------------------
disk_a_S7 yes yes yes -
disk_b_S7database yes no no COPYING

disk_b_S8 no no no -

注 –この例では、disk_b_S8は未完了の状態で、disk_b_S7databaseは
CopyStatusが SCHEDULEDになっています。このためこれらの環境では、コピー、
名前変更、アップグレードの各処理を行うことはできません。

� すべてのブート環境のステータスを表示する (コマ
ンド行インタフェース)

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# lustatus BE_name

BE_name ステータスを表示する非アクティブブート環境の名前を
指定します。BE_nameを省略すると、lustatusにより
システム内のすべてのブート環境のステータスが表示さ
れます。

この例では、すべてのブート環境のステータスが表示されます。

# lustatus

BE_name Complete Active ActiveOnReboot CopyStatus
------------------------------------------------------------------------
disk_a_S7 yes yes yes -
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disk_b_S7database yes no no COPYING
disk_b_S8 no no no -

注 –この例では、disk_b_S8は未完了の状態で、disk_b_S7databaseは
CopyStatusが SCHEDULEDになっています。このためこれらの環境では、コピー、
名前変更、アップグレードの各処理を行うことはできません。

以前に構成されたブート環境の更新
「Copy」メニューまたは lumakeコマンドを使用して、以前に構成されたブート環
境の内容を更新できます。アクティブ (ソース)ブート環境のファイルシステムがター
ゲットブート環境にコピーされると、ターゲット上にあったデータは破棄されます。
コピー元のブート環境のステータスは、「complete」である必要があります。ブート
環境のステータスを確認する方法については、300ページの「すべてのブート環境の
ステータスの表示」を参照してください。

コピー作業は後で行われるようにスケジュールできます。スケジュールできるのは一
度に 1つのジョブだけです。スケジュールされたコピー処理を取り消す方法について
は、304ページの「スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り消
し」を参照してください。

� 以前に構成されたブート環境を更新する (キャラク
タインタフェース)

1. メインメニューから「Copy」を選択します。

2. 更新する非アクティブブート環境の名前を入力します。

Name of Target Boot Environment: solaris8

3. コピー処理を継続するか、または後でコピーが実行されるようにスケジュールしま
す。

� コピーを継続するには、Returnキーを押します。

以上の手順で、非アクティブブート環境が更新されます。

� 後でコピーが実行されるようにスケジュールするには、「y」と入力し、時刻 (at
コマンドの書式を使用)と、結果の送信先電子メールアドレスを指定します。

Do you want to schedule the copy? y
Enter the time in ’at’ format to schedule copy: 8:15 PM
Enter the address to which the copy log should be mailed:
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someone@anywhere.com

時間の書式については、at(1)のマニュアルページを参照してください。

以上の手順で、非アクティブブート環境が更新されます。

スケジュールされた処理を取り消す方法については、304ページの「スケジュール
された処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り消し」を参照してください。

� 以前に構成されたブート環境を更新する (コマンド
行インタフェース)
この手順では、以前に作成されたブート環境上の古いファイルを上書きしてソース
ファイルをコピーします。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# lumake -n BE_name [-s source_BE] [-t time] [-m email_address]

-n BE_name ファイルシステムを書き換えるブート環境の名前を指定します。

-s source_BE (省略可能)ターゲットブート環境にコピーするファイルシステムが
あるソースブート環境の名前を指定します。このオプションを省略
すると、lumakeは現在のブート環境をソースとして使用します。

-t time (省略可能)指定されたブート環境上のファイルを指定された時刻に
上書きするバッチジョブを設定します。時刻は、at(1)のマニュア
ルページに指定されている書式で入力します。

-m email_address (省略可能)コマンドが完了した時点で、ここで指定する電子メール
アドレスに lumakeの出力を送ります。email_addressはチェックさ
れません。このオプションは、-tと併用する必要があります。

例 34–1以前に構成されたブート環境を更新する (コマンド行インタフェース)

この例では、first_diskのファイルシステムが second_diskにコピーされます。処理が
完了した時点で、電子メールが joe@anywhere.comに送信されます。

# lumake -n second_disk -s first_disk -m joe@anywhere.com

first_disk上のファイルが second_diskにコピーされ、通知の電子メールが送信されま
す。スケジュールされたコピー処理を取り消す方法については、304ページの「スケ
ジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り消し」を参照してくださ
い。
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スケジュールされた処理 (作成/アップグ
レード/コピー)の取り消し
ブート環境のスケジュールされた処理 (作成、アップグレード、コピー)は、その処理
の開始前に取り消すことができます。GUIでは、「Create a Boot Environment」、
「Upgrade a Boot Environment」、または「Copy a Boot Environment」メニューを
使用して、特定の時間に処理が実行されるようにスケジュールすることができま
す。CLIでは、lumakeコマンドを使用して、処理をスケジュールできます。システ
ムでスケジュールできるジョブは一度に 1つだけです。

� スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コ
ピー)を取り消す (キャラクタインタフェース)

1. メインメニューから「Cancel」を選択します。

2. 取り消しが可能なブート環境の一覧を表示するには、F2を押します。

3. 取り消すブート環境を選択します。

これで、指定されている時刻に処理は実行されなくなります。

� スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コ
ピー)を取り消す (コマンド行インタフェース)

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# lucancel

これで、指定されている時刻に処理は実行されなくなります。

ブート環境の比較
アクティブブート環境とその他のブート環境の相違を確認するには、「Compare」メ
ニューまたは lucompareコマンドを使用します。比較をするためには、非アクティ
ブブート環境は完了状態で、コピー処理がスケジュールされていない必要がありま
す。300ページの「すべてのブート環境のステータスの表示」を参照してください。
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指定するブート環境には、lumountまたは mountを使用してマウントされたパー
ティションを含むことはできません。

� ブート環境を比較する (キャラクタインタフェー
ス)

1. メインメニューから「Compare」を選択します。

2. 「Compare to Original」または「Compare to an Active Boot Environment」を選択
します。

3. F3を押します。

4. 次に示すように、元の (アクティブ)ブート環境の名前、非アクティブブート環境の名
前、およびファイルのパスを入力します。

Name of Parent: solaris8
Name of Child: solaris8-1

Full Pathname of the file to Store Output: /tmp/compare

5. F3を押してファイルに保存します。

「Compare」メニューに以下の属性が表示されます。

� 「モード」

� 「リンクの数」

� 「所有者」

� 「グループ」

� チェックサム -指定されたブート環境内のファイルとこれに対応するアクティブ
ブート環境内のファイルが、前述したすべてのフィールドにおいて一致する場合だ
け、チェックサムを計算します。すべて一致するがチェックサムは異なるという場
合には、異なるチェックサムが比較対象ファイルのエントリに付加されます。

� 「サイズ」

� いずれか一方のブート環境だけに存在するファイル

6. F3を押して「Compare」メニューに戻ります。

� ブート環境を比較する (コマンド行インタフェー
ス)

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/lucompare -i infile (or) -t -o outfile BE_name
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-i infile infile中に指定されたファイルを比較します。比較するファイル
は、絶対パスで指定する必要があります。ファイルのエントリが
ディレクトリである場合、比較はディレクトリに対して再帰的に行
われます。このオプションまたは - t のいずれか一方を使用できま
す (両方は使用できません)。

-t バイナリ以外のファイルだけを比較します。この比較では、ファイ
ルごとに file(1)コマンドを使用してそのファイルがテキストファ
イルであるかを確認します。ユーザーは、このオプションまたは
-iのいずれか一方を使用できます (両方は使用できません)。

-o outfile 相違についての出力を outfileにリダイレクトします。

BE_name アクティブブート環境と比較するブート環境の名前を指定します。

例 34–2ブート環境の比較 (コマンド行インタフェース)

この例では、first_diskブート環境 (ソース)と second_diskブート環境が比較され、
結果がファイルに出力されます。

# /usr/sbin/lucompare -i /etc/lu/compare/ \

-o /var/tmp/compare.out second_disk

非アクティブブート環境の削除
「Delete」メニューまたは ludeleteを使用してください。アクティブブート環境お
よび次のリブートでアクティブになるブート環境は、削除できません。削除するブー
ト環境は完了状態でなければなりません。完了状態のブート環境とは、ステータスを
変更する処理が終了している環境を指します。ブート環境のステータスを確認する方
法については、300ページの「すべてのブート環境のステータスの表示」を参照して
ください。また、lumountを使用してファイルシステムをマウントしているブート環
境も削除できません。

� 非アクティブブート環境を削除する (キャラクタイ
ンタフェース)

1. メインメニューから「Delete」を選択します。

2. 削除する非アクティブブート環境の名前を入力します。

Name of boot environment: solaris8

指定された非アクティブブート環境が削除されます。
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� 非アクティブブート環境を削除する (コマンド行イ
ンタフェース)

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# ludelete BE_name

BE_name 削除する非アクティブブート環境の名前を指定します。

例 34–3非アクティブブート環境の削除 (コマンド行インタフェース)

この例では、ブート環境 second_diskが削除されます。

# ludelete second_disk

アクティブブート環境の名前の表示
現在動作しているブート環境の名前を表示するには、「Current」メニューまたは
lucurrコマンドを使用してください。システム上に構成されたブート環境がない場
合は、「No Boot Environments are defined」というメッセージが表示されま
す。lucurrで表示されるのは現在のブート環境の名前だけです。次のブート時にア
クティブになるブート環境の名前は表示されません。ブート環境のステータスを確認
する方法については、300ページの「すべてのブート環境のステータスの表示」を参
照してください。

� アクティブブート環境の名前を表示する (キャラク
タインタフェース)

� メインメニューから「Current」を選択します。

アクティブブート環境の名前または「No Boot Environments are defined」というメッ
セージが表示されます。

� アクティブブート環境の名前を表示する (コマンド
行インタフェース)

� 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/lucurr
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例 34–4アクティブブート環境の名前の表示 (コマンド行インタフェース)

この例では、現在のブート環境の名前が表示されます。

# /usr/sbin/lucurr

solaris8

ブート環境の名前の変更
ブート環境の名前の変更は、ブート環境の Solarisリリースを別のリリースにアップグ
レードする場合などに便利です。たとえば、オペレーティングシステムのアップグ
レード処理においてブート環境 solaris 7 を solaris 8 に変更できます。非アク
ティブブート環境の名前を変更する場合は、「Rename」メニューまたは lurename
コマンドを使用してください。

新しい名前に使用できるのは、シングルバイトの 8ビット文字だけです。また、新し
い名前の設定は、以下の規則に従う必要があります。

� 長さが 30文字を超えない
� 英数字またはASCII文字 (UNIXシェルで特別な意味を持つ文字を除く)で構成さ
れている。sh(1)の「クォート」の節を参照してください。

� シングルバイトの 8ビット文字だけ含む
� システム上に 1つしか存在しない

ブート環境の名前を変更するためには、そのステータスが「complete」である必要が
あります。ブート環境のステータスを確認する方法については、300ページの「すべ
てのブート環境のステータスの表示」を参照してください。lumountまたは mount
を使用してファイルをマウントしているブート環境の名前は、変更できません。

� 非アクティブブート環境の名前を変更する (キャラ
クタインタフェース)

1. メインメニューから「Rename」を選択します。

2. 名前を変更するブート環境を指定し、続いて新しい名前を入力します。

3. F3を押して変更を保存します。

308 Solaris 9インストールガイド • 2002年 5月



� 非アクティブブート環境の名前を変更する (コマン
ド行インタフェース)

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# lurename -e BE_name -n new_name

-e BE_name 変更する非アクティブブート環境の名前を指定します。

-n new_name 非アクティブブート環境の新しい名前を指定します。

この例では、second_diskが third_diskに変更されます。

# lurename -e second_disk -n third_disk

ブート環境名に関連付ける説明の作成ま
たは変更
ブート環境名に説明を付けることができます。この説明によって名前が置き換わるこ
とはありません。ブート環境名は長さと文字に制限がありますが、この説明は長さ、
内容に制限がありません。シンプルなテキストでも、gifファイルのような複雑なも
のでもかまいません。この説明は、次の時点で作成できます。

� ブート環境を作成する場合 (-Aオプション指定で lucreateコマンドを使用する)
� ブート環境の作成後 (ludescコマンドを使用する)

lucreateコマンドで -Aオプションを使用する方法の詳細は、265ページの「ブー
ト環境を初めて作成する (コマンド行インタフェース)」を参照してください。ブート
環境の作成後に説明を作成する方法については、以下の説明または ludesc(1M)の
マニュアルページを参照してください。

� テキストを使用してブート環境名の説明を作成ま
たは変更する方法

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/ludesc -n BE_name ’BE_description’
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-n BE_name ’ BE_description’ ブート環境名と、その名前に関連付ける新しい説明を指定
します。

例 34–5テキストを使用してブート環境名に説明を加える

この例では、second_diskというブート環境に説明が加えられています。この説明
は、単一引用符で囲まれたテキストファイルで記述されます。

# /usr/sbin/ludesc -n second_disk ’Solaris 9 test build, January 2001.’

� ファイルを使用してブート環境名の説明を作成ま
たは変更する方法

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/ludesc -n BE_name -f file_name

-n BE_name ブート環境名と、その名前に関連付ける新しい説明を指定
します。

-f

file_name

ブート環境名に関連付けるファイルを指定します。

例 34–6ファイルを使用してブート環境名に説明を加える

この例では、second_diskというブート環境に説明が加えられています。説明
は、gifファイル内に入っています。

# /usr/sbin/ludesc -n second_disk -f rose.gif

� テキストで記述された説明からブート環境名を確
認する方法

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/ludesc -A ’BE_description’

-A ’BE_description’ 説明に関連付けられているブート環境名を表示します。
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例 34–7説明からブート環境名を確認する

この例では、説明を指定して -Aオプションを使用することでブート環境名 second
_diskを確認しています。

# /usr/sbin/ludesc -A ’Solaris 9 test build, January 2001.’

second_disk

� ファイル内の説明からブート環境名を確認する方
法

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/ludesc -f file_name

-f file_name ファイル内の説明に関連付けられているブート環境名を表示しま
す。

例 34–8ファイル内の説明からブート環境名を確認する

この例では、-fオプションと、説明を含むファイルの名前を使用することでブート環
境の名前 second_diskを確認しています。

# /usr/sbin/ludesc -f rose.gif

second_disk

� 名前からブート環境説明を確認する方法
1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/ludesc -n BE_name

-n BE_name ブート環境名に関連付けられている説明を表示します。

例 34–9ブート環境名から説明を確認する

この例では、ブート環境名を指定して -nオプションを使用することで説明を確認し
ています。

# /usr/sbin/ludesc -n second_diskSolaris 9 test build, January 2001
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ブート環境の構成の表示
ブート環境の構成を表示するには、「List」メニューまたは lufslistコマンドを使
用してください。出力される情報は、各ブート環境マウントポイントのディスクスラ
イス (ファイルシステム)、ファイルシステムの種類、およびファイルシステムサイズ
です。

� 非アクティブブート環境の構成を表示する (キャラ
クタインタフェース)

1. メインメニューから「List」を選択します。

2. 構成を表示したいブート環境の名前を入力します。

Name of Boot Environment: solaris8

3. F3を押します。

次の例ではリストを表示しています。

Filesystem fstype size(Mb) Mounted on
------------------------------------------------------------------
/dev/dsk/c0t0d0s1 swap 512.11 -
/dev/dsk/c0t4d0s3 ufs 3738.29 /

/dev/dsk/c0t4d0s4 ufs 510.24 /opt

4. F6を押して「List」メニューに戻ります。

� ブート環境の構成を表示する (コマンド行インタ
フェース)

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# lufslist

BE_name ファイルシステムの詳細を表示するブート環境の名前を指定しま
す。

次の例ではリストを表示しています。

Filesystem fstype size(Mb) Mounted on
------------------------------------------------------------------
/dev/dsk/c0t0d0s1 swap 512.11 -
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/dev/dsk/c0t4d0s3 ufs 3738.29 /

/dev/dsk/c0t4d0s4 ufs 510.24 /opt
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第 35章

Solaris Live Upgradeの使用例

この章では、CUI (キャラクタユーザーインタフェース)または CLI (コマンド行イン
タフェース)を使用してブート環境の作成、アップグレード、およびアクティブ化を
行う例を示します。また、本来のブート環境に戻す例も紹介します。

Solaris Live Upgradeによるアップグ
レードの使用例 (コマンド行インタ
フェース)
この例では、Solaris 2.6リリースを使用しているシステムで lucreateコマンドを使
用して新しいブート環境を作成しています。この新しいブート環境は、luupgrade
コマンドを使用して Solaris 9にアップグレードされ、次に、luactivateコマンド
によってアクティブ化されます。この節では、以前のブート環境にフォールバックす
る例も示します。

アクティブブート環境で Live Upgradeをインス
トールする
1. Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDを挿入します。

2. 使用しているメディアに合わせて操作を行います。

� Solaris 9 DVDを使用している場合は、Installersディレクトリに移動し、
インストーラを実行します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_9/Tool/Installers

# ./liveupgrade20
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Solaris Web Startインストーラが表示されます。
� Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDを使用している場合は、インストーラを実行し
ます。

% ./installer

Solaris Web Startインストーラが表示されます。

3. 「インストール形式の選択 (Select Type of Install)」パネルで「カスタム
(Custom)」をクリックします。

4. 「ロケールの選択 (Locale Selection)」パネルで、インストールする言語をクリック
します。

5. インストールするソフトウェアを選択します。

� DVDの場合、「コンポーネントの選択 (Component Selection)」パネルの「次
へ (Next)」をクリックしてパッケージをインストールします。

� CDの場合、「製品の選択 (Product Selection)」パネルの Solaris Live Upgrade
の項目で「デフォルトインストール (Default Install)」をクリックします。

6. Solaris Web Startの指示に従って、ソフトウェアをインストールします。

ブート環境を作成する
-cオプションを使用して、ソースブート環境に c0t4d0s0という名前を付けます。
ソースブート環境の名前設定は、ブート環境を作成するためにシステム上で初めて
Solaris Live Upgradeを使用する場合に必要となります。その後のブート環境作成で
は、-cオプションを使用する必要はありません。

新しいブート環境の名前は c0t15d0s0です。-Aオプションを用いて、このブート環境
名に関連付けられる説明を作成します。

ルート (/)ファイルシステムを新しいブート環境にコピーし、ソースブート環境のス
ワップスライスは共有せずに、新しいスワップスライスを作成します。

# lucreate -A ’BE_description’ -c c0t4d0s0 -m /:/dev/dsk/c0t15d0s0:ufs \

-m -:/dev/dsk/c0t15d0s1:swap -n c0t15d0s0

非アクティブブート環境をアップグレードする
非アクティブブート環境の名前は c0t15d0s0です。アップグレードに使用されるオ
ペーレティングシステムイメージはネットワークから取得します。

# luupgrade -n c0t15d0s0 -u -s /net/ins3-svr/export/s9/combined.s9s_wos
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ブート環境がブート可能か確認する
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了したかどうか、およびそのブート環
境がブート可能であるかを報告します。

# lustatus

BE_name Complete Active ActiveOnReboot CopyStatus
------------------------------------------------------------------------
c0t4d0s0 yes yes yes -

c0t15d0s0 yes no no -

非アクティブブート環境をアクティブにする
luactivateコマンドを使用して c0t15d0s0ブート環境をブート可能にします。続い
てシステムをリブートします。これで c0t15d0s0がアクティブブート環境にな
り、c0t4d0s0ブート環境が非アクティブになります。

# luactivate c0t15d0s0

# init 6

ソースブート環境へフォールバックする
新しいブート環境のアクティブ化の状況に応じて、次の 3つの作業からいずれかを選
択します。

� アクティブ化が正常に行われたが元のブート環境に戻したいという場合は、317
ページの「ブート環境作成は正常に完了したが元のブート環境にフォールバックさ
せる場合」を参照してください。

� アクティブ化に失敗したが、元のブート環境からブート可能な場合は、318ページ
の「ブート環境のアクティブ化に失敗したため元のブート環境にフォールバックさ
せる場合」を参照してください。

� アクティブ化に失敗し、メディアまたはネットインストールイメージを使用して元
のブート環境に戻る必要がある場合は、318ページの「DVD、CD、またはネット
インストールイメージを使用して元のブート環境にフォールバックさせる場合」を
参照してください。

ブート環境作成は正常に完了したが元のブート環境に
フォールバックさせる場合
この例では、新しいブート環境のアクティブ化が正常に完了したにもかかわらず、元
の c0t4d0s0ブート環境をアクティブブート環境として復元しています。デバイス名は
first_diskです。

# /usr/sbin/luactivate first_disk

# init 6
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ブート環境のアクティブ化に失敗したため元のブート環境
にフォールバックさせる場合
この例では、新しいブート環境のブートに失敗しています。シングルユーザーモード
で元のブート環境 c0t4d0s0からブートさせるために、OKプロンプトを表示させる必
要があります。

OK boot net -s
# /sbin/luactivate first_disk
Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0
(yes or no)? yes

# init 6

元のブート環境 c0t4d0s0がアクティブブート環境になります。

DVD、CD、またはネットインストールイメージを使用し
て元のブート環境にフォールバックさせる場合
この例では新しいブート環境のブートに失敗しています。元のブート環境からはブー
トできないためメディアまたはネットインストールイメージを使用する必要がありま
す。デバイスは /dev/dsk/c0t4d0s0です。元のブート環境 c0t4d0s0がアクティブ
ブート環境になります。

OK boot net -s
# fsck /dev/dsk/c0t4d0s0
# mount /dev/dsk/c0t4d0s0 /mnt
# /mnt/sbin/luactivate
# umount /mnt

# init 6

Solaris Live Upgradeによるアップグ
レードの例 (キャラクタインタフェース)
この例では、Solaris 2.6リリースを使用しているシステム上に新しいブート環境を作
成しています。Solaris 9リリースにアップグレードし、アップグレードされたこの
ブート環境をアクティブにしています。

アクティブブート環境で Live Upgradeをインス
トールする
1. Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDを挿入します。

2. 使用しているメディアのインストーラを実行します。
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� Solaris 9 DVDを使用している場合は、インストーラのあるディレクトリに移動
してからインストーラを実行します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_9/Tool/Installers

# ./liveupgrade20

Solaris Web Startインストーラが表示されます。

� Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDを使用する場合は、インストーラを実行しま
す。

% ./installer

Solaris Web Startインストーラが表示されます。

3. 「インストール形式の選択 (Select Type of Install)」パネルで「カスタム
(Custom)」をクリックします。

4. 「ロケールの選択 (Locale Selection)」パネルで、インストールする言語をクリック
します。

5. インストールするソフトウェアを選択します。

� DVDの場合、「コンポーネントの選択 (Component Selection)」パネルの「次
へ (Next)」をクリックしてパッケージをインストールします。

� CDの場合、「製品の選択 (Product Selection)」パネルの Solaris Live Upgrade
の項目で「デフォルトインストール (Default Install)」を選択します。

6. Solaris Web Startの指示に従って、ソフトウェアをインストールします。

ブート環境を作成する
この例では、ソースブート環境の名前は c0t4d0s0です。ルート (/)ファイルシステム
を新しいブート環境にコピーし、ソースブート環境のスワップスライスは共有せず
に、新しいスワップスライスを作成します。

1. キャラクタインタフェースを表示します。

# /usr/sbin/lu
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図 35–1 Solaris Live Upgradeのメインメニュー

2. メインメニューから「Create」を選択します。

Name of Current Boot Environment: c0t4d0s0

Name of New Boot Environment: c0t15d0s0

3. F3を押します。
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図 35–2 Solaris Live Upgradeの「Configuration」メニュー

4. 「Configuration」メニューで F2を押して「Choices」メニューを表示します。

5. ディスク c0t15d0からルート (/)用としてスライス 0を選択します。

6. 構成メニューで、分割するスワップスライスを選択して c0t15d0上にスワップ用の
新しいスライスを作成します。

7. F2を押して「Choices」メニューを表示します。

8. 新しいスワップスライスとして、ディスク c0t15d0からスライス 1を選択します。

9. F3を押して新しいブート環境を作成します。

非アクティブブート環境をアップグレードする
アップグレードのためにネットワークからオペーレティングシステムイメージを取得
します。

1. メインメニューから「Upgrade」を選択します。

Name of New Boot Environment: c0t15d0s0

Package Media: /net/ins3-svr/export/s9/combined.s9s_wos

2. F3を押します。
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非アクティブブート環境をアクティブにする
c0t15d0s0ブート環境をブート可能にします。続いてシステムをリブートします。こ
れで c0t15d0s0がアクティブブート環境になり、c0t4d0s0ブート環境が非アクティブ
になります。

1. メインメニューから「Activate」を選択します。

Name of Boot Environment: c0t15d0s0

Do you want to force a Live Upgrade sync operations: no

2. F3を押します。

3. Returnキーを押します。

4. 次のコマンドを入力します。

# init 6

フォールバックが必要な場合は、前述の例のコマンド行による作業を行います。 317
ページの「ソースブート環境へフォールバックする」を参照してください。
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第 36章

Solaris Live Upgradeのコマンドに関す
るリファレンス情報

次の表に、メニューを使用せずにコマンド行で実行できるコマンドを示しま
す。Solaris Live Upgradeには、次の表に示すすべてのコマンド行ユーティリティの
マニュアルページが含まれています。

表 36–1 Solaris Live Upgradeのコマンド

作業 コマンド

非アクティブブート環境をアクティブにする luactivate(1M)

スケジュールされた処理 (コピーまたは作成)
を取り消す

lucancel(1M)

アクティブブート環境を非アクティブブート
環境と比較する

lucompare(1M)

非アクティブブート環境を更新するために
ファイルシステムをコピーし直す

lucopy

ブート環境を作成する lucreate(1M)

アクティブブート環境に名前を付ける >lucurr(1M)

ブート環境を削除する ludelete(1M)

ブート環境の名前に記述を追加する ludesc(1M)

各ブート環境の重要なファイルシステムを表
示する

lufslist(1M)

ブート環境に存在するすべてのファイルシス
テムをマウントできる。このコマンドを使用
すると、ブート環境がアクティブでない時に
そのブート環境内のファイルを変更できる

lumount(1M)

ブート環境の名前を変更する lurename(1M)

すべてのブート環境のステータスを表示する lustatus(1M)
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表 36–1 Solaris Live Upgradeのコマンド (続き)
作業 コマンド

ブート環境に存在するすべてのファイルシス
テムのマウントを解除する。このコマンドを
使用すると、ブート環境がアクティブでない
時にそのブート環境内のファイルを変更でき
る

luumount(1M)

非アクティブブート環境上のオペレーティン
グ環境をアップグレードするか、あるいは非
アクティブブート環境上にフラッシュアーカ
イブをインストールする

luupgrade(1M)
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第 37章

Solarisソフトウェアに関するリファレ
ンス情報

この節では、Solaris CD、ロケール、パッケージなどのリファレンス情報について説
明します。

第 38章 Solaris 9のメディアキットに含まれる主な DVDと CD
について説明します。

第 39章 さまざまなハードウェアプラットフォームのプラット
フォーム名とグループのリストを示します。

第 40章 localeキーワードをプロファイルに設定したり、ロ
ケールを事前設定したりするときに必要な値のリストを
示します。
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第 38章

Solaris 9メディアの構成に関するリ
ファレンス情報

この章では、Solaris 9ソフトウェアのメディアキットに含まれる主な DVDメディア
および CDメディアについて説明します。

Solaris 9メディア
次の表に、Solaris 9リリースの主な DVDメディアおよび CDメディアのリストを示
します。製品には、英語、その他の言語、およびロケールソフトウェアの DVDメ
ディアまたは CDメディアが入ったマルチリンガル版メディアキットが入っていま
す。

表 38–1マルチリンガル版 DVDメディア

DVDタイトル 説明

Solaris 9 DVD 次のものが入ってます。
� Solaris製品および部分ロケールをインストールするた
めのソフトウェア、ツール、および構成情報

� サポートおよび未サポートのソフトウェアが入ってい
る ExtraValueソフトウェア

� インストーラ
� 一部のサードパーティパブリックドメインソフトウェ
アのソースコード

� ローカライズされたインタフェースソフトウェアとド
キュメント

� 英語、ヨーロッパ言語、アジア言語 (日本語を含む)用
の Solarisマニュアルセット

ディレクトリ構造については図 38–1を参照してくださ
い。

327



表 38–2マルチリンガル版 CDメディア

CDタイトル 説明

次に示す CDのいずれかが提供さ
れます。
� Solaris 9 INSTALLATION CD
� Solaris 9 MULTILINGUAL

INSTALLATION CD

� Solarisソフトウェアをインストールするスクリプトが
入っています。ディレクトリ構造については、図 38–2
を参照してください。

� Solarisソフトウェアおよびすべての部分ロケールをイ
ンストールするスクリプトが入っています。ディレク
トリ構造については、図 38–2を参照してください。

Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD Solaris製品のインストールに必要なソフトウェア、ツー
ル、および構成情報が入っています。ディレクトリ構造に
ついては、図 38–3を参照してください。

Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CD 次のものが含まれます。
� 必要に応じてインストールするソフトウェア用のパッ
ケージ。ソフトウェアごとにインストールするかどう
かの指示が表示されます。

� サポートまたは未サポートのソフトウェアが入ってい
る ExtraValueソフトウェア

� インストーラ
� 一部のサードパーティパブリックドメインソフトウェ
アのソースコード

ディレクトリ構造については、図 38–4を参照してくださ
い。

必要があれば、インストールプログラムによってこの CD
を求めるプロンプトが表示されます。

Solaris 9 LANGUAGES CD ローカライズされたインタフェースソフトウェアとマニュ
アルが入っています。ディレクトリ構造については、図 38
–5を参照してください。

特定の地域の言語をサポートするために必要な場合、イン
ストールプログラムによってこの CDを求めるプロンプト
が表示されます。

Solaris 9 DOCUMENTATION 1
of 2 CD

英語およびヨーロッパ言語の Solarisマニュアルセットが
入っています。

Solaris 9 DOCUMENTATION 2
of 2 CD

アジア言語 (日本語を含む)の Solarisマニュアルセットが
入っています。
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Solaris 9メディアのディレクトリ構造
この節では、各 DVDと CDのディレクトリ構造について説明します。

Solaris 9 DVDのディレクトリ構造
Solaris 9 DVDのディレクトリ構造は以下のとおりです。

図 38–1 Solaris 9 DVD

� スライス 0 (s0)には、Copyrightと Solaris_9ディレクトリが入っていま
す。Solaris_9ディレクトリには、Solaris 9ソフトウェア製品のインストールに
必要なツール、ソフトウェア、および構成情報が入っています。スライス 0には、
次のディレクトリが入っています。

� ExtraValue –次の 2つのサブディレクトリが入っています。

� CoBundled – Solarisオペレーティング環境には直接的には含まれないが、
サポート対象の Solaris製品 (Solaris Web Start Wizards SDK 3.0.1および
SunScreen 3.2)

� EarlyAccess –サポート対象外の評価用ソフトウェア
� Misc – JumpStartのソフトウェアとファイル (rulesファイル、checkスクリ
プト、プロファイル、beginスクリプト、finishスクリプトなど)を含む
jumpstart_sampleディレクトリ

� Patches –このリリースの時点で入手可能なすべての Solaris 9パッチ
� Product – Solaris 9パッケージと制御ファイル。
� Tools – Solaris 9インストールツール。次のものが入っています。

� Bootサブディレクトリ - Solaris 9ミニルートが入っています。
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� スクリプト add_install_client、dial、rm_install_client、およ
び setup_install_server

� Installerサブディレクトリ - Solaris Live Upgrade用のインストーラが
入っています。Solaris Live Upgradeは Solarisソフトウェアをインストー
ルするときに自動的にインストールされます。しかし、Solaris 9より以前の
リリースから Solaris Live Upgradeを使用して Solaris 9リリースにアップ
グレードするには、まず、これらのパッケージを現在の Solarisリリースに
インストールする必要があります。Solaris Live Upgradeをインストールす
る方法については、257ページの「Solaris Live Upgradeをインストールす
る方法」を参照してください。

� 1of2_Doc_CD –英語およびヨーロッパ言語のマニュアル

� 2of2_Doc_CD –アジア言語のマニュアル

� スライス 1 (s1)には、Solaris 9ミニルートが入っています。

Solaris 9 INSTALLATION CDのディレクトリ構造
次に、Solaris 9 MULTILINGUAL INSTALLATION CDまたは Solaris 9
INSTALLATION CDのディレクトリ構造を示します。

図 38–2 Solaris 9 INSTALLATION CD

� スライス 0 (s0)には、Solarisソフトウェアをインストールするスクリプト
と、Solarisミニルートが入っている Bootサブディレクトリが入っています。次の
ようなスクリプトが入っています。

� add_install_client
� modify_install_server
� rm_install_client

� スライス 1 (s1)には、Solaris 9ミニルートが入っています。

Solaris 9 SOFTWARE CDのディレクトリ構造
次に、Solaris 9 SOFTWAREのディレクトリ構造を示します。
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図 38–3 Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD

� スライス 0 (s0)には、Copyrightと Solaris_9ディレクトリが入っていま
す。Solaris_9ディレクトリには、少なくとも Solaris 9ソフトウェア製品 (コア
システムサポートおよびエンドユーザーシステムサポート)をインストールするた
めに必要なすべてのツール、ソフトウェア、および構成情報が入っています。スラ
イス 0には、次のディレクトリが入っています。

� Docs –空のディレクトリ
� Misc – JumpStartのソフトウェアとファイル (rulesファイル、checkスクリ
プト、プロファイル、beginスクリプト、finishスクリプトなど)を含む
jumpstart_sampleディレクトリ

� Patches – Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDが作成された時点で入手可能なすべ
ての Solaris 9パッチ

� Product – Solaris 9パッケージと制御ファイル
� Tools – Solaris 9インストールツール (add_install_client、dial、rm

_install_client、setup_install_serverなど)。
� スライス 1 (s1)には、Solaris 9ミニルートが入っています。

次の図に、Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDのディレクトリ構造を示します。
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図 38–4 Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CD

sol_9_sparc_2ディレクトリには、Copyright、Solaris Web Start installer、
および Solaris_9ディレクトリが入っています。Solaris_9ディレクトリには次
のものが入っています。

� ExtraValue –次の 2つのサブディレクトリが入っています。

� CoBundled – Solarisオペレーティング環境には含まれないが、サポート対象の
Solaris製品 (Solaris Web Start Wizards SDK 3.0.1および SunScreen 3.2)

� EarlyAccess –サポート対象外の評価用ソフトウェア

� Product –開発者システムサポートおよび全体ディストリビューション、および
全体ディストリビューションと OEMサポートのソフトウェアグループ用パッケー
ジ

� Tools – Solaris 9インストールツール。次のものが入っています。

� add_to_install_serverスクリプト

� Installerサブディレクトリ - Solaris Live Upgrade用のインストーラが入っ
ています。Solaris Live Upgradeは Solarisソフトウェアをインストールすると
きに自動的にインストールされます。しかし、Solaris 9より前のリリースから
Solaris Live Upgradeを使用して Solaris 9リリースにアップグレードするに
は、まず、これらのパッケージを現在の Solarisリリースにインストールする必
要があります。Solaris Live Upgradeをインストールする方法については、257
ページの「Solaris Live Upgradeをインストールする方法」を参照してくださ
い。

Solaris 9 LANGUAGES CDのディレクトリ構造
次の図に、Solaris 9 LANGUAGES CDのディレクトリ構造を示します。
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図 38–5 Solaris 9 LANGUAGES CD

sol_9_lang_sparcディレクトリには、Solarisの言語ソフトウェアとロケールソフ
トウェアをインストールする Solaris Web Startインストーラが入っています。sol_9
_lang_sparcディレクトリには次のディレクトリが入っています。

� components –ロケールパッケージ (簡体字中国語、フランス語、ドイツ語、イタ
リア語、日本語、韓国語、スペイン語、スウェーデン語、繁体字中国語)、および
すべてのロケールで共有されるパッケージが入っています。

� Copyright –著作権ページ

� installer – Solaris Web Startインストーラ

� Tools – インストールサーバーを作成するための add_to_install_server ス
クリプト

ロケールソフトウェアについての詳細は、『国際化対応言語環境の利用ガイド』を参
照してください。
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第 39章

プラットフォーム名とプラットフォー
ムグループに関するリファレンス情報

ネットワークシステムにクライアントを追加するときにはシステムアーキテクチャ (
プラットフォームグループ)を、カスタム JumpStartインストール rulesファイルを作
成するときにはプラットフォーム名を知っている必要があります。

プラットフォーム名とプラットフォームグループの例を下記の表に示します。全シス
テムのリストについては、『Solaris 9 Sunハードウェアマニュアル』を参照してくだ
さい。

表 39–1プラットフォーム名とプラットフォームグループの例

システム プラットフォーム名 プラットフォームグループ

Ultra 5 SUNW, Ultra-5_10 sun4u

SPARCstation 20 SUNW, SPARCstation-20 sun4m

注 – システムが動作している場合、システムのプラットフォーム名は uname -i、シ
ステムのプラットフォームグループは uname -m でそれぞれ調べることもできます。
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第 40章

ロケールの値 (リファレンス)

以下に、プロファイル内で localeキーワードを設定する場合や、ロケールを事前構
成する場合に必要となる値を示します。

「ロケール」によって、特定の言語と地域についてのオンライン情報を表示する方法
が決定されます。1つの言語でも、日付と時間の表記、綴り、通貨など、地域によっ
て異なるロケールが含まれます。ロケールの詳細は、『国際化対応言語環境の利用ガ
イド』を参照してください。

表 40–1アジア

ロケール ユーザーインタ
フェース

地域 コードセット 言語サポート

hi_IN.UTF-8 英語 インド UTF-81 ヒンディ語 (UTF-8) Unicode
3.1

ja 日本語 日本 eucJP2 日本語 (EUC)

JIS X 0201-1976

JIS X 0208-1990

JIS X 0212-1990

ja_JP.eucJP 日本語 日本 eucJP 日本語 (EUC)

JIS X 0201-1976

JIS X 0208-1990

JIS X 0212-1990

ja_JP.PCK 日本語 日本 PCK3 日本語 (PC kanji)
1UTF-8は、ISO/IEC 10646–1:2000および Unicode 3.1で定義されている UTF-8です。
2eucJPは、日本語 EUCコードセットを示します。ja_JP.eucJPロケールの仕様は UI_OSF日本語環境実装規約 Version 1.1に準拠してお
り、jaロケールは過去の Solarisリリースにおける従来の仕様に準拠しています。
3PCKはシフト JIS (SJIS)とも呼ばれます。
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表 40–1アジア (続き)
ロケール ユーザーインタ

フェース
地域 コードセット 言語サポート

JIS X 0201-1976

JIS X 0208-1990

ja_JP.UTF-8 日本語 日本 UTF-8 日本語 (UTF-8) Unicode 3.1

ko_KR.EUC 韓国語 韓国 1001 韓国語 (EUC) KS X 1001

ko_KR.UTF-8 韓国語 韓国 UTF-8 韓国語 (UTF-8) Unicode 3.1

th_TH.UTF-8 英語 タイ UTF-8 タイ語 (UTF-8) Unicode 3.1

th_TH.TIS620 英語 タイ TIS620.2533 タイ語 TIS620.2533

zh_CN.EUC 簡体字中国語 中国 gb23124 簡体字中国語 (EUC)
GB2312-1980

zh_CN.GBK 簡体字中国語 中国 GBK5 簡体字 (GBK)

zh_CN.GB18030 簡体字中国語 中国 GB18030–2000
簡体字中国語 (GB18030–2000)
GB18030–2000

zh_CN.UTF-8 簡体字中国語 中国 UTF-8 簡体字中国語 (UTF-8) Unicode
3.1

zh_HK.BIG5HK 繁体字中国語 香港 Big5+HKSCS 繁体字中国語 (BIG5+HKSCS)

zh_HK.UTF-8 繁体字中国語 香港 UTF-8 繁体字中国語 (UTF-8) Unicode
3.1

zh_TW.EUC 繁体字中国語 台湾 cns11643 繁体字中国語 (EUC) CNS
11643-1992

zh_TW.BIG5 繁体字中国語 台湾 BIG5 繁体字中国語 (BIG5)

zh_TW.UTF-8 繁体字中国語 台湾 UTF-8 繁体字中国語 (UTF-8) Unicode
3.1

4gb2312は、簡体字中国語 EUCコードセットを示します。これには GB 1988-80および GB 2312-80が含まれます。
5GBKには GB拡張付き簡体字が含まれます。すべての GB 2312-80文字、ISO/IEC 10646-1のすべての Unified Han文字、および日本語の
ひらがな文字、カタカナ文字を含みます。また、中国語、日本語、韓国語の文字セット、および ISO/IEC 10646-1の多くの文字も含みま
す。
表 40–2オーストラレーシア

ロケール ユーザーインタ
フェース

地域 コードセット 言語サポート

en_AU.ISO8859-1 英語 オーストラリ
ア

ISO8859-1 英語 (オーストラリア)

en_NZ.ISO8859-1 英語 ニュージーラ
ンド

ISO8859-1 英語 (ニュージーランド)
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表 40–3中央アメリカ

ロケール ユーザーインタ
フェース

地域 コードセット 言語サポート

es_CR.ISO8859-1 スペイン語 コスタリカ ISO8859-1 スペイン語 (コスタリカ)

es_GT.ISO8859-1 スペイン語 グアテマラ ISO8859-1 スペイン語 (グアテマラ)

es_NI.ISO8859-1 スペイン語 ニカラグア ISO8859-1 スペイン語 (ニカラグア)

es_PA.ISO8859-1 スペイン語 パナマ ISO8859-1 スペイン語 (パナマ)

es_SV.ISO8859-1 スペイン語 エルサルバド
ル

ISO8859-1 スペイン語 (エルサルバドル)

表 40–4中央ヨーロッパ

ロケール ユーザーインタ
フェース

地域 コードセット 言語サポート

cs_CZ.ISO8859-2 英語 チェコ共和国 ISO8859-2 チェコ語 (チェコ)

de_AT.ISO8859-1 ドイツ語 オーストリア ISO8859-1 ドイツ語 (オーストリア)

de_AT.ISO8859-15 ドイツ語 オーストリア ISO8859-15 ドイツ語 (オーストリ
ア、ISO8859-15 - Euro)

de_CH.ISO8859-1 ドイツ語 スイス ISO8859-1 ドイツ語 (スイス)

de_DE.UTF-8 ドイツ語 ドイツ UTF-8 ドイツ語 (ドイツ、Unicode
3.1)

de_DE.ISO8859-1 ドイツ語 ドイツ ISO8859-1 ドイツ語 (ドイツ)

de_DE.ISO8859-15 ドイツ語 ドイツ ISO8859-15 ドイツ語 (ドイツ、ISO8859-15
- Euro)

fr_CH.ISO8859-1 フランス語 スイス ISO8859-1 フランス語 (スイス)

hu_HU.ISO8859-2 英語 ハンガリー ISO8859-2 ハンガリー語 (ハンガリー)

pl_PL.ISO8859-2 英語 ポーランド ISO8859-2 ポーランド語 (ポーランド)

pl_PL.UTF-8 英語 ポーランド UTF-8 ポーランド語 (ポーラン
ド、Unicode 3.1)

sk_SK.ISO8859-2 英語 スロバキア ISO8859-2 スロバキア語 (スロバキア)

表 40–5東ヨーロッパ

ロケール ユーザーインタフェー
ス

地域 コードセット 言語サポート

bg_BG.ISO8859-5 英語 ブルガリア ISO8859-5 ブルガリア語 (ブ
ルガリア)
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表 40–5東ヨーロッパ (続き)
ロケール ユーザーインタフェー

ス
地域 コードセット 言語サポート

et_EE.ISO8859-15 英語 エストニア ISO8859–15 エストニア語 (エ
ストニア)

hr_HR.ISO8859-2 英語 クロアチア ISO8859-2 クロアチア語 (ク
ロアチア)

lt_LT.ISO8859-13 英語 リトアニア ISO8859-13 リトアニア語 (リ
トアニア)

lv_LV.ISO8859-13 英語 ラトビア ISO8859-13 ラトビア語 (ラト
ビア)

mk_MK.ISO8859-5 英語 マケドニア ISO8859-5 マケドニア語 (マ
ケドニア)

ro_RO.ISO8859-2 英語 ルーマニア ISO8859-2 ルーマニア語 (
ルーマニア)

ru_RU.KOI8-R 英語 ロシア KOI8-R ロシア語 (ロシ
ア、KOI8-R)

ru_RU.ANSI1251 英語 ロシア ansi-1251 ロシア語 (ロシ
ア、ANSI 1251)

ru_RU.ISO8859-5 英語 ロシア ISO8859-5 ロシア語 (ロシア)

ru_RU.UTF-8 英語 ロシア UTF-8 ロシア語 (ロシ
ア、Unicode 3.1)

sh_BA.ISO8859-2@bosnia 英語 ボスニア ISO8859-2 ボスニア語 (ボス
ニア)

sl_SI.ISO8859-2 英語 スロベニア ISO8859-2 スロベニア語 (ス
ロベニア)

sq_AL.ISO8859-2 英語 アルバニア ISO8859-2 アルバニア語 (ア
ルバニア)

sr_YU.ISO8859-5 英語 セルビア ISO8859-5 セルビア語 (セル
ビア)

tr_TR.ISO8859-9 英語 トルコ ISO8859-9 トルコ語 (トルコ)

tr_TR.UTF-8 英語 トルコ UTF-8 トルコ語 (トル
コ、Unicode 3.1)

表 40–6中東

ロケール ユーザーインタ
フェース

地域 コードセット 言語サポート

He 英語 イスラエル ISO8859-8 ヘブライ語 (イスラエル)
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表 40–7北アフリカ

ロケール ユーザーインタ
フェース

地域 コードセット 言語サポート

ar_EG.UTF-8 英語 エジプト UTF-8 アラビア語 (エジプト)

Ar 英語 エジプト ISO8859-6 アラビア語 (エジプト)

表 40–8北アメリカ

ロケール ユーザーインタ
フェース

地域 コードセット 言語サポート

en_CA.ISO8859-1 英語 カナダ ISO8859-1 英語 (カナダ)

en_US.ISO8859-1 英語 米国 ISO8859-1 英語 (U.S.A.)

en_US.ISO8859-15 英語 米国 ISO8859-15 英語 (U.S.A.、ISO8859-15 -
Euro)

en_US.UTF-8 英語 米国 UTF-8 英語 (U.S.A.、Unicode 3.1)

fr_CA.ISO8859-1 フランス語 カナダ ISO8859-1 フランス語 (カナダ)

es_MX.ISO8859–1 スペイン語 メキシコ ISO8859-1 スペイン語 (メキシコ)

表 40–9北ヨーロッパ

ロケール ユーザーインタ
フェース

地域 コードセット 言語サポート

da_DK.ISO8859–1 英語 デンマーク ISO8859-1 デンマーク語 (デンマーク)

da_DK.ISO8859-15 英語 デンマーク ISO8859-15 デンマーク語 (デンマー
ク、ISO8859–15–Euro)

fi_FI.ISO8859–1 英語 フィンランド ISO8859-1 フィンランド語、Unicode 3.1)

fi_FI.ISO8859–15 英語 フィンランド ISO8859-15 フィンランド語 (フィンラン
ド、ISO8859–15–Euro)

fi_FI.UTF-8 英語 フィンランド UTF-8 フィンランド語 (フィンラン
ド)

is_IS.ISO8859–1 英語 アイスランド ISO8859-1 アイスランド語 (アイスラン
ド)

no_NO.ISO8859–1@bokmal 英語 ノルウェー ISO8859–1 ノルウェー語 (ノルウェー -
ブークモール語)

no_NO.ISO8859–1@nyorsk 英語 ノルウェー ISO8859–1 ノルウェー語 (ノルウェー -
ニーノシク語)
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表 40–9北ヨーロッパ (続き)
ロケール ユーザーインタ

フェース
地域 コードセット 言語サポート

sv_SE.ISO8859–1 スウェーデ
ン語

スウェーデン ISO8859-1 スウェーデン語 (スウェーデ
ン)

sv_SE.ISO8859-15 スウェーデ
ン語

スウェーデン ISO8859-15 スウェーデン語 (スウェーデ
ン、ISO8859–15–Euro)

sv_SE.UTF-8 スウェーデ
ン語

スウェーデン UTF-8 スウェーデン語 (スウェーデ
ン、Unicode 3.1)

表 40–10南アメリカ

ロケール ユーザーインタ
フェース

地域 コードセット 言語サポート

es_AR.ISO8859-1 スペイン語 アルゼンチン ISO8859-1 スペイン語 (アルゼンチン)

es_BO.ISO8859-1 スペイン語 ボリビア ISO8859-1 スペイン語 (ボリビア)

es_CL.ISO8859-1 スペイン語 チリ ISO8859-1 スペイン語 (チリ)

es_CO.ISO8859-1 スペイン語 コロンビア ISO8859-1 スペイン語 (コロンビア)

es_EC.ISO8859-1 スペイン語 エクアドル ISO8859-1 スペイン語 (エクアドル)

es_PE.ISO8859-1 スペイン語 ペルー ISO8859-1 スペイン語 (ペルー)

es_PY.ISO8859-1 スペイン語 パラグアイ ISO8859-1 スペイン語 (パラグアイ)

es_UY.ISO8859-1 スペイン語 ウルグアイ ISO8859-1 スペイン語 (ウルグアイ)

es_VE.ISO8859-1 スペイン語 ベネズエラ ISO8859-1 スペイン語 (ベネズエラ)

pt_BR.ISO8859-1 英語 ブラジル ISO8859-1 ポルトガル語 (ブラジル)

pt_BR.UTF-8 英語 ブラジル UTF-8 ポルトガル語 (ブラジ
ル、Unicode 3.1)

表 40–11南ヨーロッパ

ロケール ユーザーインタ
フェース

地域 コードセット 言語サポート

ca_ES.ISO8859-1 英語 スペイン ISO8859-1 カタロニア語 (スペイン)

ca_ES.ISO8859-15 英語 スペイン ISO8859–15 カタロニア語 (スペイ
ン、ISO8859-15 - Euro)

el_GR.ISO8859-7 英語 ギリシャ語 ISO8859-7 ギリシャ語 (ギリシャ)

es_ES.ISO8859-1 スペイン語 スペイン ISO8859-1 スペイン語 (スペイン)
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表 40–11南ヨーロッパ (続き)
ロケール ユーザーインタ

フェース
地域 コードセット 言語サポート

es_ES.ISO8859-15 スペイン語 スペイン ISO8859-15 スペイン語 (スペイ
ン、ISO8859-15 - Euro)

es_ES.UTF-8 スペイン語 スペイン UTF-8 スペイン語 (スペイ
ン、Unicode 3.1)

it_IT.ISO8859-1 イタリア語 イタリア ISO8859-1 イタリア語 (イタリア)

it_IT.ISO8859-15 イタリア語 イタリア ISO8859-15 イタリア語 (イタリ
ア、ISO8859-15 - Euro)

it_IT.UTF-8 イタリア語 イタリア UTF-8 イタリア語 (イタリ
ア、Unicode 3.1)

pt_PT.ISO8859-1 英語 ポルトガル ISO8859-1 ポルトガル語 (ポルトガル)

pt_PT.ISO8859-15 英語 ポルトガル ISO8859-15 ポルトガル語 (ポルトガ
ル、ISO8859-15 - Euro)

表 40–12西ヨーロッパ

ロケール ユーザーインタ
フェース

地域 コードセット 言語サポート

en_GB.ISO8859-1 英語 イギリス ISO8859-1 英語 (イギリス)

en_IE.ISO8859-1 英語 アイルランド ISO8859-1 英語 (アイルランド)

fr_BE.ISO8859-1 フランス語 ベルギーの

ワロン地域

ISO8859-1 フランス語 (ベルギーのワロン
地域、Unicode 3.1)

fr_BE.UTF-8 フランス語 ベルギーの

ワロン地域

UTF-8 フランス語 (ベルギーのワロン
地域、Unicode 3.1)

fr_FR.ISO8859-1 フランス語 フランス ISO8859-1 フランス語 (フランス)

fr_FR.UTF-8 フランス語 フランス UTF-8 フランス語 (フラン
ス、Unicode 3.1)

nl_BE.ISO8859-1 英語 ベルギーのフ
ラマン地域

ISO8859-1 ドイツ語 (ベルギーのフラマン
地域)

nl_NL.ISO8859-1 英語 オランダ ISO8859-1 オランダ語 (オランダ)
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付録 A

問題発生時の解決方法

この章では、Solaris 9ソフトウェアのインストール時に発生する可能性のあるエラー
メッセージと一般的な問題の一覧を示し、それぞれの問題の解決方法を示します。ま
ず、次のリストを使用して、インストールプロセスのどこで問題が発生したか確認し
てください。

� 345ページの「ネットワークインストールの設定に関する問題」
� 346ページの「システムのブートに関する問題」
� 350ページの「Solaris 9オペレーティング環境の初期インストール時の問題」
� 351ページの「Solaris 9オペレーティング環境のアップグレード時の問題」

注 –この付録で「ブート可能なメディア」と記載されている場合、これはインストー
ルプログラム (Solaris suninstallプログラム、Solaris Web Startプログラム、また
はカスタム JumpStart)の 1つを意味します。

ネットワークインストールの設定に関す
る問題
Unknown client “ host_name”
原因: add_install_clientコマンドの host_name引数は、ネームサービス内の
ホストでなければならない。

ホスト host_nameをネームサービスに追加し、add_install_clientコマンドを
実行し直してください。

345



システムのブートに関する問題

メディアからのブート時のエラーメッセージ

le0: No carrier - transceiver cable problem
原因:システムがネットワークに接続されていない。

対処方法:ネットワークに接続されていないシステムの場合は、このメッセージは
無視してください。ネットワークに接続されているシステムの場合は、Ethernetが
正しく接続されているかどうか確認してください。

The file just loaded does not appear to be executable
原因:ブート用の適切な媒体が見つからない。

対処方法:インストールサーバーからネットワークを介して Solaris 9をインストー
ルするように正しく設定されているか確認します。たとえば、設定時のシステムの
プラットフォームグループの指定が正しいか確認します。

あるいは、Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2、 Solaris 9
SOFTWARE 2 of 2 CD、および Solaris 9 LANGUAGES CDのイメージをインス
トールサーバーにコピーしなかった場合は、インストールサーバー上の Solaris 9
DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDがマウントされていて、アクセスでき
ることを確認します。

boot: cannot open /kernel/unix
原因: PROM の boot- file の値を明示的に /kernel/unix に指定したときに
発生するエラー。

対処方法:

� PROMの boot-fileの値を “ “（無指定）に設定変更します。
� diag-switchが offと trueに設定されているか確認します。

Can’t boot from file/device
原因:インストールメディアがブート可能なメディアを見つけることができませ
ん。

対処方法:次の条件が満たされているか確認します。

� DVD-ROMまたは CD-ROMドライブがシステムに適切に取り付けられ、電源
が入っている。

� Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDがドライブに挿入されて
いる。

� ディスクに傷や埃が付いていない。
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WARNING: clock gained xxx days -- CHECK AND RESET DATE!
説明:これは参考情報です。

対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。

メディアからのブート時の一般的な問題

システムがブートしない。
説明:初めてカスタム JumpStartサーバーを設定する場合、エラーメッセージを返
さないブート問題が発生することがあります。システムについての情報およびシス
テムがどのようにブートするかを調べるには、-vオプションを指定してブートコ
マンドを実行してください。-vオプションを使用すると、ブートコマンドは画面
に詳しいデバッグ情報を表示します。

注 –このフラグを指定しなくてもメッセージは出力されますが、システムのログ
ファイルが出力先となります。詳細は、syslogd(1M)を参照してください。

対処方法: okプロンプトで、ok boot net -v - install と入力します。

Toshiba SD—M 1401 DVD-ROM が搭載されたシステムで DVD メディアからのブー
トが失敗する
使用しているシステムにファームウェアバージョン 1007の Toshiba SD-M1401
DVD-ROMが搭載されている場合、システムは Solaris 9 DVDからブートできま
せん。

対処方法: 111649–03以降のパッチを適用して Toshiba SD-M1401 DVD-ROMドラ
イブのファームウェアを更新します。パッチ 111649–03は、Solaris 9 Supplement
CDに入っています。

ネットワークからのブート時のエラーメッセージ

WARNING: getfile: RPC failed: error 5 (RPC Timed out).
説明:インストールクライアントのブート要求に対して、ネットワーク上の複数の
サーバーが応答したときに発生するエラー。インストールクライアントの接続先の
ブートサーバーが間違っているため、インストールは停止する。次の原因が考えら
れる。

原因: 1このインストールクライアントが登録された /etc/bootparamsファイル
が複数のサーバーに存在する。
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対処方法:ネットワーク上の複数のサーバーの /etc/bootparamsファイルにイン
ストールクライアントが登録されていないか調べます。複数のサーバーに登録され
ている場合は、インストールに使用するインストールサーバー（またはブートサー
バー）以外のサーバーの /etc/bootparamsファイルから登録を削除します。

原因: 2複数の /tftpbootまたは /rplbootディレクトリにこのインストールク
ライアントが登録されている。

対処方法:インストールクライアントが複数のサーバーの /tftpbootまたは
/rplbootディレクトリに登録されていないか調べます。複数のサーバーに登録
されている場合は、インストールに使用するインストールサーバー（またはブート
サーバー）以外のサーバーの /tftpbootまたは /rplbootディレクトリから登
録を削除します。

原因: 3あるサーバーの /etc/bootparamsファイルにこのインストールクライア
ントのエントリがあり、別のサーバーの /etc/bootparamsファイルに、以下に
示すようにすべてのシステムがプロファイルサーバーにアクセスできるように記述
している。

* install_config=profile_server:pathpath

このエラーは、NISまたは NIS+の bootparamsテーブルにこのような行が存在
していても発生する。

対処方法: ネームサービスの bootparams マップまたはテーブルに * install
_config=などのワイルドカードを使った登録がある場合は、その登録を削除
し、削除したのと同じ行をブートサーバーの /etc/bootparamsファイルに追加
します。

No network boot server. Unable to install the system. See
installation instructions.
原因:このエラーは、ネットワークからインストールしようとしているシステムで
発生する。このシステムは、適切に設定されていない。

対処方法:ネットワークを介してインストールするようにシステムが適切に設定さ
れているか確認します。88ページの「ネットワークからインストールするシステ
ムの追加」を参照してください。

prom_panic: Could not mount file system
原因:このエラーはネットワークから Solaris 9をインストールしようとしてブート
ソフトウェアが次のものを見つけられない場合に発生します。

� Solaris 9 DVDまたはインストールサーバー上の Solaris 9 DVDイメージコピー
� Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDまたはインストールサーバー上の Solaris 9

SOFTWARE 1 of 2 CDイメージコピー

対処方法:インストール用のソフトウェアがマウントされ共有されるように設定し
てあることを確認します。
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� インストールサーバーの DVD-ROMまたは CD-ROMドライブから Solaris 9を
インストールする場合は、Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2
CDが CD-ROMドライブに挿入されてマウントされていること、および
/etc/dfs/dfstabファイルで共有されるように設定してあることを確認しま
す。

� インストールサーバーのディスク上にある Solaris 9 DVDイメージまたは
Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDイメージのコピーからインストールする場合
は、そのコピーのディレクトリパスが /etc/dfs/dfstabファイル内で共有さ
れていることを確認します。

Timeout waiting for ARP/RARP packet...
原因: 1クライアントはネットワークを介してブートしようとしているが、認識し
てくれるシステムを見つけることができない。

対処方法:システムのホスト名が NISまたは NIS+のネームサービスに登録されて
いることを確認します。また、ブートサーバーの /etc/nsswitch.confファイ
ル内の bootparamsの検索順序を確認します。

たとえば、/etc/nsswitch.confファイル内にある次の行は、JumpStartまたは
Solaris suninstallプログラムが最初に NISマップから bootparams情報を探
すことを示しています。ここで情報が見つからない場合、JumpStartプログラムま
たは Solaris suninstallプログラムはブートサーバーの /etc/bootparams
ファイルを調べます。

bootparams: nis files

原因: 2クライアントの Ethernetアドレスが不正である。

対処方法:インストールサーバーの /etc/ethersファイルに登録されているクラ
イアントの Ethernetアドレスが正しいか調べます。

原因: 3カスタム JumpStartインストールでは、特定のサーバーをインストール
サーバーとして使用するようにプラットフォームグループを add_install
_clientコマンドによって指定します。add_install_clientを使用する際に
不正な構成値を使用すると、この問題が発生します。たとえば、インストールした
いマシンが sun4uであるのに誤って sun4mと指定した場合などが考えられます。

対処方法:正しい構成値を使用して add_install_clientを実行し直します。

ネットワークからのブート時の一般的な問題

システムはネットワークを介してブートされるが、指定したインストールサーバー以
外のシステムからブートされる。
原因:このクライアントが登録された /etc/bootparamsエントリと
/etc/ethersエントリが別のシステム上に存在する。
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対処方法:ネームサーバー上で、インストール中のシステムに対する
/etc/bootparamsエントリを更新します。このエントリは、次の構文に従う必
要があります。

install_system root=boot_server:path install=install_server:path

また、サブネット内で複数のサーバーの bootparamsファイルにインストールク
ライアントが登録されてないか確認します。

インストールサーバーを設定して、ネットワークを介して Solaris 9 をインストー
ルするようにシステムを構成しても、システムをブートできない。
原因: tftpdがインストールサーバー上で動作していない可能性があります。

対処方法: tftpdデーモンがインストールサーバーで実行されていることを確認し
ます。次のコマンドを入力します。

# ps -ef | grep tftpd

このコマンドを入力しても tftpdデーモンが実行されていることを示す行が表示
されない場合は、/etc/inetd.confファイルを編集して、次に示す行からコメ
ント文字 (#)を削除します。

# tftp dgram udp wait root /usr/sbin/in.tftpd in.tftpd \

-s /tftpboot

この変更を行なった後、システムをリブートしてください。

Solaris 9オペレーティング環境の初期イ
ンストール時の問題
初期インストールが失敗する
対処方法: Solarisのインストールが失敗する場合、インストールを再実行する必要
があります。インストールを再実行するには、Solaris 9 DVD、Solaris 9
INSTALLATION CD、Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD、またはネットワークを利
用してシステムをブートする必要があります。

Solarisソフトウェアが部分的にインストールされたあとでは、このソフトウェア
のインストールを解除することはできません。バックアップからシステムを復元す
るか、Solarisインストールの処理をもう一度行う必要があります。

/cdrom/Solaris_9/SUNW xxxx/reloc.cpio: Broken pipe
説明:このエラーメッセージはインストールには影響しない。

対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。
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Solaris 9オペレーティング環境のアップ
グレード時の問題

アップグレード時のエラーメッセージ

No upgradable disks
原因: /etc/vfstabファイルのスワップエントリに問題がある。

対処方法: /etc/vfstabファイルの以下の行をコメントにしてください。

� アップグレードしないディスク上のスワップファイルとスライスを指定してい
る行

� 存在しないスワップファイルを指定している行
� 使用していないスワップスライスを指定している行

usr/bin/bzczt not found
原因:パッチクラスタが必要なために Solaris Live Upgradeが失敗している。

対処方法: Solaris Live Upgradeのインストールでパッチを使用する必要が生じま
した。http://sunsolve.sun.comでパッチを入手してください。

アップグレード時の一般的な問題

システム上にアップグレード可能なバージョンの Solaris ソフトウェアが存在する
にもかかわらず、アップグレードオプションが提供されない。原因としては、以下が
考えられる。
原因: 1 /var/sadmディレクトリがシンボリックリンクであるか、別のファイルシ
ステムからマウントされたディレクトリである。

対処方法: /var/sadmディレクトリをルート (/)または /varファイルシステムに
移動します。

原因: 2 /var/sadm/softinfo/INST_RELEASEファイルが存在しない。

対処方法:以下の形式で INST_RELEASEファイルを作成します。

OS=Solaris
VERSION=x
REV=0
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x システム上の Solarisソフトウェアのバージョン

原因: 3 /var/sadm/softinfoに SUNWusrが存在しない。

対処方法:初期インストールを行う必要があります。この Solarisソフトウェアは
アップグレードできません。

md ドライバの停止または初期化に失敗しました。
対処方法:

� ミラーでなければ、vsftabファイル内でコメントアウトします。
� ミラーの場合は、ミラーを破棄してインストールし直します。

Solaris インストールプログラムがファイルシステムをマウントできないため、
アップグレードに失敗する。
原因:アップグレード中、インストールプログラムは、システムの /etc/vfstab
ファイルにリストされているすべてのファイルシステムを、アップグレードしよう
としているルートファイルシステムにマウントしようとする。インストールプログ
ラムがファイルシステムをマウントできない場合、失敗して終了する。

システムの /etc/vfstabファイル内のすべてのファイルシステムがマウントで
きることを確認します。/etc/vfstabファイル内のマウントできない、あるいは
問題の原因になっている可能性があるファイルシステムは、すべてコメントにしま
す。Solaris suninstallプログラムはアップグレード中、コメントにしたファイ
ルシステムをマウントしません。アップグレードされるソフトウェアを含むシステ
ムベースのファイルシステム (たとえば、/usr)は、コメントにできません。

アップグレードが失敗する
説明:システムにアップグレードに対応できるだけの十分なディスク容量がない。

原因:第 5章を参照してディスク容量に問題がないかを確認し、自動配置機能によ
る領域の再配置を行わずに解決できるかどうかを調べます。

ミラー化されたルートのアップグレードに関連する問題
対処方法: Solarisボリュームマネージャでミラー化されているルートを使用して
アップグレードする際に問題が発生する場合は、『Solarisボリュームマネージャの
管理』の「Solarisボリュームマネージャの障害追跡」を参照してください。

� 問題発生後にアップグレードを継続する方法
アップグレードに失敗し、システムをブートできない場合があります。このような状
況は、電源の故障やネットワーク接続の障害などが発生した場合に起こる可能性があ
ります、制御できない場合に発生します。

1. Solaris 9 DVD、Solaris 9 INSTALLATION CD、Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CD、
またはネットワークを利用してシステムをリブートします。
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2. インストール用のアップグレードオプションを選択します。

Solaris suninstallプログラムは、システムが部分的にアップグレードされているか
判断し、アップグレードを継続します。

Veritas VxVmの実行中に Solaris Live Upgradeを
使用してアップグレードするとシステムパニック
が発生する
実行中の Veritas VxVMで Solaris Live Upgradeを用いてアップグレードを行う場
合、以下の手順でアップグレードを行わないと、リブート時にシステムパニックが発
生します。この問題は、パッケージが Solarisの最新のパッケージガイドラインに従っ
ていない場合に発生します。

1. 非アクティブブート環境を作成します。259ページの「新しいブート環境の作成」を
参照してください。

2. 非アクティブブート環境をアップグレードする前に、非アクティブブート環境上の既
存の Veritasソフトウェアを無効にする必要があります。

a. 非アクティブブート環境をマウントします。

# lumount inactive_boot_environment_name mount_point

例 :

# lumount solaris8 /.alt.12345

b. 次の例のように、vfstab上に存在するディレクトリに移動します。

# cd /.alt.12345/etc

c. 次の例のように、非アクティブブート環境の vfstabファイルをコピーします。

# cp vfstab vfstab.501

d. 次の例のように、vfstab内のすべての Veritasファイルシステムエントリをコメ
ントにします。

# sed < ’/vx\/dsk/s/^/#/g’ < vfstab.novxfs> vfstab

各行の最初の文字が #に変わり、その行がコメント行になります。このコメント行
は、Systemファイルのコメント行とは異なります。

e. 次の例のように、変更した vfstabファイルをコピーします。

# cp vfstab.novxfs vfstab

f. 次の例のように、非アクティブブート環境のシステムファイルがあるディレクトリ
に移動します。

# cd /.alt.12345/etc
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g. 次の例のように、非アクティブブート環境のシステムファイルをコピーします。

# cp system system.501

h. drv/vxを含むすべての forceload:エントリをコメントアウトします。

# sed ’/forceload: drv\/vx/s/^/*/’ < system > system.novxfs

各行の最初の文字が *に変わり、その行がコメント行になります。このコメント行
は、vfstabファイルのコメント行とは異なります。

i. 次の例のように、非アクティブブート環境上の install-dbファイルがあるディ
レクトリに移動します。

# cd /.alt.12345/etc

j. 次の例のように、Veritas install-dbファイルを作成します。

# touch vx/reconfig.d/state.d/install-db

k. 非アクティブブート環境のマウントを解除します。

# luumount inactive_boot_environment_name mount_point

3. 非アクティブブート環境をアップグレードします。第 33章を参照してください。

4. 非アクティブブート環境をアクティブにします。291ページの「ブート環境のアク
ティブ化」を参照してください。

5. システムをシャットダウンします。

# init 0

6. 非アクティブブート環境をシングルユーザーモードでブートします。

OK boot -s

“vxvm”または “VXVM”を含むメッセージとエラーメッセージがいくつか表示されま
すが、これらは無視して構いません。非アクティブブート環境がアクティブになりま
す。

7. Veritasをアップグレードします。

a. 次の例のように、システムから Veritas VRTSvmsaパッケージを削除します。

# pkgrm VRTSvmsa

b. Veritasパッケージがあるディレクトリに移動します。

# cd /location_of_Veritas_software

c. システムに最新の Veritasパッケージを追加します。

#pkgadd -d ‘pwd‘ VRTSvxvm VRTSvmsa VRTSvmdoc VRTSvmman VRTSvmdev

8. 元の vfstabとシステムファイルを復元します。
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# cp /etc/vfstab.original /etc/vfstab

# cp /etc/system.original /etc/system

9. リブートします。

# init 6
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付録 B

リモートからのインストールまたは
アップグレード

この付録では、DVD-ROMドライブまたは CD-ROMドライブが直接接続されていな
いシステムまたはドメインに、Solaris Web Startを使って Solarisオペレーティング環
境をインストールまたはアップグレードする方法について説明します。

注 –マルチドメインサーバーに Solarisオペレーティング環境をインストール、また
はアップグレードする場合は、インストールプロセスを開始する前に、システムコン
トローラまたはシステムサービスプロセッサのマニュアルを参照してください。

Solaris Web Startを使用してリモート
DVD-ROMまたは CD-ROMからインス
トールまたはアップグレードする
DVD-ROMまたは CD-ROMドライブが直接接続されていないシステムまたはドメイ
ンサーバーに Solarisオペレーティング環境をインストールしたい場合は、ほかのシス
テムに接続されたドライブを使用することができます。この場合、両方のシステムが
同じサブネット上に接続されている必要があります。インストール手順は次のとおり
です。
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� リモート DVD-ROMまたは CD-ROMを使用して
インストールまたはアップグレードを行う方法

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャを実行していると仮定していま
す。ボリュームマネージャを使用せずにメディアを管理する方法については、Solaris
9 Beta System Administrator Collectionに含まれている『Solarisのシステム管理 (基本
編)』を参照してください

この手順では、DVD-ROMまたは CD-ROMが接続されているリモートシステムをリ
モートシステムと呼びます。そして、インストールするクライアントをクライアント
システムと呼びます。

1. Solarisオペレーティング環境が動作し、かつ DVD-ROMドライブまたは CD-ROM
ドライブを備えたシステムを特定します。

2. DVD-ROMドライブまたは CD-ROMドライブが存在するリモートシステムで、ド
ライブに Solaris 9 DVDまたは Solaris 9 INSTALLATION CDを挿入します。

ボリュームマネージャによってディスクがマウントされます。

3. リモートシステムで、add_install_clientコマンドが含まれている DVDまたは
CDのディレクトリに移ります。

� DVDメディアの場合は、次のように入力します。

remote system# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_9/Tools

� CDメディアの場合は、次のように入力します。

remote system# cd /cdrom/cdrom0/s0

4. リモートシステムで、クライアントとしてインストールしたいシステムを追加しま
す。

� DVDメディアの場合は、次のように入力します。

remote system# ./add_install_client \

client_system_name arch

� CDメディアの場合は、次のように入力します。

remote system# ./add_install_client -s remote_system_name: \

/cdrom/cdrom0/s0 client_system_name arch

remote_system_name DVD-ROMドライブまたは CD-ROMドライブを備えたシステムの
名前

client_system_name インストールしたいマシンの名前

358 Solaris 9インストールガイド • 2002年 5月



arch インストールしたいマシンのプラットフォームグループ (例: sun4u)
インストールしたいシステム上で、uname -mコマンドを実行する
とプラットフォームグループが表示されます。

5. インストールしたいクライアントシステムをブートします。

client system: ok boot net

Solaris Web Startインストールが始まります。

6. 必要なら、説明に従ってシステム構成情報を入力します。

� DVDメディアを使用している場合は、画面の説明に従ってインストールを完了し
ます。ここで作業は終了です。

� CDメディアを使用している場合は、マシンがリブートされ、Solarisインストール
プログラムが始まります。「ようこそ (Welcome)」画面が表示された後、「ネット
ワーク接続性」画面で「ネットワークに接続 (Network File System)」を選択しま
す。設定を続けると、「媒体の指定 (Specify Media)」画面が表示されます。手順 7
へ進みます。

7. 「媒体の指定 (Specify Media)」画面で、「次へ (Next)」をクリックします。

「ネットワークファイルシステムのパスの指定 (Specify Network Filesystem Path)」
画面が表示され、テキストフィールドにインストールパスが示されます。

client_system_ip_address:/cdrom/cdrom0/s0

8. DVDまたは CDがマウントされているリモートシステムで、ディレクトリを /
(root)に変更します。

remote system# cd /

9. リモートシステムで、共有されているスライスへのパスがあるかチェックします。

remote system# share

10. リモートシステムで、手順 9で見つかったパスを使って Solaris 9 DVDまたは
Solaris 9 INSTALLATION CDの共有を解除します。パスが 2つのスライスを指して
いる場合は、両方のスライスをunshareします。

remote system# unshare absolute_path

absolute_path shareコマンドで表示される絶対パスです。

この例では、スライス 0と 1の共有が解除されます。

remote system# unshare /cdrom/cdrom0/s0

remote system# unshare /cdrom/cdrom0/s1

11. Solaris 9 INSTALLATION CDを取り出します。

remote system# eject cdrom
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12. リモートシステムの CD-ROMドライブに Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDを挿入し
ます。

13. リモートシステムで、Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDをエクスポートします。

remote system# share -F nfs -o ro,anon=0 /cdrom/cdrom0/s0

14. インストールするクライアントシステムで、「次へ (Next)」をクリックして Solaris
のインストールを継続します。

15. Solaris Web Startが Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDを挿入するようプロンプトを表
示したら、手順 9から手順 14までを行い、Solaris 9 SOFTWARE 1 of 2 CDの共有
解除と Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDのエクスポートとインストールを行います。

16. Solaris Web Startが Solaris 9 LANGUAGES CDを挿入するようプロンプトを表示し
たら、手順 9から手順 14までを行い、Solaris 9 SOFTWARE 2 of 2 CDの共有解除
と Solaris 9 LANGUAGES CDのエクスポートとインストールを行います。

Solaris 9 LANGUAGES CDをエクスポートすると、CD-ROMがマウントされている
システム上にインストール画面が表示されます。Solaris 9 LANGUAGES CDをインス
トールする間は、このインストール画面は無視してください。Solaris 9 LANGUAGES
CDのインストールが終了した後で、このインストール画面を閉じてください。
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付録 C

その他の SvR4パッケージ要件に関す
るリファレンス情報

この付録は、カスタム JumpStartプログラムや Solaris Live Upgradeを使ってパッ
ケージ (特にサードパーティのパッケージ)のインストールや削除を行うシステム管理
者のためのものです。パッケージが SvR4パッケージ要件に準拠していれば、カスタ
ム JumpStartインストールを非対話的に行うことができます。さらに、動作中の現在
のシステムは変更されないため、Solaris Live Upgradeを使ってアップグレードを行
うことができます。

注 –代替ルート (/)はオペレーティング環境のコピーであり、動作中のシステムでは
ありません。

パッケージ化要件の概要
カスタム JumpStartプログラムや Solaris Live Upgradeが正しく動作するためには、
パッケージが SvR4パッケージ要件に準拠していなければなりません。『Application
Packaging Developer’s Guide』には、パッケージ化要件や用語の定義が記載されていま
す。その中でも特に、「Advanced Package Creation Techniques」を参照してくださ
い。

パッケージやユーザー管理ファイルの追加や削除に関する基本的な情報については、
『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「ソフトウェアの管理 (概要)」を参照してく
ださい。さらに、該当するマニュアルページも参照してください。

この付録で参照するコマンドの詳細については、マニュアルページ dircmp
(1)、fssnap(1M)、ps(1)、または truss(1)を参照してください。

表 C–1に、Solaris Live Upgradeとカスタム JumpStartプログラムに適用される情報
の参照先を示します。
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表 C–1要件情報

インストール方法 要件に関する参照先

Solaris Live Upgrade � 『Application Packaging Developer’s Guide』の SVR4パッケージ
要件

� 362ページの「カスタム JumpStartプログラムと Solaris Live
Upgradeの代替ルート (/)要件」

� 364ページの「Solaris Live Upgrade代替ブート環境の要件」

Custom JumpStartプロ
グラム

� 『Application Packaging Developer’s Guide』の SVR4パッケージ
要件

� 362ページの「カスタム JumpStartプログラムと Solaris Live
Upgradeの代替ルート (/)要件」

� 366ページの「カスタム JumpStartプログラムのアップグレー
ド要件」

カスタム JumpStartプログラムと Solaris
Live Upgradeの代替ルート (/)要件
代替ルート (/)はオペレーティング環境のコピーであり、動作中のシステムではあり
ません。Live Upgradeやカスタム JumpStartプログラムで使用するパッケージは、次
の要件に準拠していなければなりません。

� ユーザー入力なしでカスタム JumpStartインストールまたはアップグレードが可能
である。

� 動作中の現在のシステムが変更されない。これは、Solaris Live Upgradeを使用す
る場合に必要です。

以下に、代替ルート (/)要件に準拠する必要性を説明します。

� オペレーティングシステムのインストールを正しく行うためには、パッケージが代
替ルート (/)の指定子を正しく認識する必要があります。

パッケージの pkgmapファイル (パッケージマップ)には、絶対パスを指定できま
す。これらのパスが存在する場合、そのファイルは、pkgadd コマンドの - R オ
プションとの相対パスに書き込まれます。絶対パスと相対 (再配置可能)パスが両
方とも指定されているパッケージは、代替ルート (/)にもインストールできます。
絶対ファイルであれ再配置可能ファイルであれ、その前には $PKG_INSTALL
_ROOTが付加されるため、pkgaddによるインストールでは、すべてのパスが正
しく解釈されます。

� pkgadd - R オプションを使ってパッケージをインストールしたり、pkgrm - R オ
プションを使ってパッケージを削除する場合には、パッケージが、動作中のシステ
ムを変更してはなりません。
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さらに、pkgadd - R オプションを使ってパッケージをインストールした
り、pkgrm - R オプションを使ってパッケージを削除する場合には、パッケージ
に添付されているスクリプトで、動作中のシステムを変更してはなりません。イン
ストールスクリプトを作成する場合には、そのスクリプトで、$PKG_INSTALL
_ROOT 変数が前に付加されたディレクトリまたはファイルを参照する必要があり
ます。パッケージでは、書き込むすべてのディレクトリやファイルの前に $PKG
_INSTALL_ROOTを付加する必要があります。さらに、パッケージでは、$PKG
_INSTALL_ROOT接頭辞を付加せずにディレクトリを削除すべきではありませ
ん。表 C–2に、スクリプトの正しい構文を示します。

表 C–2インストールスクリプト構文の例

スクリプトタイプ 正しい構文 正しくない構文

Bourneシェル
「if」ステートメ
ントの一部

if [ -f ${PKG_INSTALL_ROOT}\

/etc/ myproduct.conf ] ; then

if [ -f /etc/myproduct.conf ]\
; \

then

ファイルの削除
/bin/rm -f ${PKG_INSTALL_ROOT}\
/etc/myproduct.conf

/bin/rm -f /etc/myproduct.conf

ファイルの変更
echo "test=no" ${PKG_INSTALL_ROOT}\

/etc/myproduct.conf

echo "test=no"\

/etc/myproduct.conf

$PKG_INSTALL_ROOT と $BASEDIR の相違点の
概要
$PKG_INSTALL_ROOTは、パッケージを追加しようとするマシンのルート (/)ファイ
ルシステムの場所です。この値は、pkgaddコマンドの -R引数の後にセットされま
す。たとえば、次のコマンドを実行します。

# pkgadd -R /a SUNWvxvm

この場合、パッケージのインストール時に $PKG_INSTALL_ROOTの値は /aにセット
されます。

$BASEDIRは、再配置可能なパッケージオブジェクトがインストールされる再配置可
能なベースディレクトリを指しています。ここにインストールされるのは、再配置可
能オブジェクトだけです。再配置可能でないオブジェクト (pkgmapファイルに絶対
パスが指定されているオブジェクト)は、代替ルート (/)の相対パスにインストールさ
れます。$BASEDIRとの相対パスにはインストールされません。再配置可能なオブ
ジェクトがないパッケージは、絶対パッケージ (非再配置可能)と呼ばれます。その場
合、$BASEDIRは未定義であるため、これをパッケージに添付されているスクリプト
で使用することはできません。

たとえば、パッケージの pkgmapファイルに次のエントリがあるとします。
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1 f none sbin/ls 0555 root sys 3541 12322 1002918510

1 f none /sbin/ls2 0555 root sys 3541 12322 2342423332

さらに、pkginfo ファイルには、 $BASEDIR が次のように指定されているとしま
す。

BASEDIR=/opt

このパッケージを次のコマンドでインストールします。

# pkgadd -R /a SUNWtest

lsは /a/opt/sbin/lsとしてインストールされますが、ls2は /a/sbin/ls2と
してインストールされます。

Solaris Live Upgrade代替ブート環境の
要件
Solaris Live Upgradeを使用したり、新しいブート環境を作成する場合には、次の項
目に従って問題の発生を防止してください。

� パッケージに添付されているスクリプトは、アクティブなオペレーティング環境か
ら独立していなければなりません。パッケージに添付されているスクリプトには、
パッケージのインストールや削除を行う際に特定の時点で行うアクションを定義し
ます。事前に決められたプロシージャ名で作成できるスクリプトが 4つあります
(preinstall、postinstall、preremove、postremove)。これらのスクリプトは、現在
のアクティブなオペレーティング環境から独立していなければなりません。これ
は、代替ブート環境が Solaris Live Upgradeによって切り替えられることがあり得
るからです。

� これらのスクリプトはプロセスの開始や停止を行なったり、ps や truss など
のコマンドの出力に依存してはなりません。ps や truss はオペレーティング
システムに依存し、動作中のシステムに関する情報を報告します。

� これらのスクリプトでは、expr、cp、lsなどの標準的な UNIXコマンドや、
シェルスクリプトの作成を容易にするそのほかのコマンドを自由に使用できま
す。ただし、現在の代替ルート (/)を変更する場合には、362ページの「カスタ
ム JumpStartプログラムと Solaris Live Upgradeの代替ルート (/)要件」に述
べる規則に従ってください。

� すべてのスクリプトは Bourne シェル (/bin/sh ) で書き込む必要がありま
す。pkgadd コマンドは、スクリプトの実行時にインタープリタとして Bourne
シェルを使用します。

� パッケージに添付されているスクリプトでは、2.6より前のリリースに存在して
いないコマンドを呼び出すことはできません。たとえば、スクリプトで pgrep
コマンドを呼び出すことはできません。2.6以降、多くのコマンドに新しい機能
が追加されました。スクリプトでは、2.6リリースにないコマンドオプション
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を使用することはできません。たとえば、-fオプションは umountコマンド
に新たに追加されたものです。

� すべてのパッケージは pkgchkの検証にパスしなければなりません。パッケージ
を作成したらインストールする前に、次のコマンドでパッケージをチェックする必
要があります。

# pkgchk -d dir_name pkg_name

dir_name パッケージがあるディレクトリの名前を指
定します。

pkg_name パッケージの名前を指定します。

たとえば、パッケージが /export/SUNWvxvmにあるなら、コマンドを次のよう
に指定します。

# pkgchk -d /export SUNWvxvm

エラーが表示されないことを確認します。

パッケージを作成したら、pkgaddコマンドに -R dir_nameオプションを指定して
これを代替ルート (/)にインストールしてテストします。さらに、この処理が終
わったら、次のように、pkgchkコマンドでパッケージが正しいかチェックしま
す。

# pkgadd -d . -R /a SUNWvxvm

# pkgchk -R /a SUNWvxvm

エラーが表示されないことを確認します。

� さらに、パッケージでは、パッケージ自体が提供しているコマンドを実行しないで
ください。これは、ディスクレスの互換性を維持するためであると同時に、まだイ
ンストールされていない共有ライブラリを必要とするコマンドの実行を避けるため
です。

ファイルの作成や変更、削除に対する要件はさまざまなコマンドで検証できます。た
とえば、パッケージが正しく動作するかどうかを dircmpや fssnapコマンドを使っ
て検証できます。さらに、psコマンドでは、パッケージによりデーモンの開始や停
止が行われていないことを確認することによってデーモンに対する要件準拠を確認で
きます。trussや pkgaddコマンドでは、実行時のパッケージインストール要件に準
拠しているかどうかを確認できます。ただし、これが常に機能するとはかぎりませ
ん。次の例では、trussコマンドは、読み取り専用ディレクトリまたは $BASEDIRへ
のアクセスをすべて除外し、読取専用でないディレクトリまたは指定された代替ルー
ト (/)以外のディレクトリへのアクセス情報のみを表示します。

# BASEDIR=/a; export BASEDIR
# truss -t open /usr/sbin/pkgadd -R ${BASEDIR} SUNWvxvm \
2>&1> /dev/null | grep -v O_RDONLY | grep -v \

’open("’${BASEDIR}
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この節で参照したコマンドについては、マニュアルページ dircmp(1)、fssnap
(1M)、ps(1)、または truss(1)を参照してください。

カスタム JumpStartプログラムのアップ
グレード要件
パッケージがカスタム JumpStartプログラムの要件に準拠していれば、次に示す従来
の Solarisインストールユーティリティを使ってパッケージの追加や削除を行うことが
できます。

� カスタム JumpStartプログラム
� Solaris 9 suninstallプログラム
� Solaris Web Startインストール

さらに、カスタム JumpStartプログラムの要件に準拠したパッケージは Solarisアップ
グレードに入れることができます。パッケージがカスタム JumpStartプログラムの要
件に準拠するためには、代替ルート (/)要件を満たしていなければなりません。これ
については、362ページの「カスタム JumpStartプログラムと Solaris Live Upgrade
の代替ルート (/)要件」を参照してください。

処理の途中でユーザー入力を求められないほうが、カスタム JumpStartプログラムを
効果的に使用することができます。ユーザーの入力作業をなくすためには、 pkgadd
コマンドの -aオプションで使用する新しい管理ファイルを設定する必要がありま
す。-aオプションは、デフォルトの管理ファイルの代わりにユーザー定義の管理ファ
イルを使用することを意味します。デフォルトのファイルを使用すると、情報の入力
が必要になることがあります。管理ファイルを作成すれば、pkgaddでこのような
チェックを省略し、パッケージをインストールすることができます。次の例
で、pkgadd管理ファイルの使い方を説明します。

� 管理ファイルを指定しないと、pkgaddは
/var/sadm/install/admin/defaultを使用します。このファイルを使用する
と、ユーザーの入力が必要になることがあります。

# pkgadd

� コマンド行に相対管理ファイルを指定すると、pkgaddは
/var/sadm/install/adminからこのファイル名を探して使用します。この例
では相対管理ファイルの名前が nocheckであるため、pkgaddは
/var/sadm/install/admin/nocheckを使用します。

# pkgadd -a nocheck

� 絶対パスでファイルを指定すると、 pkgaddはこれを使用します。この例で
は、pkgadd は /tmp/nocheck を使用します。

# pkgadd -a /tmp/nocheck
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次の例はユーザー定義の管理ファイルの例です。このファイルを使用する
と、pkgaddはパッケージをインストールする前に確認のプロンプトを表示しませ
ん。

mail=
instance=overwrite
partial=nocheck
runlevel=nocheck
idepend=nocheck
space=nocheck
setuid=nocheck
confiict=nocheck
action=nocheck

basedir=default

詳細は、マニュアルページ admin(4)または pkgadd(1M)を参照してください。
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付録 D

Solaris Updateリリースへのアップグ
レード

この付録では、Solarisオペレーティング環境の Updateリリースにアップグレードす
る前にパッチをチェックする手順について説明します。

Solaris Updateリリースへのアップグ
レード
すでに Solaris 9オペレーティング環境を実行していて、システムに個別のパッチがイ
ンストールされている場合、Solaris 9 Updateリリースへのアップグレードを行う
と、パッチは次のようになります。

� Solaris 9 Updateリリースの一部として組み込まれているパッチは自動的に再適用
されます。このようなパッチはバックアウトできません。

� システムにすでにインストールされているパッチのうち、Solaris 9リリースに組み
込まれていないパッチは削除されます。

パッチアナライザを使用すれば、Solaris 9 Updateリリースにアップグレードしたと
きに、これらのパッチのうちどれが削除されるかを確認することができます。パッチ
アナライザの使い方は、インストール方法によって異なります。

� Solaris Web Startを使用してアップグレードする場合、「パッチの解析 (Patch
Analyzer)」画面が表示されます。「はい (Yes)」を選択して解析を実行します。

� Solaris suninstallプログラムを使用してアップグレードする場合、「パッチの
解析 (Patch Analysis)」画面で「解析 (Analyze)」を選択して解析を実行します。

� カスタム JumpStartインストールまたは Solaris Live Upgradeを使用してアップグ
レードする場合、analyze_patchesスクリプトを実行して解析を実行します。
詳細は、370ページの「analyze_patchesスクリプトを実行する方法」を参照し
てください。
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パッチ解析結果の見方については、370ページの「パッチアナライザの出力の確認方
法」を参照してください。

� analyze_patchesスクリプトを実行する方法

注 – analyze_patchesスクリプトを実行するには、NFSまたはローカルにマウン
トされたメディア上にあるスクリプトを使用して、インストールされた既存のシステ
ム、および Solaris 9 DVD、Solaris 9 SOFTWARE CD、またはネットワーク上のイ
メージにアクセスできる必要があります。

1. Miscディレクトリに移動します。

� イメージがローカルにマウントされたメディア上にある場合は、次のように入力し
ます。

# cd /cdrom/sol_9_Update_sparc/s9/Solaris_9/Misc

このコマンドにおいて、Updateは実際の Update識別子を表します (例 : u1)。
� イメージが NFSファイルシステムにある場合は、次のように入力します。

# cd /NFS_mount_directory/Solaris_9/Misc

2. analyze_patchesスクリプトを実行します。

# ./analyze_patches [-R rootdir] [-N netdir] [-D databasedir]

-R rootdir rootdirには、インストールされてるシステムのルートを指定します。デ
フォルトで /に設定されます。

-N netdir netdirは、インストールする OSイメージのルートへのパスです。デ
フォルトは /cdrom/cdrom0です。netdirは、solaris_9ディレクト
リを含むディレクトリへのパスです。patch_analyzerを NFSマウン
トポイントから実行する場合は、このオプションが必要です。

-D databasedir スクリプトを OSイメージの Miscディレクトリ以外のディレクトリか
ら起動すると、パッチ解析に使用するデータベースを検索できません。
したがって、-Dオプションでこのデータベースへのパスを指定しま
す。このデータベースがないと、スクリプトは正しく動作しません。こ
のデータベースは、OSイメージの Solaris_9/Misc/databaseにあ
ります。

� パッチアナライザの出力の確認方法
解析を実行したら、次の手順で出力を検討します。

1. パッチアナライザの出力を確認します。
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パッチアナライザからは、ほかのパッチによって削除、ダウングレード、置き換えら
れ削除されるパッチのリストが出力されます。パッチの置き換えは、パッチアップグ
レードと同等のものです。置き換えられるパッチは削除され、新しいパッチによって
その修正が適用されます。パッチ解析の結果、次のようなメッセージが表示されま
す。

Patch 105644-03 will be removed.
Patch 105925 will be downgraded from -02 to -01.

Patch 105776-01 will be accumulated/obsoleted by patch 105181-05.

パッチアナライザからリストが出力されない場合は、システムにすでにインストール
されているパッチに対する処理は何も行われません。

2. パッチの置き換えや削除が適切かどうかを判断します。

� 適切な場合は、システムをアップグレードします。

� 適切でない場合は、システムのアップグレードを中止します。

Updateリリースでは、アップグレードのかわりに Solaris 9 Maintenance Update
リリースを用いて、パッチだけをシステムに適用できます。

注 – Solaris 9 Maintenance Updateは CDまたはオンラインから入手できます。
パッチの適用手順については、『Maintenance Update Installation Guide』を参照し
てください。
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用語集

beginスクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で
指定され、Solarisソフトウェアがシステムにインストールされる前に
作業を実行する。このスクリプトは、カスタム JumpStartインストー
ルでのみ使用できる。

DHCP 動的ホスト構成プロトコルは、アプリケーション層プロトコルであ
り、TCP/IPネットワーク上の個々のコンピュータつまりクライアン
トが、中央管理を行なっている指定の DHCPサーバーから IPアドレ
スなどのネットワーク構成情報を抽出できるようにする。この機能
は、大規模な IPネットワークの保持、管理によるオーバーヘッドを削
減する。

disc 磁気ディスク (disk)に対する光学式ディスク。CD (コンパクトディス
ク)業界では共通の綴りを使用する。たとえば、CD-ROMは光学式
ディスク。

/etc 重要なシステム構成ファイルや保守コマンドが収められているディレ
クトリ

/export OSサーバー上のファイルシステムで、ネットワーク上のほかのシステ
ムと共有される。たとえば、/exportファイルシステムには、ディス
クレスクライアント用のルートファイルシステムとスワップ、それに
ネットワーク上のユーザーのホームディレクトリを収めることができ
る。ディスクレスクライアントは、起動と実行の際に OSサーバー上
の /exportファイルシステムに依存する

finishスクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で
指定され、Solarisソフトウェアがシステムにインストールされてか
ら、システムがリブートされるまでの間に作業を実行する。このスク
リプトは、カスタム JumpStartインストールでのみ使用できる。

HTTP (Hypertext Transfer Protocolの略)リモートホストからハイパーテキス
トオブジェクトをフェッチするインターネットプロトコル。このプロ
トコルは TCP/IPに基づいている。
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IPアドレス インターネットプロトコル (Internet Protocol、IP)アドレス。TCP/IP
では、ネットワーク上の個々のホストを識別する 32ビットの一意の数
値。 IPアドレスは、4つの数をピリオドで区切った形式になる (例:
192.9.9.1)。通常、IPアドレスの各部は 0～225の番号であるが、最初
の番号は 224未満とし、最後の番号は 0以外にする必要がある。

IPアドレスは論理的には、ネットワーク (市外局番のようなもの)と
ネットワーク上のシステム (電話番号のようなもの)の 2つの部分に分
割される。たとえば、クラスAの IPアドレスは
「network.local.local.local」となり、クラス Cの IPアドレスは
「network.network.network.local」となる。

クラス 範囲 (xxxは 0から 255までの数字) 使用できる IPアドレス数

クラスA 1.xxx.xxx. xxx - 126.xxx.xxx. xxx 1,600万以上

クラス B 128.0.xxx.xxx - 191.255.xxx.xxx 65,000以上

クラス C 192.0.0. xxx - 223.255.255.xxx 256

IPv6 IPv6は、現在のバージョン IPv4 (バージョン 4)から拡張されたイン
ターネットプロトコル (IP)の新しいバージョン (バージョン 6)であ
る。IPv6は IPv4への追加となる。定義された移行方法を使用して
IPv6を採用すると、現在の運用を中断する必要はない。また、IPv6に
は、新しいインターネット機能用のプラットフォームも用意されてい
る。

IPv6の詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』を参照。

JumpStartディレクトリ カスタム JumpStartインストールの実行に必要なファイルが含まれて
いるディレクトリ。プロファイルフロッピーディスクを使用してイン
ストールする場合は、フロッピーディスク上のルートディレクトリが
JumpStartディレクトリとなる。カスタム JumpStartインストール用
にプロファイルサーバーを使用する場合、必要なカスタム JumpStart
ファイルをすべて格納するサーバー上のディレクトリが JumpStart
ディレクトリとなる。

JumpStartインストール インストール方法の 1つ。出荷時にインストールされている
JumpStartソフトウェアを使用することによって、Solarisソフトウェ
アをシステムに自動インストールできる。

Kerberos 強力な秘密鍵暗号方式を使用して、クライアントとサーバーが、セ
キュリティ保護されていないネットワーク接続で相互を認識できるよ
うにするネットワーク認証プロトコル。

NIS SunOS™ 4.0 (以上)のネットワーク情報サービス。ネットワーク上の
システムとユーザーに関する重要な情報が収められている分散型ネッ
トワークデータベース。NISデータベースは、マスターサーバーとす
べてのスレーブサーバーに格納されている。
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NIS+ SunOS 5.0 (以上)のネットワーク情報サービス。 NIS+は、SunOS 4.0
(以上)のネットワーク情報サービスである NISに代わるもの。

/opt Sun以外のソフトウェア製品や別製品のソフトウェア用のマウントポ
イントが収められているファイルシステム

OSサーバー ネットワーク上のシステムにサービスを提供するシステム。ディスク
レスクライアントにサービスを提供するには、OSサーバーは、各ディ
スクレスクライアントごとに、ルートファイルシステムとスワップ領
域 (/export/root、/export/swap)用のディスク空間が必要であ
る。

rulesファイル 自動的にインストールしたいシステムの各グループ (または、単一の
システム)のルールを含んでいるテキストファイル。各ルールは 1つ
以上のシステム属性に基づいてシステムグループを識別する。rules
ファイルは、各グループをプロファイルにリンクする。Solaris 9ソフ
トウェアをどのようにしてグループ内の個々のシステムにインストー
ルするかを定めたテキストファイル。「プロファイル」も参照。

rules.okファイル rulesファイルから生成されたファイル。カスタム JumpStartインス
トールソフトウェアは、rules.okファイルを使ってシステムとプロ
ファイルを照合する。 checkスクリプトを使用して rules.okファイ
ルを作成しなくてはならない。

Solaris 9 CDイメージ システムにインストールされた Solaris 9ソフトウェア。Solaris CD、
または Solaris 9 CDイメージからコピーしたインストールサーバーの
ハードディスク上から利用できる。

Solaris 9 suninstall
プログラム

システムを設定し、そのシステムに Solaris 9ソフトウェアをインス
トールするために使用できるコマンド行インタフェース (CLI)で、メ
ニューから選択可能な対話式のスクリプト。

Solaris Web Start グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)とコマンド行インタ
フェース (CLI)を備えたインストールプログラム。ウィザードパネル
に、Solaris 9ソフトウェアやサードパーティソフトウェアをインス
トールする手順が示される。

sysidcfgファイル システムを事前設定する特殊な一連のシステム構成キーワードを指定
するファイル。

/usr スタンドアロンシステムまたはサーバー上のファイルシステム。標準
UNIXプログラムの多くが収められている。ローカルコピーを保持す
る代わりに、大きな /usrファイルシステムをサーバーと共有するこ
とにより、システム上で Solaris 9ソフトウェアをインストールおよび
実行するために必要なディスク容量を最小限に抑えることができる。

/var システムの存続期間にわたって変更または増大が予想されるシステム
ファイルが格納されている (スタンドアロンシステム上の)ファイルシ
ステムまたはディレクトリ。これらのファイルには、システムロ
グ、viファイル、メールファイル、uucpファイルなどがある。
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アーカイブ マスターシステムからコピーされたファイルがすべて入ったファイ
ル。このファイルには、アーカイブの名前や作成した日付など、アー
カイブの識別情報が含まれている。アーカイブをシステムにインス
トールすると、マスターシステムとまったく同じ構成でインストール
される。

アクティブブート環境 現在ブートされているブート環境。

アップグレードオプショ
ン

Solaris Web Startプログラムと Solaris suninstallプログラムによっ
て提示されるオプション。アップグレード時には、新しいバージョン
の Solarisとディスク上の既存のファイルが結合される。前回 Solaris
をインストールしてから加えたローカルの変更内容をできる限り残
す。

インストールサーバー インストール用に、Solaris 9 CDイメージをネットワーク上のほかの
システムに提供するサーバー (「メディアサーバー」とも呼ばれ
る)。Solaris 9 CDイメージをサーバーのハードディスクにコピーする
ことによってインストールサーバーを作成できる。

エンドユーザーシステム
サポート

コアシステムサポートソフトウェアグループのほかに、エンドユー
ザーに推奨するソフトウェアが収められているソフトウェアグルー
プ。これには共通デスクトップ環境 (CDE)や DeskSetソフトウェアが
含まれる。

開発者システムサポート エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループのほかに、ソ
フトウェア開発用ライブラリ、インクルードファイル、マニュアル
ページ、およびプログラミングツールが収められているソフトウェア
グループ

カスタム JumpStart ユーザーが定義したプロファイルに基づいて、Solarisソフトウェアを
システムに自動的にインストールする方法。ユーザーやシステムの種
類ごとに、カスタマイズされたプロファイルを作成できる。カスタム
JumpStartインストールは、ユーザーが作成する JumpStartインス
トールである。

カスタムプローブファイ
ル

rulesファイルと同じ JumpStartディレクトリに存在しなければなら
ないファイルで、プローブと比較という 2つのタイプの関数を含む
Bourneシェルスクリプト。プローブ関数は作業を実行して、必要な情
報を収集したり、定義に対応した SI_環境変数を設定する。プローブ
関数は、プローブキーワードになる。比較関数は、対応するプローブ
関数を呼び出してプローブ関数の出力を比較し、キーワードが一致す
る場合は 0、キーワードが一致しない場合は 1を返す。比較関数は
ルールキーワードになる。「rulesファイル」を参照。

共有可能ファイルシステ
ム

/export/homeや /swapのようなユーザー定義のファイルシステ
ム。 Solaris Live Upgradeの使用時に、アクティブブート環境と非ア
クティブブート環境によって共有される。共有可能ファイルシステム
は、アクティブブート環境の vfstab内と非アクティブブート環境の
vfstab内に同じマウントポイントを持つ。このため、アクティブ
ブート環境内の共有ファイルを更新すると、非アクティブブート環境
のデータも更新される。共有可能ファイルシステムはデフォルトで共
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有されるが、ユーザーが宛先スライスを指定することもできる。この
場合、そのファイルシステムがコピーされる。

クライアント 通信用のクライアントサーバーモデルでは、計算機能や大容量のメモ
リーといったサーバーの資源にリモートアクセスするプロセスがクラ
イアントに相当する。

クラスタ パッケージ (ソフトウェアモジュール)を論理的に集めたもの。 Solaris
9ソフトウェアは 4つの「ソフトウェアグループ」に分割され、それ
ぞれがクラスタと「パッケージ」から構成されている。

クリティカルファイルシ
ステム

Solarisオペレーティング環境が必要とするファイルシステム。 Solaris
Live Upgradeを使用するとき、これらのファイルシステムは、アク
ティブブート環境と非アクティブブート環境それぞれの vfstabでは
独立したマウントポイントになる。 root (/)、/usr、 /var、/opt
などがクリティカルファイルシステムの例である。これらのファイル
システムは、必ずソースブート環境から非アクティブブート環境にコ
ピーされる。

クローンシステム フラッシュアーカイブを使ってインストールされたシステム。クロー
ンシステムは、マスターシステムと同一のインストール構成になる。

コアシステムサポート システムで Solarisオペレーティング環境を起動して実行するのに必要
な最小限のソフトウェアが収められているソフトウェアグループ。こ
れには共通デスクトップ環境 (CDE)を実行するために必要ないくつか
のネットワーク用ソフトウェアとドライバが含まれるが、CDEソフト
ウェアは含まれない。

コマンド行 コマンドで始まる文字列。多くの場合、コマンドの後には引数 (オプ
ション、ファイル名、式などの文字列)が続き、行末 (EOL)文字で終
わる。

サーバー 資源を管理し、クライアントにサービスを提供するネットワークデバ
イス。

サブネット 単一の論理ネットワークをより小さな物理ネットワークに分割して、
経路指定を簡素化する方式。

サブネットマスク サブネットアドレス指定のため、インターネットアドレスからビット
を選択するために使用されるビットマスク。マスクは 32ビット。イ
ンターネットアドレスのネットワーク部分と、ローカル部分の 1個以
上のビットを選択する。

時間帯 グリニッジ標準時間を基準に地球の表面を 24の地域に経度分割したも
の。

初期インストールオプ
ション

Solaris Web StartプログラムおよびSolaris suninstallプログラムの
実行時に提示される、新バージョンの Solarisでディスクを上書きする
オプション。初期インストールオプションはアップグレード可能なシ
ステムでも表示されるが、初期インストールオプションを選択した場
合、旧バージョンの Solarisソフトウェア (ローカルの変更内容も含め
て)が含まれているディスクは上書きされる。
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ジョブ コンピュータシステムで実行されるユーザー定義の処理。

スタンドアロン ほかのマシンからのサポートを一切必要としないコンピュータ。

スライス ソフトウェアごとに分割される、ディスク領域の区分。

スワップ領域 システムに現在のプロセスを処理できるだけの十分なシステムメモ
リーがない場合に、仮想記憶領域として使用されるディスク空
間。/swap または swap ファイルシステムともいいます。

全体ディストリビュー
ション

Solaris 9のリリース全体が含まれているソフトウェアグループ

全体ディストリビュー
ションと OEMサポート

Solaris 9のリリース全体と、OEMのための追加ハードウェアサポー
トを含むソフトウェアグループ。Solarisを SPARCサーバーシステム
にインストールする場合は、このソフトウェアグループを推奨する。

ソフトウェアグループ Solarisソフトウェアの論理グループ (クラスタとパッケージ)。Solaris
のインストール時には、コアシステムサポート、エンドユーザーシス
テムサポート、開発者システムサポート、全体ディストリビューショ
ンおよび OEMサポートをインストールできる。

代替ルート (/)ファイル
システム

現在実行中のシステムではなくオペレーティング環境のコピー。

チェックサム 一連のデータ項目を合計した結果。一連のデータ項目を検査するため
に使用される。データ項目は、数値でも、文字列でもよく、文字列の
場合はチェックサム計算時に数値として扱われる。チェックサムの値
から、2つのデバイス間の情報交換が正しく行われたかを確認でき
る。

ディスク 1枚以上の磁性体の円盤から成るメディアであり、ファイルなどの
データを格納する同心トラックとセクターで構成される。「disc」も
参照。

ディスク構成ファイル ディスクの構造 (たとえば、バイト/セクター、フラグ、スライス)を
表現するファイル。ディスク構成ファイルにより、単一システムから
pfinstallを使用して、サイズの異なるディスクのプロファイルを
テストできる。

ディスクレスクライアン
ト

ディスク記憶装置を持たないためサーバーに依存するクライアント。

電源管理システム システムの状態を自動的に保存し、30分間アイドル状態が続くと電源
を切断するソフトウェア。米国環境保護庁の省電力 (Energy Star)ガイ
ドライン第 2版に準拠したシステム (sun4u SPARCシステムなど)に
Solarisソフトウェアをインストールすると、デフォルトで電源管理ソ
フトウェアがインストールされる。リブート後、電源管理ソフトウェ
アを有効にするかどうかを確認するメッセージが表示される。

Energy Starガイドラインでは、システムまたはモニターを使用してい
ない場合は、自動的に「休眠状態」(30ワット以下の消費)に入ること
が要求される。

378 Solaris 9インストールガイド • 2002年 5月



動的プロファイル カスタム JumpStartインストール時に、beginスクリプトによって動
的に作成されるプロファイル

ドメイン インターネットのネーミング階層の一部。ドメインは管理ファイルを
共有する、ローカルネットワーク上のシステムグループを表すドメイ
ン。

ドメイン名 ローカルネットワーク上のシステムグループに割り当てられた名前で
あり、管理ファイルを共有する。ネットワーク情報サービス (NIS)の
データベースが正常に動作するためにはドメイン名が必要。ドメイン
名は、ピリオドで区切られた一連の構成要素名から構成される (たと
えば、tundra.mpk.ca.us)。ピリオドで区切られた各構成要素名は
右側に行くにしたがって、全体的な (リモートな)管理権限領域を表
す。

ネームサーバー ネットワーク上のシステムに対してネームサービスを提供するサー
バー。

ネームサービス ネットワーク上の全システムに関する重要なシステム情報が収められ
ている分散型ネットワークデータベース。ネットワーク上のシステム
は、これを利用して相互通信を行う。ネームサービスを使用すること
によって、ネットワーク全域にわたるシステム情報を保守、管理、ま
たは取得できる。Sunでは NISと NIS+のネームサービスをサポート
している。ネームサービスを使用しないと、各システムは (ローカル
の /etcファイルに)システム情報のコピーを保持しなければならな
い。

ネットワークに接続され
ているシステム

ハードウェアやソフトウェアを介して接続されているシステムのグ
ループ (ホスト)。通信や情報の共有が可能。ローカルエリアネット
ワーク (LAN)とも呼ばれる。システムをネットワークに接続するに
は、通常、1台以上のサーバーが必要。

ネットワークインストー
ル

(CD-ROMドライブがあるシステムからCD-ROMドライブがないシス
テムに)ネットワークを介してソフトウェアをインストールする方法。
ネットワークインストールを行うには、「ネームサーバー」と「イン
ストールサーバー」が必要。

ネットワークに接続され
ていないシステム

ネットワークに接続されていない、またはほかのシステムに依存しな
いシステム。

ハードリンク ディスク上のファイルを参照するディレクトリエントリ。複数のハー
ドリンクから同じ物理ファイルを参照することができる。

パッケージ モジュール形式でのインストールを可能にするソフトウェアの集ま
り。Solarisソフトウェアは 4つの「ソフトウェアグループ」に分類さ
れ、それぞれが「クラスタ」とパッケージで構成される。

パッチアナライザ 手作業でも、Solaris suninstallプログラムや Solaris Web Startプロ
グラム内でも実行できるスクリプト。パッチアナライザは、システム
を解析し、Solaris 9 Updateへのアップグレードを行うことで削除され
るパッチがどれであるかを判断します。
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非アクティブブート環境 現在ブートされておらず、次のリブートでのアクティブ化もスケ
ジュールされていないブート環境。

ファイルサーバー ネットワーク上のシステムに対して、ソフトウェアやファイルの記憶
領域を提供するサーバー。

ファイルシステム SunOS™オペレーティングシステムでは、ユーザーがアクセスできる
ファイルおよびディレクトリから成るツリー構造のネットワークのこ
と。

ファンクションキー F1、F2、F3などの名前が付いた 10個以上のキーボードキー。これら
のキーにはそれぞれ特定の機能が割り当てられている。

ブート メモリーにシステムソフトウェアを読み込んで起動すること。

ブート環境 1つ以上のディスクスライス、適切なマウントポイント、ファイルシ
ステムから構成されるブート可能な Solaris環境。ディスクスライス
は、同じ 1つのディスク上に存在することも、分散された複数のディ
スク上に存在することもある。

ブートサーバー 同じネットワークのサブネット上のクライアントシステムに、起動に
必要なプログラムと情報を提供するサーバーシステム。インストール
サーバーの存在するサブネットが、Solarisソフトウェアをインストー
ルする必要があるシステムと異なる場合、ネットワークを介してイン
ストールするにはブートサーバーが必要。

フォーマット データを一定の構造にしたり、データを保存できるようにディスクを
セクターに分割したりすること。

フォールバック 以前に動作していた環境に戻すこと。ブート環境のアクティブ化の処
理中や、ブート対象として指定されたブート環境に問題 (または望ま
しくない動作)が発生する場合にはフォールバックを行う。

フラッシュ マスターシステムと呼ぶシステムからファイルのアーカイブを作成す
る Solarisインストール機能。このアーカイブを使ってほかのシステム
のインストールを行うと、そのシステムの構成はマスターシステムと
同じになる。

プラットフォームグルー
プ

特定のソフトウェア用にベンダーが定義するハードウェアプラット
フォームのグループ。たとえば i86pcや sun4cなど。

プラットフォーム名 uname -i コマンドによって出力される情報。たとえば Ultra 60 のプ
ラットフォーム名は、SUNW,Ultra-60。

プローブキーワード ルールに必要な照合条件を設定してプロファイルを実行せずに、シス
テムに関する属性情報を抽出するための構文要素。「ルール」も参
照。

プロファイル Solarisソフトウェアのシステムへのインストール方法 (たとえば、ど
のソフトウェアグループをインストールするか)を定義するテキスト
ファイル。各ルールは、そのルールが一致したときにシステムがイン
ストールされる方法を定義してあるプロファイルを指定する。通常
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は、ルールごとに異なるプロファイルを作成するが、複数のルールで
同じプロファイルを使用することも可能。「rulesファイル」を参
照。

プロファイルサーバー すべての重要なカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクト
リに持つサーバー。

プロファイルフロッピー
ディスク

すべての重要なカスタム JumpStartファイルを、そのルートディレク
トリ (JumpStartディレクトリ)に持つフロッピーディスク。

ホスト名 システムがネットワーク上のほかのシステムから識別される名前。こ
の名前は、特定のドメイン (通常、これは 1つの組織内にあることを
意味する)内にある全システム間で固有でなければならない。ホスト
名は、文字、数字、マイナス符号 (-)を任意に組み合わせて作成でき
るが、先頭と末尾にマイナス符号は使用できない。

ボリューム 連結、ストライプ化、ミラー化、セットアップ用 RAID5ボリュー
ム、ロギング用物理デバイスによって単一の論理デバイスとしてアク
セスされる物理スライスのグループ。作成されたボリュームは、スラ
イスと同じように使用できる。ボリュームは、1台の物理デバイス上
の正しい場所に論理ブロックアドレスをマップする。マップの種類
は、個々のボリュームの構成によって決まる。

標準の UNIX用語では、擬似デバイスまたは仮想デバイスとも呼ばれ
る。

ボリュームマネージャ CD-ROMやフロッピーディスク上のデータへのアクセスを管理および
実行するための手段を提供するプログラム。

マウント マウント要求を行うマシンのディスクまたはネットワーク上のリモー
トディスクから、ディレクトリにアクセスするプロセス。ファイルシ
ステムをマウントするには、ローカルシステム上のマウントポイント
と、マウントするファイルシステム名 (たとえば /usr)が必要。

マウント解除 マシンに接続されたディスクまたはネットワーク上のリモートディス
ク上のディレクトリへのアクセスを解除するプロセス。

マウントポイント リモートマシン上に存在するファイルシステムのマウント先となる、
ワークステーション上のディレクトリ。

マスターシステム フラッシュアーカイブを作成するシステム。このシステム構成がアー
カイブに保存される。

ミニルート 起動可能な最小の Solarisルートファイルシステム。ミニルートには、
カーネルと、Solaris環境をハードディスクにインストールするために
必要な最小限のソフトウェアが含まれる。ミニルートは、初期インス
トールでマシンにコピーされるファイルシステム。

メタデバイス 「ボリューム」を参照。

メディアサーバー 「インストールサーバー」を参照。

矢印キー 数値キーパッド上にある方向を示す 4つのキーの 1つ。

用語集 381



ユーティリティ コンピュータを購入すると通常無料で提供される、標準プログラム。

/ (ルート) 複数の項目から成る階層構造において、ほかのすべての項目を子孫と
して持つ唯一の項目を指す。階層内において、ルート項目より上位の
項目は存在しない。 / は、直接的または間接的にその他のすべての
ディレクトリの元となるベースディレクトリ。ルートディレクトリに
は、カーネル、デバイスドライバ、システムの起動 (ブート)に使用さ
れるプログラムなど、システムの稼働に不可欠なディレクトリやファ
イルが含まれている。

ルール 1つ以上のシステム属性をプロファイルに割り当てる一連の値

ロケール 同一の言語、風俗、慣習、文化などを共有する地理上または政治上の
地域圏 (コミュニティ)。たとえば、米国英語のロケールは en_US、英
国英語のロケールは en_UK。
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